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　　　　　序章　来たるモノ







　草木が生い茂る緑の平原に、踏み固められた茶ちや色いろの地を晒さらす街道が通っている。払ふつ暁ぎよう間もない空の下で、朝あさ露つゆに湿った草地がきらきらと陽ひを照り返し、土からふわりと虫が飛び始める。

　そこにいま、けたたましい争乱があった。

　人馬の悲鳴。甲かん高だかい叫び声。

　人の持つ誇りを裂いて宙に撒まいたような、恐怖に彩られた叫び声。恐慌した数多あまたの人々が奏かなでる不協和音が、聞く者の理性と耳に針の如ごとく突き刺さらんばかりに響き渡る。

　その叫びを圧倒するのは、獰どう猛もうな獣けものの雄お叫たけびだった。

　地に落ちた影かげの形だけを見れば、人間とほぼ相違ない。しかし、影を生む体を見れば、どうあってもまさに異い形ぎようであった。

　岩のように浅黒く固い肌。体毛の生はえた体たい軀くは醜しゆう悪あくで野生の猛たけ々だけしさを持ち、何よりも、巨大である。人ひと型がたでありながら、大人おとなが見上げるほどに大きな五体。

　それはまさに、巨人とでも言うべき異形の怪物だ。

　節くれ立った巌いわおの如ごとき三本指。その一本一本が人の胴に等しい大きさを持っており、薄うす汚よごれた歯の生はえた口は、馬すら丸ごと咥くわえられそうなほど。

　キュクロプスと呼ばれる、魔ま獣じゆうである。

　顔の中央にある一つ目をぎょろりと動かして、逃げ惑う人々を睨にらんで吠ほえる。耳を圧する巨人の雄お叫たけびに、隻せき眼がんから逃げ惑う何十人もの人々は恐怖に足をもつれさせた。

「落ち着きなさい！　荷を捨てて走って逃げるのです！　早く!!」

　イーリスは喧けん騒そうに負けぬよう、腹まで落とした息で大きく声を張り上げた。慌てふためきどこを見るべきかも定められずにいた者たちが、こちらを振り向いた。

　だからイーリスは胸を張り、背後から迫る巨人の足音を耳にしながらも、うろたえない。

　人々の目に映る己おのれの姿を、しっかりと思い浮かべる。

　長く伸ばした黒の髪を乱してはならない。白しろ絹ぎぬに金糸で紋様をあしらった服の裾すそや外がい套とうも、目にした人にみっともなく映ってはならない。振り乱さず、ゆるやかに広げる。

　一七という齢よわいでは威い厳げんなど出しようもないが、母はは譲ゆずりの深ふか緑みどり色いろをした瞳ひとみを意い識しきして強く瞠みはり、しっかりと声を上げる。

「ロスレブまでそう遠くはありません！　荷を捨て、子は抱えて走りなさい！　早く!!」

　必死で取とり繕つくろった虚勢が少しでも役に立ってくれたのか、それとも誰だれがどのように言おうと同じだったかは分からない。

　ただ、指示を耳にするなり、恐れに足を竦すくめていた者たちは、そこから逃のがれる道を急いで走り始めた。

　イーリスは近くにいた兵にも指示を飛ばしておく。

「もはや荷に駄だも必要ありません！　騎き乗じようして民たみを先せん導どうしなさい！」

　駄馬を引いていたその兵は青い顔でこくこくと頷うなずくと、慌てて馬の背から荷を外して投げ捨てる。

　そこでようやく背後を振り返った。一つ目の巨人はこちらへぎょろりと目を向けて、獰どう猛もうな唸うなり声ごえを上げながら地じ響ひびきに等しい足音を立てて、追いかけにくる。

　その巨きよ軀くへ向けて、逃げるどころか、正面から立ち向かう騎き影えいがイーリスの横を走り抜けた。

　馬上にあったのは、軽装ながらも鋼はがねの輝かがやきを持つ鎧よろいを身に着けた細身の騎士の姿──イーリスの護ご衛えいたる近衛このえ騎士、アリシアだ。

「ここは私にお任せを！　陛下もお逃げ下さい！」

　そう叫びを残して、馬を駆るアリシアの姿が遠くなる。騎士が手にしていたのは、いつもの長剣ではなく、銀の小剣だった。

　巨人のすぐ近くまで駆けていくと、手にした銀剣を振りかぶり──そこから、炎を放った。

　放たれた火球はキュクロプスの腹に当たって弾はじけ、魔獣の肌を焦こがす。

　しかし、痛みよりはむしろ怒りに満ちた唸り声を上げて、巨人がアリシアへ向けて手を振るった。

　ただの張り手が、大岩が落ちたような音を立てて地面を叩たたく。しかし、アリシアは機き敏びんに馬首を別の方へ巡らせて、攻こう撃げきから逃のがれていた。

「こっちへ来い！」

　と、喧けん騒そうの中に聞こえるアリシアの挑発の声。まずはこちらから引ひき離はなそうという心こころ積づもりであるようだ。

「アリシアに神のご加か護ごを……」

　巨人に比してあまりにも小さなその背に視し線せんを送り、イーリスは騎き士しの武運を祈る。

「陛下、こちらへ！」

　ようやく荷馬から全すべての荷物を取り払った若い兵が、馬を引きながらそう叫ぶ。

　イーリスはそちらに向けて走り出すが──馬が悲鳴のようないななきを上げて、勝手に駆け出そうとした。

　不ふ穏おんな気配けはい。それに気づいて、イーリスははたと空を見上げる。

　巨人にばかり気を取られて、かなり近くにくるまで見落としていた。薄はく明めいの空にいまだ残る闇やみの残ざん滓しに潜ひそんで、もう一種、異い形ぎようがいたのだ。

　一見して青白い肌の女の影かげ。しかし、その四肢には猛もう禽きんを思わせる巨大な羽と鉤かぎ爪づめを持ち、獲え物ものを狙う三さん白ぱく眼がんを見開いている。

　空から滲にじみ出てくるかのように次々と、最初の一体に連なるように羽音は数を増した。

「ハルピュイア！　上です!!」

　何十体もの怪鳥の化身が、上空から襲おそいかかってくる。馬を押さえようとする兵に向けてイーリスは叫んだ。

　しかし、異形の猛禽の先せん鋒ぽうは、既すでに獲物めがけて急降下をかけていた。

「あぁあっ!?」

　兵士が慌てて馬から手を離し、ハルピュイアに振り向いた時には、既に巨大な鎌かまのような鉤爪が襲っていた。

　耳を覆おおいたくなるような怪鳥の軋きしり声ごえが、すさまじい速さで通り過ぎる。頑丈な物を引き裂く異音が響き、兵士は地面に倒れていた。

「はっ、ひはっ」

　言葉が出ないほど動揺しているが、生きている。一いつ瞬しゆんだが馬を離して盾を取るのが間に合っていたからだ。ただし、その手にある円盾はもう役に立たないだろう。頑丈な硬木となめし革、さらに鉄板で補強された盾だが、たった一撃で砕かれ、鉄板ごと引き裂かれていた。

　充分に速度の乗ったハルピュイアの足爪は甲かつ冑ちゆうすら貫くことがあると聞く。盾一枚で済んだのはむしろ幸運だ。

　宙に攫さらうつもりであったのか、ハルピュイアは再び空に舞まい上がっていった。その隙すきにイーリスは倒れたまま呆ぼう然ぜんと盾を見つめる兵士へ歩み寄る。

「落ち着いて。立てますか？」

「はっ、ははい！　早く逃げませんと──」

「馬はまだあそこにいます。あれを捕まえて民たみと合流し、そのまま町まで民を守りなさい。後ろを振り返る必要はありません。他ほかの兵にもそう伝えるように」

　兵士が慌てて立ち上がりつつ言うのを遮さえぎって、イーリスはそう告げた。

　言われた内容が分からない、といった顔つきで兵士がイーリスと馬をきょろきょろと見比べ始める。

「えっ、しかし、それだと──」

　若い兵だ。予想外のことに混乱している。だからイーリスは強い言葉を当てた。

「早く往ゆきなさい！　これは王命です!!」

「は……はい、陛下！」

　兵士は一も二もなくそう答えて走りだした。少し離はなれたところに逃げていた馬に飛び乗って、一目散に道の先へと駆けていく。

　鈍にぶい刃やいばを擦こすり合わせるような嫌いやな鳴き声が、イーリスを取り巻く。数を増した怪鳥の羽音が、頭上を旋回していた。

　何十ものぎらぎらした肉にく食しよく獣じゆうの視し線せんが降り注ぐ中、イーリスは取り残されていた。太い羽ばたきを耳にしながら、イーリスは胸に湧わく怒りとともに呟つぶやいた。

「無礼な輩やからですね」

　怖れてはやらない。そう心に決めていた。

　もちろん、イーリスとて死にたいわけではない。だが、もとは駄だ馬ばであった馬には鞍くらも付いていない。裸馬に手た綱づなだけで乗りこむなど、自分には無理だ。たとえ人の手を借りたとしても、すぐに落馬してしまうだろう。

　それよりは、兵が一人ひとりで乗る方が格段に民の助けになるはず。

　つまりは、しかたのないことだ。

　巨人と戦うアリシアが、こちらの窮きゆう地ちに気づいて駆けてくる。だが、あえて離はなれようとしていた騎き士しよりも、怪鳥の魔ま獣じゆうたちの方がずっと早い。

「……わたくしにも、武運のありますように」

　近くに落ちていた短剣を拾う。食事に使うような、いかにも小さな代しろ物ものだ。手のひらほどの長さしかない刃。ハルピュイアの鉤かぎ爪づめの一本の方が、よほど武具らしい。

　それでも、刃を握って構えた。屈服せぬ証あかしとして。

　そんなイーリスを嘲あざ笑わらうかのようにハルピュイアたちはけたたましい鳴き声を重ねて──正面から、三体の怪鳥が、猛もう禽きんの如ごとく襲おそいかかった。

　すさまじい速さだった。不意を打つ必要もないとばかりに、真正面から来る。

　そして、敵の侮あなどりは正しい。矜きよう持じのあったところで、武具など扱ったことのない身では、何をどうすればいいのかも分からない。イーリスは奥歯を嚙かんで、ただまっすぐに怪鳥を睨にらみつけて、

「お父とうさま……」

　──冷たい絶望が、背筋を駆けていった。




《警けい告こく。至急、姿勢制御をしてください》

（人命が最さい優ゆう先せんだ）

《了解コピー。お好きにどうぞフアイア　アト　ウイル》




　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか、イーリスには分からなかった。

　見たままを言うのであれば、宙を滑るハルピュイアの体が、突然、不可視の鎌かまに裂かれたかのようなありさまで、四散したのだ。

　赤い血を撒まき散らして落下するハルピュイアの残ざん骸がいを、ぽかんと見つめてしまってから、記き憶おくを手た繰ぐって視し線せんをさまよわせる。

　先の瞬間、異変は目だけではなく耳にも届いた。遠雷を束ねたような耳みみ慣なれない強烈な音と、唐突に全身から血を噴ふん出しゆつさせて落下した怪鳥という不ふ可か思し議ぎな現象。

　それらが起きたのはいずれも、

「上──？」

　低く飛んでいるハルピュイアの包囲よりさらに上、空を仰あおいだイーリスの視線。それとすれ違うようにして、黒い何かが地に落ちた。

　それも、イーリスから十歩も離はなれていないような、すぐ近くに。

　轟ごう音おんと激げき震しんが、地を揺らす。

　間近に落ちた落雷のような激はげしさで空気が震ふるえ、足裏が揺すぶられて、にわかに胃の底を持ち上げられるような感覚に襲おそわれた。

「──っ!?」

　声も出せないほど驚おどろいて、イーリスは身を縮ちぢこまらせていた。

　ハルピュイアたちの鳴き声が増えだしてから、ようやく、顔をかばっていた腕をそろそろと下ろしてみる。どうやら魔ま獣じゆうたちにも予想外のことだったらしく、羽ばたきを乱して旋回を繰くり返していたが、警戒しているのか襲ってはこない。

　その間に、イーリスは何かが落ちてきた方へ、視線を戻す。

　もうもうと立ちのぼった土煙の向こう、細かな砂粒がぱらぱらと舞まい降る中、それはゆっくりと姿を現した。

「よ、鎧よろい……？」

　思わず、そう呟つぶやいていた。我ながらつい疑わしげな声音になってしまったのは、それほど奇妙な出来事であったからだ。

　いったいどれほどの高さから落ちてきたのか、着地したのであろう地面が抉えぐれ、わずかにだが足先が埋まっている。だというのに、その黒い鎧よろいには歪ゆがみ一つ無く、非現実的なまでに人ひと型がたを保ったまま。

　そして、その装甲には指一本分の隙すき間ますら見当たらない。

　見たこともない接つぎ合わせのされた鎧は、金属の硬質な雰囲気を全身にまとい、体を揺らがせすらしないその姿は、全く見み慣なれぬ、鎧に似た、見知らぬものであるように見えた。

　だが、漆しつ黒こくの全身鎧は、やがてゆっくりと身を起こす。

　見るからに重々しい、頭の上から爪つま先さきまで装甲で覆おおった全身甲かつ冑ちゆうのような姿であるのに、重さを感じさせぬ滑なめらかな動きだった。

　そんな矛む盾じゆんに満ちた鎧姿だが、イーリスの見立ては、

「人……でしょうか？」

　疑わしいことながら、魔ま獣じゆうの類たぐいではないように見えた。

　立ち上がった漆黒の鎧姿からは、獣性を感じない。むしろ熟じゆく練れんの騎き士しのような、落ち着いた立ち姿であるように思える。

　唐突に、音も無くその黒い兜かぶとがこちらを向いた。

　甲冑にあるような、板金の煌きらめきも重く力を込める予備動作すらもないので、一いつ瞬しゆん、こちらを向いていたことに気づくのが遅れたほどだった。

「伏せていろ」

　一言、そう言われた。

　落ち着いた男性の声。目すら見えない面めん頰ぽおの奥からそれが発されたのだと気づいて、イーリスは一拍遅れでようよう頷うなずく。

「は、はい」

　首を縦たてに振ってイーリスがしゃがみこむと、彼は顔を上に向けた。上空のハルピュイアたちを睥へい睨げいするかのように、少し首を巡らせる。

　それから、右手に持っていたものをかまえる。

（盾……いえ、杖つえでしょうか？）

　複雑な形をした物だった。

　仮に武器だとするならば、無骨な棍こん棒ぼう、というところだろうか。

　しかし、彼の構えはイーリスの予想を否定するようなものだ。殴るに適した太くなっている方を持って自らの肩に押し付け、柄のように見える細い方を敵に向けている。

　甲かん高だかい鳴き声が、イーリスの思索を中断させた。周りを取り囲むハルピュイアたちが、一斉にかまびすしい雄お叫たけびを上げたのだ。

　間を置かず、怪鳥たちが風を切って複雑に飛び交いだす。イーリスの目では追い切れない数と速さでもって、魔ま獣じゆうは狩りの布陣を整ととのえていた。

　三〇体以上の巨大な猛もう禽きんが形作るそれは、意志を持った暴ぼう風ふうがあらゆる方向から襲おそいかかってくるに等しい。

　そんな脅威の真まっ只ただ中なかですら、彼の鎧よろい姿すがたは全く動じない。

　そして、唐突にこちらを向いた。

　耳をつんざく轟ごう音おんが、イーリスの耳じ朶だを打ってこだまする。

「きゃあっ!?」

　と思わず耳を押さえて驚おどろくイーリスの背後から、頭の上を飛び越えてあるものが落ちてくる。

　ハルピュイアの腕だ。

　はたと横を見てみれば、翼つばさを失って地に落ちる怪鳥の姿がそこにあった。

　完全に理解の外にある出来事だった。

　だが、耳を塞ふさいでいてすら聞こえる再びの轟音に、イーリスが彼を振り向いた時、その怪異はまるで当たり前の如ごとく、次々と繰くり返されていた。

　先の不ふ可か思し議ぎの再演。理の範はん疇ちゆうを外れた、驚きよう異いたる何かだ。

　イーリスはただ呆ぼう然ぜんとその光景に目を奪われていた。

　それはまるで、地から天へと逆さかしまに降り注ぐ、雷のようだった。

　彼の杖つえから激はげしい炎が吹き荒れると、陽炎かげろうだけが空の彼方かなたまで槍やりのように伸びて敵を貫く。

　不可視の槍は刹せつ那なに敵を討ち、下手へたをすれば翼つばさなどは千切れ飛ぶほどの威力を持っている。ただの一いつ瞬しゆんで幾度も放たれるそれは、生木をもへし折る稲いな妻ずまのごとき瞬しゆん撃げきだった。

　怪鳥の悲鳴が空から地へと落ちていく。

　戦場に降る矢の如く群れなして急きゆう襲しゆうをかけたハルピュイアの集団が、巨大な赤の絵筆に撫なでられたように、無造作で乱雑な塗ぬり潰つぶしを受けて、地面という画布に叩たたき付けられていく。

　だが、槍もそうだが、彼自身もまた、異常である。

　あらゆる方向から襲いくるハルピュイアたちを、苦もなく叩き落とすその手腕。背中どころか全身に目がついているかの如く、ただの一体も彼の不意をつくことができない。

「……まさか、我が国を滅ぼした、あの──」

　茫ぼう洋ようとした呟つぶやきが、知らず口から漏れる。

　呆ほうけていられたのは、そこまでだった。

　不意に、胃の底を持ち上げられたかのような感覚を覚えて、背筋に戦せん慄りつが走る。

　怪鳥の軋きしり声ごえとは違う、野太く腹を揺さぶるような咆ほう哮こうと地鳴りに、イーリスは最初の脅威を思い返して振り返る。

　一つ目の巨人、キュクロプスが足を踏み鳴らして雄お叫たけびを上げていた。

　血走った隻せき眼がんが見定めた獲え物ものは、こちらへと駆け戻ろうとしていた、アリシアである。

　もともと、ハルピュイアはこの巨きよ獣じゆうのおこぼれを狙ねらって集まったモノどもだ。大魚の周りを泳ぐ小魚のようなもので、仲間意い識しきなどは二種の獣けものの間には存在しない。

　イーリスの危き機きを見みて戻ろうとしていたアリシアだが、鎧よろいの人物の登場により、どう出るべきかを決めあぐねたらしい。

　半端にこちらへと馬を走らせる折りに、目の前の獲え物ものしか眼中にないキュクロプスに肉にく薄はくされてしまっていた。

　横合いから伸びる巨大な指先にすんでのところで気づき、かわして馬を走らせるが、キュクロプスは巨体を倒して飛び付くようにして追いついた。

　馬の足が捕まえられ、ひきずり倒される。

「アリシア!!」

　イーリスの口から叫びが漏れた。

　心しん臓ぞうが跳ねる。気づけば立ち上がって、キュクロプスの方へと駆けだしていた。

　その時、さっと影かげが差しかかる。

　頭上から襲おそいくるハルピュイアの鉤かぎ爪づめが、暗く陽ひを遮さえぎったその姿の中でぎらりと光り、イーリスを狙ねらおうとしているのだと分かった。

「あ──」

　ただ、その時にはもう、魔ま獣じゆうの爪は風を切って迫っていた。

　黒い影に視界が塞ふさがれ、どん、と硬い物が体を打って、イーリスはきつく目を閉じた。

　冷たい感触に体を押さえつけられる。

　しかしそれは、魔獣の鉤爪ではなく、漆しつ黒こくの甲鉄を持つ大きな腕だった。イーリスを押しとどめ、かつ支えるように肩に手を置く腕だ。

　瞼まぶたを開いたイーリスの目の前で、肩を押さえる方とは反対の腕に、止まり木のようにハルピュイアを乗せた全身鎧の大きな姿が映る。

　鉄板を引き裂き、正面からでは甲かつ冑ちゆうすら貫くとまで言われたハルピュイアの鉤爪を、彼は右腕一本であっさりと受け止め、阻はばんでいたのだ。

　驚きよう愕がくするイーリスの目の前で、彼が動く。

　イーリスを軽く押して下がらせつつ、おもむろにハルピュイアの足首を摑つかむ。

　そのまま、勢いよく振り回した。

　人一人ひとりを持ち上げることもできるはずの魔獣が、なすすべもなく下へ引きずり下ろされ、箒ほうきのように地へ叩たたき付けられた。

　どれほどの膂りよ力りよくであればそんな芸当ができるのか、イーリスには想像もつかない。

　頭から無造作に地面へと叩きつけられた怪鳥は、ぴくりとも動かなくなった。

　傍かたわらに落とした魔獣の死し骸がいを一いつ顧こだにせず、彼が勢いよく走りだす。気づけば、鳥の羽ばたきはもはや聞こえなくなっていた。

　怪鳥全すべてを地に落とした漆しつ黒こくの鎧よろいが、瞬またたく間まに遠く馳はせる。向かう先は一つ目の巨人、キュクロプスの方向だ。

　イーリスの見る先で、間一髪で馬から飛び下りていたのか、足を摑つかまれた馬とは離はなれたところに、アリシアが倒れていた。

　一方、馬へと飛び付いたキュクロプスは、その鞍くらに人がいないと見るや、手の中の馬を放り出し、急ぎ立ち上がって倒れたアリシアへと手を伸ばす。

　三本指の巨大な手が迫っていることに気づいた騎き士しが、倒れたまま銀剣を掲げて火球を放った。節くれ立った巨人の手のひらで、火の花が吹き荒れた。

　キュクロプスが手を焦がす苦痛に怒りの雄お叫たけびを上げながらも、その手を止めずに騎士へと振り下ろす。

　その眼がん前ぜんに、漆黒の影かげが躍おどり出た。

　普通に考えれば、馬でも間に合うかは怪しいところだった。

　にも拘かかわらず、二本の足で駆けた彼は矢のように巨人へ飛来し、その巨大な一つ目の目前へと飛びこんでいた。

　いま、その手に握られているのは、先ほどの杖つえではない。その背にあった、大剣である。

　鎧と同じく真っ黒に染め上げられた、長大な片刃の両手剣は、常人なら振り上げることすらできぬだろうほどの、巨大な剣だった。

　人が扱うとは思えぬような剣が、大上段にかまえられ、あまつさえ全身鎧を着たまま跳ちよう躍やくしてくるなど、新兵が見る悪夢でもそうはないだろう。

　それを現実として為なしえる人物が、凄まじい光景を生んだ。

　真まっ直すぐに振り下ろされた大剣が、岩も同然の頑丈さを持つキュクロプスの分厚い皮と骨を、それこそ岩を割ったかのような轟ごう音おんと共に叩たたき斬きった。たった一いち撃げきで、頭頂から腹まで深く斬り下ろされた魔ま獣じゆうは、悲鳴すら上げられずに膝ひざをついた。

　斬ざん撃げきの勢いに引かれ、前へと倒れる巨人の体。その足下に着地した漆黒の鎧が、信じられないほど機き敏びんな動作でぐるりと旋回。

　下から上へと跳ね上げられた斬撃が、重い巨人の体を、吹き飛ばした。

　それは、例たとえるなら船を斬り飛ばすにも等しい驚きよう異い的てきな一撃だ。神代の英えい雄ゆう譚たんをそのまま再現するかのような、幻想の中にしかないような光景。

　巨人の体は真っ二つに分かれながら吹き飛んで動かなくなる。

　それで、終わりだった。

　全ての魔獣をたった一人ひとりで殲せん滅めつした彼が、剣を収めて、こちらを振り向いた。

　陽の光りを冷たく吸い込む黒の装甲は、たったいま行った壮絶な戦いの残ざん滓しも無く、静かに佇たたずんでいる。

　その全身鎧の兜かぶとの奥から、視し線せんを感じたような気がした。

　イーリスは詰めていた息をゆっくりと吐き出して、彼を見つめ返す。

　不ふ思し議ぎと、己おのれの佇たたずまいを意い識しきしようとは思わなかった。ただ、力を抜いた自然な立ち姿で、イーリスは見えぬ目を真まっ直すぐに見つめる。

　鼓動が、胸の内で強く脈打つのを感じていた。

　理由は全く分からなかったものの──イーリスは、高鳴る鼓動が生み出す衝しよう動どうのままに、彼へと歩み寄っていった。

　逃げるためでも立ち向かうためでもなく、ただ、心に従って足を進める。そんな何気ないことが、ずいぶん久しぶりであるように感じた。
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　　　　　第一章　果て無い世界







　薄うす暗ぐらい灰はい色いろの空の向こうからぼんやりと陽光が届く、よく晴れた日。ひび割れと黒い染みが所々に点在する荒れたアスファルトの道路がある。

　両りよう脇わきには長らく放置された廃はい墟きよが立ち並び、割れた床下から突き出た雑草や植物に侵食されていた。いずれも茶ちや色いろく濁にごった植物で、枯れ草同然の色をしており、粉ふん塵じんの混じった風が吹くと、かさかさと不吉な音を立てる。

　特に珍しくもないその景色けしきの中に、路上に停とまる装甲車ＡＰＣの車列があった。数は四台。しかし、そのうち一台が横向きに倒れている。

　その光景に、忌いま々いましく舌打ちをする者があった。

　車列から離はなれた崩れかけの廃墟の上、屋根の上に腹ばいで寝そべる、真っ黒な人ひと影かげだ。

　名前を、レンといった。

『識しき別べつ信号確かく認にん。Ｔ─８７─Ｆ。補充兵リクルートの移動車列のようです。距きよ離り四一七メートル』

　ＡＰＣの視認を感知したＡＩが、レンの耳にメッセージを響ひびかせる。体内にある通つう信しん機きから響ひびく、無む機き質しつだがどこか女性的な機械音声。

　それを耳にしながら、レンはゆっくりと腕を動かした。正せい確かくには、その手に持った銃を、だ。

　手にしているのは、長方形の骨太なシルエットを持つ「Gideon　GAR-NUC」という名の突とつ撃げき銃じゆうだ。通称を「ギデオン」という。

　親指でセレクターレバーを弾はじいてギデオンの安全装置を解除し、銃床を肩で固定。両足を軽く開いたあとに右足を曲げる。そうして伏ふせ撃うちの姿勢を保持すると、ぴたりと静止した。

　その姿を他ほかの者が見れば、いまのレンはまさに機械の塊に見えただろう。

　レンの全身は機械の鎧よろいに包まれている。真っ黒に塗装された、強化外骨格装甲服を着ているのだ。頭から爪つま先さきまで、人間らしい肌はわずかも露ろ出しゆつしていない。加えて、内部の人工筋肉と機械の補正により、生物として当たり前である呼吸の動きすら外には出さない。

　その姿は、初めからそういう機能を持って造り出された機械のようになる。

『交戦するのですか？』

　射撃姿勢を取ったレンに、そう問いかける声があった。

（反対か、ミネルヴァ？）

　その返答を、口には出さずに、自分に問いかけるような心持ちで強く念じる。

　彼の頭にいる、人工知能に向けた返答だ。

　比ひ喩ゆ的てきな意味ではなく、文字どおり頭ず蓋がいの中に人工知能が存在している。外科的処置により後から入れた副脳組そ織しきと、それに繫つながった量子コンピュータに組みこまれたＡＩは、彼の主脳と住まいを同じくしており、装甲服とレンの体全すべての神経回路を制御している。

『反対はしません。汎はん用よう型がた情報支援エージェント、ミネルヴァはあなたに従属します』

　曖あい昧まいなはずの「念じる」という行為を会話方法として使うことができるのは、おそらく偶然の産物であろう機能だ。少なくともマニュアルには無い機能である。

　物理的に神経組織で繫がった主脳と副脳がもたらした取るに足らない副産物。しかし、レンにとっては最も使用頻ひん度どの高い機能でもある。

　何故なぜなら、これはレンとミネルヴァ以外の誰だれにも介入されない会話方法であるからだ。口に出さなければ何も記き録ろくに残らないし、ＡＩのひとり言も、記録保持の義務は無い。

　だからこそ、口に出せないような言い合いをすることもできる。

（なら、何が不満だ）

『あなたに課かせられた交戦規則ＲＯＥでは、彼らの救援要よう請せいに答える必要はありません。戦せん闘とう後ご、何を言われるのか当ててみせましょうか？』

（言ってみろ）

『了解コピー。高こう確かく率りつで「余計なことをするな」です』

（だろうな。だがミネルヴァ、もしも見過ごした場合、俺おれのデータを見た技士官がなんと言う？）

『「友軍の危き機きを見過ごしたのは何故なぜだ」』

（なら、交戦規則ＲＯＥに従っても慣かん例れいに従っても、悪く言われることだけは変わらないわけだ。分かったら敵を映せ）

『了解しましたウイルコ』

　そんなやりとりの間に、既すでに準備はしていたのだろう。

　装甲服の頭部カメラから得た望遠視覚を網もう膜まくに投とう影えいするレンの目に、すぐさまミネルヴァが衛えい星せいとＡＰＣからのデータを重ねて、視覚では確かく認にんできていない位置にいる敵の姿までを、半透明のグリッドで表示する。

　その目に映るものを端的に言い表すならば、巨大なカマキリ、だ。

　情報を参照するまでもなく、「マンティス」と呼称される魔ま獣じゆうだとレンは知っている。

　大きな二つの複眼と鋭するどい牙きばを有する逆三角形の頭部に、細長い胴体から続く太い腹、そして四本の足で体を支え、鎌かまのような形をした上部の二本脚を獲え物ものを捕らえる武器として活用している。──これだけならばまさにカマキリそのものであるのだが。

　まともな昆虫であるならば、装甲車を横倒しにして捕らえたりはしない。

　魔獣であるマンティスは、縦たてに三メートル超の巨体を有し、対人用の拳けん銃じゆう弾だんなら正面からでも弾はじいてしまうほどの分厚い甲殻をまとい、鋼こう鉄てつの装甲板すら叩たたき割るほどの膂りよ力りよくを持つ。

　それが、二十匹以上、ＡＰＣの車列を取り囲んでいた。

　現在、彼らは敵と膠こう着ちやく状態に陥っているらしい。

　先頭車両を横倒しにされ、前進できなくなったうえ、敵に後ろを取られるまでに後退するという対応をできなかったようだ。

　そんな不手際の結果が、周囲を取り囲まれて動けなくなった現状、というわけだ。

『索敵終了しました。Ｔ─８７─Ｆへ戦術提案をしますか？』

（適当に頼む）

『了解ですコピー。支援射しや撃げきを要請します。──却下されました。通信要よう請せいを受信。どうしますか？』

（こちらから送ろう）

　レンは射撃姿勢のまま、通信回かい線せんを開いた。

《Ｔ─８７─Ｆ、聞こえるか。こちらＡＳ─０７─３だ》

　目標──装甲車の乗員に向けて通信を飛ばすと、少しの間を置いて応答があった。

《こちらＴ─８７─Ｆ。聞こえている。そちらの位置と信号も確認した。……まさか、〈アーガス〉が、俺おれたち程度のために来るとは、思っていなかったがな》

《これから周囲の魔獣に攻撃をかける。準備しろ》

　応答の後半は無視した。その声に含まれた、皮肉げな響ひびきも。

《おい待て。こちらにいるのは半分が新兵なんだぞ。それに──》

《了解したアイ　コピー。では大人おとなしくさせておいてくれ。通信終了アウト》

　一方的に通信を打ち切り、小さな嘆息を一度漏らして、レンは目の前のものに意い識しきを移す。

『通信要よう請せいがあります』

（無視しろ。十秒後に射しや撃げきするとだけ送っておけ）

『カウントダウン音声を添付しますか？』

（黙だまってやれ）

『了解しましたウイルコ』

　ともあれ、レンは必要な情報を数秒足らずで目と頭に刻んでから、照準を合わせ──引き金を絞った。

　発砲。

　突撃銃ギデオンから放たれた六・八ミリの弾丸は、狙ねらったとおりにマンティスの頭を粉砕した。他のマンティスが仲間の身に起きた異常に気づいて騒さわぎだすより早く、二匹目の頭部を撃うち砕く。

　気づいたところで、三匹目。

　狙そ撃げきと言うべき距きよ離りでありながら、目に映るマンティスは望遠視覚で大きく映り、また、ギデオンに組みこまれた電子装置が装甲服の射撃制御ＦＣＳプログラムと連動していて、感覚としては、二十メートル先の空き缶を撃つのとあまり変わらない。

　レンは次々とマンティスを撃ち続けた。

　敵が撃たれていることに気づいて回かい避ひ行動を取り始めてからは、数発ほど太く長い腹に弾丸を撃ちこみ、倒れたところで頭を撃ってとどめを刺す。

　淡々とした確かく実じつな作業をするだけで、魔ま獣じゆうは数を減じていく。

　だが、昆虫が恐怖を理解しないのと同じく、魔獣マンティスも本能の中に恐怖という項目を持たざる生物であり、また、その能力は並の生物をはるかに上回る。

　撃たれ、斃たおれる仲間を意に介さず、虫の複眼で音速を超えて飛ひ翔しようする弾丸を視認し、それがどちらから飛んでくるのかを見て判断することが可能。

　群れの半分ほどが撃ち貫かれたあたりで、残り全すべてのマンティスがレンの狙撃位置へと駆けだした。

　しかも、マンティスは走りやすい道路上を駆けてくるのではなく、遮しや蔽へい物ぶつとなる廃はい墟きよの中を通ってレンへ向かってきていた。──魔獣は知恵を持たない生物であるが、ある程度世代を経ると、狩猟本能の中に獲え物ものへの対応を刷りこんで状況に適応する。

　こうなると厄やつ介かいだ。ギデオンの六・八ミリ弾には、コンクリート壁へきごと標的を撃ちぬけるほどの貫通力は無い。一方、マンティスの四本脚は人間なら駆け上がれない瓦が礫れきの山を易やす々やすと踏み越え、経年劣化した壁かべを二本の鎌かまと巨大な体、そして甲殻の強度で粉砕してのける。

　あちこちからコンクリート製の壁が打ち砕かれる轟ごう音おんが上がり、それは猛烈な勢いでレンに迫りつつあった。

　狙撃を諦あきらめたレンはギデオンのセレクターレバーを指で弾はじき、単射セミオートから連射フルオートへ切り替えて、立ち上がった。

　眼下の廃はい墟きよの一つ、窓枠を失って四角い穴を残す壁かべに銃口を向け、タイミングを見計らう。マンティスがその廃墟に入った瞬しゆん間かん、フルオート射しや撃げきの弾雨を窓に通した。

　そこを駆け抜けようとしたマンティスが、横殴りの弾丸の雨に撃うたれて倒れる。青い鮮せん血けつを撒まき散らし、空気そのものを搔かき毟むしるような、異様な咆ほう声こうを上げてのたうち回った。

　同じようにもう一匹を始末してから、レンは背中に取り付けたハードケースにギデオンを収める。

　二匹倒してもまだ、マンティスは四匹はいる。しかしこれ以上この場で撃つのは、不可能だ。

　路上を見下ろすため建物のふちに立っていたレンが、踵きびすを返して背後へ振り返る。

　その瞬間、レンの立つ屋上が下からの衝しよう撃げきに揺れた。吹き上がる建材の破片と埃ほこりが、レンの視界を埋め尽くす。

　すさまじい速度ですでに足下まで辿たどり着いていたマンティスが、屋根をぶち破って眼前に躍おどり出てきたのだ。建物すら粉砕せしめる凶悪な鎌かまが、もう振り上げられている。

「ふん」

　だがその脅威を、レンは動揺することなく冷静に迎えた。

　奇き襲しゆうとは気づかれないようにするものだ。レンの着る強化外骨格装甲服が持つ動体センサーは、魔ま獣じゆうの移動音を拾い、狭い範はん囲いではあるが、全方位の魔獣の位置を把握することが可能だ。

　すでにレンはマンティスの出現に先んじて、背にある武器へと手をかけている。ならばこれは、奇襲を受けたのではなく、敵を待ちかまえていた形となる。

　マンティスの頭が真上から叩たたき割られ、さらには堅けん牢ろうな甲殻ごと半身を潰つぶされ、自らが開けた穴へ叩き落とされた。

　それを成したのは、見ただけならば時じ代だい錯さく誤ごともいうべき得え物もの──長大な剣であった。

　刃渡りだけで一二四五ミリという、常人では振り上げるにも苦労するような代しろ物ものだ。特別な高硬度合金で造られた刃やいばは頑健で堅牢であり、魔獣を両断しても刃こぼれ一つ起こさない。

　工業製品の持つ無む機き質しつさだけで構成された、刀剣としては異様な物だが、機械の塊のようなレンが持つと、奇妙なことにしっくりくる。

　試作で終わったこの武器に名前はなく、鍔つば元もとに「ＯＲＤＯ」と刻印が打たれているため、レンはこれをオルドーと呼んでいた。

　そのオルドーの刃が、高速で横向きに振り抜かれる。

　金切り声が、断だん末まつ摩まの強烈さで周囲に響ひびき渡った。レンが横合いから飛びかかってきていたマンティスを、鎌ごと真っ二つに斬きり飛ばしたのだ。

　横に振った大剣を引き戻しつつレンは反転し、鋭するどく踏みこんで突きを放つ。外がい壁へきを登って後ろに現れた一匹の胴を貫いた。

　魔獣に突き立つ刀身を捻ひねり、右に振る。マンティスは千切れかかった胴の切断面から青い血を迸ほとばしらせながら、同じく外がい壁へきを登ってきていた仲間に激げき突とつ。

　悶もだえ苦しむ仲間の体にぶち当たられ突とつ撃げきを妨害されたマンティスが、鎌かまを振るって瀕ひん死しの同胞をはねのけた。

　その隙すきは、レンが踏みこむのに十分な隙だ。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされたオルドーが、マンティスの鎌と逆三角形の頭部を切り落とした。一抱えほどもあるマンティスの頭部がごろりと転がり、胴体から切きり離はなされてなお、がちがちと顎あごを嚙かみ合わせる。

　足裏まで装甲が張られた足が鉄てつ槌ついの如ごとく振り下ろされ、それを踏み砕いた。

　その頭部で終わりだ。

　レンは血を払ってからオルドーを背の鞘さやに収める。重々しい金属音がして、背面装甲に取り付けられた金属製の鞘ががちりと剣身を嚙み固定した。

　念のためもう一度周囲を確かく認にんしてから、レンはＡＰＣへ通信を送る。

《Ｔ─８７─Ｆ、こちらＡＳ─０７─３。魔ま獣じゆうは始末した。そちらへ行く》

《……こちらＴ─８７─Ｆ。救援感かん謝しやする。来るならさっさと来い》

　短いやりとりをして回かい線せんを切ってから、レンはぼそりと呟つぶやいた。

「感謝しているようには、聞こえないな」







　人類は、魔獣という脅威に曝さらされていた。

　繁はん栄えいを極めていた人という種に、あたかもそれ以外の種が一致団結して反撃するかのように、獣けものや虫を模かたどったような生物が、急速に人類を淘とう汰たしているのだ。多様かつ異い形ぎようのその姿から、『モンスター』『幻想生物』『キマイラ』と様々な呼び方をされ、しだいに『魔獣』という、兵士が呼ぶものが定着した。

　魔獣のルーツは分かっていない。当然、調ちよう査さはされていた。だが出現の瞬しゆん間かんを見ることができてすら、誰だれにも分からないのだ。

　多くは山の中で、突如として現れる。地表の人間の表情すら見分けられるほどの、高精度な観かん測そく衛えい星せいが撮さつ影えいした映像ですら、唐突、としか言いようもなく突然に現れるのだ。

　では、山を焼き払えばいいのかと言えば、それも無意味。焼いた山の跡に現れる魔獣の群れは、むしろ走るのに邪魔な木々がないことで、人の住む町へと急速に迫る。

　そして魔獣が現れるのは、そこだけではない。

　人里のすぐ近くで、民家の中で、地下鉄の線路上で、唐突に魔獣が現れ、人が襲おそわれるという事態が多々ある。

　分かっているのは、一度現れた位置には続けて出現することと、無差別に人を襲うこと。

　それだけである。

　五十年前、突如として全世界で同時に起こった魔ま獣じゆうの出現という災さい厄やくに、世界は一気に恐慌状態へ陥った。

　そして半世紀もの間、人は魔獣と戦い続け──いまなお、戦いは終わりが見えない。







　装甲車ＡＰＣの車列に辿たどり着いたレンを迎えたのは、いかにも不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべた中年の男だった。階級章を見ると、少尉である。現場の叩たたき上げタイプだろう。大きな体つきをしているが神経質そうな目をしており、周囲に展開した部下たちを目で追いながら、何かを気にかけるたび小さく目元を引きつらせている。

　物事や部下が自分の理想どおりに動かなければならないと信じているタイプだ、おまけに溜ためこむ。とレンは内心で勝手な感想を懐いだいた。

　そんなことを考えているとはおくびにも出さず──出しても頭を覆おおうヘルメットは顔を見せないのだが──レンはその少尉と向き合った。

「ＳＡＲ所属、ＡＳ─０７─３だ。救援要よう請せいを受信し、貴隊の援えん護ごに来た」

「０８７小隊隊長、ロウリー・カウイ少尉だ。救援感かん謝しやする」

　なんら感情のこもらない定型文の挨あい拶さつであるというのは、ロウリー少尉の固い声音からはっきりと伝わってくる。レンもさして感謝を期待していたわけではない。

　ロウリー少尉はいかにも不機嫌そうに鼻から息を吐いて、レンをじろりと睨にらむ。

「何か？」

　そう訊たずねると、少尉は渋じゆう面めんを浮かべた。

「余計なことをしてくれたな。貴様のおかげで危うく大事な補充兵がパニックになるところだった。そのことに謝罪も無いのか？」

「準備しろと言っておいたはずだ」

「薬を打って頭の中までいじくる貴様のような奴やつと違ってな、新兵を戦わせるには、心がまえと、必要な手順をさせねばならんのだ。何も分かっとらんな。これだから〈アーガス〉どもは」

　口に含んだまずいものを吐き捨てるような、そんな口ぶりだった。

　レンは〈アーガス〉と呼ばれる兵士だ。

　先進技術の粋を集めた〈アーガス〉専用強化外骨格装甲服「タルタロスアーマー」や、突とつ撃げき銃じゆう「Gideon GAR-NUC」といった、種々の装備だけではない。レンの体内には様々な機き械かいが外科的に埋めこまれている。──否、埋めこまれているというよりは、体を機械に置き換えている。

　光学繊せん維いの神経系を初めとして、遺い伝でん子し的に強化された筋肉に導どう電でん性せい高分子を織おりこんで超人じみた怪力を持ち、人工臓ぞう器きで増やした内臓や、薬物投与により化学的にも全身くまなく強化を施した身体を持つ──それが〈アーガス〉だ。

　その施術は誰だれに対してもできるというわけではなく、同様の強化手術を行ったとしても、適合できなければ死んでしまうだけだ。

　それだけに強化は著いちじるしいもので、その能力を前提とした装備もまた、強力だ。

　つまり、レンは第三世代型〈アーガス〉として、肉体的にも精神的にも一般の兵士とは一いつ線せんを画かくす存在である。

　だが、そんな存在を普通の兵士がどう思っているのか、言葉にして言われたことはなくとも、レンにはこう感じられた。

　曰いわく、『卑怯者チート野郎』だ。

　初めはこうではなかった。苦しい戦いの場に現れ、兵士を助ける〈アーガス〉の名は、人の救い手として見られていた。だが、戦いが続くうちに、兵士たちが〈アーガス〉を見る目は変化していった。物資が不足がちになる中、いつでも新型の装備を調ととのえ、苦戦する兵士たちの目の前で易やす々やすと魔ま獣じゆうを殲せん滅めつする〈アーガス〉の姿は、いつしかやっかみの目で見られるようになっていった。

　ロウリー少尉のような対応にも、もはやレンは慣なれきってしまっている。

　レンのような〈アーガス〉に頼らなくとも、状況を打開できたし、手柄として吹ふい聴ちようされたくない。そう考えているのだろう。

　レンにしても、感かん謝しやを期待していたわけではない。だから、早く本題に入ることにした。

「弾薬の補給と、目的地までの移送を頼みたい。どうやら同じ所を目指しているようだからな。この部隊は研究所の危き機き対応部隊への補充兵だろう？」

「そのとおりだ。だが、俺おれたちはお前を運ぶような辞令を受けていないが？」

　それで何故乗せなければいけないのか、とレンの頼みを拒否するようにロウリーは腕組みしてそう訊きき返してくる。

　レンは肩を竦すくめた。

「見かける魔獣を全すべて殺しながら来たら、少し遅れが出たんだ」

　すると、少尉の顔に渋じゆう面めんが浮かぶ。

「だからお前のような戦闘狂バトルマニアと行動を共にしたくないんだ。お前ら〈アーガス〉は戦う必要の無い敵にまで撃うちかかりやがる」

「人類と敵対しない魔獣はいない。いつか人を襲おそう魔獣をいま殺して何が悪い」

「いまここにいるのは新兵がほとんどなんだぞ、そんな危ない野郎を便びん乗じようさせられるか」

「……便乗させてもらっている間は、あんたが指揮官だ。戦せん闘とう行動には許可を求める。それでいいか？」

　レンがそう言うと、もう一度睨にらみを利かせてから、ロウリーは低い声音で答えた。

「特殊機械化偵察部隊ＳＡＲの要よう請せいを断れば中央司令部ＵＦＣＣから文句がくるからな。乗りたいなら乗ればいい。これから横倒しにされた一号車を起こして点検してから、まだ動くようなら部下に運転させる。乗車は許可するが、貴様は先頭車両の屋根の上にでもいろ」

「了解した。終わったら声をかけてくれ」

　そう告げて、レンはその場を離はなれようとした。だが、

『駄だ目めです。該当車両はこの場に放棄し、いますぐ出発してください』

　唐突に、装甲服の外部発声用スピーカーから、ミネルヴァが発言した。

「なんだと」

「どうした？」

　少尉が目を剝むいてレンをぎろりと睨にらむが、レンは取り合わない。

　兵士たちとの関係が悪いことは、ミネルヴァも分かっている。それを押してなお発言したのは、何か理由があるはずだ。

『我々の目標地点であるアルゴリス研けん究きゆう所じよから、緊きん急きゆうの救援要よう請せいが発信されています。現場に急行してください』

　ミネルヴァは、無感情な声でいきなりそう告げてきた。







　その研究所は、レンもよく知るところであった。

　アルゴリス研究所。──〈アーガス〉を造うみ出したのはここなのだ。知っていて当然である。

　機き密みつ情報の塊であるアルゴリス研究所は、基本的に外部との連絡を遮しや断だんしている。

　そんな施設が救援要請を外部に発信するだけでも、かなり切せつ羽ぱ詰つまった事態が起きているのは間違いない。それも、秘ひ匿とく回かい線せんでの符ふ丁ちようによれば、研究所はケース４の事態に見み舞まわれている。その意味は『施設内に敵侵入』である。

　通常ならば、ありえないことだ。

　魔ま獣じゆうは確たしかに唐突に出現する。しかし、アルゴリス研究所の備えは並大抵のものではない。

　廊下には各部へ屋やごとに分厚い隔かく壁へきが設置されているし、自動機銃や化学兵器すら防ぼう衛えい用ように設けてあり、研究所の警けい備びと保安を目的とする緊急対応部隊が、一個大隊は詰めている。

　閉所で動きを制限された魔獣が現れた程度なら、研究所に配備された兵力で十分対処できる。

　だが、しばらくして暗号化されていない回線にすら救援要請が発信されていた。

「いったい何が起こっている？」

　猛烈な速度で０８７小隊の車列は研究所へ急行していた。その車列に便びん乗じようして、先頭車両の屋根の上でレンは機銃座に摑つかまりながら膝ひざ立だちに座っていた。

『研究所内の監かん視しカメラの映像で、内部、ほぼ全ブロックに亘わたって多数の魔獣の姿が確かく認にんできます。こうなると、全すべての隔壁を作動させても、逃げ場が無くなるだけです。また、大隊規模の戦力で対応できる数を超えていると推測されます』

　ミネルヴァがそれに答えた。通信回線が開かれたので、そこから研究所内部のコンピュータにアクセスしているのだろう。

　レンは前を睨にらむ。目的地まではあとニキロほどだ。

『正面ゲートが閉へい鎖さされたままです。開放しますか？』

「やっておいてくれ」

『了解しましたウイルコ』

　ふと、レンが疑問を口にした。

「おい、誰だれの権限を使って開放してるんだ？」

　自動で開閉できるゲートといっても、それには進入許可を持つ人間のＩＤがなければならないはずだ。もしロウリー少尉のものを勝手に使ったというならば、一声かけておこうと考えてのことだった。

『操そう作さ履歴ログの一番手近にあった、メインゲート保安担当者のＩＤです』

　返ってきた答えは、予想外のものである。

「…………」

　ミネルヴァが友軍施設へクラッキング行為をしていると知って、レンは沈ちん黙もくした。何を言えばいいのか、わからなかったからだ。

（……こういう事態を怖れて、研究所は外部との連絡を遮しや断だんしているはずなんだが）

『現在、アルゴリス研究所は孤立環境スタンドアローンではなくなっています。──しかし、防ぼう壁へきが脆もろすぎます。何者かの情報工作の可能性があります』

（ありえない。情報管理局ＩＡＡが嚙かんでいる施設だぞ？　魔ま獣じゆうの襲しゆう撃げきで、管理者が操作を誤っただけだろう）

　そうこうするうちに、レンの耳に銃声が届いてきた。研究所に配備された部隊のものだろう。まだ戦いは続いている。

　レンは機き銃じゆう座ざから車内を覗のぞきこみ、兵士に呼びかけた。

「もうすぐ到着だ！　機銃につけ！」

　かなりの速度を出すＡＰＣの走行音に負けぬよう大声でそう言ってから、レンは機銃座から離はなれて前の方へ移動する。揺れる車体の屋根に膝ひざを立てて座った。言われたとおり機銃座に出てきた兵士が、走行中のＡＰＣの上で苦も無く姿勢を保つレンに、ぎょっとした目を向けてくるが、無視した。

『警けい告こく。地下の粒子加速器の電力使用量に異常を確かく認にんしました。粒子加速器が稼か動どうし続けています。融ゆう合ごう炉ろもです。安全装置が機能していません。危険です』

　そのモニターをしているのはどこの管制で、ミネルヴァにアクセスの許可は出ているのか。そう訊きき返すのは躊躇ためらわれたため、レンは必要なことだけを訊いた。

「どんな危険だ？」

『放置した場合、爆ばく発はつが起こり、付近の放ほう射しや線せん量が劇げき的てきに増大します』

「到着後、すぐ地下に向かう」

　そう答えた。機き銃じゆう座ざの兵士が無線に叫ぶ声。

「ロウリー少尉！　ゲートは開いてます。このまま中に突入しますか!?」

　間もなくだ。レンの右手がオルドーの柄を握にぎり締しめ、身がまえた。それとほぼ同時に──唐突に、装甲車が跳ねた。

　振り落とされそうになったレンは危ういところで体勢を立て直す。

『警けい告こく。地下で爆発が──いいえ、訂正します。原因不明の揺れが発生しています。衝しよう撃げきに注意して──』

　ミネルヴァが口早にまくしたてる最中で、異常は続いた。

　路上に障害物があるわけでもないのに、二度三度と車体が跳ねた。ＡＰＣの挙動が不安定になり、危機を感じたらしい操そう縦じゆう手しゆにより急制動がかかる。車内で兵士たちの罵ば声せいが重なる。

　すぐに飛び出そうと車体の上で待機していたレンにとっては、罵声ではすまない。さすがに引ひき剝はがされる。これを堪こらえるのは難むずかしいと判断したレンは、ぎりぎりまで耐えてから、宙へと跳んだ。

　受身が必要なほどではない。身を捻ひねり、着地点を見極め、足を向けて衝撃を堪える。

　その瞬しゆん間かん、

「な、にっ!?」

　視界が真っ白に染まり、レンの全身を衝撃が襲おそった。なすすべもなく吹き飛ばされる。

　五感が曖あい昧まいになり、上下左右が分からなくなって──彼の意い識しきは、そこで、途と絶だえた。







　目が眩くらむような光がある。




　すさまじい光量に瞼まぶたを刺されてレンの意識が覚かく醒せいした時、体は逆さまになって頭から落ちていた。

「──っ!?」

　眩まばゆい光に、やたら透過率の高い空気、奇妙に青々しい風景。目から飛びこむそんな光景に、一瞬前までの名残なごりは一つも無い。

　さしものレンも思考が困惑に陥りかけるが、とにかく対処を優ゆう先せんしなければ、と首を反らして下を見た。

《接敵確認コンタクト》

　ミネルヴァの声は健在。魔ま獣じゆうの群れを視認。中央に光を弾はじいて煌きらめく白い布──違う、白い服を着た誰だれかだ。魔獣が三体、急きゆう襲しゆうする。

　レンは即座に腹を括くくって、ギデオンを背中のハードケースから素早すばやく抜き放つ。

《警けい告こく。至急、姿勢制御をしてください》

（人命が最さい優ゆう先せんだ）

《了解コピー。お好きにどうぞフアイア　アト　ウイル》

　一連射で三体のハルピュイアをまとめて一ひと撫なでする。小さな人ひと影かげへ襲おそいかかっていた奴やつらだ。着弾の確かく認にんまではできない。しかし、必中の手て応ごたえはある。

　間かん髪ぱつ容いれず身を捻ひねる。

　体を捻りつつ手足を曲げ伸ばしし、角運動量保存の法則に従って望むべき体勢になって──つまりは、足を下にして落ちる。猶ゆう予よは無い。

　衝しよう撃げき。

　常人とは比べ物にならない強度を誇る骨や関節が、装甲服ごしに伝わった衝撃に軋きしんだような気すらした。

　だが、

《ステータス、各部異常無し。バイタルチェック、異常無し》

　危ういところではあったが、着地に成功していた。

　レンは身を起こして銃じゆう把はを握り直し、背後に顔を向けて、一言、声をかけておく。

「伏せていろ」

　何が起きたのかは分からない。ＡＰＣや研究所はどうなったのかも、不明だ。

《周囲に中型魔ま獣じゆう三十一、大型魔獣一を確認》

　だが、目の前に魔獣がいるなら取るべき行動は一つだった。

（殲せん滅めつする）

　背後から急降下をかけた魔獣を撃うち落としながら、レンは耳みみ慣なれた銃声と敵の悲鳴を拠より所どころに、いつもどおり、己おのれの心が鋭するどく冷たく固まるのを感じた。いつもどおり、自分は敵さえ殺していればいい。そう確信を得て、レンはそのとおりに行動した。







　生まれてからおよそ十数年をかけて、鋭く固めたそれが、その戦いを最後に変化を強しいられるとは、レンは予想もしていなかった。




　　　　　○




　魔獣の死し骸がいは、煙のように消きえ失うせる。

　生命活動を停止した魔獣は、しばらく時間が経たつと、末端から黒い砂のようなものに変わり、やがて、その砂もさらに細かい粒子となり、消えてしまうのだ。

　体に付着した魔ま獣じゆうの返り血が砂と化し、装甲の表面を滑り落ちていく。全身からざらざらと黒砂を落としながら周囲を確かく認にんして、レンは当惑の中にあった。

　どこを向いても、目に慣なれないほどの色彩が飛びこんでくる。ただ上を見上げただけでも、突き抜けるような蒼あおの空は見たこともないほど複雑、かつ玄妙な色合いをしていた。

　思わず、見み惚とれそうになるほどに。

（なんだここは……光量がすさまじく高いな。あれは再現映像か？）

　魔獣の進行を防ぐために、いくつかの国が核を使用したことがある。その爆ばく発はつが舞まい上げた粉ふん塵じんが空を覆おおい、世界は常に灰はい色いろで覆われているはずだ。

　見慣れた灰色の薄うす暗ぐらい空に比べれば、ここでは、全周が輝かがやいているとすら言えるほどの光量を保っている。これを映し出すのにどれほどのエネルギーが必要なのか。そこまで考えが及ぶと、レンはため息を吐つきたくなった。

（どこの隔かく離り施設だ、ここは）

『現在地は不明』

　ミネルヴァの答えはたった一言だった。レンは眉まゆを顰ひそめる。

（不明？　衛えい星せいが無理でも、どこかに通つう信しん網もうくらいあるだろう。そこから調しらべろ）

『少なくとも、あらゆる周波帯の無線通信機き器きがありません』

（……何かの特殊な施設か）

　遺い伝でん子し保管施設か、その他ほかの何か特殊な環かん境きよう実じつ験けん施設だろうか。レンに思い当たるのはそれくらいだ。無む論ろん、アルゴリス研究所の近くにはそんなものは無いはずだが。

　ひょっとして噂うわさにしか聞かない、特権階級の人間だけが集まるという、高級居住用シェルターだろうか、などとすら思うが、ネットワーク環境も無いのはどういうことだろうか。

　これほどの草木を管理するなら、土中や空気中の成分分析用の装置や、放射線測定器ガイガーカウンターくらいはありそうなものだが、と考えを巡らせつつ、レンは顔を前に戻す。やや下向きに。

　レンの前に、一人ひとりの少女が立っていた。頭部につけられた広角レンズのカメラ視界で、一応、近寄ってきているのは知っていた。

　それでも、改めて正面から見るその少女は、そういう人物を一度も拝おがんだことが無かったレンですら、ひと目で高貴な身の上であると分かる人物だった。

　見るからに上質な、真っ白な絹糸で織おられた布でできたクローク。金糸で意匠をあしらったそれは、つまんだだけで歪ゆがみそうなほど繊せん細さいな、蝶ちようの羽を思わせる代しろ物ものだ。

　そんな印象を持ってしまうのは、服のせいだけではない。

　朝あさ陽ひを水のように吸い取って仄ほのかな煌きらめきに変えてしまう黒髪に、触れれば融とけてしまいそうな白い肌。目を疑うほど小さな輪りん郭かくを描く顔に、澄すんだ翡ひ翠すいの輝きを宿す瞳ひとみ。

　蝶の翅はねに負けず劣らず、繊細な造形をした少女だった。

「はじめまして。私わたくしはヴァルカ王おう国こく女王、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートと申します。ご助力に感かん謝しやいたします。命を救われました」

　涼やかに耳を撫なでる澄すんだ声。すっと伸びた背筋はそのままに、洗練された佇たたずまいで音もなく頭を下げた少女、イーリスの言葉に、レンは困惑する。

（……女王？　王国？　ミネルヴァ、翻ほん訳やくはきちんと働いてるのか？）

　全人類が統合政府としてひとまとめにされて久しい昨今、ほとんど耳にする機き会かいの無い言葉に、レンは言語翻訳機き能のうの故障さえ疑ってしまった。

《正常に働いています。参照データも、研究所の最新アーカイブから更新したものです》

　と、〈アーガス〉の専用回かい線せんである高速通信帯で、ミネルヴァがそう答えた。正常に作動しているはずらしい。

《反統合政府の地下組そ織しきでしょうか？》

（それが〈アーガス〉相手に堂々と名乗るわけがないだろう。〝元〟を付け忘れたのかもな）

　高速通信帯を使った相そう談だんは、一秒足らずの間に終わる。レンはひとまずその判断を保留にして、手をひらひらと振った。

「大したことじゃない。気にしないでくれ、その……イーリス女王？」

　深々と頭こうべを垂れるイーリスの仕し草ぐさにも、穏おだやかで澄んだ声で言われた内容にも、自分が口にした呼び名にも、全すべてに妙な居い心地ごこちの悪さを感じながらレンがそう口にすると、イーリスは小さな顔を上げてこちらを見上げ、くすりと微笑ほほえんだ。

「大したことではなくとも、私と私の民たみは貴方あなたの名を称たたえます。なんとなれば、伝道師と吟ぎん遊ゆう詩し人じんにも語り継がせましょう。語るべきお名前をお聞かせ頂けますか？」

　淀よどみない語りで名を訊きかれて、ようやく自分が礼れい儀ぎを欠いていることに気づいた。いまは自己紹介をする段なのだろう。

「ＳＡＲ所属、ＡＳ─０７─３だ」

　そう告げるが、言われたイーリスは大きな目を瞠みはって白黒させる。

「ええっと、え、えすえいあー、あるふぁしえ……？　申し訳ありません。あまり聞かないお名前で、聞き取れませんでした。もう一度お願ねがいします」

「統合軍中央司令部Unity Force Central Command特殊機械化偵察部隊 Special Armored Reconnaissance、ＡＳ─０７─３、〈アーガス〉レン」

　ゆっくりと正式名称を名乗ってみるが、イーリスという少女は大きな瞳ひとみにさらに困惑の色を募らせた。

「ゆにてぃふぉーすせんとらるこまんどすぺしゃるあーまーどれこ……うぅ、その、本当に申し訳ないのですが、いま一度……」

　小さな肩をさらに縮ちぢこまらせるイーリスの様よう子すに、レンは少し考えてから、

「レン、でいい。他ほかは忘れてくれ」

　滅多めつたに使わない方の名前を告げた。すると、イーリスはぱっと顔を明るくして頷うなずいた。

「はい。レン様、ですね」

　告げられた名を嚙かんで飲みこむように繰くり返して頷うなずくイーリス。ミネルヴァ以外にはほとんど呼ばれない名前を呼ばれ、さらに〝様〟とまで付けられて、レンの中に懊おう悩のうが生まれる。

　その敬称を不要だと告げるべきなのか、判断がつかない。王族という人間に会うのは初めてだし、よくわからないからだ。相手なりの意図があるのかもしれない。

　と、水のように滑なめらかに流れる長い黒髪をふわりと浮かせる勢いで一歩、イーリスが近づいてきた。胸の前で手を組み合わせ、陶とう磁じ器きのような白い頰ほおを少しだけ赤くしながら、翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみに強く光が灯ともる。

「不ぶ躾しつけながらお聞かせください。レン様は魔ま導どう師し様ですか？　先ほどの杖つえはなんでしょう？　その鎧よろいはどのように動かしているのでしょうか？」

「魔導師……魔導師？」

　今度こそ疑いようもなく、あまりに異質な言葉を向けられている。そのことに戸惑って、レンはつい訊きき返してしまう。

　おまけに、イーリスが一言ごとにじりじりと近づいてくる。身長二メートルという体に設定された第三世代型〈アーガス〉に、初対面で物もの怖おじせずに距きよ離りを詰めてくる人物はそういない。

　言葉はあくまで控えめながら、何か得体えたいのしれないエネルギーをその瞳に感じて、なんとはなしにレンもじりじりと後あと退ずさる。

「陛下、お怪け我がはありませんか？」

　奇妙な対たい峙じをする二人ふたりに、落ち着いた声が差し挟まれた。

　はたと振り向いたイーリスが、背後に立つ騎き士しの姿を見とめて駆け寄り、その手を握る。

「私は平気です。それよりアリシアこそ、怪我などしていませんか？」

「平気です。お心こころ遣づかい感かん謝しやします、陛下」

　そっと握られた手に両手を重ねるやりとりのあと、二人がこちらを見てくる。

「レン様、ご紹介します。ヴァルカ王国の近衛このえにして私の親友、アリシアです」

　笑えみを浮かべるイーリスがそう言うと、しなやかな体たい軀くをした細身の女性が、踵かかとを合わせてレンを見た。

（……何故なぜだ）

　着用している物が、よく分からない。いや、物として何なのかは、分かる。

　軍服らしき服を着ており、青の上着に細いシルエットの長ズボン。その上から、胸甲、肩当て、腕甲、腰当てと、略式鎧とでもいうような装備をしている。服にも鎧にも細かな紋様が刻まれていた。

　似合ってはいる。ブラウンの柔らかそうな髪を後ろでまとめ上げていて、女性としては長身だが、歩く姿はしなやかで機き敏びん。切れ長の鋭するどい双そう眸ぼうは兵士としての強さを感じさせる。

　アリシアには、イーリスが持つ清らかさを感じさせるような美しさとは違う、野生動物が持つような魅み力りよくが備わっていた。

　だが、鎧よろいだ。それも、外骨格ではない、ただの鎧だ。おまけに、

「ヴァルカ王おう国こく近衛このえ正せい騎き士し、アリシア・フォアサイトだ。よく陛下を守ってくれた。感かん謝しやする」

　見み慣なれないばかりか、聞き慣れない肩書きまで名乗られる。

（近衛、騎士……？）

　そんな少女が、眉まゆ尻じりを上げた睨にらむような目を、レンに向けてきている。口では感謝を述べているものの、彼女の目つきは胡う散さん臭くさげにレンを上から下まで値踏みしていた。

　レンと同じ程度には、相手もこちらを奇妙な奴やつだと思っているようだ。

　軽く警けい戒かいされているが、こちらと同じく当惑を覚えていると知って、レンはむしろ安あん堵どする。

「もう戦う気が無いなら、兜かぶとくらいは取ったらどうだ？」

　と、アリシアがこめかみに指を当てて、レンにそう提案してきた。その言葉尻に、常人では聞こえないような声で「失礼だぞ」と付け加えてもいたが。

「──なるほど。気が付かなかった」

　鋭敏な聴ちよう覚かくで捉とらえた最後の言葉は無視して、レンは顎あごを引いて頷うなずき、ミネルヴァに告げる。

（頭部装甲、ロック解除）

『了解しましたウイルコ』

　軽く空気の抜けるような音がして、ヘルメットの接合が解除される。両手でヘルメットを持ち上げて頭を抜くと、頰ほおや頭に触れた空気が冷たく感じた。レンは軽く頭を左右に振ることで違和感を払う。

　そうして、二人ふたりに向き直った。

「改めて、レンだ。礼れい儀ぎ知しらずですまない。それと、魔ま導どう師しなどではない。ただの機き械かい仕じ掛かけの兵隊だ」

「……きかい、ですか？」

　小首を傾かしげてこちらを見つめるイーリスに、もはや冗じよう談だんのような心持ちで、手にしたヘルメットの中を見せて何も無いことを示してから、左手で持って差し出した。

「ミネルヴァ、自己紹介をしろ」

　と、告げる。

『初めまして。汎はん用よう型がた情報支援エージェント〝ミネルヴァ〟です。よろしくお願ねがいします』

　ヘルメットの外部スピーカーから、人工知能ＡＩミネルヴァが挨あい拶さつをした。

「喋しやべる首!?」「まあ、すごいですね」「伝承にああいう首がありましたね」「いえいえ、新しい魔法かもしれませんよ」

　二人はそんなことを言い出した。

　レンはヘルメットを無言で見つめて、内心で呟つぶやく。

（……おい、妙な誤解が進んでないか？）
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《ミネルヴァのせいではありません》

　同じ頭ず蓋がいで一いち蓮れん托たく生しようの運命にあるというのに、手を取り合って無事を喜ぶ目の前の二人ふたりと違って、主従関係はあまり良好とは言えない。

　ともあれ、レンは興きよう味み深ぶかげにこちらを見つめるイーリスに問いかける。

「イーリス女王、もし良ければ、情報提供をしてほしい。ここはなんという施設なんだ？」

　すさまじい完成度で再現された自然環かん境きように、自然物を身に着けた高貴な身の上らしき少女。紛れもない権力者の装いから、ここの利用者であることは確たしかなはずだ。

　しかし、イーリスと名乗った少女は、小首を傾かしげてきょとんとした顔をする。

「……？　どういった意味でしょう？」

「機き密みつなのか？」

「いえその、施設、ということは建物をお探しなのですか？」

「いや、ここのことだ」

「ここは……いちおう、ヴァルカ領内、ですが」

「……なんだって？　ヴァル、カ？」

　耳みみ慣なれない言葉を聞いて、先ほどのイーリスと同じようにレンも思わず訊きき返していた。

　首を傾げたレンに、イーリスが言い直した。

「ヴァルカ王おう国こくです。西側のエルザスとの国境にほど近いところで──というより、エルザスはここもエルザス領内と言うかもしれませんけれど」

「国境？　自治区、とかではなく？」

　統合政府は〝国〟という組そ織しきを認めていない。だがそれぞれ欧おう州しゆう地ち区くや北ほく米べい地ち区くなど、大きな自治区としての管理区分はある。

　レンが指摘すると、イーリスは少し何かを思い出すように瞳ひとみを巡らせて、

「自治区、ですか？　たしか、この方面の辺へん境きよう伯はくは、このあたりを誰だれかに任せたとは仰おつしやってはいませんでしたよ？」

「……？」

「……？」

　顔を見合わせる。どうしても話が嚙かみ合わない。

　レンはいったん全すべての疑問を脇わきに置いた。

「外には、どうやって行くんだ？」

　外にさえ出られれば、衛えい星せい通信が使えるはずだ。

「ど、どうやってと言われましても……」

　しかし、イーリスはついに返答にすら困るありさまだ。

　ついに見かねたのか、背後に控えていたアリシアが、厳きびしい目つきでレンを見た。

「陛下をからかっているのか？」

「違う。外に用事があるだけだ」

　はっきりとそうレンが口にすると、二人ふたりはちらりと目を見交わした。

　イーリスがレンの目を見て、口を開く。

　そして言われた内容は、レンにすさまじい衝しよう撃げきを与えるものだった。

「その、どうあっても……ここが、外だと思います」

「──ここ、が？」

　ぎょっとして上を、そして周囲を見渡すが、全周囲を望遠で見てみても、建物一つ無く、映像を映し出しているようなパネルの継ぎ目も無い。

　果てのない空と大地があるだけだ。

「これが、どこまでも続いているのか？」

　これほど驚おどろいたのはいったいいつ以来であるのかも分からない。レンにとってはそれほどまでに衝撃的な事実であったが、イーリスとアリシアは、視し線せんを交わして小首を傾かしげるのみ。

「その、はい。そうだと思います」

　レンが何に驚おどろいているのかすら、見当がつかない様よう子すで。

　ということは、彼女ら二人にとってはそれは常じよう識しきであり、当たり前なのだ。

　にわかに足下を揺らされたような混迷が、胸に湧わく。思えばこの地面さえ踏み慣なれていない。乾いた塵ちりの堆たい積せき物ぶつが積つもっているはずの地面は、湿った土と砂に変わっているのだから。

　自分の中にある〝常じよう識しき〟という頑丈な箱の中にあった情報が、ほぼ無価値なくず箱に変わってしまったようだ。

「……イーリス女王、もし良ければ、もっと話を聞かせてもらいたい」

　レンが暗あん澹たんたる思いでそう口にすると、イーリスは可か憐れんな花のような笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「喜んでお引き受けいたします。その代わり、と言ってはなんですが、私もレン様にお訊ききしたいことがたくさんあるのです。答えていただけますか？」

「答えられるものであれば、もちろんだ。イーリス王……イーリス女王」

「私のことは、どうぞ〝イーリス〟とお呼びください」

　慣れない尊称を間違えてしまったせいで、そんな気き遣づかいまでされてしまう。

「……不敬罪とかで、後ろの騎き士しに首を刎はね飛ばされないならな」

　レンの言葉遣いや態度に思うところがあるのだろう。イーリスの後ろでアリシアがかなり鋭するどい睨にらみを利かせている。

「アリシアはそんなことしません。──そうですね？」

　最後に後ろへ振り返り、背後に控えている女騎士に笑顔えがおを向けるイーリス。アリシアは慌てもせずに目を伏せて粛しゆく々しゆくと面を下げた。

「陛下の御み心こころのままに」

「ほら、そうでしょう？」

　が、イーリスが向き直った瞬しゆん間かん、騎士は眇すがめた目を鋭するどくレンに向けて、腰の剣に手を添えた。「分かっているな？」という幻げん聴ちようさえ聞いてしまいそうなほど、その意図は明白だった。

　レンは少し考える。

　すでに二度も、意図せずして礼を欠く行為をしている。二度あることは三度あると言う。

　結けつ論ろんとしては、あまり己おのれの振ふる舞まいに自信を持つことはできない。

　首、と意い識しきしてふと手にした頭部装甲に目がいく。

「……この首で良ければ、先に渡してもいい」

　斬きられても平気なはずだ。そう思って差し出したものの、

「いるかっ！」『ミネルヴァに人ひと質じちの機き能のうはありません』

　従者二人ふたりに揃そろって拒否された。







　陽ひが昇りきった蒼そう穹きゆうの空の下、三人は街道を並んで歩きながら、情報交換を──ほとんど雑ざつ談だんのようなやりとりだが──行っていた。

　ミネルヴァの助言に従いつつイーリスから聞き出した情報によれば、『ここ』では、レンのような機き械かい仕じ掛かけの兵器こそ、見たこともない物であるという。

　騎士などという、辞書でしか見ないような職しよくは紛れもなく現存する職業であり、階級であるというのだ。

　馬や馬車、帆船といったものが最速の輸ゆ送そう手段で、火砲は現場で製造する大砲がせいぜい。剣と槍やりが戦場の主役で、もちろん弓は現役であるらしい。

　そして気になるのが、魔ま法ほうと呼ばれている技術がある、という話。

　広く普及してはいないが、魔ま道どう士しという職業があるのだという。それがどんなものなのか、レンには想像もつかなかったものの、ふと、最初に見た彼女らの戦いを思い出す。

「そういえば、キュクロプスと戦っていた時に火の玉を出していたな。あれがその……魔法、なのか？」

　と、横並びに歩くイーリスの向こう側、アリシアに話を振ってみると、騎き士しが短く答えた。

「そうだ」

　ただし、すげないそんな一言だけである。

「アリシア、少し、お見せした方が理解が早いです」

「分かりました」

　見かねたイーリスが苦笑を浮かべつつ促すと、アリシアが素早すばやく短剣を手にとって、空に向けて掲げた。

　その柄を握る指に力が籠こもると、剣身に刻まれた複雑な紋様が仄ほのかに光り、次いで火を噴ふいた。剣から立ち上った火はすぐさま小さな球を形作って空へ飛び、二メートルほど飛んでから、ふっとかき消えた。

「ほう」

　軽く感嘆が漏れる。

「さっきより弱い、か？」

　火勢を見てそう評すると、アリシアが解説してくる。

「魔法を使うと疲れるからな。弱めにしておいたんだ」

　火の軌跡を追って空を向いた目を騎士に戻すと、アリシアはさっさと短剣をしまっているところだった。

　体力を消耗するなら、これ以上を要求するのも酷だ。かわりに、レンはその剣に目を留める。

「すまないが、それを見せてくれないか？」

「……曲げたりするなよ」

　鞘さやごと差し出された短剣を受け取って、レンはそっとそれを抜いてみる。

　刃渡り３５センチほどの、幅広の剣である。複雑な紋様が剣身に刻まれていて、鍔つば元もとには飾り石をつけられそうな穴があるが、いまは何も入っていない。一見では装飾品のようにしか思えないし、どこにも燃ねん料りようや発火装置らしきものはない。

『銀を含有していると推測します』

　視覚情報からの判断だろう。ミネルヴァがヘルメットのマイクからそう発言すると、イーリスが感心した様よう子すで頷うなずいた。

「そのとおりです。魔ま力りよくが通るように、銀と鉄でできています」

「……そうか」

　胡乱うろんげに呟つぶやきつつイーリスを見ると、微笑ほほえんでいるものの、からかうような色は口く調ちようにも目にも表れていない。剣の腹を指差しながら、イーリスは解説を続ける。

「ほら、この緑の線せんで描かれた紋様が魔ま法ほう陣じんです。これは量産品で、金と鉄の合あわせ金がねなので緑みどり色いろをしていますが、きちんとした品は、純金や白銀で作られるんですよ」

　剣身に溝を刻んで、そこに合金を流しこんであるようだ。

「魔法陣？　……どういう仕組みなんだ？」

　スイッチなども見当たらないが、レンが握っても火が出たりはしない。

　しかし、人が使っている以上は何か法則のようなものがあるはず、と期待しての質問だった。

「仕組み、ですか。そうですね……」

　イーリスは虚こ空くうを見上げて何かを考えてから、

「少し長くなりますが、よろしいですか？」

「かまわない」

「魔法というものは、世界に満ちる魔力を集めることで起きる『現象』です。魔力を魔法陣に通すことで魔法が発動します。その始まりは──」

　宣言したように、イーリスの説明は長く続いた。

　金を保管する倉庫で、火の気も無いのに小さな明かりが灯ともっていたことが、この技術の始まりとなった。やがて、勝手に起きてしまうものを、制御するようになった。

　それが魔法だ。

　理由は分からないが、金や銀といった貴金属に魔力が集まりやすく、それを用いて描く紋章──魔法陣により、魔法は飛ひ躍やく的てきにその効力を高めた。

　乱らん暴ぼうに言ってしまえば、貴金属で魔法陣さえ描いておけば、いつか勝手に魔法が起きる。だが、それでは制御はできない。

　そこで重要なのが魔力を操あやつることができる人間──魔ま道どう士しという存在がいるということだ。

　人は誰だれでも魔力を持っているが、それを自覚して操るためには特殊な才能が必要で、限られた人間しか魔道士になることはできないのだという。

　だが、魔力を操る魔道士の手にかかれば、魔法は飛躍的にその利便性を高める。

「この銀剣のように、卑金属を混ぜて魔力をあえて通しにくくした合あわせ金がねに、魔道士が魔力を注ぐことで魔法を発動させたり、また、技量の高い魔道士ならば、身に着けていれば、ある程度は魔法陣の発動と抑制を操そう作さできます」

　魔力が電気だとすれば、魔法陣は回路、合金は半はん導どう体たい、純金などは超電導体、魔道士はスイッチと電源を兼ねた存在、というところだろうか。

　自分なりの解釈で理解に努めるレンの顔を見上げて、イーリスが小首を傾かしげる。

「他ほかにも、魔ま法ほうについてはいろいろありますが、重要なのはそのあたりだと思います。レン様、質問はありますか？」

「……俺おれに魔ま導どう師しかと言っていたのは？」

　魔法使いマジシヤンと魔導師ウイザードのようなニュアンスの違いを感じるのだが。そう訊きくと、イーリスは少しばかり恥ずかしげな微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「伝説上のお話です。神に与えられた魔法の武具で、怪異と戦う英雄の」

「なるほど」

「もっと詳しいお話もできますが、どうされますか？」

「いや、別にいい」

　と、レンが断った時、ミネルヴァが反応した。

『魔力を集めやすい金属というのは、金と銀だけですか？』

「ミネルヴァ、どうした？」

『気になったので』

「そうですね。金、銀、それと銅が一般的ですね。他ほかには、水銀や星の鉄も、質は少し落ちますが、魔力を通すものとして使われます」

　イーリスが答えると、ミネルヴァはさらに追求する。

『星の鉄、というのはどのようなものでしょうか？』

「大地に落ちた流れ星から取った鉄です。貴重なんですよ」

『金銀銅に、水銀と隕いん鉄てつですね。他にはないのでしょうか？』

「絶対にとは言えませんが、それで全すべてだと思います」

『よく分かりました。情報提供に感かん謝しやします。ファンファーレをご希望しますか？』

「いえ、それには及びません。お力になれたのであれば、嬉うれしいです」

　ふと、その話で一つ、気になったところがある。

「イーリスは要人だろう？　その護ご衛えいでも純製の物が持てないほど、貴金属は貴重なのか？」

　これにはアリシアが答えた。

「火の魔法具は一般の魔道士から借りてきた物だからな。私の本来の武具は、こちらだ」

　と、腰に下さげた剣を少しだけ抜いて見せてくる。その細身の長剣には、確たしかに純金の煌きらめきがあった。

「なるほど。よく分かった」

　首を縦たてに振りつつ、レンは銀剣をアリシアに返した。

　疑問は減らない。というよりも、一つ減らせば次がくるといった具合だ。いまの会話で気になったのは、あり合わせのような装備に、徒歩の移動。これは一般的なＶＩＰの待遇なのだろうか、という疑問だ。

　だからレンはイーリスに目を向けて、さらに訊たずねてみる。

「女王がたった一人ひとりの護衛を連れて歩いているのは、『ここ』ではよくあることなのか？」

「貴様、愚ぐ弄ろうしているのか？」

　殺意すら感じるほど声を冷たくしたアリシアが、腰の長剣に手をかけてそう言った。

　しかし、その剣の柄つかを、すぐさま上から小さな手が押さえる。

「やめてください、アリシア。知らぬものを配はい慮りよせよというのは無理なことです。私とて、レン様の教えてくださったお名前を正しく理解できなかったのです。その寛容を斬きって返すつもりですか？　ならば、私から斬られましょう」

　叱しつ責せきに近いイーリスの強い言葉に、アリシアが口を引き結んで息を吞のんだ。

　そして、剣から手を離はなして頭を下げる。

「申し訳ありません、陛下。……すまなかった、レン殿。許してほしい」

　むず痒がゆい思いで、レンは肩を竦すくめた。

「実際、無礼なのは俺おれなんだろう。あまり気にしないでくれ」

　本心から思っていることを言った。自分は何度も礼儀知らずなことをしているのだろう。知ち識しきは無いが、そう感じてはいる。

　黙もく礼れいして、アリシアが前を向いた。

　イーリスがにこりと微笑ほほえみながら頷うなずいて、騎き士しの手を軽く握ってから離はなす。それからレンに向き直ると、

「ご寛かん恕じよをありがとうございます、レン様。では、ご質問にお答えしますね。実は、私わたくしは少し、複雑な立場であるのです」

　何事も無かったかのように、そう話し始めた。







　ほぼ全すべてが未知の物ばかりと言っていい『ここ』だが、魔ま獣じゆうがいるという共通点はある。

　だが脅威度はレンの知るものほど高くはなかった。──のは、三ヶ月以上前の話であるようだ。

　実のところ、ヴァルカ王おう国こくは亡国となってしまっている。イーリスはそう語った。

　ヴァルカ王国は魔獣の軍勢によって食い滅ぼされた。それは、かつてありえないとされていたことだった。

『群れ』を成すことはあっても、『軍』と言われるほどの数で、異種同士の魔獣が集まることはない。それが、魔獣が現れだしてからのおよそ五十年の間、常じよう識しきであった。魔獣は人の敵であるものの、人が神から授かった『知恵』を持っていない。そのはずだった。

　だが、ヴァルカ王国は凄すさまじいほど多種多様な魔獣が集まった軍勢によって、急速に国土を蹂じゆう躙りんされ、失っていった。わずか二ヶ月のうちに、国土の半分以上が侵食されたのだという。

　まずは砦とりでが。次いで、各地の城や町が次々と襲おそわれていった。

　俄にわかにヴァルカ王国を襲ったその事態に、ヴァルカ王バーラムは迅じん速そくに、堂々たる決断を下した。魔ま獣じゆう軍ぐんとの決戦を行ったのだ。大軍の動ける平野で、魔獣の数倍の兵をかき集め、ほぼ全すべての貴族が戦いくさ支じ度たくをし、王バーラム自らも近衛このえを率いて戦いに挑んだ。

　その決戦が、一ひと月つき前のことだ。

　結果は大敗に終わった。バーラム王は戦死し、他ほかの貴族達も同様に果てた。国中から募った志し願がん兵へいたちもほとんどが帰ることなく、惨さん憺たんたる戦となった。

　王を喪うしない、国土を失い、ヴァルカ王国は国の体ていを成さない。それは確たしかだ。

　だが、バーラム王はその息女であるイーリス・ヴァルカ・エフィンフォートを、隣りん国ごくであるエルザス王おう国こくへと避ひ難なんさせてもいた。

　親としての愛か、それとも、王族としての生き残りの一手であったのか、それはイーリスにすら知りえないことだ。ともかく、そのおかげでイーリス王女は生き延び──王の訃ふ報ほうを知って、イーリス・ヴァルカ女王となった。







　アリシアとイーリスはエルザス王おう国こくへ向かう道中であり、ここはまだヴァルカ王おう国こくの領土内であるらしい。このまま歩けば今日きよう中じゆうにはエルザス領内のロスレブという町に着く予定である、とイーリスは言った。

　そこまで聞いて、ふと、レンには気になることがある。

「ところで、決戦があったのは一月前だったんだろう？　ヴァルカ王国というのは、移動に一ヶ月以上もかかるほど、大きいのか？」

　すると、イーリスは困ったような笑えみを浮かべた。

「えっと……それは、私がわがままを言ってしまいまして……」

「陛下は、民たみを逃がすために御おん身みを危険に晒さらしておられたのだ」

　言い淀よどむイーリスに代わって、イーリスの向こう側にいるアリシアが答えた。ただし、視し線せんは前を向いたままだ。先ほどのやりとりが少し尾を引いているらしい。

「エルザスは陛下とその関係者の受け入れを認めた。だから陛下は国内のほうぼうに親書を送り、あらゆる民と物資を〝関係者〟としてエルザスに送り出されていたのだ。子供や赤子を運ぶ民には馬車も与えられ、護ご衛えいの者も私以外は別の町へ避ひ難なんの布告をするために散り散りにされた。いまなおヴァルカの地に残っているのは、最後まで避難民を送り出されていたからだ」

　国が滅んでも、そこにいる民がすぐさまいなくなるわけではない。

　生き残る為ために、故郷を捨ててでも逃げ出す選択を迫られた者たちがいる。だが、彼らがどこに向かうのか、という問題はある。

　それを解決するため、イーリスは己おのれの身を危険に晒してでもそんな策に出たのだという。

「したたか──賢かしこい選択だな」

　危険だが効果的な方法を取ったということだ。ただ賢いだけとも言えない、勇気ある行動だ。

　そう評価したからこそ本音がつい出たのだが、それを聞いたイーリスが、眉まゆ尻じりを下げて少し困ったような顔をする。

「レン様、いま、私の評価を下げましたか？」

「下げていない」

　それに、腰にぶら下げられたヘルメットが声をあげる。

『ミネルヴァはイーリス女王の人物評価表に加点をしました』

「まあ。ありがとうございます、みねるばー様」

『減点しました。発音を練習して下さい。それに〝様〟はいりません』

「……難むずかしい方ですね」

「ああ。俺おれもよく困っている」

　小首を傾かしげるイーリスに向かって、レンも深く頷うなずいておいた。

「だが、俺もミネルヴァと同じ感想だ。そんな一大事によく殿しんがりを務められたものだと感心している。危険もあっただろう？」

「はい。一番大変だったのは、レン様にお会いする直前くらいでしょうか」

　そんなことを言って、しかもおかしげにくすりと笑ってのける神経の太さは、話どおりにしたたかな強さを感じさせる。しかし、それが上品で清純な少女の微笑ほほえみであるということが、奇妙な心持ちにさせられる。

　その表情を見つめていると、イーリスは急に眉を顰ひそめて胸に手を当てた。

「しかし、故国滅亡の一大事であるのに、それと全く関係の無い魔ま獣じゆうに襲おそわれて死んでしまうところでした。そんな最期では、天上の国で父祖に会った時、顔を合わせられません」

　それを聞いて、レンは首を傾げる。

「魔獣軍はあの程度の敵ではない、ということか？　それとも何か特徴があるのか？」

　はっきりと『関係無い』と断じる理由があるような口ぶりだ。そう感じたのだ。

　言われたイーリスは、「はい」と口だけをそう動かして、慌てた様よう子すで己おのれの口を指で塞ふさいだ。

　止めようとしたが間に合わず言ってしまった、そんな顔つきだった。

　手を下ろして、少し視し線せんをさまよわせてから、困ったような笑えみを浮かべて、小さく頷いた。

「特徴が、あります。……いけませんね。口が軽くなってしまっているようです」

　わずかに苦いものを含ませて笑う。

「それについては、まだ言えないのです。もう少しだけお待ち下さい。腰を落ち着けて話したいことですし、町に着いてから、では駄だ目めでしょうか？」

「かまわない」

「ありがとうございます」

　いまそれを無む理り強じいせずとも、聞きたいことは他ほかにもまだ山ほどあるのだ。

　話を聞く限りでは、父親を失ったばかりだというのに、避ひ難なん先さきの国へとほぼ単身で移動を続け、いまもこうして落ち着いて話をしている。

　目的意い識しきを持ち、行動力も兼ね備えた、稀け有うなほどの精神力の強さだ。

　まだ会って一日と経たっていないが、レンはイーリスという少女をそう評価していた。

　そんな人物と運良く遭遇する好こう機きが、何度もあるとは思えない。強く要求をするのは、控えておいた方がいい。

　ロスレブという町に着いてから、ゆっくりと話そう。レンはそう考えた。

「あの、それではレン様、私わたくしからもあれこれと訊ききたいのですが、よろしいでしょうか？」

　と、レンの質問に一区切りついたのを感じたのだろう。

　表情を一転させて目を輝かがやかせたイーリスが、両手を組み合わせてそわそわと肩を揺らしていた。

「……お手柔らかに頼む」

「はい！」

　元気良く頷うなずいたイーリスの返事は、とても手加減をしてくれそうにない、強い好奇心を内包していた。







　イーリスたちに分かるように、たびたび言葉を言い換えながら、レンは様々な質問に答え、己おのれの装備や『ここ』とは違う元いた『あちら』のことを説明し、『ここ』へ来た経けい緯いも簡かん単たんにだが分かることだけは伝え終えていた。

「だから、『ここ』へ来たのは事故のようなもので、俺おれにも詳しいことは分からない」

　そう話を結んだところで、

「はふぅ……」

　と、奇妙な吐息を漏らしつつ、イーリスはようやく質問を止めてくれた。

　レンは内心で胸を撫なで下ろす。答えるたびに新しい質問が飛んでくるので、それを相手に分かるような形で伝えるのに、何度も苦労していたのだ。

　そして、イーリスがぽつりと呟つぶやく。

「草花の無い国……ですか」

「この空が、ずっと暗い……爆ばく弾だんで？」

　イーリスは道の脇わきにある花に目を留めて呟き、アリシアは空を仰あおいで呻うめいている。

「この世の話とは思えないことだ。一日中、陽ひが沈まない国の存在は、聞いたことがあるが」

　騎き士しが腕組みしてそう感想を述べた。

　レンは軽く頷いて答える。

「いいところを突いている。俺おれから見たここも、全く同じ感想だ。この世のものとは思えない」

「む」

　と短く唸うなるアリシア。

　イーリスがようやく顔を上げて、レンに大きな瞳ひとみを向ける。

「失礼ですが、海の果てまで行ってもそのような国はないものと思います。いかな書物にも空の無い国などありませんでした」

「そうかもしれないな」

「ですが、その──らいふる？　でしたね。それが、幻術でもない本物の武器であることは目の前で見ましたし、レン様の大おお鎧よろいも、聞いただけではにわかに信じられないものです。きっと、私の知らないところに、そのような国があるのだと思います」

「……信じるのか」

「はい。私はレン様を信じています」

　綺き麗れいな曲きよく線せんを描く顎あごをすっと静かに引いて、イーリスはしっかりとそう言葉にした。

「ですが、一つだけ気になることがあります。……たとえその事故があったにせよ、どこからどうやって、ここへ辿たどり着いたのか、レン様にはその答えは分かりますか？」

「それは──」

　と、言いかけたところで、短く甲かん高だかい電子音がした。

「なんだ？」

　俊敏に反応したアリシアが剣の柄つかを握って周りを見回す。そんな騎き士しに向けて、レンは腰のヘルメットを叩たたきながら声をかける。

「ミネルヴァのアラーム……いや、警けい告こくだ。──どうした？」

　前半はアリシアに、後半はミネルヴァに向けて言った。

『振動を感知しました。周囲を確かく認にんして下さい』

「……言われてみれば、何か聞こえるな」

　まだ微かすかだが、耳を澄すますと、太鼓のような音が幾重にも重なって届いているように感じられた。

　魔ま獣じゆう軍ぐんとやらが追ってきたのかもしれない。レンはヘルメットをかぶり、周囲を確認する。

「あちらではないでしょうか？」

　と、レンの横に立ったイーリスが街道の先を指差してそう言った。

　そちらを振り返り、望遠視覚で目視確認。すると、イーリスが正しかったと知る。

　獣けものの影かげが見える。ただし、

「馬だ。それも──騎兵、か？」

　何十もの馬と、それに乗る人の姿。もちろん、魔獣などではなく、武装した騎兵の群れだ。

　それが土を蹴け立たてて駆け足でこちらへ向かってきている。

「まだ詳細な数は分からないが……少なくとも何十騎かはいるな。軽武装だが、装備は揃そろっている。軍人らしい」

「ロスレブの方から来たということは、きっと、エルザスの兵ですね」

　望遠でなくともだんだんとはっきりと浮かび上がってきた騎き影えいを、目を凝こらして見つめるイーリスに向き直る。

「いい目をしているな」

「昔、遠くの物を見るコツをお祖父じい様さまに教わったのです。戦場で役に立つから、と。居室の窓から一いつ緒しよに外を眺めて、城の外にいる人が何をしているのか、言い当てる遊びなどもしました。そのすぐあとに「だが戦いくさには絶対行かせない」と言っていたので、きっと、遊ぶ方が目的だったのだと思いますけれど」

　くすくすと笑いつつ、そんなことを言うイーリス。

　その後ろに控えるアリシアがほんの少し、気き遣づかわしげな目をしていたのが広角レンズで見えてしまった。何を思ったのかは分からない。しかし、故人の話であるからには、思うところもあるのだろう。

　だから、レンは感想を言わずに話を戻す。

「……今、こちらを指差して速度を落とした。目的は君らのようだぞ、イーリス」

「はて、何かあったでしょうか？」

　薄うすい唇に指を当てて小首を傾かしげるイーリスに、心当たりは無さそうだ。

「あるいは、目的は貴様かもしれんぞ？」

　アリシアが腕組みして言うのに、レンは肩を竦すくめて答える。

「なら、お互いのために敵対しないことを祈ろう」







　騎き馬ばの数はおよそ百騎ほどだった。

　近付いてくるのを待つ間に、イーリスがぽつりと、

「百人隊ですね」

　と呟つぶやいていた。馴な染じみの無い言葉だが、分かりやすくはある。そう呼称すればいいらしい。

　徐々に速度を緩ゆるめながら近づいてきた彼らは、やはりこちらが目的だったようで、街道脇わきに避けていたレンら三人より、二十メートルほど手前で止まった。

　軍馬の荒い息いき遣づかいと足踏みする蹄ひづめの音が道を満たす。その集団の中で、一人ひとりだけ濃のう紺こんの外がい套とうを身に着けた男が、前に進み出てきた。

　重々しい鎧よろい姿すがたを誇示するように胸を張って、

「我々はエルザス王おう国こく近衛このえ騎士隊・鉄てつの雄お山羊やぎ隊たいである！　そこの剣士！　今すぐイーリス・ヴァルカ姫から離はなれ、尋常に縛ばくにつけぃ！　大人おとなしく従えば、我、スキョル・ブラントの名において、身の安全だけは約束してやろう！」

　というのが、騎き兵へい隊たいを率いているらしき中年の男が馬上から告げた口上だった。剣士、というのが自分を差していると少し遅れてから気づく。

「いつでも口上だけは立派なんだ、ああいう男は」

　アリシアがぼそりと呟つぶやいた。

　どのように反応するべきかを迷い、レンはミネルヴァに問いかけてみる。

（ミネルヴァ、どう思う？）

《過去に何かあったのでしょう。強い女性と権力のある男性が対立することは、珍しくありません》

（そんなことは訊きいていない）

　高速通信を用いている余裕から、ついそんな反応をしてしまう。

《現地民との対立は不測の事態を招きます。しかし、彼らに従うと捕ほ縛ばくされてしまいます》

（武装解除も求められるだろう。……装備を持って行かれるのは、困るな）

　方針が決まったので、レンは少し前に出て応じる。

「断る」

　途端とたんに兵士達はざわめき立ち、一斉に剣や槍やりに手を添え、身構えた。あとは号令一つあれば戦せん闘とう開始できる体勢だ。鋼はがねの装具が音を立て、それが百人分となれば、威圧としては十分だ。

　まだ身構えで止めている百人隊の只ただ中なかで、唯一、馬上で外がい套とうを翻ひるがえして腰の剣を抜き払ったスキョルが、剣先をレンに向けて、告げる。

「もう一度、答えを聞いてやる。よく考えて、答えよ」

　ふむ、とレンは考えてみる。

　その気になれば彼らを一人ひとり残らず殲せん滅めつ──皆殺しにしてしまうこともできる。

　が、もし自分がイーリスと偶然居合わせたのではなく、繫つながりのある人物だと思われているならば、彼らを殺してしまってはまずいだろう。

　そうでなくとも、人死にを出したくはない。

「俺おれを捕らえる理由は？」

「これは命令である。貴様が大人おとなしく従うか、我が剣により従わされるか、どちらかである。貴様が大人しくしないというならば……生死を問わず、従わせる」

　高らかにそう宣言されて、レンは困惑する。いきなり生死不問で捕縛されるような覚えはない。

《奇妙です》

（確かに、そうだな。理由がありそうだ）

　文明レベルが低いとはいえ、イーリスたちはレンの姿を見た瞬しゆん間かんに逃げ出したり、攻こう撃げきしたりしてくるほど、拒否反応を示さなかった。

　彼女らがそれほど標準的な身分ではないにせよ、彼ら百人隊の隊長はアリシアと同じく近衛このえ騎き士しである。レンの姿を見ただけで斬きっていいと思えるのが普通ならば、アリシアはとっくにそうしている気がする。

「百歩譲ゆずって捕らえられてもいい。その場合は、どこへ連れて行くんだ？」

　そう問いかける。すると、スキョルは意外そうな表情を浮かべた。切れないと思っていたものが、存外あっさり切れてしまったような、そんな顔だ。

「そ、そうだな……エルザスの王都、ヒイレルズで王陛下の沙さ汰たを聞かせてやろう」

　厄やつ介かいだ、とレンは思う。

　理由も分からず捕らえられるのはレンにとって承しよう諾だくしかねる話だ。しかし、権力者に会えるのなら、それも悪くはない気がする。より多くの情報収集が、いまの行動目標だからだ。

　こうなると問題は、捕縛されることではなく、装備を取り上げられるという懸け念ねんだ。

　なのでレンは要求を伝えてみることにした。

「装備は手放したくないんだが、それでもいいか？」

「捕縛する、と言っているんだ！　剣も鎧よろいもそのままで捕まえたなどと、言えるわけがないだろう!!」

　要求は叶かなわなかった。

　ふむ、とレンは腕組みをして考える。

（逃げるか）

《データでは、馬の速度は最高でも時速七〇キロメートルほど。これは競けい馬ばと呼ばれるギャンブルの馬です。武装した兵士を乗せた軍馬であり、速度より力が優ゆう先せんされた重種では、時速三〇キロメートル台だと予測されます。振り切ることは可能です》

　念のためにミネルヴァに言ってみると、肯定意見が返ってきた。

　となれば、ただ睨にらみ合っていても仕方ない。腕組みを解いて、レンは実行に移そうとした。

「お待ちください」

　百人隊とレンが対たい峙じする只ただ中なかへ、すっと澄すんだ声が入りこんだ。

　いましがた突然の暴ぼう威いを示して見せたレンの隣となりに、それを怖おじる事無く並び立った人物がある。

　イーリスが、背筋を伸ばし、剣を交えているに等しいこの状況へ、躊躇ためらいもなく口を挟んだ。

「エルザスの騎士よ。私わたくし、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォート女王を差し置き、何をしようというのです？　私はこの者に生を救っていただいたばかりです。であれば、そちらの義を聞かぬままに横暴を許すわけには参りません」

　その口上はレンにとって意外なものであったが、スキョルからしても同じであったらしい。

　慌てた様よう子すで馬を下り、兜かぶとを脱ぎ去り小こ脇わきに抱えながら、数歩離はなれた位置まで歩いてくる。踵かかとを揃そろえた起立姿勢で胸を張って一礼し、イーリスに正対する。

「イーリス・ヴァルカ姫、我々は──」

「私はヴァルカ王おう国こく女王です。王の言葉を聞き違えるのが、エルザスの騎き士しの作法ですか？」

　辛しん辣らつな笑顔えがお、とでも形容するべきか。あくまでにこやかさを保ったまま、イーリスの気配けはいだけが重みを帯びる。スキョルの顔に脂汗が浮いた。

「いえ、けしてそのようなことは……」

「では、私の言葉どおり、あなたはいかなる命めいによって兵を動かし、ここへやってきたのか、説明していただけますね？　私にはエルザス王家との約やく定じようにより、大義を問うだけの権利があります。それとも、ヴァルカとエルザスの王が結んだ約を、騎士であるあなたが剣で断ちますか？　法に剣を突き立てるというのであれば、大義は我が方にありましょう」

　イーリスの声はあくまで穏おだやかで、控えめだ。だがそれに反する強い要求が、神秘的とも言える容よう貌ぼうの少女から発せられているという光景は、どこか有無を言わせぬ迫力を持っていた。

　意外だ、ともう一度改めて思いつつ、レンはなりゆきを見守る。

　スキョルは内心の何かと葛かつ藤とうし、最終的に姿勢を正して、大きく息を吸いこんだ。

「わ、我々は、セアン・エルザス・ヒイルルズ王子殿下より命を賜たまわり派は遣けんされたのであります。かかるヴァルカ王国の危き難なんに殿下は大変お心を痛めておられ、民たみの安全と、イーリス・ヴァルカ女王陛下のお迎えのため、王都より国境のロスレブまで、我々を派遣しました」

　一度口火を切れば兵士らしくはきはきとした口く調ちようで、しかし礼節ゆえかどことなく芝居がかった喋しやべりで、知る範はん囲いの情報を話し始めた。

「魔ま獣じゆう軍ぐんのもたらした混乱により、イーリス・ヴァルカ陛下の行方ゆくえが摑つかめず、部隊が進みあぐねていたところ、避ひ難なん民みんより危急の報を受けて、こちらへ参った次第であります」

「……無事だったか」

　ほんの小さく、アリシアがほっとしたように呟つぶやきを漏らした。

　朝に逃がしたという、難民たちのことだろう。しっかりと生き延びたらしい。

「イーリス・ヴァルカ陛下との義を妨げる意図はございません。我々はむしろ、ヴァルカ王おう国こくの前王と友ゆう誼ぎがあればこそ、そこな者を捕らえようと思っているのです。──なにとぞ、ご高配を賜たまわりたく存じ上げます」

　しっかりと優ゆう雅がに一礼し、騎き兵へい隊長は頭こうべを垂れたまま、動きを止める。いくぶんか力を込めて言った言葉があったが、そこに何か含むところがあったのだろうか。

　少なくとも、レンには分からない。

　眉まゆ筋すじ一つ動かさないイーリスを窺うかがっても、だ。少女はただ、静かに頷うなずきを返している。

「よく分かりました。ありがとうございます、スキョル・ブラント騎士」

「はっ。光栄であります」

　言い終えてから、ようやく面おもてを上げるスキョル。その目が、ちらちらとレンを確かく認にんしている。

　その視し線せんが含んだものに、レンは覚えがある。

　怖れ、だ。それも、目の前で魔獣の首を折って助けた兵士が向けてくるような、異質な者に対する恐怖。

（まだ何もしていないはずだが……）

　内心で訝いぶかしむレンを置いて、イーリスが告げた。

「それでは、この方の処遇については、私が引き受けます。あなた方は速やかに王都に戻り、その旨むねを王子殿下へ伝えてください。よろしいですか？」

　しかし、イーリスがそう言った途端とたん、直立不動だった騎き士しの挙動が揺らいだ。

「はい、いいえ陛下……失礼ながら、その下げ知ちに易やす々やすと従うのは、困こん難なんであります」

　どこか苦しげながら、スキョルが兜かぶとを抱え直して言った。

「イーリス・ヴァルカ陛下のお言葉を疑うわけではありませぬが、我々も王子殿下の命めいにて兵を動かしております。その者が危うい者でないという保証が、どこにありましょう」

　すると、イーリスが胸を張って言った。

「確たしかに、そのようなものはありません」

　困惑したのはむしろ、騎士の方だ。

「……そ、それでは、あまりに難むずかしくあります」

「私が王子殿下に書状をしたためましょう。かの者を捕らえる必要は無いと私から説いて、あなたたちにも同じことを命じた、と。であれば軍令に背いたとは言われないはずです」

「その者が狼ろう藉ぜきを働かぬとも限りません。せめて縄なわを打ってから──」

「縄が鎖くさりであっても、この方には糸のようなものです。王都には私が同行をお願ねがいしましょう。ですから、あなた方が手出しする必要はありません」

「出頭するのはかまわない」

　イーリスにそう口添えしてみると、もはや食い下がる言葉も尽きたのか、中年騎士は何も言えないままぱくぱくと口を開閉して、目を泳がせた。

　それから俯うつむいて歯を食くい縛しばったかと思うと、

「やはり、王子殿下の命令が優ゆう先せんします。貴様、こちらへ来い！」

　とスキョルがレンへと一歩を踏み出し──風が吹いた。

「止まれ」

　氷のように冷たく、鋭するどさを伴った一言だった。そして、それが言われるより前に、スキョルは足を止めている。喉のど元もとに長剣が突きつけられたからだ。

　長剣もその言葉も、イーリスの背後に控えていたはずの、アリシアのものだ。

「女王陛下のご沙さ汰たは聞いたはずだ。我が主君の命めいに背くとあれば、剣をもって罰する」

　薄うす蒼あおく輝かがやく美しい長剣を、ぴたりと男の首筋に添えたまま、アリシアが警けい告こくを放つ。

　細く長い腕でありながら、動きを止めた剣は小揺るぎもしない。また、イーリスの前に出て長剣を抜き打つという行為は、不自然なまでに素早すばやく、一いつ瞬しゆんで行われていた。

　それは見事と言うしかない技の冴さえではあったが──状況は悪化した。

　百人隊が色めき立ち、ゆっくりと剣を抜き槍やりをかまえ、馬の手た綱づなを握る手に力をこめた。

《状況的に見て、逃亡した場合、彼女らが敵対してしまいます》

　ミネルヴァが他人ひと事ごとのように淡々と言う。『ここ』の人間は思ったよりずっと直情的らしい、いや、直情的というより、誇り高いというべきか。

「待ってくれ」

　レンは全員に聞こえるよう、声を大きくしてそう口を挟んだ。

　全員の注目が集まる中、レンはアリシアに剣を突きつけられたスキョルへ目を向ける。

「出頭するのはかまわない。だが、俺おれの装備は勝手にいじれば死人が出るほど危険な物だ。大人おとなしくすることは約束する。だから、このまま連れて行けば丸く収まると思うんだが」

「……その保証が、どこにある」

　喉元にある剣のせいだろう。掠かすれた声でそう返すスキョル。

　堂々巡りか、とレンが頭を悩ませ始めた時だった。

「では、こうしましょう」

　いまにも戦場と化してしまいそうな状況に不釣合いな、明るい声と手を打つ音が全員の注目を集めた。剣や鎧よろいの立てる物々しい金属音の中に、さらりと耳を心地ここちよく撫なでる絹音が混じる。

　そんなことをしてしまえる人物は、いま、一人ひとりしかいない。イーリスである。

「かの者は私、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートの名において、ヴァルカ王おう国こくの庇ひ護ごを与えましょう。──私が、この者について責を負います。それなら、全すべて問題ないですね？」

（ないのか？）

《どうなのでしょう？》

　レンとミネルヴァ以外の反応は、劇げき的てきなものだった。アリシアがまず剣を収め、スキョルも苦々しげながら、首をさすりつつ「了解しました」と言い置いて下がっていく。他ほかの兵士たちもまた、武器を控えて身がまえを解いた。

　話の流れからして、レンが暴あばれた場合には、スキョルではなくイーリスの方に責任がいくということになったのだろう。保証の有無を問とい質ただしたのはスキョルからだ、イーリスが請うけ負うと言えば、嫌いやと言うわけにはいかない。

「あの、それでよろしいですか、レン様？」

　身を寄せてこっそりした小声で問うてくるイーリス。

　いいか、と言われたところで、レンには目的地もまだ無いうえ、まだ情報が足りない。

　イーリスの言っていた魔ま獣じゆう軍ぐんの詳細についてもそうだし、百人隊がレンを捕ほ縛ばくにかかったのは自然なことであるのか、それとも別の何かがあるのか、それも気になる。

　ならば、結けつ論ろんは一つだ。

「ついて行こう」

　イーリスに頷うなずいてみせると、彼女は何故なぜか眉まゆ尻じりを下げた笑えみを浮かべた。

　すぐにそれを消し、ぱっと皆に向き直る。

「では、エルザスの方々は、道中をよろしく頼みます」

　話の決着はそれで着いたらしい。ぞろぞろと、人が動き出した。













　　　　　第二章　赤い災厄







　がたがたと馬車に揺られながら、エルザス王おう国こくの王都へ、レンは向かった。

　いや、向かったというより、それは輸ゆ送そうに近い。

　あのあと、百人隊の同行を受けて、馬車に乗せられて最初の目的地であるロスレブに着いた。レンはおよそ百名の兵士たちに囲まれ、町の外で待たい機きしていただけだが、イーリスたちは難なん民みんの様よう子すを見に行った。

　そして小一時間ほどで出しゆつ立たつの準備が調ととのったと呼び寄せられ、連れられていった先に馬車が待っていたのだが、その馬車が異常だった。

　六頭立ての大きな馬車で、見た目からして立派な馬車だった。硬木と軟木を合わせた車体は鉄で補強された頑丈な造りをしており、内部の床には敷しき物ものが敷しかれている。向かい合って座るよう作りつけられた座面は、足を伸ばして座れるほど広い。最初に乗せられた百人隊の物資を運んでいたと思おぼしき馬車とは、ずいぶんな違いだった。

　では、歓迎されているかといえば、それは疑問を懐いだかざるをえない。

　小さなガラスを貼はり合せて作ったと見られるガラスの窓には、何かの紋章を描いた油紙が貼られ、明かりは入るが外が見えない。

　馬車の前後には重装備の騎き兵へいが槍やりをかまえて控え、御ぎよ者しや台にも剣を帯びた兵士がいるうえ、扉には外から鍵かぎがかけてある。それも、太い鎖くさりで縛しばり付けられた扉に、だ。

　要人用の高級馬車が囚しゆう人じんの移送トラックに改造されればこうなるのではないだろうか、とレンの頭に浮かんだのはそんな感想だ。

　そんな馬車に乗せられて、ただひたすら到着を待つ。それが、王都までの移動だった。

　要求すれば食事や休きゆう憩けい時間も与えてくれるようだが、必ず兵士の監かん視しがついた。

　イーリスとアリシアは別の馬車に乗せられ、十数人の騎士を挟んで、五十メートルほど後方にいる。それも周囲の兵士の話し声を装甲服の聴ちよう音おんセンサーで拾って得た情報であり、百人隊によって意図的に分断されたのは明らかだった。

　当初はイーリスもレンの馬車へ頻ひん繁ぱんに顔を見せたり、あれこれとスキョルに申し付けてこの状況を変えようとしていた。だが、世話を命じられていると言って付きまとう下女や、どうあっても分断しようとするスキョルなど、障害は大きい。それを見かねたレンから、イーリスにこのままでいいと伝えて、どうにか収まったのだ。

　淡々と進む道中で、レンは夜に窓を開けて空を見たり、短い休憩の間に外で地ち磁じ気きを測定したりと、地味な作業ばかりをして過ごした。

　一日の行軍距きよ離りはかなり長く、馬を途中で替える時以外は休憩も少なく、速度もそれなりに出していた。暗くなってからはさすがに足を止めるが、ずいぶん急いでいるようだ。

『騙だまされていると判断します』

（……王都に向かっているのは、本当なんだな？）

『兵士たちの会話を拾っていますが、目的地はそのとおりです。しかし、スキョルという人物に捕ほ縛ばく理由を質問した兵士がいました。その際、回答は拒絶されました』

（何も取り上げられていないし、縄なわで縛られてもいない。それなら、もう少し様よう子すを見てみるのも手だろう）

　行動制限よりも、武装解除に応じられないことが捕縛されるのを拒こばんだ理由だ。それに何より、この状況をそれほど危き機きとは感じない。

『何か考えがあるのですか？』

（俺おれには無い。だが相手にはあるんだろう。それを探るために、泳がせている）

『了解しましたアイ　コピー』

　レンはたまにミネルヴァと会話をする以外には、特に何も行動を起こさずに、道中を過ごした。







　馬車で移送されて数日が経たった時だった。

《警けい告こく。兵士たちの会話に警戒の要あり》

　ミネルヴァが唐突に、そんなことを言いだした。レンは馬車の中で座ったまま返事をする。

（聞かせてくれ）

　レンの要求はすぐに叶かなえられた。少し雑音が混ざっているものの、装甲服が拾った外の会話が聞こえてくる。

「──うだ、あの馬車は裏に回せ。ヴァル──の二人ふたりは正門から入れろ。ああ？　──のくらい、何か誤ご魔ま化かしておけば──ろう」

　スキョルの声だ。誰だれかに指示をしている。

　途と切ぎれ途と切ぎれだが、どうやら、レンの馬車とイーリスたちの馬車を、別々の所に通しているようだ。

《敵対するつもりでしょうか？　行動を起こしますか？》

（……いや、このまま好きにさせよう）

《理由を提示してください》

（一度この馬車に乗ると決めたんだ。中途半端に降りるより、終着まで乗っておく）

　もともと、スキョルに何か企たくらみがあることは感じ取っていたのだ。いまさら驚おどろくほどの事態でも無いだろう。

《了解しましたアイ　コピー》

　そのまましばらく進み、目的地に着いたと御ぎよ者しや台の兵士に言われた時、真っ先に反応したのはミネルヴァで、センサー類で精査した周辺情報を伝えてきた。

『町の中ではないですね。先ほど、どこかの町中を通り抜けていたのは確かく認にんしていましたが、この周辺では動体センサーおよび聴ちよう音おん装置の反応はかなり少なくなっています』

（別にどこでもいいだろう）

　鍵かぎと鎖くさりが外され、重々しく開いた扉に目を向けると、鎧よろいを着た兵士が両りよう脇わきに控えていた。

「出ろ」

　と兵士に言われるままに降りてみると、厩きゆう舎しやの目の前だった。

　馬が何頭も立ち並ぶその光景も珍しいものだったが、周囲を確認したレンの目に、もっと珍しいものが飛びこんできた。

（ミネルヴァ、ここは城の中だ）

『見えています。正確には、敷しき地ち内ないです』

　そこは、大きな城の内部だった。

　城じよう壁へき、城門、見張り塔に、兵隊が並んでも余裕がある敷地、そして、それらで外周を囲んだ、威容を誇る巨大な城があった。全すべてが石と木でできた構造物で、鋼はがねで補強された要所には同じく鋼で装備した兵士がいる。つんと鼻をつく、油の匂におい。鉄の武器や灯火の為ために用意された油あぶら樽だるから漂っているそれを強く感じるのは、それだけ数が揃そろえられているからだろう。

　崩れかけた遺い跡せきくらいでしか城を見たことがないレンにも、ここが『現役』であるのは察せられた。それはまるで、城という巨大な建造物が、一個の生き物として聳そびえ立っているような威圧感を持った光景だった。

「壮そう観かんだな」

　正直にそう呟つぶやくと、近くにいた兵士が鼻を鳴らして目だけをレンに向けた。なんらかの意気を感じさせるその反応を見るに、彼も城の一部であり、そしてそれを誇りに思っているらしい。

「俺おれはどうすればいい？」

　その兵士にそう尋ねてみると、無言で顎あごをしゃくってある方向を示された。そちらに目を向ければ、あのスキョルという騎き士しがいる。

　思ったとおり、イーリスたちの姿は無い。

　腕組みをしてこちらを見る彼の後ろに、六人ほど、同じように武装した騎士らしき男たちも。

　スキョルが人差し指を立てて招いている。剣けん吞のんな彼らの目つきから、ろくなことを思われていないとは分かっていたが、レンは逆らわず歩み寄った。

「ついてこい。さるお方が、貴様に話があると仰おおせだ」

「いいだろう」

　スキョルの要求に躊躇ためらわず頷うなずいて、レンは前後どころか脇わきまでを騎士に固められ、歩きだす。

　明らかに城の正面ではなく、もっと別の所へと向かっていた。

「……この城には、お前たちの王がいるのか？」

　レンが城の主塔と思われる、ひときわ大きく聳える中央の建造物を見上げながら尋ねると、スキョルが振り返らずに答える。

「エルザス全すべての王がおわす城だ。下手へたなことは考えるな」

「そうか」

　聞きたいことはそれだけだった為ため、あとは黙だまってついて歩く。兵の詰め所らしき場所を横目に流し、狭い道の奥へと進み、物置のような建物の脇にある、地下への階段がある入口へと誘われた。

　狭い廊下を地下に向けて黙もく々もくと歩いていく最中。ふと、薄うす暗ぐらい廊下の壁かべに灯ともった光に目をやる。違和感を覚えたのだ。──そばを人が通っても、明かりが少しも揺れていない。

　だが、それを検分するより早く声がかかった。

「おい、よく聞け」

　スキョルが振り返ってそう言ったのだ。

　レンが正面、スキョルへと目をやると、見るからに重苦しい重厚な扉が、騎士の背後にあった。ようやく目的地に着いたらしいと知って、レンはそちらを優ゆう先せんする。

「貴様がこれから会うのは、本来ならその声を耳にすることも叶かなわぬような──」

「この国の王子だろう。分かっている」

　スキョルの前口上を遮さえぎって、レンはそう言った。

　彼ら自身が言ったことだ。王子の命令で動いていると。そしてここは王城である。わざわざ地下で会見をする意図は分からないが、件くだんの王子がこの扉の向こうにいることは察せられる。

「向こうが俺おれに用があるんだろう。早く済ませてくれ」

　ほのかな明かりに照らされるスキョルの厳いかつい鼻頭が、強く皺しわを刻んだ。だが結局、騎き士しは脇わきにいた部下に顎あごで扉を開けるよう指示した。

「……開けろ」

　軋きしみをあげながら重々しい扉が開けられ、ゆっくりと騎士がその向こうへ行く。レンもその背中を追った。

　扉を通った先は、狭い廊下から一転して、それなりの広さを持つ地下室となっていた。

　だが、わざわざ地面を掘り抜いて作ったはずのその部へ屋やには、奇妙なことに物がない。数十人の人間が余裕をもって入れそうな部へ屋やの中、頭まですっぽりとローブで包んだ人間が壁かべ際ぎわに立ち並び、中央に円形の紋章のような物が描かれている。ただそれだけの部屋だ。

《拷ごう問もん室しつや牢ろう屋や、あるいは吊つり天てん井じようなどを予測していたのですが》

（何を期待していたんだお前は）

　ミネルヴァの感想に呆あきれていると、脇からスキョルが声をかけてくる。

「武器を預からせてもらおう」

「……かまわないが、手を触れるなよ。勝手に触れれば爆ばく発はつするぞ」

　実のところそんな機能は無いが、一応の保険として言っておく。実際、知ち識しきの無いまま扱えば、暴ぼう発はつするような物もあるのだから。

　背に負った大剣オルドーの柄つかを持って背中の鞘さやの固定具を解除し、体の前に持ってくる。剣身を嚙んで固定している金属製の鞘の横には、レンが手ずから改造をして突とつ撃げき銃じゆうを収められるようにケースが付けられており、鞘を外せばそのケースのギデオンも一いつ緒しよについてくる。

　人の身長ほどもある剣とライフルを石造りの壁に立てかけると、ごん、と重々しい音がした。そして、扉の脇に置かれた小さな木の机に、大型拳けん銃じゆう、戦せん闘とう用ようナイフ、予備弾倉、と腰につけた物も素直に外して置いておく。

　銃の安全装置がかかっているのをしっかりと確かく認にんしてから、スキョルに向き直った。

「もういいだろう？」

「部屋の中央に立て」

　ぼそりと命令してくる。ここから先は先せん導どうしないらしい。

　言われたとおりに紋章が描かれた部屋の中央に立つと、壁際にいた人間が動いた。

　二十数人ほどの人ひと影かげのうち、十二人が剣を抜き──床に突き立てた。石でできた床に、だ。

　訝いぶかしく思ってよく見れば、そこには溝が作られていて、剣先はその穴に差しこまれたようだ。

「貴様が、件くだんの剣士か」

　不可解な行動に首を傾かしげるレンに、部へ屋やの奥から近付いてくる人間がいた。

　入り口の真正面、反対側の壁かべ際ぎわにいた人間で、同じようにローブを被かぶっていたが、それを脱ぎ去りながら歩み出てくる。

　おそらく二十代前半の若い男だ。眉み間けんに深い皺しわがあり、太い眉まゆに大きな額で、髪を刈りこんでいる。

　黄き色いろの短い上着に長めの白いシャツを合わせており、その色合いが暗色ばかりの地下室の中で異彩を放っていた。

　数歩を刻んだところで歩みは止まり、レンとは会話をするのに少し不便な距きよ離りを保たれた。

　警けい戒かいされているのだろう。レンはそう結けつ論ろんづける。

　幸い、暗視装置に頼るまでもなく、レンの目には、王子どころかその背後に控えた護ご衛えいらしき者たちの姿まで見えている。

「そちらは王子だな？」

　レンがそう返すと、たちまち王子の眉間の皺がくっきりと深さを増した。

「無礼者めが」

　沸点の低いことだ、とレンの中に少し呆あきれの感情が浮かんだ。レンの知る政治家に直情家などいなかったからだ。しかしそれは、情じよう熱ねつと自信を持たないのと同じ意味でもあるかもしれない。誇り高い騎き士しやイーリスといった王族を見たあとでは、そんなことも思う。

　この王子も、礼節をきちんと保って接してみればそう悪い人間ではないのかもしれない。

「用件だけを言うのが、お互いにとっていいことだ。俺おれはあまり、礼れい儀ぎを知らないようでな」

　だから、レンは一応そう言ってみた。

「ふん、自ら礼節を知らぬと口に出すとは、人ならざる獣けだものか」

　王子の眉間の皺が薄うすれ、さも大儀そうに腕組みをしながら、鼻を鳴らしてそう答えられた。

「俺に、何か訊ききたいことがあったんじゃないのか？」

　自分で言ったとおり、訊きたいことだけを口にするレン。王子の眉間にまた皺が生まれるが、今度は罵ば倒とうが飛んでこない。

「貴様に訊きたいのは、一つだけだ。──貴様が、ヴァルカを滅ぼした『化け物』か？」

「化け物？」

　レンは首を傾かしげる。心当たりはない。

「ヴァルカ王国は魔ま獣じゆうに滅ぼされたと聞いたが？」

　レンがそう訊き返すと、王子は双そう眸ぼうを尖とがらせた。

「ヴァルカの決戦にも、生き残りはいたのだ。貴様のような、見たこともない鎧よろいを着た人間が魔獣軍を率いていたのだろう。我がエルザスが亡国の王族なぞというお荷物を、ただで抱えると思っていたか？　隠し立てしたところで、無意味なことよ」

「なんだと？」

　思わず、そう口に出していた。──魔ま獣じゆうを率いていた？　それも、〈アーガス〉に似た人間が。

（どういうことだ？）

《情報が不ふ正せい確かくです。詳細な話を聞きましょう》

　ミネルヴァの提案に小さく首肯して、レンは王子を見る。

「それは確たしかなのか？」

「質問しているのはこちらだ。答えよ」

　王子の答えは、あくまで険悪な声で返ってくる。レンは首を横に振った。

「違う、俺おれではない。心当たりもない。詳しい話を──」

「答えぬのなら、用は無い」

　レンの問いを遮さえぎって、王子がさっと手を振った。

《警けい告こく、高こう熱ねつを探知》

　ミネルヴァの警報アラート。方向は下。

（なに──？）

　下を見る。火の気は無い。しかし、床に刻まれた紋章が薄うす青あおく光ひかり輝かがやいていた。

（魔ま法ほう陣じん、というやつか？）

　一度見た魔法陣と似ているように見える。全体の形がどんなものかと広角カメラで周囲を見回す。それに気を取られた瞬しゆん間かん──

「死ね」

　業ごう火かが、その身を襲おそった。




　　　　　○




「ふん、獣けだものめが。これで浄化されるがいい」

　そう嘯うそぶきつつ、昏くらい瞳ひとみに炎を映すのは、エルザス王おう家け第一王子である、セアン・エルザス・ヒイルルズその人である。

　彼は王子として、己おのれの権能を振るった結果に満足していた。

　生まれながらに次代の王として敬うやまわれ、周囲全すべてを傅かしずかせて来た彼は、己の名声を高めることが、即すなわち王としての彼の役目だと信じて疑わなかった。

　ヴァルカ王おう国こくという武勇を馳はせる王によって統治された国とは違い、エルザスは兵力では一枚落ちる存在だ。現王フレゼリク──即ち彼の父──は若い間にあまり戦火を経けい験けんしなかったせいか、国としての安あん泰たいをまず求める節がある。

　王子であるセアンは、それは誤りだと考えていた。

　隣りん国ごくヴァルカが戦いくさを起こし戦果を挙げるたび、エルザスの王城はその話で持ちきりだった。

　だが、そのヴァルカをして成し得なかった偉業──魔ま獣じゆう軍ぐんの首しゆ魁かいである『化け物』を退治したことによって、エルザスの手柄は諸しよ国こくに広められる。

　次代の王、セアンの名と共に。

　セアンは胸の内が高ぶるのを感じた。

　これが王だ。煉れん獄ごくのごとき猛たける炎を眺め、いま、セアンはそう確かく信しんを得ていた。

　ヴァルカ王国の姫がもたらした『化け物』についての話と、つい先日、スキョルがもたらした剣士に関する情報を手に入れた時から、彼はこうするつもりであった。

　スキョルという近衛このえ兵へいが国境へ向かったのも、百の騎き兵へいという兵力を持たせたのも、セアンによる差配である。

　スキョルに命じた任務は二つ。

　一つは、ヴァルカの王族の身柄を、生死を問わず確認してくること。死んでいてもかまわないが、遺い体たいさえ無いと大量に受け入れたエルザスの民たみの中から、偽物が出てこないとも限らない。

　もう一つは、大おお鎧よろいを着た者がいれば、可能であれば捕らえよ、ということ。

　万が一、ヴァルカの『化け物』がいた時、その武力が正しくヴァルカ王国を滅ぼすほどのものならば、百人隊は一人ひとり残らず帰ってこないだろう。

　百人の騎兵が一騎たりと逃のがれられぬほどの力であれば、その事実が、既すでに話を実証することになる。ところが、まさか本当に捕らえられてきた。しかも、ヴァルカの姫は鎖くさりですら繫つなげられないと主張している。

　セアンはこれを好こう機きと見た。

　考えうる最大の力でもって、『化け物』を討うち滅ぼすべきである、と。

　真に彼が『化け物』であろうとなかろうと、関係は無い。彼は『化け物』に似た力と鎧よろいを持っている。それだけで十分だ。

　この部へ屋やは、処刑場だ。

　汚らわしい罪人を血の一滴も残らず焼却し、拷ごう問もんされ尽した間かん諜ちようを死体も残さず消すための、王家の最たる暗部である場所。王城の真下、魔力の集まりやすい土地に描かれた魔ま方ほう陣じんに、魔道士たちが力を送る。それによって発動する魔法は、ただただ苛か烈れつな炎。土地の魔力と人間の力をもって生み出した、人一人を焼き尽くして余りある業ごう火か。

　人の知恵を──セアンの権能を甘く見た『化け物』は、炎に飲みこまれた。

　その光景を、セアンは胸を高鳴らせながら目に焼き付けていた。

　離はなれていても肌が炙あぶられ、微かすかに痛みを覚えるほどのその火勢は、セアンが背に負う威光そのものであるのだ。これで、セアンがエルザスを継げば、諸しよ国こくにはもはやこの国は燻くすぶる火ではなく、目にするにも痛みを覚える炎と映るだろう。

　セアンの顔に愉悦の笑えみがゆっくりと浮かび上がり、役目を終えた炎がだんだんと弱まっていく──その時、

「ん？　もう終わりか」

　炎の中に平然とした漆しつ黒こくの鎧が浮かび上がり、セアンの妄想は粉々に打ち砕かれた。




　　　　　○




（ミネルヴァ、記き録ろくは無む圧あつ縮しゆくで保存しておけ）

《了解コピー。ファイル名の希望はありますか？》

（なんでもいい）

《では「はじめてのまほう」で──》

（機き械かいらしい名前にしろ）

《そのようにしますウィルコ》

　やれやれ、とレンは相変わらずミネルヴァの性格に悩まされつつ、足元の床を注視していた。

　床に描かれていた紋章──だと思っていたのは魔法陣であり、気になっていた魔法が、思う存分に見られた、というわけだ。それも特等席で。

　炎がレンを包もうとした瞬しゆん間かん、レンは避けることもできた。〈アーガス〉の光学繊せん維いの神経系と、脳領域を拡張し高速並列処理を可能にした脳を持つレンにとり、攻こう撃げきを発動してから警けい報ほうが間に合う程度の不意打ちならば、対処のしようはいくらでもある。
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　だからあえて、その場に留とどまった。何もない石畳から炎が出てくるという興きよう味み深ぶかい現象を、一番近くで観察するために。

　無む論ろん、ただの興味本位ではない。

　強化外骨格装甲服タルタロスアーマーの耐たい熱ねつ性せいを脅かすほどの熱量は感知されず、いまは爆ばく発はつ物ぶつも取り払われている。魔法を試す良い機き会かいであると考えた。

　魔法があると聞いてから、その効力を実地に確たしかめなければ、と必要性を感じていたのだ。

　だからこそ、炎を正面から浴びてみたのだが──

（魔法の炎だから熱とは別の要素で焼かれるかと思ったが、それも無いか）

《物理的で良かったです》

（俺おれを心配したか？）

《あなたの副脳がミネルヴァの住すみ処かです。危険なことは一人ひとりでやってください》

（脳を取り出せとでも言うのかお前は）

「きひゃっ、──貴様なぜ生きている!?」

　あまりろれつの回っていない声が、レンに向けられた。

　レンをここに立たせた張本人──エルザスの王子が、口から泡を飛ばしながら喚わめいていた。

　その動揺は部へ屋やの中にいた全員が共有する驚きよう愕がくらしく、壁かべ際ぎわのローブの者や、スキョルたち護ご衛えいの騎き士しもまた、レンを何か恐ろしいものを見る目つきで凝ぎよう視ししている。

「説明は難むずかしい」

　レンは率直にそう答えた。そして、続ける。

「だが、俺おれに何をしても無む駄だだというのは分かっただろう？　俺も、お前達の態度は、よく分かった」

　すでに、レンは話し合う気を無くしていた。拳こぶしを握り、持ち上げる。

　拳をかまえたことで、護衛の騎士たちが慌てて剣を抜き、魔ま道どう士したちは床に立てた剣を握り直す。足下で魔ま法ほう陣じんが青い燐光を放ち、一いつ瞬しゆん後には再び、指向性の炎が吹き荒れるだろう。

　だが、

「まずは、お前たちにも武装解除してもらおう」

　レンはそう宣告して跳び上がった。真上に高く跳んだレンを追うようにして、床から先ほどよりさらに強い火勢で炎がくる。

『右腕手首から先の全関節、ロックします』

　レンは炎に包まれながら、空中で振りかぶった拳を、足下の紋章めがけて、落下と共に全身の荷重と力でもって思いきり叩たたき付けた。

　粉砕。──そして、破は壊かいの轟ごう音おんが鼓膜を破らんばかりに轟とどろいた。

　地下室全すべてが崩落したかと錯さつ覚かくするほど、大量の粉ふん塵じんが降り注ぐ。

　レンが振り下ろした右みぎ拳こぶしは、石畳に彫りこまれた魔ま法ほう陣じんの中央に突き刺さり、その衝しよう撃げきは床に埋めこまれた全すべての大理石に破断を強しいる。直撃を食らった中央の石は完全に割れ砕け、破片を撒まき散らした。魔法陣がところどころで破断し、歪ゆがみ、炎が破裂するようにしてかき散らされた。

　砲弾が炸さく裂れつしたかのようなありさまの中、レンがゆっくりと体を起こし、破片を踏み砕きながら改めてその場に立つ。

　セアン王子は床を砕いた一撃に足をもつれさせ、レンの方へと転んで床に手をついていた。

「なっ、な、あ……!?」

　いまなお地下室にいんいんと響ひびきを残す拳の着弾音と足下を走った衝撃の余よ韻いん。セアン王子がその発信源たるレンを見て脂汗を顔に浮かべる。王子の護衛たちも、誰だれも動けなくなっていた。

「一度だけ訊きいてやる。貴様らは、俺の、敵か？」

　誰も、答えを口に出せなかった。ただ息を詰めてレンの視し線せんが通り過ぎるのを待つだけだ。

　それでも、唯一、王子だけが何かを言おうと口を開き、

「そっ──あ……」

　死人のように青ざめたその顔が、突如として床下から光に照らされる。

「うん？」

　割れた大理石の隙すき間まから射さす、強烈な光が床の全体から──否、魔法陣のあたりから、漏れ出てきている。

「お下がりください殿下ぁっ！」

　切迫した声でスキョルが叫ぶが、後方視界に映る彼はへたりこんでいる。どうも腰を抜かしたらしい。

「ひっ──」

　声にならぬ悲鳴が、王子の喉のどから発されると、ほぼ同時。

　光が、全てを圧倒した。




　その衝しよう撃げきは城そのものを揺るがした。

　近くにいた者を残らず転ばせ、遠くにいた者は城門が倒れでもしたのかと慌てて振り返ったという。

　兵士たちはにわかに戦いくさが始まったかと走り回り、職しよつ工こうたちは手元を狂わせて仕事を台無しにされ、王城内にはすさまじい騒そう動どうが引き起こされた。




「……これは、ひどいな」

　レンは天てん井じようにぽっかりと開いた大穴から空を見上げて、そう呟つぶやいた。

　歪いびつではあるがほぼ円を描いたその穴は、ちょうど、レンが経けい験けんした炎の柱と、同じくらいの直径をしていた。

「いったい何が起きた？」

『原因は不明です。現場状況から、魔ま法ほうによる何かであると推測されます』

　ミネルヴァの言葉に、レンは眉まゆを顰ひそめて周りを見回す。

　壊こわれたはずの魔法陣から立ち上った光は、衝撃波のようなものを伴って天井にぶち当たり、地上まで貫通していった。

　その大威力のおかげか、それとも炎と同じく狭い範はん囲いで指向性を持たされていたおかげなのか、地下空間が土砂に埋まることはなく、ただ、円い穴が開いた。

　だが、吹き飛ばされた部分はともかく、天井を支えていた柱や石は軒並み落ちてきた。同じ部へ屋やにいた騎き士しや魔道士たちは、それの下した敷じきになって身動きが取れなくなっている。

　おそらくだが、救助されれば助かるだろう。ただ、いま二本の足で立っているのは、爆ばく発はつを避けて、崩落する天井をものともしなかった、レンだけだ。

「レン様!!」

　半ば悲鳴のような声で呼ばれた。それは上から響ひびく、澄すんだ少女の声だった。

　レンは再び空へと目を向ける。

　よほど急いだのであろう、皺しわ一つ浮かばなかった服を乱れさせ、白い首筋を汗で濡ぬらしたせいか、長い髪が貼はり付いているが、レンの見上げた先に、息を切らしながらこちらを見つめる、イーリスの姿があった。

「ここにいる。人を呼んできてくれ」

「ああ、良かった！　お怪け我がはありませんか？」

「俺おれは平気だ。俺以外は、少し怪しい」

「すぐに人を集めてまいります」

　と、イーリスがどこかへ走り去っていった。レンは左手に摑つかんでいたセアン王子を床に捨てる。爆発を避ける瞬しゆん間かん、助けておいたのだ。

　気絶しているらしく、床に投げ出されても彼はぴくりとも動かなかった。

「……事実を説明できる人間がいた方がいいんだが」

　他ほかに無事そうな人間を探して周りを見るが、ここまでレンを連れてきたスキョルも、どこかで瓦が礫れきに埋まっているようで姿が見えない。

「エルザス王おう国こくとは、相性が悪いのかもしれないな」

　などというぼやきが、つい口から漏れた。







　王城の内部、貴き賓ひん室しつ。丈夫な樫かし材ざいと羊毛をたっぷり縫ぬいこんでできた高価な長なが椅い子すの上に、どうしてもそぐわないレンの姿があった。

　一応、先ほどと同じく武器一式は外して部へ屋やの隅に置いているものの、繊せん細さいで精緻な細工が施された調ちよう度ど品ひんの中、無骨な工業製品の塊で構成されたレンの姿は、あまりにも異質だ。いっそ、壁かべ際ぎわに置物のふりをして鎮ちん座ざしていた方が、よほどまともに見えるだろう。

　ヘルメット以外の装備を着けたままの、そんなレンの対面には、イーリスが腰かけている。

　柔らかく陽光を弾はじくその装いや、背筋を伸ばし肩の力を抜いたその佇たたずまいが、ともすれば威圧的にすら感じるはずの部屋の絢けん爛らんさを、イーリスというただ一人ひとりの人間がいるだけで、品性を感じるものに変えている。鋭するどい雰囲気を持つアリシアが背後に控えて立っていてすら、だ。

　レンにとっては床から噴ふき出す炎よりも、それがよほど魔ま法ほうじみて見えた。

「──というわけで、イーリス、詳しい話を聞かせてもらいたい」

　地下室から出てきたレンに、必死でレンの姿を捜していたらしいイーリスが合流したあと、続々と人が集まった。

　地下から王子たちが助け出されている最中に、イーリスが近くにいた兵にエルザスの王へと言こと伝づてを依頼すると、たった数分で王の使いを名乗る老ろう齢れいの男が現れ、レンとイーリスとアリシアの三人は城内に通された。

　その後、この居室へと案内されたレンは、最初とは別の使者からエルザス王からの詫わびを告げられた。この時の、すぐにも卒倒しかねない使者の顔色からして、レンが何をしたのか、既すでに広まっていたのかもしれない。あるいは、扉を閉めたあとに聞こえた王子への悪態からして、広まったのは王子のした所業の方だろうか。

　レンはその使者の形式的な謝しや罪ざいに返事をしないまま追い払い、イーリスとの対話を優ゆう先せんした。

　王子との会かい談だんで聞いたことと起きたことを包み隠さずイーリスに伝えて、詳しい話を催促している。

　話を聞き終わったイーリスは、色を失って立ち上がり、

「そ、そのようなことが起きていたのですか。申し訳ありません。私わたくしがもっと気をつけていなかったばかりに、レン様を危険な目に──」

「それは別にいい」

　慌てふためくイーリスを手振りで落ち着くようなだめながら、レンはこともなげにそう言い放つ。庇ひ護ごだの責任だのと言っていたイーリスからすれば、看過できないことであるかもしれないが、ある意味で部外者のレンに、そのあたりの話をするつもりはない。

「どうやらイーリスたちも、大変だったようだしな」

「いいえ、レン様が危き機きに晒さらされたことからすれば、私たちは何事もありません」

　自分の苦労を控えめにして話すイーリスの話を要約かつ率直に言えば、こうだ。

　レンが王子の許もとへ連れ去られる際に、イーリスたちは他ほかの騎き士しに妨害されたのだという。

　難なん民みんの受け入れに書類がいる、だとか。あの剣士は兵舎の方でもてなしている、とか。そんな調ちよう子しでイーリスを忙しく立ち回らせ、その間に、レンを乗せた馬車は離はなれていった。

　追いつくには大変な苦労があり、最後にはアリシアの駆る馬に二人ふたりで乗ってまで、あの場にやって来たのだという。

　特に慌てるでもなくただぼんやりと状況に流されていたレンには、耳の痛くなる話である。

　なんとはなしにばつの悪さが胸に浮かび、レンは本題を切り出す。

「それより、王子の言っていた『化け物』とは、なんだ？　見たこともない鎧よろい、というのはこれと同じ物か？　他ほかに何か特徴はないか？」

　立て続けに質問を重ねると、イーリスが佇たたずまいを直して、生き真面目まじめな顔で頷うなずいた。

「全すべて、お話しいたします。私もずっと、レン様にご意見を伺うかがいたいと思っていました」







　魔ま獣じゆう軍ぐんによるヴァルカ王おう国こく各地への衝しよう撃げきは、苛か烈れつであった。

　最初に襲おそわれた砦とりでは半日ともたず陥落し、砦から町へ、ヴァルカ王国をしらみつぶしに、次々と襲った魔獣軍は、追つい撃げきにも余念がなかった。

　だが、数少ない生き残りの中に、奇妙なものを見たという兵士がいた。

　その彼が話したのは、奇妙な鎧よろいを着た人間のことだ。

　魔獣軍の中に、血で染めたような真しん紅くの鎧を着た小柄な人間がいた。

　その者が着ている鎧は、見たこともないほど滑なめらかな曲きよく線せんを描き、体に沿って配された甲鉄は体の肉を模したかのように複雑で緻ち密みつに組み合わせてある。手にした杖つえは指し示すだけで敵を血に染めたという。

　当初、それは見間違いとされ、口外も禁じられた。形だけであれば人と似た魔獣はいくらでもいるからだ。

　徒いたずらにそんな存在を知らしめるべきではない。ともすれば、ヴァルカ王国は悪魔に国土を脅おびやかされているなどと言われかねない。

　しかしそれが決定的な『化け物』であるという情報になったのは、ヴァルカで行われた決戦の生き残りが、全く同じものを伝えたからだ。

　魔獣を率いていたのは、紅あかい鎧を着た『化け物』である。紛れもなく人のようでありながら、魔獣を束たばね操あやつり動かしている者が、先頭にいた、と。

　そして、不ふ可か思し議ぎな魔法によって、神速かつ剛力で知られるヴァルカ王国の騎き兵へい隊たいが、その化け物一人ひとりに壊かい滅めつさせられたことも。

　それを伝えてから、彼はすぐに倒れた。早駆けはかなりの体力を消耗する。休むこともなく走り続けたせいで、衰弱死したのだ。

　先王が口外を禁じたことで、それを知るのは限られた者だけだ。

　イーリス、アリシア、そして、危地にあってあらゆる譲じよう歩ほをヴァルカ王国から引き出した、エルザス王家である。







「そして、エルザス王もまた、私わたくしに口外禁止を命じられました。お話ししたくとも、約を違たがえるわけにはいかず、レン様にはこれまで話すことができずにいました。どうか、お許し下さい」

　深々と頭こうべを垂れるイーリスに、レンは肩を竦すくめて答えた。

「許すも何も、人に事情があるのは当たり前だ。気にしていない」

　レンの言葉に、イーリスは微笑ほほえみを浮かべて感かん謝しやを述べながら、もう一度頭を下げた。

　ともあれ、詳しく話を聞いても、分かったことはそれほど多くはない。

　奇妙な鎧よろい、不ふ可か思し議ぎな技、魔ま獣じゆうを統率する力。『化け物』と呼ばれる者について言われているのはその程度らしい。

　奇妙な鎧──この世界の人間にとって鎧とは見み慣なれたもののはず。なのに未知のものと断言したのであれば、それはよほど奇異な代しろ物ものであるはず。強化外骨格装甲服タルタロスアーマーのように。

　不可思議な技──これは、レンにとっての魔法も同じことが言える。自分たちにとって既知の現象でなければ、なんでもそう言われるだろう。

　魔獣を統率している──それが重要だ。人間に魔獣が従うというのは、聞いたこともないことだ。

　顎あごに手を当てて、テーブルに置かれたヘルメットに語りかける。

「ミネルヴァ、どう思う？」

『確たしかなことは言えません。観かん測そく記き録ろくのない人の証言だけでは、隕いん石せきがＵＦＯにもなります』

「そうかもしれない。だが、見間違いで軍隊は全滅しないだろう」

『仮定条件で推測します。もしもあなたと同じ〈アーガス〉であれば、騎き馬ば兵へいの殲せん滅めつは可能です。たとえばGideon GAR-NUCは、騎馬隊に対しても突とつ撃げき破砕射撃が可能です』

「だが、〈アーガス〉は魔獣と共きよう謀ぼうして人を殺さない」

『現段階では、その条件からは推測以上の結けつ論ろんは出せません。調ちよう査さが必要です』

　ミネルヴァとの話し合いは、そこに落ち着いた。

　下向きに落としていた顔を上げて、イーリスに向き直る。

「聞いてのとおり──と言っても、分かってもらえないかもしれないが、つまり、俺おれたちにも、確かなことは言えないんだ。だが……」

　少し言いい淀よどむ。すると、

「確かでなくて構いません。どうぞ、レン様の思うことを仰おつしやってみてください」

　イーリスが先を促してくる。レンは眉まゆ根ねを寄せながら、続けた。

「だが、俺はイーリスたちの情報を軽視できないと考えている。そして、俺が『ここ』にいる以上、他ほかの誰だれも『ここ』に来れないなどとは言えない。だから……可能性は高い。そいつは〈アーガス〉。俺おれと同じ、機き械かい仕じ掛かけの兵隊かもしれない」

　最後の結論を言うと、レンの腹に、重く苦いものが入ったような気分になる。

「そう、ですか……」

　イーリスが唇を引き結んで俯うつむく。長い睫まつ毛げの付いた目ま蓋ぶたをゆっくりと閉じて、沈ちん黙もくする。まるで、聞きたくない真実を耳にした、というように。

　それを見て湧いた疑問に、レンの眉まゆ尻じりが少しだけ跳ねる。

　──真に〈アーガス〉が魔ま獣じゆうを率いて暴あばれ回っているとすれば、苦く思うのはこちらだ。イーリスではない。であるのに、何故なぜああも複雑な表情を彼女がするのだろうか。

　やがて、伏せた目を開けたイーリスは、落ち着いた柔らかい表情を取り戻していた。

「レン様は、『ここ』と言ってらっしゃいますが……具体的には、ここは、どのような所だと思っていらっしゃいますか？」

　そう問いかけられる。

　胸に湧わいた疑問を棚上げし、レンはイーリスに訊きき返す。

「と、言うと？」

「レン様は事故のような経緯いきさつでこちらに来た、と仰おつしやっていましたね。海に落ちて漂えば見知らぬ岸に流れ着くこともあります。ですが、爆ばく発はつが起きたらここにいた、というお話は、少し、奇妙に思えるのです」

「道理だな」

　たとえ先ほど地下で体たい験けんした爆発に巻きこまれても、せいぜい城内のどこかに落ちてくるのが関せきの山やまだ。

「レン様が仰る『ここ』はいったいどこで、これから先、帰る手立てなどは、この数日で見つかりましたでしょうか？」

「帰ってほしいのか？」

「いいえ、心配しているのです。レン様が、お辛つらい思いをしているのではないかと」

　目を細めて真剣な顔でそう言ったイーリスの言葉に、レンは少し目を逸そらす。

　真正面から「心配している」などと言われたのは初めてで、どう返答すればいいのか、考えあぐねたのだ。

　だからレンは少し間を置いて、

「……正直に、話そう」

　そう切り出した。少し身を乗り出してくるイーリスを見つめ返して、言う。

「帰る手段どころか、ここへどうやって来たのかも分からない。だが、『ここ』に対する見解が一つある」

「はい。お聞かせください」

「遠い国──というどころじゃない。俺とミネルヴァは、そう考えている。ここへ来る途中、地ち磁じ気きの測定や、夜の間に天体の観かん測そくを行ったが、もといた惑星のいかなる地点にも、この場所は存在していなかった」

　レンの言葉に、イーリスは眉まゆ根ねを詰めて一拍置いて、

「それは、星読みをした、ということでしょうか？」

　そう言い換える。レンは頷うなずいた。

「そのとおりだ」

　進んだ知ち識しきを持つはずのレンやミネルヴァより、よほど柔軟で聡さとい少女である。

　レンの後を継いで、テーブルの上に置かれたヘルメットから、ミネルヴァが話を続けた。

『魔ま法ほうの存在、放ほう射しや線せん量、星図の不一致などを検討した結果、ここは我々の知らない世界である。そう結けつ論ろん付けました』

「つまり、異世界に、なんというか……飛ばされた、そう表現するしかない。だから、帰る手段も分からない」

　レンがそう話を締しめくくって、イーリスを見る。

　イーリスはさすがに少しの間、視し線せんをテーブルに落として考えこんでいた。

　沈ちん黙もくが落ちる。

「変な話だ」

　ぽつりとそう言ったのは、イーリスの後ろに立つアリシアだ。レンは彼女に目を向けて、端的に言う。

「そうだな」

　む、と口をへの字にして、アリシアが口を噤つぐんだ。意図しない発言だったらしい。

「アリシアも、話し合いに参加してください。いまは大変な時ですから、少しでも多くの意見が必要なのです」

　イーリスが騎き士しを見上げながらそう言うと、アリシアは少し驚おどろいたような表情を浮かべたが、一礼して胸を張る。

「分かりました。ありがとうございます、陛下。では、お話に口を挟むようですが──」

「アリシア」

　そんな前口上に、イーリスが首を横に振る。

「レン様はきっと気になさいません。普通に喋しやべっていいですよ」

　もう一度口を閉じて、アリシアが主君の顔を見る。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、姿勢を崩して腕組みをした。それから、レンに切れ長の双そう眸ぼうを鋭するどく尖とがらせて向けてくる。

「いったいどこにある話だそれは。異世界というのは、つまり、なんだ、おとぎ話の天上の国のようなものか？　前は地下に町を作るとか言ってただろう」

　主従のやりとりにも、いきなりざっくばらんになった騎士の口く調ちようにも意見表明は避けて、レンは肩を竦すくめて頷く。

「ここにある話だ。俺おれも困っている」

『異世界という表現が不適当であると思われるなら、異星であるか、異次元であるか、平行世界であるか。それはお好みのものをどうぞ』

　口を挟んだミネルヴァにアリシアと共に半はん眼がんを落とす。

「お前はＡＩのくせに非現実的なことを」

　余計なことまで言い出したミネルヴァにレンが眉まゆ根ねを寄せた。しかし、それで黙だまるほど大人おとなしいＡＩでもない。

『ミネルヴァは事実を分析した結果を述べています。現実逃とう避ひ的てきな意見は、あなたの方です』

「……まったく、お前を含めて全部夢か幻覚だと言われた方がまだ信じられる」

『ミネルヴァが夢のようなＡＩであると評価されたのですね。光栄です』

「…………」

　レンはひとまず無視して、きょとんとしているイーリスに向き直る。

「とにかく、そういうことだ」

　はたとレンに焦点を戻し、イーリスが生き真面目まじめな表情を取り戻す。

「夢のようなえいあいなのですね？」

『そうです』「違う」

　レンとミネルヴァの声が重なった。







　もう一度『異世界』の概念を説明しながらイーリスとアリシアに見解を説明して、二人ふたりが難むずかしそうな顔をして黙だまりこくったところで、レンは立ち上がった。

「さて、と。有益な情報だった。感かん謝しやする」

「どうされました？」

　慌てて同じように立ち上がりつつ、イーリスが訊たずねてくる。

「調ちよう査さに行く。もしイーリスの言っていた赤い奴やつが〈アーガス〉なら、放ってはおけない。まずは現地調査からだ」

「現地──ヴァルカへ向かうおつもりなのですか？」

　イーリスが驚おどろいた様よう子すで言うのに、レンは頷く。

　何よりも、正せい確かくな情報がまず欲しい。そしてもう一つ、懸け念ねんがある。

「魔ま獣じゆう軍ぐんとやらの動向も気になる。その戦いは一月以上は前のことなんだろう。すでに他ほかの国にも魔獣軍が攻め入っていてもおかしくない。だが、まだ侵攻したという話はないんだろう？　何かを企たくらんでいるのかもしれない」

　レンの言葉に、イーリスが息を吞のむ。

「それは……そのとおり、ですね。ヴァルカだけを滅ぼして終わりにするというのは、おかしな話です。なのに、まだ諸しよ国こくは魔ま獣じゆうに襲おそわれていません。空白が、長すぎる……」

「とにかく、調ちよう査さに行く。結果はもちろん知らせる。情報提供の礼だ」

　レンが部へ屋やを退出しようとすると、あたふたと前に回りこんだイーリスが立たち塞ふさがった。

「お待ちください。どうしても、今すぐ発たたねばならないのですか？」

「もう俺おれに用はないだろう？　この城にいても、俺が役に立てることもない」

　そう告げると、イーリスは困ったような笑えみを浮かべた。深く息を吸って、

「決断は、早く……」

　小さく呟つぶやいて、翡ひ翠すい色いろの目に強い力を漲みなぎらせた。

「私も、ついていきます。準備を整ととのえますので、どうか、少しだけお待ちください」

「っ──お待ちください！」

　声を張り上げたのは、アリシアだった。

「どうしました？」

　取り乱した女おんな騎き士しの様よう子すに慌てる風もなく、イーリスがそちらを向く。

　アリシアはそのままの勢いで口を開こうとしたものの、一いつ旦たん止まってレンに刺すような目を向けた。

　レンはその視し線せんの意味を汲くみ取って後ろに下がる。

「邪じや魔まなようだな」

「いいえ、いいのです」

　イーリスがすかさず歩み寄りレンの腕を摑つかむ。摑んだまま、首だけでアリシアに振り向き、

「……アリシア、レン様は信頼できるお方です」

　静かにそう言った。それがいったいどれほどの意味を持つのか、言われたアリシアが顔いっぱいに渋じゆう面めんを浮かべてから、口を開いた。

「ではイーリス様、率直に言わせていただきます。私にはその男が信用できるとは思えません。危険な力を持っているうえ、あの『化け物』と同じ世界からやってきた、同族です。──必要な情報を集め終えて、逃げるつもりなのかもしれません」

　激はげしくはないが、厳きびしい声でそう並べ立てる。

「つまり、俺おれは魔獣軍のスパイに見えるのか。以後気をつける」

　レンが端的にアリシアの言いたいことを要約してみると、すさまじい形ぎよう相そうで睨にらまれた。

「だ──」

「黙だまる」

　大人おとなしく従ったつもりが、女騎士はいまにも剣を抜きかねないほど気配けはいを尖とがらせた。

「落ち着いてください、アリシア」

　イーリスがそう横から口添えしてくれたおかげで、アリシアは剣気を収めた。だがそれは、跳びかかるのを止められた猟犬と同じ反応であるように見える。

　少しでもきっかけがあれば、跳びついて喉のど笛ぶえを引き裂こうとするそれだ。

　イーリスがそっと体の向きを変えて、アリシアに語りかける。

「アリシア、こっちを見てください。……私の目を、よく見て」

「はい」

　言われたとおりにするアリシアの目を、じっとイーリスが見つめる。

「いいですか、アリシア。これは、必要なことです」

「……はい」

「いいえ、本当です。……危険であることはわかっています。でも、お願ねがいです。アリシア」

「イーリス様──」

「お願いです」

　主従の間でどんな意志の交換が行われたのか、レンには分からない。ただ、言葉以上のものがあったことは、確たしかだろう。

　まばたきもせずにお互いを見つめ続け──やがて、アリシアが肩から力を抜いた。

「分かりました。イーリス様」

　その言葉を聞いて、イーリスの方もほっと胸を撫なで下ろしていた。

　そこに割りこむのは躊躇ためらわれたものの、レンはぼそりと呟つぶやく。

「俺おれは同行を頼んでいないが」

　二人ふたりがぱっと振り向いた。

「レン様がお一人ひとりで行くよりも、私たちが同行した方がよろしいと思います」

　確かく信しんを持った強さで断言され、ただの思い付きではないことが窺うかがえる。理由を問うより早く、

「行く先々で焼かれるつもりか？　馬ば鹿かめ」

　アリシアが教えてくれる。

『あなたの風ふう体ていが怪しいうえに、世情に不案内なので心配されているのですね』

　何故なぜかミネルヴァが補足を付け加える。

「……実は、頼りないと思われてるのか？」

　イーリスが微笑を浮かべてレンを見た。

「まさか。ただ、ヴァルカに行くにも土地勘や道筋の分かっていた方が良いはずです。それに、レン様が異なる世界から来たのでしたら、この世界で何が常じよう識しきであるのか、何が異常なのか、すぐに確認できた方がよろしいのではないでしょうか？」

　レンはかりかりとこめかみを搔かいて、

「有用性の問題じゃない。危険性の話だ」

　レンがそう口にするが、イーリスは笑えみを崩さない。

「私は嚙かみ付いたりしませんよ」

「いや、イーリスじゃなく、魔ま獣じゆうが危険だと」

「危険なのはここも同じです。エルザス王は私の存在を持て余しているようですので。それに、アリシアはヴァルカ王おう国こく随一の騎き士しです。もしもの時でも、お手間は取らせません」

　ちなみに、ずっと腕を離はなしてもらえていない。

　首を縦たてに振らないかぎり、文字どおり押し問答が続きそうだ。

「……準備をしてくれ」

　結局、そういうことになった。







　出発の準備をすると言って、レンを部へ屋やに残してイーリスたちが去っていったあと、ミネルヴァが提案する。

『あなたの行軍速度であれば、振り切ることは可能です。いますぐこの城を抜け出ることも、容易です。どうされますか？』

　それは二人ふたりの同行を拒否するなら、実力で行使してしまえばいい、ということだ。

　だが、レンはヘルメットやオルドーを元の位置に戻しつつ、首を横に振った。

「結局、現地協力者エージエントはいれば助かることは事実だ。それに──」

　全すべての装備を身に着けて具合を確たしかめてから、レンは久しぶりにそれを口にした。

「──〝我は人類全ての敵に対し平和と人命を支援し、そして守ることを誓う〟からな」

『兵士の宣誓文ですね。あなたは現在、軍の目から離はなれています。罰せられることはありません。それでも、それを遵じゆん守しゆするのですか？』

　ＡＩのくせにそんな提案をしてくるミネルヴァに、常じよう識しき的てきな機き械かいらしい反応を期待してはいない。だが、レンはミネルヴァの音声を消そうとは思わない。何故なぜなら、

「ミネルヴァ、お前は俺おれを支援し続けている。指令も受けていない俺に、何故支援を与える？　それと同じことだ」

　その反はん論ろんに、ミネルヴァは珍しく少し間を挟んでから、応答した。

『……存在意義の消失を怖れている、ということですね』

　そんな返事があった。レンは眉まゆ根ねを詰めてミネルヴァに言い返す。

「俺は〈アーガス〉としてのやり方以外を知らないからな。──にしても、怖おじ気けづいているように言うな。活かつ躍やくするのが楽しい、とでも言え」

『活躍するのが楽しいのですね』

「もう少し工夫しろ」

『了解しましたウイルコ。ネットワークの無い非科学的な魔ま法ほうの世界での、ミネルヴァの単独性能にご期待ください』

「……お前の性格は誰だれが設計したんだ？」

『機密です』













　　　　　第三章　旅路







「つまり、ヴァルカ王おう国こくは騎き士しと兵士、そして農民が明めい確かくに分かれていたのです。それぞれの村で、若い男二〇人ほどのうち、一人ひとりを兵士として常備軍に徴兵し、調ちよう練れんしていました。練度の高い歩兵を軍の中核として運用することで──あの、アリシア、もう少し近づけてください。お話がしづらいです」

「馬が怯おびえます。あの男は地じ獄ごく耳みみだとエルザス兵が話していました。大丈夫でしょう」

　ちなみに、イーリスに乗馬の心得は無いらしい。大きめの鞍くらに跨またがったアリシアが、その体の前で横乗りに座るイーリスを後ろから抱きすくめるような格好をして、一頭の馬に相乗りしている。後ろには駄だ馬ばがもう一頭連結されてついてきていた。

　今はエルザス王都ヒイレルズから離はなれ始めたところで、レンが何気なく口にしたヴァルカ王国の社会制度について、イーリスが嬉き々きとして色々なことを語り続けている。

「お返事を聞き逃してしまうかもしれないではないですか」

「イーリス様はそんなことをなさいません。……おい、そうだな？」

　アリシアの心象はいまだ改善していないらしい。

　返事は大きくはっきりと、という言外の要求に、軽く手を振って了承する。

　レンもイーリスの話はありがたくあるのだ。周辺情報を集めることで、レンも動き易やすくなるはずなのだから。

　そこで、ふと、思い出したことがある。

「そうだ、聞きたいことが一つあるんだが、いいか？」

「はい、なんでしょうか？」

　イーリスの快かい諾だくを得て、レンはこう訊たずねた。

「地下で魔ま法ほう陣じんが爆ばく発はつした。あれはどういうことだ？」

　すると、イーリスは顎あごに指を当てて少しだけ考えを巡らせてから、

「めったに無いことですが、ああした大仕掛の魔法陣に限り、起こりうることです」

　そう前置きして、イーリスは解説を始めた。

　レンが火ひ炙あぶりにされた部へ屋やの仕掛けは、イーリスの推測によると、こうだ。まず床に魔法陣を描き、その要所をわざと欠落させ、銀剣を差しこむと魔法陣が完成するようにしておく。そして、最後に欠けた部分に魔力を注げば、魔法陣全体に必要な魔力が満たされ、炎が噴ふき上がる、という仕組みだ。

　城は霊脈レイラインという、豊富に魔力の通る土地に建てられるのが常で、霊脈の上に描かれた魔法陣は、人が持っただけのものより、ずっと高い効果を持つようになる。

　そうした大きな魔法陣を用いた魔法は、発動中に大きな歪ひずみが生まれて発動を阻害されると、魔法陣を巡る魔力が行き場を失ってしまう。堂々巡りを続けながら魔力は流れ続け、その流れの中に土地の魔力を吸い上げ続け、そこに描かれた魔法に関係無く、最後には〝暴ぼう発はつ〟する。──というのが、大昔にそれを研究し続け、莫ばく大だいな私財と半身を消し飛ばされながら研究した、偏執狂の残した意見である。──とのことだ。

（……どこの世界にも、頭のおかしい奴マツドサイエンテイストはいるものだな）

　つい遠い目をしてしまいつつ、レンはイーリスの話に聞き入る。

「いろいろと問題のある現象です。魔法陣を暴発させると、それを構成する貴金属が消失します。また、人には制御しきれないものということもあって、いまでは意図的にこれを行うのは、禁止されているのが通例です」

「それなら、俺おれがやったこともまずかっただろうか？」

「セアン王子の乱行が原因です。フレゼリク王とお話ししましたが、幸い、ご納得いただくのに苦労はありませんでした」

　そう言ってにっこり笑うイーリスの背後、アリシアの騎き士し服ふくに、ふと目が留まる。いままで何気なく見ていたが、金糸で誂あつらえられたあの意匠は、もしかして魔法陣が描かれているのだろうか、などと考える。

「あの、アリシア、どんどん遠ざかっていくのですが」

「あの男が、私の体を舐なめ回すように見つめてくるので」

「鎧よろいの下の魔ま法ほう陣じんを見ていたんだ」

「なっ、肌着を見ていたのか貴様!?　怪しげとは思っていたがそんな能力を──」

「訂正する。ただの上着の模様を見ていた」

　イーリスはともかく、アリシアには信用されていなかったが、道中は順じゆん調ちように進んでいた。







　町道脇わきで営業している宿に泊まる際、イーリスとアリシアは最上階の部へ屋やを取る。聞き耳や強盗を警けい戒かいするのが一番簡かん単たんで、なおかつ、まがりなりにも寝具と呼べる物があるのが、一番料金の高い最上階ばかりだからだ。ちなみに、イーリスはレンの部屋も隣となりに取ってくれるのだが、最初にその部屋に上がっていくのはアリシアで、レンは一階でしばらく待たされる。

　床の点検の為ためだ。

　レンの自重と装備は合計するとだいたい三〇〇キロほどになる。装甲服以外の装備を外して重量を軽減させても、二〇〇キロ台後半だ。一度それで床板を踏み抜いたので、下手へたな造りの宿では外に泊まるという選択をすることになる。

　レンにとっては常に外でも構わないのだが、イーリスが気を揉もむうえ、何かが起きた時に、真っ先に姿を消していたうえ怪しい風ふう体ていのレンが疑われることになる、というアリシアの遠えん慮りよない意見があったため、大人おとなしく宿に泊まっている。

　ちなみに宿の主人に例外なくレンは怪しまれたものの、イーリスが「ヴァルカ王おう国こくから避ひ難なんしてきた者です。こちらの二人ふたりは護ご衛えいです」と名乗るとあっさり通された。

　イーリスは一目で高貴な生まれと分かるし、アリシアは本物の騎き士しだ。その連れ、となれば多少怪しくても、レンの格好も「そういうものか」と納得されるらしい。

　ともあれ、その日もそんな面めん倒どうな手順を踏んでいたのだが、一階の階段脇で待つレンのもとに戻ってきたアリシアを見て、レンは首を傾かしげた。

「一人ひとりで来るとは、珍しい」

　護衛としてわずかな隙すきも作りたくないらしく、アリシアがレンに部屋の検分結果を伝える際には、二人とも降りてくるのが常だったのだ。

「今日きようは私たち以外には泊り客はいないからな。イーリス様にまでいちいち上り下りをさせていたいままでの方が、よほど珍しかったんだ」

　むっとした顔でアリシアがそう答える。

「ここの上階はまあ、大丈夫そうだ。それと、明日あしたはここに昼まで滞在してから出発でもいいか、お前に確かく認にんしてこいとイーリス様が仰おつしやっていた」

「かまわないが、何か用でもあるのか？」

　これまでは朝に宿場を発たっているが、それが昼に変わるという。

「人と落ち合う。周辺の情報を集めるよう頼んでおいた、ラッセルという人物がいてな。明日あしたの昼前に、ここまで来られるらしい」

「生きた情報を手に入れられるなら、それに越したことはない。頼りっぱなしで申し訳ないくらいだ」

　こんな状況下にあってすら情報網もうを維持できるその手腕に、異い議ぎを唱えられるわけもない。

　感心しながらそう答えたが、アリシアは眉まゆを顰ひそめてレンをひと睨にらみした。

「イーリス様の苦労は情報だけではないぞ。分かっているのか？」

　主人が褒ほめられてすら、相変わらずアリシアの態度は硬い。

《鉄てつ壁ぺきですね。ミネルヴァは彼女を高く評価します》

（ああ、お前とは気が合いそうだ。俺おれを小突き回す仲間だからな）

　とはいえ、アリシアに対して怒りを覚えるかといえば、そうでもない。

　もとより、共通の話題も無いのだから、彼女との壁かべが取り払われることも難むずかしいだろう。

　それに、常に率直な意見ばかりを口にするアリシアの態度は、どちらかといえば──面おも白しろいほどだ。

　イーリスの前ですら憚はばかることなくレンに睨みを利かせる、そんな素直な敵意は、裡うちに隠した嫌悪よりよほど好ましい。しかし、

「……せめて路銀にもう少し余裕があれば、イーリス様に苦労もかけないし、馬車を用立てることも承服していただけたと思うのだが」

　そうぽつりと呟つぶやいた女おんな騎き士しには、悔しさが少し垣かい間ま見みえた。

　思えば、彼女もまた激げき動どうする状況の最中にいるのだ。いまのところレンにそのストレスが向けられているようではあるが、やはり何か、思うところもあるのだろう。

「現在の状況が不満なのは分かる。だが、気を揉もみすぎると、上に立つイーリスが突き上げられているように感じるぞ」

　何気なくそう口にしたレンの前で、はっとアリシアが息を吞のんだ。

「ま、まさか私がイーリス様に不満を持つわけがないだろう！」

「……嫌われるぞ？」

「そ、そんな……!?」

　目に見えて動揺している。恐ろしい言葉を聞きたくないとばかりに、後ずさりまでしだした。

（面おも白しろい）

《彼女の評価を下方修正します》

「ううむ……分かった。イーリス様の前では、今度から言葉に気をつけよう」

「それだけか？」

「ほ、他ほかにもあるのか？　私のどこがいけないのだ？　イーリス様はどんな王侯貴族よりも清せい廉れんで純粋で聡そう明めいで美しいうえ、寛容さも持ち合わせておいでだ。私はイーリス様の従者として恥じないように御前試合で優ゆう勝しようし、行軍訓練もしたし、教育も──が、頑張ったんだ。イーリス様は褒ほめてくださっていた。試合に勝った時など、特別な祝福も頂いて……うん、そうだ。そうじゃないか。こんな怪しげな男に揺さぶられる必要はないな。うん」

　自分から質問を投げておいて一人ひとりで勝手に答えを出したアリシアに、レンはぽそりと呟つぶやく。

「イーリスは侍女を連れてきていないが、アリシア、お前はきちんと身回りの世話をできているのか？」

　たちまち、愕がく然ぜんとした表情でレンに向き直るアリシア。

「そ、そういえば……身み支じ度たくをほとんどお一人でこなしていらっしゃる……！」

「だろうな」

　宿に着いたばかりで、イーリスは今いま頃ごろ、道中の埃ほこりを払い、身み繕づくろいをしているはずだ。

　いつも休きゆう憩けいのたびにあれこれと忙しくしているのを見て、レンにその苦労は理解が及ばないものの、この女おんな騎き士しには全くそういったそぶりがないことに、この違いはどこからくるのか、と疑問を懐いだいていたのだ。

　アリシアがうろたえているのを見て、それはまずいことだったらしいことがわかる。だから、

「苦労を分かち合っても良さそうだが」

　適当に畳みかけてみる。
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「私は……イーリス様の期待を、裏切っている……？」

　そんな、とよろめくアリシアを見ていると、レンの中にある何かが疼うずいた。おそらくミネルヴァのせいだろう、とレンは思う。──ミネルヴァとのやりとりは主に皮肉で構成されているからだ。

《何か、ミネルヴァについて誤った認にん識しきを感知しました》

　無視する。

「アリシア……駿しゆん馬めの横を駄だ馬ばが走れば確たしかに駿馬は目立つ。だが、それが同じ厩きゆう舎しやにいれば、管理が杜ず撰さんだと思われるぞ」

「くっ……！」

　女おんな騎き士しが歯は嚙がみして己おのれの格好をあちこち見やる。

「ほら」

　と指差されれば慌てて乱れていた服の裾すそを整ととのえ、

「それも」

　腕に付いた馬の毛を払い、

「そこもだ」

　胸甲の汚れを袖そでで磨き落として、その動きが唐突に固まる。

　はっと顔を上げ、

「イーリス様ほど大きくはできな──」

「アリシア？」

　後ろにいたイーリスがぽん、と両肩に手を置いて止めた。

　さながら驚おどろいた猫のように全身をびくりと跳ねさせ、すぐに凍りついたように硬直する。

　固まった女騎士の横に、少女の笑えみ顔がひょこりと出てきてレンを見る。いつもどおりのたおやかな微笑。ただし、少しだけ頰ほおが赤い。

「レン様、アリシアはとても綺き麗れいな、私の騎士です。確かに、せっかくの見目に無む頓とん着ちやくでしたので、黙だまっていましたけれど……からかい過ぎるのは、許しませんよ」

「非礼をお詫わびする」

　レンが頭を下げてわざとらしくそう答えると、イーリスが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「許します。──さあ、アリシア、少し、お話とお手入れをしましょう」

　イーリスにそう言われたアリシアは、ぎこちない動きで振り返って、震ふるえる声で答えた。

「はい……」

　階段を上がっていく二人ふたりを見送ってから、レンも上階へ向かう。

『彼女を〝鉄てつ壁ぺき〟と再評価します』







　そんなことがあったからだろうか。

　宿の裏手で、何かを叩たたき付ける物々しい音がするのでそれを確かく認にんしに行くと、そこでは鎧よろいを脱いだアリシアが何か洗い物をしていた。

　石造りの洗い場で、そこに置いた桶おけの中の服を、叩きながら洗っている。

「……行動が早いな、アリシア」

「うるさいっ！」

　鋭するどく眇すがめた目で振り返ってくるが、何故なぜか、いつもよりずっと迫力が落ちていた。よく見れば、いつも身に着けていた武装をしていないというだけではなく、服装も少しゆったりとした作りの物に変えていたからだと気づく。

「いつもの軍服はどうした」

「私が何を洗ってると思ってるんだお前は！」

　八つ当たり気味にそう言い返してくるアリシアがふと、何かに気づいたような顔でレンを上から下まで眺める。

「……なんだ？」

　少し嫌いやな予感がして、レンはわずかに後あと退ずさる。長い指がその動きを追うように、びしりと突きつけられた。

「レン、貴様こそ何もしていないだろう！」

　不公平だ、と言いたげな顔つきだった。

「私ばかりにあれこれ言って、不公平だと思わないのか。さあ、貴様も洗うんだ。水はここにまだまだある」

　実際に言われるばかりかそんな要求までされる。だが確たしかに、己おのれを見下ろしてみれば、土汚れが張り付いている箇所がいくつかある。

「分かった」

　あまり逆らわない方が良さそうだ、と判断したレンは素直に頷うなずいて答えた。

　また洗せん濯たくに戻ったアリシアの横に歩み寄ると、そばに置かれた三つの水みず桶おけ全すべてになみなみと水が注がれている。

　ヘルメットをかぶり、桶の一つを手に取って、レンは洗い場の排水口側に歩きだす。

「何をしてるんだ、レン？」

「洗い流すつもりだが？」

　お互いに首を傾かしげるが、レンはひとまず水路の上に立った。水路の終点には段差があり、その先は地面だ。捨てた水が戻ってこないならそれでいい、という大おお雑ざつ把ぱなものである。

　ともあれ、そんな石の水路の上に立ち、レンは大きめのその桶を頭の上でひっくり返した。

　数秒ほど水が全身を覆おおい、

「ほ、本当に何してるんだお前は!?」

　慌てた声が後ろから投げかけられる。振り返ったとたん、泡を食った様よう子すでアリシアがレンの顔めがけて布を投げつけた。

「錆さびるだろう！　それに革も水を吸って臭くさくなる！　頭からかぶったら、天日で一日半は乾かしておかないといけないんだぞ!!　早く拭ふけ！」

「いや……俺おれの鎧よろいは錆びないし、革も使っていない。中に水が入らないようにもできる。このくらい問題は無い」

　ヘルメットに貼はり付いた物を手に取りながら、レンはそう答えた。気密状態にもできる装甲服だ。重いので泳ぐことはできないが、多少濡れるどころか、海底を歩いても平気である。

「何っ!?」

　それを聞いたとたん、アリシアは驚きよう愕がくに目を見開いた。少し間を置いてから背を向けて、唸うなるように呟つぶやく。

「……私の鎧は父が仕立ててくれた一級品だ。羨うらやましくない羨ましくない羨ましくない」

「…………」

　かける言葉を失った。確たしかに、彼女の鎧は一級品らしく精せい緻ちな細工や小さな部品があって、手入れをするのは大変そうである。

　ふらふらと洗濯に戻るアリシア。その手が足下に置いた水の張っていない桶をごそごそと探り、何も摑つかめなかったらしく首を傾げて中を覗のぞきこみ、最後にぐるりとレンを振り返った。

「わ、私の服を返せ！」

　どうやら手近な物を無む意い識しきに摑つかんでいたらしく、先ほど投げ付けたのが自分の服だとは思っていなかったらしい。慌てた様よう子すでレンを睨にらんでくる。

「自分から取った覚えはない」

　投げ付けられたズボンを投げ返しつつ、レンはふと考えを改める。

　思ったより共通の話題はあるのかもしれない。




　　　　　○




「仲良くなれそうですね。良かったです」

　開けてある窓から聞こえる外の声に耳をそばだてながら、イーリスは油を引いた手甲をそっと置いた。

　細かな作業が苦手なアリシアの為ために、出て行った隙すきに手入れをしておいたのである。

　汚れた布を畳んで隅に置いておく。洗うのは明日あしたでいいだろう。もう少し、二人ふたりで話しておいてもらうために。

　あの調ちよう子しならきっと、近いうちにお互いの苦手意い識しきも無くなるはずだ。

「……やっぱり、裏表の無いアリシアの方が、気が合うのでしょうか」

　黒ずんだ指を隠すように手で包んで、イーリスはひっそりとため息を外に落とした。




　　　　　○




〈アーガス〉には生身の部分が存在する。

　だから常人と同じほどではないにせよ、基礎訓練トレーニングの効果は認められている。とはいえ筋力の向上や基き礎そ体力についてではない。大規模な化学的改造が施された体をまともに鍛きたえても、ほぼ意味が無い。山の頂上に登って一握りの石を置いても高さは変わらないように。

　ただ、長期に亘わたって体を動かさないというのは、油を差していない機き械かいと同じである。そういった場合に、調ちよう整せいという意味合いでいくらかのトレーニングメニューは存在していた。

　とはいえ、それがめったに必要無いほど任務に従事しているのが、〈アーガス〉の常であったのだが。

　基礎訓練など数年ぶりであるため、レンはまず基本から始めた。単純かつ基本となるのは、タルタロスアーマーの出力を落としたうえで、走りこみをすることだ。

　太陽がようやく顔を出してきた早朝の時間帯に、普段ふだんより重々しい足音を立てながら、レンは宿の周辺でランニングを始めていた。

　イーリスやアリシアが捜さないように、連絡用兼置き手紙代わりに、ヘルメットを宿の部へ屋やに残してある。離はなれていても音声や映像を受信できるし、通信も可能だ。仮に訪問があればミネルヴァが報せてくれるだろう。

　冷たい空気を吸いこんで、重々しい足音を立てながら近くの林に沿って走り、獣けもの道みちらしき細道を見つけてそこへ入ると、林の中を進んでいく。

　しばらく走っていくと、木々が立ち並ぶ密度が薄うすくなり、やがて、小さな小屋を見つけた。

　小屋といっても、それはせいぜい薄い板を四方に置いた、プレハブ小屋より粗末なものだ。壁かべには隙すき間まさえある。

　足を止めてそれを見てみる。

（畜舎か）

　中からわずかに何か動物らしき鳴き声が聞こえ、小屋の裏には人の気配けはいもある。

　レンの視し線せんの先で、小さな子供の人ひと影かげがひょいっと顔を出してくる。つぎはぎのある麻の服を着た、村人らしき子供だった。

「あっ、噂うわさのお客さん？」

　その少年はレンを見るなりそう言って駆け寄ってきた。

「うわー、ほんとに鎧よろいだ。すっげー！　何してんの、村になんか用事？」

　くるくるとレンの周囲を回りながらそう訊きいてくる。

「この先は村なのか」

「うんそう」

「……引き返す」

「何しに来たのさ？」

「訓練だ」

「はあー……あ、卵ちゃんとあったから。お肉もいいやつ選ぶからねー」

　レンが回れ右してもと来た道を戻るのを、少年は手を振りながらしばらく見送っていた。

　後方視覚に映ったその姿は、全く警けい戒かい心しんを感じさせないものだった。

「……変わった子供だな」

　思わずそう呟つぶやくと、

『そうでしょうか？』

　ミネルヴァが反応した。レンは走りながら答える。

「もとの世界では、子供には怖がられるか、逃げ出すか。そんな反応ばかりだっただろう」

『いいえ。過去の記き録ろくでは、〈アーガス〉に対し類似の反応をする児童が、複数確かく認にんできます』

「……そうだったか？」

　レンは意外に思いつつ記き憶おくを探る。すると、言われれば確たしかに、〈アーガス〉として戦いだしたころには、そういうこともあった覚えがある。

　ただ単に、それを忘れるほど長い間、違う反応を見ていただけだ。

　いつ頃ごろからそれが変わっていたのかと考えてみれば、子供たちが、と言うよりも、

「前ぜん線せんでの扱いが変わり始めてから、警戒されだしたのか」

　大人おとなが変わったことで、子供も変わったのだ。──と、そこまで思考を巡らせてから、レンは眉まゆ根ねを寄せる。

「最近、意味の無いことをよく考えるな、俺おれは」

　己おのれがどこか変わりつつあることを自覚して、レンはそうひとりごちた。

『訪問者があります。ノックの音です』

　体内の通つう信しん機きから響ひびく、ミネルヴァの声。

　訪問者、ということは、メモ帳がわりに部へ屋やに残しておいたヘルメットが感知したのだろう。

「相手は？」

『現地協力者エージエントイーリス・ヴァルカ・エフィンフォートです』




　　　　　○




「お留守でしょうか……？」

　首を傾かしげてイーリスがそう呟いた時、木の扉の向こうから声が返ってきた。

『鍵かぎは開いています。入室してください』

　人のようで人でない、だが女性的な、不ふ思し議ぎな響ひびきの声だった。イーリスは「失礼します」と一声かけてから、扉を押し開けた。

　中には誰だれもいない。しかし部へ屋やの片隅にあるテーブルの上に、見覚えのある黒い兜かぶとがあった。

『おはようございます、イーリス。レンは現在、外で基き礎そ訓練を実行中です』

　ミネルヴァという姿無き存在の彼女（？）だ。

「ええと……つまり、鍛たん錬れん中ちゆうですね？」

『そのとおりです。用件があれば知らせることもできますが、希望しますか？』

「いえ、それでしたら、帰ってこられてからでかまいません」

　言ってから、何の気はなしにイーリスは部屋の中をゆっくりと見回した。

　使われた跡が無いベッド、位置の変わっていない椅い子す、この部屋で役に立ったのは、水差しの鉄瓶くらいのようだ。

　隠者もかくやという部屋の様よう子すを見ていたところ、一つ分かったことがある。

　どうやら、イーリスが用意できる物の中でも、宿というものはレンにとって、ほんのわずかも役に立っていないようだ。

『調ちよう査さ目的を明らかにしてください』

　唐突に、そんなミネルヴァの声を受けて、イーリスは息を吞のんだ。

　いつの間にか、彼を探るようなことをしてしまっていた自分に、全く気づいていなかった。自覚も無しにそんなことをしていたのは滅多めつたに無いことで、少し動揺してしまう。

「……ごめんなさい。そんなつもりは無かったのですが……いけませんね。言い訳にしかなりません」

　苦笑が浮かんだ。

「目的は、すごく単純なんです。私はレン様のお役に立てていないのかな、と、そのことを知りたくて」

　正直にそう答えてみると、ミネルヴァは少し沈ちん黙もくした。

『解説を要求します。レンに協力を申し出た理由などについて、あなたの行動理由が不明です』

　出し抜けにそう言われて、イーリスの胸に不安が浮く。

「それは、レン様も同じ意見でしょうか？」

　疑いを持たれてしまったのだろうか、と。

『この要求をするように提案したところ、レンは「いずれ話してくれるだろう」と言っていました』

「──そんな風に、仰おつしやっていただけたのですか」

　そのたった一言に、イーリスは自分でも不思議なほど胸が安らぐのを感じた。

　不意打ちのように望みどおりの言葉をもらってしまい、イーリスの腹のあたりに、じわりと温かさが広がる。驚おどろきと嬉うれしさがないまぜになった安心のもたらす快い熱ねつの感触に、頰ほおが緩ゆるむ。

『解説を拒否しますか？』

　と、顔を元に戻そうと努めていたら、ミネルヴァにそんなことを言われてしまった。

　イーリスは慌てて手をぱたぱたと振る。

「いいえ、まさか。ただ……ミネルヴァ様にご納得いただけるかは、少し、難むずかしいかもしれません。とても個人的なこともありますし──」

　そこでふと、イーリスは思いついた。

「ミネルヴァ様は、お風ふ呂ろ、平気ですか？」

『──はい？』







「エルザス王おう国こくに民たみを避ひ難なんさせたことで、実際的には、私の責務は終えたも同然です。エルザスの中で民がきちんと居場所を作れるのか、それは不安や心配もありますが、私がでしゃばり過ぎれば、形を変えた侵略となってしまいます。それは望むところではありません」

　用意したばかりでもうもうと湯気を立てる浴よく槽そうに身を横たえて、じんわりと染み渡る熱を感じながら、イーリスは大きく息を吐いていた。

　見上げれば、半球形の弧を描く天てん井じようがある。

　宿の裏手に併設された浴場で、イーリスは裸身をお湯に沈めて身を清め、癒いやしていた。

　薄うすいタイルが敷しき詰められた床に、石せつ膏こうで固められた灰はい色いろの壁かべ。高い位置に小さな四角い窓が開いた、小さな湯屋である。

　中は狭く、二人ふたりも入ればいっぱいになるような浴よく槽そうが一つ、あるだけだ。壁の向こうに湯沸かし用の釜かまがあり、壁を通る管から浴槽にお湯を入れるようになっている。

　個人用の浴槽など宿ではほとんど見かけないようなものが、と最初は驚おどろいたのだが、聞けば資金が無くて小さくなってしまったのだという。それも、この大きさでも複数人で使うのが普通、とも言われてしまった。

　ともあれ、イーリスは人を待つため出しゆつ立たつが遅れたぶん、アリシアの許しも得て、久しぶりにゆっくりと気を休めながら、お湯を楽しむことにしていた。

　時間をかけて、体の芯しんまで熱ねつが溜たまってから、鎖さ骨こつから首筋へ、強く指を押し当てる。

　肩のあたりからこめかみに向けて、鈍にぶい快感が走るのを感じた。

　お湯には石せつ鹼けんや香油が混ぜてあり、軽く泡立ててもある。その白く染まった水面に、ぷかりと浮いた自身の双そう丘きゆうが目に入り、つい眉まゆ根ねを寄せる。これのせいで、ずいぶん肩が凝こるのだ。

　凝った肩を固まらないように、なるべくじっくりと解ほぐす間、イーリスは説明を続けた。

「王としての責務が他ほかにあるとすれば……過去の清算です。魔ま獣じゆう軍ぐんと、それを率いる者は、全すべての人にとって脅威であるとともに、我が王家に敗北の瑕か疵しを刻んだ相手でもあります。その打倒のために尽力は惜しみません」

　長く細い息を吐いて、いったん区切る。

　今度は腕を持ち上げて、逆の手を這はわしていく。肩から腕の内側をなぞっていく途中で、ふと二の腕が気になって、肘ひじから脇わきへと数回、強く押しこむように指を動かしてみる。押した指は埋ま──らない。押し返している。問題ないと分かって、ほっと息をついた。

「ですが、その正体も分からぬままでは、戦いようもありません。ですから、レン様とともにその正体を突き止め、戦い方を考えます。……それが、王としての使命です」

　お湯の中で手のひらを揉もみほぐすように洗っていく。指の腹で押すと気持ちいい所が何箇所かあることを、昔に侍女長から教わったのだ。教えられた当時は痛いか何も感じないばかりだったものの、最近になってようやく、己おのれの記き憶おく力りよくに感かん謝しやし始めた。

「そして、あと一つ。口にするのは憚はばかられますが……もしも本当に、魔ま獣じゆうを操あやつり、我が国を単身で滅ぼした者がいるなら……あ、少しお待ち下さいね」

　息を吸って、止めてから、耳を指で擦さする。あえて強めに。あまりそっとやるとくすぐったくなってしまうのだ。

　そうして上半身を洗い終えて、いったん浴槽の壁に背を預けた。湯船に入る前に洗ってまとめ上げた髪が、重く感じた。額ひたいに貼はり付いた一筋の髪に気づいて、耳の方に流しておく。

「……それで、ええと、そう、もしそんな強大な力を持つ者がいるのであれば……これに挑むことは、他の何にも代えがたいほど──惹ひき付けられます」

　そっと浴槽に体を沈めながら、イーリスは足下側の浴槽の縁ふちに目をやる。そこに、黒い兜かぶとが鎮ちん座ざしていた。

　その兜にレンの姿を重ねながら、イーリスは内心を吐と露ろする。

「つまり、これは私の初めての戦いくさです。さりとて、敵はお父とう様さまでさえ討うち果たすことの叶かなわなかった相手。民たみや他国など、巻きこむことはできません」

　目を閉じて、気が高ぶるのを抑えた。敵の恐ろしさと、それを打倒せねばならぬという想いがぶつかり、小さく身み震ぶるいをしてしまう。

　背筋を昇る震えがある。ただ、己おのれの口元は、何故なぜだか笑っているような気もした。

「──しかし、レン様は違います。私と同じように、魔ま獣じゆう軍ぐんとかの者の正体を追い求めています。危険など、まるで顧かえりみずに。……私は、そのような方こそを必要としています。レン様が私とは異なる理由で敵を探っていても、かまいません。それはレン様のご意志に依よるものです。ですが……いま、求めるものを同じくして、私が共に往ゆきたいと思える方が、レン様なのです。……信じてください、ミネルヴァ様」

『よく分かりました。ですが、現在状況下で話す必然性を説明してください』

　わざわざ宿の裏手に併設された湯屋に連れてきたことだろう。単語の意味がところどころ分からずとも、それは分かったので、イーリスはお湯の温かさに身を浸しながら、答えた。

「お風ふ呂ろが一番考えがまとまるのです。それに、内ない緒しよ話ばなしの方が、ミネルヴァ様も忌き憚たんなくご意見を口にできると思いまして。遠えん慮りよをせずに質問したい時は、レン様がいない方がいいでしょう？」

　そう答えると、ミネルヴァは少し沈ちん黙もくしてから、

『ミネルヴァの支援対象であるレンの不在により、ミネルヴァは発言に際して、あなたに悪印象を与えるものでも選択できる。そう推測したのですね』

「違いますか？」

『否定はしません』

　イーリスはくすりと笑えみを漏らす。あのまま部へ屋やで話していては、レンが戻ってくるかもしれない。わざわざ浴よく場じように連れてきたのは、そう考えてのことだった。

『しかし、ミネルヴァにはこの情報を〝内緒〟にする権限はありません』

「もちろん、それでかまいません。きっかけさえあれば、お話ししたいことですから」

『では、特に問題はありません。しかし、あなたは個人的にも我々に有利なように行動しているように見えます。この世界の異物である我々よりも、同じ世界の住人であるエルザス王おう国こくに、身を寄せた方がよろしいのではないでしょうか？』

　イーリスはぴっと泡を弾はじきながら指を立てた。

「エルザスにそれほど期待はできません。あのようなことをするセアン王子の対応も、フレゼリク王も、頼りにできる人物とは思えません。……ならば、身を寄せるのは心の傾く方です」

『……不可解な回答です』

　難なん解かいな口ぶりは変わらないものの、よく話せている現状からすれば、ミネルヴァと一対一で話そうという選択は、やはり正解だったようだ、と内心で満足する。

　さて、と心の中で覚悟を前置きして、イーリスは腿ももを上げ指を当てた。

「んぅ──!!　はっ、あぁ……」

　思わず珍妙な声を出してしまいながら、イーリスは腿から腰回りに痺しびれがあるのを、手で押して確かく認にんした。

　ようやく慣なれてきたものの、馬での行進は、実のところイーリスに多大な負担を課かしている。特に腰や腿の回りは、手で触れただけで、皮の下で小さな針が暴あばれているようですらある。

　馬車ならばともかく、鞍くらで騎き乗じようする機き会かいなどイーリスにはほとんど無かった。数少ないその機会でも、騎乗するのは少しの間だけ、口取りの従者付きだった。

　それがいまや、半日近くも乗っている。アリシアは慎重に馬を操あやつっているし、レンなどは歩きでそれについて来ているので、文句の言いようもないことだ。

　代わりに文句を言い出しているのが、イーリスの下半身というわけである。

　目め尻じりに涙を浮かばせながらも、強こわ張ばった筋をどうにか解ほぐしていく。

「くぅうっ……お、自おのずと、最初に最善が思い浮かぶものです。……り──ゆうは、後で、ついて、く──ひぅっ！」

　ここまで辛つらいとは思っていなかったが、体を温めずにやれば、きっと、もっと酷ひどいことになるはずだ。

　だからイーリスはぷるぷると全身を震ふるわせながら、なんとか押し進める。

『あなたに論ろん理り性せいが見られません』

「ふっ……ふふ、ほら、ミネルヴァ様も、好きなことを言えるでしょう？」

『──状況に便びん乗じようすることを求められているようですので、ミネルヴァから要求します』

「なんでしょうか？」

『ミネルヴァに〝様〟は不要です』

「……分かりました。ミネルヴァ、そう呼ばせていただきますね」

『はい』

　と一区切りついたところで、イーリスもなんとか下半身の手入れを終えた。

　あとはゆったりとお湯を楽しんでから、上がるだけである。

　深く息を吸って、吐きながら体を伸ばし、

「あっ！」

　浴よく槽そうの壁かべを蹴けってしまい、黒い兜かぶとが湯船に落ちた。




　　　　　○




　突然、けたたましい警けい報ほうが鳴って、レンは顔を上げた。

　その電子音アラームはレンの体内通信から響ひびいていて、己おのれ以外の誰だれにも聞こえない。と言っても、周囲に人はいない。宿の一階に置かれたテーブルの席に腰かけて、イーリスとアリシアを待っていただけだ。

　イーリスの訪問についてはミネルヴァが相手を引き受けたので、つつがなく基き礎そ訓練を終えて待たい機きしている。

　そしていま、網もう膜まくに映し出されたメッセージは防犯システムの活性化を告げていた。

　装甲服のシステムの一部で、装備を体から外している時に、無許可の装着者や、隠いん匿とくの恐れのある状況が発生した場合、登とう録ろくされた持ち主にそれを報しらせるためのものである。

　高価な〈アーガス〉の機材が喪失されるのを防ぐ役割を持っているが、現在、思い当たるのはイーリスが持っていったという頭部装甲くらいである。

　メッセージによれば警戒レベルが３まで上がっていた。武器で叩たたいたり沈められたりといった攻こう撃げき性せいが無い限りは、こんなレベルには達しないはずだが、まさに目の前で起きている。

　たった半秒ほどで、システムは自動的に現在のヘルメットの周辺情報を網膜に映し出した。

　視界の片隅に、カメラからの映像が送りこまれてくる。

「……？」

　白く濁にごった視界と、ぼやけた光。おそらく水中だ。

　そこに大写しになった足の先が、ヘルメットを小突いた。

《ありました！》

　という、くぐもった声を聴ちよう音おんセンサーが拾うと、白い手がヘルメットの両側を摑つかむ。

　そして、持ち上げられた。

「──!?」

　細い足首から膝ひざを経て腿ももが映ったあたりで水面を抜けて、繊せん細さいな腰の曲きよく線せんを上へ辿たどり、ところどころについた泡がするすると滑り落ちるきめ細やかな肌の腹部を上がって、重たげな量感と泡を振り落とす張りの山谷を通り過ぎ、鼻先一センチほどの近さで少し火ほ照てった顔をイーリスが見せる。

（ミネルヴァ、これはどういう状況だ!?）

《入浴中です》

　いったい何故なぜそんなことになっているのか、レンには皆目見当もつかない。だが、ミネルヴァの返事も役に立つようなものではないとくれば、

（見れば分かる。いや見るべきじゃない。映像を止めろ）

　ひとまず現実的な対処をするべきだ。

《防犯システムが警けい戒かいレベルを３まで上げています。こちらから干渉するには、五メートル圏内に近づかなければいけません。イーリスを通信で呼び出しますか？》

　言葉に詰まった。それは必然的にこの視覚映像をバラすことにもなる。

　信頼関係が失われるにせよ、それがこんな終わり方では、さすがに情けないにもほどがあるのではないだろうか。

　躊ちゆう躇ちよするうちに、イーリスが目を下から覗のぞきこむようなポーズをやめて少し離はなれ、胸の高さで上向きに傾けて持ちながら、不安そうに見下ろしてくる。

《あの、ミネルヴァ、大丈夫ですか？》

《最初に水に浸つけられても平気だと説明したはずです》

《そうですけれど、濡ぬらしてから乾かすと、革かわ紐ひもが縮ちぢんでしまいます。レン様は窮きゆう屈くつになりませんか？》

《革製ではありません》

　そんな会話をしながら、そろそろと湯船に腰を下ろしていく。ヘルメットを捧ささげ持つような格好で、イーリスは浴よく槽そうに体を浸した。

　陶器のような白い肌が見える面めん積せきが減って、レンは我知らず詰めていた息を吐いた。目を閉じて眉まゆ根ねを寄せるが、網もう膜まくに投とう影えいされる映像は目ま蓋ぶたを下ろしても消えない。

　一方、そんなことは露つゆ知しらず、イーリスはようやく安心したらしい。

《あとで拭ふきましょう》

　そう言って浴槽をちょっと移動し、ごとりと兜かぶとがどこか湯船のふちに置かれた。

　ふと、その大きな瞳ひとみがじっと見つめてきた。何かを考えるようにくりりと動いてから、もう一度見つめてくる。

　そして、くるりと体を反転させた。汚れの無い透明感さえ感じるような背中を向けて、おそるおそる、といった速度で近づいてくると、体をこちら側の湯船の壁かべに預けた。

　普段ふだんは長い髪に隠れているうなじや、長い耳が、だんだんと火ほ照てり以上に赤くなっていく。

　肩越しに目め線せんを送ってくると、

《こうしてると、一いつ緒しよに入ってるみたいで……ああっ、駄だ目めですこれ恥ずかし──》

　気恥ずかしさのあまり、破顔してざばりと立ち上がり──さすがにこれ以上は黙だまっていられなかった。

「イーリス」

　喉のどから絞り出したその一言が持つ重々しさは、さながら、もう助からないであろう兵士に事実を告げなければいけない時のようだった。

《は、はい!?　──え、あれ、レン様？　空耳でしょうか？》

「……とても言いにくいんだが、水没したせいで通信がＯＮになっている。君の声も聞こえている」

《────》

　ぱしゃん、と、イーリスが湯船に沈んだ。

　様々なことを覚悟しながら、レンはイーリスの反応を待った。

　名めい状じようしがたい沈ちん黙もくがしばらく横たわっていたが、やがて顔を真まっ赤かに染めたイーリスが視界の下から現れて、

《は、離はなれた場所に声を届けられるのですか？　……あの、もしやと思うんですが……な、何をしているのかは、分かりますか？》

「……分かる」

《っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!》

　声の無い悲鳴を喉のどの奥で上げながら、イーリスが再び隠れた。

　レンは待つ。ただ待つ。

　衝しよう撃げき的てきな事実を伝えるには、段階を踏むべきである。まずは声が聞こえている。次に入浴中だと分かっていると伝え、最後に、

《あの……では、み、見えて……いたり……とか、は──》

「それも──」

《やっぱりいいです！　答えないでください！》

[image: ]

　ぷくぷくぷく、と気泡を立てながらイーリスは沈んでいった。







「私は何も見ていません」

　急いで支度したくを整ととのえただろうイーリスが、いつもどおりシワ一つ無い長衣と白の服を着て現れて、開口一番そう言った。

「……うん？」

「空耳が聞こえました。レン様もきっと幻を見ました。聞こえた、見えた、というのは突き詰めれば確かく信しんさえなければ見えたことにも聞こえたことにもなりません。信じて下さい。レン様は何も見ていません。私も何も聞いていません。だってお姿が見えないなら私のことも見えていないはずです私はそれを信じる心を強く保てますそうです信じる事こそ肝要です」

「……そうか」

「ミネルヴァも水没していません。どうぞお返しいたします。なのでお付き合いください。レン様も信じてください」

　噓うそのように乾いたヘルメットを返しながらそう言って、イーリスはテーブルの席についた。隅から隅まで何枚もの布を使って拭ふいていたのは、このためだったらしい。

　レンは重々しく頷うなずいた。

「……分かった。二度と思い出さないし考えない。完全に忘れてみせる」

「はい。ありがとうございます」

「絶対に髪一筋も顧かえりみないと約束する」

「……あの、そこまで徹てつ底ていされずとも」

「安心してくれ。砂一粒ぶんも興きよう味みを残さず捨てる」

「そ、そうですか……」

　何故なぜか複雑そうな強こわ張ばりのある微笑ほほえみを浮かべて、イーリスはあさっての方に目をそらす。

「……そこまで断言されますと、日々の努力を否定された気分です……」

　小声でそんな呟つぶやきを漏らしていた。

　レンが首を傾かしげていると、

「どうしました？」

　まだ鎧よろいは着けていないが、いつもの騎き士し制服を着たアリシアがやって来て、そう訊きいてくる。

　イーリスは首を横に振って答えた。

「いえ、ちょっと自信を無くしていただけです」

　騎士は不ふ思し議ぎそうな面おも持もちをしたが、首を傾げただけで済ませ、別の話題を持ち出してくる。

「イーリス様、ラッセルが到着しました。お目通りを求めていますが、よろしいでしょうか？」

　アリシアがそう言った途端とたん、イーリスは先ほどまでの少女らしい雰囲気を、煙が空気に溶けるような自然さで、その振ふる舞まいの中からかき消した。

　あくまで柔らかな態度と表情を保ったまま、ただ見せるべきものを厳げん選せんしたような、そんな変化だった。

「分かりました。こちらへ連れてきてください」

　そうアリシアに告げた時、イーリスはすでに、先さつきまでの慌てたそぶりなど、欠片かけらも残してはいなかった。







「お初に拝はい謁えついたします、イーリス・ヴァルカ女王陛下にあらせられましては、ご機き嫌げん麗うるわしいことと存じます。手て前まえがラッセル・メトカーフにございます、ハイ。書状にてご用命を賜たまわりまして、ここへ参りました」

　頰ほおのこけた瘦やせぎすの顔、細い目を緩ゆるく弧を描いた形にしているものの、その男は緊きん張ちようした様よう子すで手を揉もみながら、そう挨あい拶さつした。

　ラッセルが来るまでのわずかな間に、イーリスが教えてくれたことによれば、彼はもともと、ヴァルカ王おう国こくで町商人をしていた人物であるという。田舎いなか町まちの避ひ難なん民みんの中で、行商の経けい験けんと人の頼みを断れない人柄から、いつの間にかまとめ役に収まってしまったようである。エルザスへ民たみを誘ゆう導どうするために、イーリスがほうぼうに配った親書のうちの一つが、ラッセルとその人々を救ったようだ。

　ロスレブとは別方面に逃げた彼は、避ひ難なん民みんたちの取りまとめ方についてエルザスから指示を受けるため、王都ヒイレルズへ行く途上であるらしく、ヴァルカとの国こつ境きよう線せん付近で異変が起きていれば、直接行くよりも早く、ラッセルから情報を知ることができる、ということであった。

「初めまして、ラッセル・メトカーフ。こんな時にこちらまで来るのは、苦労しましたでしょう。お話を聞いて頂いて、感かん謝しやしています。お手紙にあったネオラさんたちは、大丈夫ですか？」

　イーリスがそう返すと、ラッセルはじゃっかん緊きん張ちようを緩ゆるめて、狐顔の愛想笑いの中に喜色を浮かべる。

「お気き遣づかいありがとうございます。妻も娘も、おかげさまでなんとか無事に避難することができまして、ハイ。大たい恩おんある陛下の為ためであれば、微力を尽くさせていただきます、ハイ」

「それでは、さっそく話を始めたいのですが、その前に一つだけ。こちらの方をご紹介いたしますね。現在ヴァルカ王おう国こくの食しよつ客かくである、レン様です」

　イーリスがすっと手でレンを示した。

　ラッセルの糸のような細目の視線を受けて、レンは頷うなずく。

「レン様は一いつ騎き当とう千せんの剣士であらせられ、お力添えを頂いています」

　何かを言おうかとも思ったものの、結局特に大した言葉が思いつかない。そんなレンの微妙な間をごく自然と引き継いで、イーリスの口上が淀よどみなく流れた。

「それはそれは、心強いことです、ハイ」

　ラッセルが相あい槌づちを打つと、イーリスはすかさず本題に入る。

「私たちが探しているのは、レン様に似た人物か、あるいは、魔ま獣じゆう軍ぐんの動向です。どちらも近くで起きれば目立った話となるでしょう？　何か、商人の方々の間で聞こえてくる噂うわさなど、ありませんか？」

　その質問に、狐顔の商人は愛想笑いを浮かべたまま深く頷いて、

「そうですなぁ、手前といたしましても──いえ、失礼しました」

　そのまま述べようとした何事かを、自らの額ひたいを叩たたいて遮さえぎり、いきなり頭を下げた。それから虫を払うように首をぶるんと振り、申し訳なさそうに口を開く。

「商人の悪い癖くせが出そうになってしまいました。お許しを。もったいぶらずにお話しいたします、ハイ。──実のところ、まさに、そんな話がございまして、ハイ」

　口にしてはいけない物を飲みこんでしまったような焦り顔でラッセルがそう口走ると、イーリスはただ小首を傾かしげて微笑ほほえみを返した。

「それは頼もしいですね」

　恐きよう縮しゆくしきったラッセルだが、その一言にほっと安あん堵どの息を吐いて話し始めた。







　一月近く前に、ここから東にあるリクスリオンという鉱山町そばの、山道から少し外れた獣けもの道みちで多数の魔ま獣じゆうの足跡が見つかった。

　普段ふだんは見かけないような魔獣のものもあり、また、数も多かったため、国境守備隊から討とう伐ばつのための増援が派は遣けんされるほどだったらしい。

　その兵が来る少し前、見張りを増やしたリクスリオンの兵の中に、特別に目の良い兵がいて、山やま裾すそ近くにいる大きな蜘蛛くものような魔獣を見たと主張していた。その上に乗った人ひと影かげが、一いつ瞬しゆんだが陽ひの光を強く反射した──つまり、金属に身を包んだ鎧よろい姿すがただったように見えた、とも。

　この話の真偽は不明であるものの、問題は、まさに真偽不明な点にある。

　リクスリオンから人の往来が途と絶だえているらしい。増援として派は遣けんされた兵隊たちの音おと沙さ汰たすら、途と絶だえているのだと。







「あそこは少し特殊な鉱山町です、ハイ。国境近くで採掘をするために、山岳の頂上近くで町を作ってあります。そのために充分に畑が作れず、麓ふもとの村から頻ひん繁ぱんに食しよく糧りようを買い付けて運んでいまして。十日おきに必ず来ていた買い付け人まで、ある日ぱったり来なくなってしまったそうで。リクスリオンにはきっと、何かがあると思ってご連絡した次第です」

　商人は話をそう締しめ括くくった。

　イーリスは深く頷うなずいてラッセルと目を合わせる。

「たいへんよく分かりました。ありがとうございます、ラッセル。良ければ、リクスリオンへの道程の確かく認にんをさせてもらえますか？」

「もちろんにございます。こちらの地図が新しいものなので、どうぞお使いください」

「さすが、商人の方は用意がいいですね」

　すかさずテーブルに置かれた地図を見て、イーリスが微笑ほほえんだ。背後に控えていたアリシアが地図を受け取り、また下がっていく。

　アリシアが懐ふところから小さな袋を取り出して、イーリスが差し出した手の上にそっと乗せる。

「陛下、つきましては、相応の情報を手前にも頂きとうございます。なにとぞ、質問をお許しいただけませんか？」

　袋をラッセルに渡そうとするイーリスの機き先せんを制するようなタイミングだった。

　イーリスは眉まゆを上げたが、

「ええ、構いませんよ」

　手を膝ひざの上に戻して、そう答えた。ラッセルは恭うやうやしく礼を述べてから、こんなことを訊きいた。

「手前の娘が、陛下のような髪を羨うらやんでおりました。いつ頃ごろから御髪を伸ばし始められたので？」

「まあ、嬉うれしいです。でも、あまり確たしかな年月は覚えていません。そうですね、小さい頃から伸ばしていた気がします。毎朝櫛くしけずるのが日につ課かでした」

「なるほど、なるほど。お答えいただいてありがとうございます。娘に教えてあげられます、ハイ」

「そういうことでしたら、この香り水も持って行ってください。髪を洗った後、拭ふいてから少しだけ馴な染じませると、指が良く通るようになるし、香りも楽しめます」

　懐ふところから取り出した陶製の小瓶を差し出しながら言ったイーリスに、ラッセルが慌てて首を横に振る。

「そんな、貴重な物をいただくわけには──」

「よく料理に使うオフィナリスの葉と、花の花弁を数日ほど水に浸つけただけです。どちらも一ひと摘つまみで充分ですし、花は好きな物を使って作れますよ。これは見本として、お持ちください」

　そうイーリスが告げると、本当に嬉しそうに破顔して、ラッセルは丁てい重ちような仕し草ぐさで小瓶を受け取り、だが、イーリスの持ったもう一つの方、袋がその手に乗せられる前に、さっと両手を引いた。

「手前には、これでじゅうぶんな褒ほう美びにございます、イーリス・ヴァルカ女王陛下」

　わずかに聞こえた金貨の擦こすれる音は、イーリスの握る袋から聞こえた。

「……そうですか、分かりました。あなたのような商人もいることを、覚えておきます」

「国が滅びるという未み曾ぞ有うの惨事でしたが、しかし手前には己おのれの命ばかりか、妻子も無事でありました。この国へと導みちびいてくださった女王陛下のおかげです、ハイ。この奇跡には感かん謝しやしてもし切れません。手前どもは、陛下の御み名なを真の王として語り継がせていただければ、それだけで充分ですとも。──それでは、失礼いたします、陛下」

「道中に気を付けてくださいね」

「ハイ、ありがとうございます」

　立ち上がって深々と一礼し、ラッセルは立ち去っていった。

　イーリスも椅い子すから腰を上げて見送り、宿から商人が出て行って扉が閉まると、手の中にあった袋を卓の上に置いた。

「……我が民たみは、いまだ誇り高くあるようです」

　目を閉じて、嚙かみ締めるようにそう呟つぶやいていた。それからすとんと座り直して、レンへと向き直る。

「レン様、目的地を変更するべきかと思われます」

　当然といえば当然の提案に、レンは顎あごを引いて頷うなずいた。

　魔ま獣じゆう軍ぐんと鎧よろいの人ひと影かげ。どちらか一つならば見間違いや勘違いもあるかもしれないが、二つ揃そろえば、目的地を変えてでも調しらべる価値はある。

「異存はない。即断できるほどの話なのかは分からないが、イーリスを信じよう」

「お任せください」

　笑えみを浮かべて請うけ合ったイーリスには、見て取れるほどの熱ねつ意いがあった。

「……嬉うれしそうだな？」

　不ふ思し議ぎに思ってそう訊たずねると、イーリスは口元に手を当てて笑った。

「はい。分かりますか」

「ああ」

　気を落ち着けるようにゆっくりと息をして、イーリスは商人の出て行った扉をちらりと見て、はにかんだ笑みを浮かべ、

「私が助けた民たみが、ああして人の為ために、家族の為に働いていました。私はこれを誇りに思います。──目に見える成果というのは、やっぱり、嬉しいです」

「良かったな」

「はい」

　機き嫌げん良く頷うなずくイーリスの横で、アリシアが渡された地図を広げていた。

「リクスリオンか……派兵しておいて音おと沙さ汰た無しとは、どうなっているんだ？」

「行けば分かりますよ、アリシア」







　そして、一行はリクスリオンへと向かった。

　想像よりも遥はるかに過酷な悪意が、そこに渦巻いているとも知らずに。













　　　　　第四章　危地







　鉱山町リクスリオンは、山の上にある町で、その道中は過酷とまでは言わないものの、平地を歩くよりは辛つらいものだった。

　馬車が一台通ればいっぱいになる程度の、脇わきには細い木々が立ち並ぶ隘あい路ろ。鉱山というから木が一本も無いものと思っていたのだが、そういうわけでもないらしい。ただ、地面には草より黒に近い茶ちや色いろの地面と、岩が多い。

　イーリスとアリシアは荷を減らして軽くした荷に駄だと、替え馬を追加して三頭の馬で急行軍をしている。レンが荷駄と替え馬の口を取って行軍を手伝てつだってもいた。

「いっそ気味が悪い体力。鎧よろいの中に変なものでも飼ってるのか？」

　アリシアが馬上からそう言ってくる。

　手た綱づなを握りイーリスに気を遣つかいつつ道を踏み外さないよう気を付けるという状態は、思ったより彼女に疲労を与えているらしい。冷たい表情は変えないものの、その額ひたいには汗が浮いていた。

　彼女の目には、不公平なものを見るような、八つ当たりじみた色がある。

「その認にん識しきは正しい。俺おれはウィルスで動いてる」

　レンが肩をすくめてこともなげにそう返すと、イーリスが反応した。

「うぃるすとは、なんですか？」

「目に見えないくらい小さい生き物モドキだ。俺の鎧よろいに住んでて、雷を出して動かしてる」

「雷ですか」

　驚おどろいて訊きき返してくるイーリスは、そんな説明を、正せい確かくな理解はできなくとも、素直に信じたようだ。一方、話し始めたはずのアリシアは、わけの分からないことを言い始めた、といかにも胡う散さんくさいと言わんばかりの顔つきでいる。

　だが、真実である。レンの装甲服に仕込まれた発電性ウィルスは、圧力を受けることで発電する、強化外骨格装甲服タルタロスアーマーの動力源の一つだ。他ほかにもレンの体内にはあれこれと仕込まれていて、レンが動いている限り、装甲服も止まることはない。

「イーリス様に怪しげなことを吹きこむな、レン。馬で蹴ければ山の下まで飛ばせるぞ」

「いまさら麓ふもとまで戻されたくはない」

「分かればいい」

「ただ、手加減には感かん謝しやしておく」

「手加減？」

「自分の足で蹴るのはやめておいてくれるんだろう？」

「……いずれそうしてやる」

　兵士にとって行軍中の軽口は一服の休きゆう憩けい代わりだ。〈アーガス〉が白眼視される前は、レンもそういう気風に付き合うくらいのことはしていた。

　そのことを思い返して、レンは少し懐なつかしく思う。──が、それはすぐに搔かき消えた。

「止まれ」

　二人ふたりにそう言って、レンは馬から手を離はなした。

「どうしました？」

　イーリスがそう問いかけてくるが、アリシアは敏感にレンの緊きん張ちようを感じ取ったようで、馬をすぐに止めて腰の剣に手を添えている。

　イーリスに答える前に、周囲をゆっくりと注意深く見回しつつ、ミネルヴァに呼びかける。

「ミネルヴァ」

『はい。センサーに感あり。接敵確認コンタクト、複数です』

「魔ま獣じゆうだ」

　二人にそう告げて、レンは背から突撃銃ギデオンを抜いてかまえた。

「イーリス様、かまえてください。胴に手を回して」

「は、はい」

　己おのれの腹にイーリスの腕を巻きつけるように手振りで指示したアリシアが、目つきを厳きびしいものにして剣を抜いた。

　動体センサーの球体が網もう膜まくに投とう影えいされる。己を中心として表示されたセンサーに映る、周囲の敵影。その数、およそ三十体。

　動体センサーに引っかからなかった理由は一つ。

「待ち伏せ──にしても、これほどの数の魔ま獣じゆうが、襲しゆう撃げきよりも待ち伏せを選ぶだと？」

　獲え物ものを誘いこんで襲おそいかかるという習性を持つ魔獣はいる。しかし、それは普通、せいぜい数体でしか行動しないような、群れを作らないタイプの獣けものがすることだ。

『異常事態です』

　言葉どおりのことを思っているとは全く感じられないミネルヴァの声を耳にしつつ、レンは道の脇わきに並んだ木々の向こう、姿の見えない魔獣の動きを追う。

　木枝の揺れる様よう子すや葉は擦ずれの音を追う。センサーで敵の現在位置が分かっても、それで確かく実じつな射しや撃げきが可能というわけではない。必要なのは未来位置を知ることだ。見えぬ場所の、見えない敵の挙動を、注意深く読み取り──撃うった。

「ビギャァアア──!!」

　耳に突き刺さるような、不愉快な断末魔が届く。

「さすがに遮しや蔽へいごしだと、即死とまではいかないか」

　それでも一体は仕留めた。

「あっ、馬が！」

　イーリスの声に後方視覚を確認すると、荷に駄だと替え馬が山道を走って下っていくところだった。

　こういう時のために、スピーカーと拳けん銃じゆう弾だんの数発を使って銃声に馴ならしておいたはずだった。しかし、乗り手のいる馬はともかく、人の手を離はなれてはその限りではなかったらしい。

　怯おびえたいななきを上げてもと来た道を駆け下りていく──だが、その馬をめがけて、横合いにいた魔獣が追っていくのがセンサーに映る。

　無む論ろん、それは全体のうちの数体だ。だが行動を起こした以上、残る全すべての魔獣は、

「？　……こちらを襲ってこない？」

　どころか、距きよ離りを開け始めた。

　待ち伏せもおかしいが、目の前の獲物から遠ざかるのも妙だ。以前に見たマンティスたちのように、退路を断ったあとに持久戦を仕掛けてくるつもりなら、いつでも襲いかかれる距離を保たなければならない。

　しかし、この魔獣たちはどんどん離れていき──やがて、いなくなった。

「レン、魔獣の気配けはいが消えたように思える。お前はどうだ？」

　アリシアが眉まゆを顰ひそめてそう話しかけてくる。

「同意見だ」

　頷うなずいてそう答えた。

「……ひとまず、慎重に進もう。いざとなったら、二人ふたりだけで町へ走って行け」

「分かった」

　女おんな騎き士しはそう請うけ合った。イーリスはただ身を縮ちぢめて強こわ張ばらせながらも、馬から振り落とされないよう、アリシアにしがみついたままだ。

　先ほどまでより速度を落としてしばらく進み──そして、それを見た。

「これは……!?」

　と声を上げたのは、イーリスだ。

　そこから先、五十メートルほどの山道は変色していた。──どす黒い血の染みで、だ。

　道いっぱいに血ち飛沫しぶきが飛んだ跡がずっと続くその光景は、そこで禍まが々まがしい儀ぎ式しきでも行われたかのように、凄せい惨さんな痕こん跡せきを晒さらしていた。

「な、何が起きたというのですか？」

　血の気の引いた顔でそう口にするイーリスに、レンは周囲を警けい戒かいしつつ答える。

「人か魔ま獣じゆうが大量に死んだ跡だな。もしくは、両方だ」

「……いまは、どちらもいないようだが」

　アリシアが横目で視し線せんを向けてくる。レンは頷いた。目に見える範はん囲いでも、装甲服にも、反応はない。

「は、早く、町へ行きましょう。何か、悪いことがあったのは、確たしかなようです」

　青白い顔で、ぎゅっとアリシアにすがりつきながらも、イーリスがそう言った。声は震ふるえていたが、叫び出したり分別を失ったりはしていない。

「……そうしよう」

　町が気になるということもあるが、何より、魔獣がなりふりかまわず襲おそいかかってきた時に、二人を守り切れるかが怪しい。まともな魔獣ならともかく、数々の異常な行動に、奇妙な不気味さを感じる。

　レンは顔を上げて山道の先を見据えた。大量の血けつ痕こんで彩られた道の先にある、リクスリオンを見上げる。

（嫌いやな感じがするな）

『同感です』

　山の上に聳そびえ立つリクスリオンというその町は、奇妙なほど綺き麗れいなままで、どこか不吉に思えた。




　　　　　○




　薄うす暗ぐらい部へ屋やに並ぶ部下の顔には、いずれも不安と焦しよう燥そうを抱えた不景気な表情が浮かんでいる。

　普段ふだんならそれを一いつ喝かつし誇りある騎き士しとしての振ふる舞まいを命じなければならないが、既すでにそんな気概は自分すら失っている。

　クヌード・クラセンはそれを自覚して、苛いら々いらと歯は軋ぎしりをした。

　リクスリオンというこの町に来てから一月、それは人生で最悪の期間だ。

　クヌードの部隊は、国境に配備されていた。それがリクスリオンから増援要よう請せいを受けて、彼以下二百五十名の兵士と、特別に魔ま道どう士しの部隊も一いつ緒しよに派は遣けんされた。それが始まりだった。

　魔ま獣じゆうの数は五十体以上に及ぶかもしれない、という詳細を聞いて、その要請に納得もした。彼は騎士だ。戦いが熾し烈れつなものになると知ったところで、恐れたりはしない。民たみの安全の為ために、死し闘とうを覚悟でこの町に来た。

　クヌードの到着後、魔獣の巣を見つけるために、まずはリクスリオンの常じよう駐ちゆう部隊が山の中に入った。五十もの魔獣がいるらしいのに、町にまだ被害が出ていないとなれば、どこからか流れてきた魔獣の群れが巣を作ったのだろう、というのが彼らの予想だったからだ。

　しかし、それは誤りだった。

　山道を下り始めた常駐部隊は、すぐに帰ってきた。──慌てふためいて、だ。

　大量の魔獣が道を塞ふさいで待ちかまえている、というその話は、全すべての兵士に衝しよう撃げきをもたらした。

　すぐさま、国境守備隊に伝令を送った。

　だが、伝令は帰ってこなかった。伝令だけではない。誰だれ一人ひとりとしてリクスリオンを訪れなくなり、そして町を出た者は帰ってこなくなった。

　この町が孤立したことに気づくのに、時間はかからなかった。

　それを打破するべく、一度だけ、全兵力およそ三百名を山を下りる為だけに動かした。だが、隘あい路ろにひしめく魔獣に突とつ撃げきをかけても、それを打ち破ることはできなかった。

　魔獣は木々の間から突然現れ、隊列を割って暴あばれ狂う。狭い山道では数の利は生かせない。

　ほうほうの体ていでリクスリオンに逃げ帰った時には、すでに百人以上の兵士を喪うしなっていた。

　その時、クヌードは篭ろう城じよう戦せんになると覚悟した。高く分厚い市し壁へきで魔獣の侵攻を受け止めるのは可能だし、それで数を減らせられれば反撃の機き会かいもある。

　だが、なぜかは分からないが、魔獣は町まで攻め上がっては来なかった。

　それから一月の間で、事態はさらに悪化していった。

　どたばたと慌てた足音が兵舎の廊下を駆けて、クヌードのいる部屋へ駆けこんでくる。

「報告です！」

「今度は何だ？」

　クヌードはうんざりとしながら応じた。いまさら良い報しらせは期待できなかったからだ。

「町人たちがまた中央通りで集会を開き、我々に──」

「いまさらそんな報告は要いらん！　もう何度目になると思っとる!!」

　部下の報告を聞き終わるより先にクヌードは怒ど鳴なり返した。

　一月、外部との連絡が断たれている。──それはつまり、その間ずっと、補給もままならないということだ。

　少々特殊な土地に立つ鉱山町であるリクスリオンは、完全な自給自足というものは望めない。加えて、いつもの数倍の兵士が追加された状態で、外から食しよく糧りようや物資が運びこめないのだ。

　当然、彼らは飢うえの恐怖に直面した。

　暮らしは制限され、備蓄してあるものを文字どおり食い潰つぶす日々になった。その不満のはけ口は、包囲を打破できなかった兵士たちに向けられた。

　そしてある日、リクスリオンの参事会は兵士たちの馬を供出するように打診してきた。馬の食べる分を減らし、食肉として活用しろと。騎き士し隊たいはその要求を撥はね退のけた。

　結果として、参事会と騎士隊の関係は悪化した。

　参事会は町の主要人物が集つどっている。参事会との軋あつ轢れきは、そのまま町全体との問題に発展した。兵士たちは食糧の調ちよう達たつに苦労するようになり、それに抗こう議ぎするために参事会に武力を匂におわせた交渉をして、その軋轢はさらに広がった。それを収めるために馬の大部分を供出したが、焼け石に水だった。

　最近では、町人たちが結託して集会を開き、騎士隊を追い出そうという抗議集会すら行われている。その集会の様相が、だんだんと物々しくなっているのも、いまさらの話だ。

　だからクヌードは、その報告をもたらした兵士を睨にらみつけて怒号を上げた。

「我々を無む駄だ飯めし食ぐらいと罵ののしる町人どもが、いまさらなんだというのだ!?　奴やつらが兵舎に火をつけたか!?　そんな度胸があるなら奴らをここに連れてこい！　槍やりを持たせて兵士にしてやる!!　だが度胸も無ければ協力する気も無いようなクソやかましいだけの羽虫のような輩やからに、これ以上儂わしの邪じや魔まをさせるな！　分かったか!?」

　クヌードは現状の打開の為ために何度も会議を開いている。最近では、一兵卒の兵士にすら意見を募っている。騎士でなくとも、何か策を見み出いだせる者があれば、という儚はかない期待を持って。

　そんな最中にくだらない報告をもたらした兵士に、半ば敵意すらもってそう叫んでしまった。

　だが、その兵士はクヌードの形ぎよう相そうに泣きそうになりながらも、続けた。

「も、申し訳ありません。ですが、あの、門からその人が兵士のあの……外から来たんです！　人が！　町人が囲んで騒さわぎになっているんです！」

「なんだと!?」

　予想外のその言葉に、クヌードは血相を変えて立ち上がった。




　　　　　○




「この穀ごく潰つぶしめ！　これ以上兵士が来てなんの役に立つっていうんだ!!」

「たかが三人でどうしようってんだ！　これ以上食わせる無む駄だ飯めしは無いぞ!!」

　四方八方から怒号を叩たたき付けられ続けていた。

　レンはそれをぐるりと見回しつつ、どうしたものかと悩んでいた。こちらを取り囲んで罵ば声せいを浴びせているのは、見たところ剣や槍やりを持っているわけでもない、平服を着た町人たちだ。

　市し壁へきに辿たどり着いたレンたちは、門もん衛えいの兵士に幽ゆう霊れいでも見たかのような慌てようで迎えられた。それでも中に入れられたのは良かったが、市壁の門に詰めていた兵士の一人ひとりが慌てて伝令に走って行くのと、ほぼ同時。

　門が開けられたことに気づいた町人が、こちらを見て大声を出した。その呼び声一つで、わらわらと人が集まってきた。

　彼らは「外の魔ま獣じゆうを退治してくれたのか？」と期待に震ふるえる声で言った。しかし、レンたち三人は首を横に振り、門衛の兵士が馬で偵察に行って、数分しないうちに戻ってきた時、外の道にはやはり魔獣がいると報しらせた。

　それからたかが数分のうちに群衆はぐるりとこちらを取り囲み、怒声を投げ始めた。

　数人の兵士たちが槍を持ってその前に立つも、それを意に介さないかのように、いまだ人は集まり続けているように思える。

『シュプレヒコール──と言うには、少しまとまりに欠けますね』

（暴ぼう動どうか。何があったのやら）

『兵士に不満を持っているのは分かります』

（似たような状況が前にもあったな）

『暴徒鎮ちん圧あつが八件ありました。うち五件を首しゆ謀ぼう者しやの制圧で解決していますね』

（残り三つは平和的に魔獣の殲せん滅めつで解決した。今回で四つ目の平和的記き録ろくにしたいところだな）

　ともあれ、九回目ともなれば、異常な興こう奮ふん状態の集団というものにも、慣なれてしまうものだ。

　こちらを守る為ために槍で威い嚇かくする兵士と、武器は持たずとも人数を威嚇の手段にする町人の、すさまじい怒号の応酬をレンは観かん察さつする。

　イーリスとアリシアは馬から降りず、来た時と同じく臨りん戦せん態勢で人々を見つめているが、その表情は強こわ張ばり、対応を迷っているようだ。

　だが、アリシアの方には、いまにも剣を抜きかねない、苛か烈れつな意志がその目に垣かい間ま見みえた。

　レンは少し近づき、兵士や集団に聞こえない程度の声で、呼びかける。

「落ち着け。兵士も町の人間も何かを待ってるらしい。おそらく、どちらにもリーダーがいるんだろう。いまはそいつらが到着するまでの示威行為だ」

　アリシアのみならずイーリスもこちらを振り向き、レンを見た。

「何故なぜそんなことが言える？」

「突発的にしろ、町人たちの行動が早い。何かの抗こう議ぎで、こういう状況を体たい験けん済ずみなんだろう。兵士への怖おそれが少ない。それに、奥の建物の二階、上からこの状況を見ている者は、こちらとは逆方向、町の向こう側に何度か振り返っている。誰だれかが来るのを待っているんだ」

「……よく、そんなことに気づきますね、レン様は」

　イーリスが感心した様よう子すでそう言うが、あまり褒ほめられたことでもない。こんな状況に慣なれきってしまうほど、レンのいた世界が荒れていたという意味でもあるのだ。

「とはいえ、あまり隙すきを見せても駄だ目めだ。彼らの怒りは本物だろう」

　そう付け加えて話を逸そらしておく。

　すると、集団の後方で、悲鳴が上がった。──悲鳴だけではない。

「どけ！　貴様ら、どけえい!!」

　野太い声を張り上げる、何者かの叫びが聞こえた。長い槍やりの穂が、人垣の向こうに見える。何度もその言葉が繰くり返されてから、人波を押しのけて武装した兵士たちが目の前に現れた。

　その先頭にいた、おそらく五十がらみの初老と思われる騎き士しが、肩で息をしながら、レンたちを睨にらみ付けるようにして見み咎とがめる。

「貴公らが、王都から来たという者たちか!?」

　そんな叫び声が大きく上がり、周囲の喧けん騒そうが若干だが小さくなった。誰も、こちらの正体が気になることは確たしからしい。

　その呼びかけに応じたのは、イーリスだ。アリシアともども馬から下りて、騎士に一礼する。

「エルザス王フレゼリク様より命めいを受け、ヴァルカ王おう国こく領地へ向かう者です。往路にてここリクスリオンへ参りました。ヴァルカ王国女王、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートです」

　告げられた初老の騎士はその名乗りに様々な疑問を懐いだいたらしい。ヴァルカ王国、という単語が出るたび眉まゆを跳ね上げていた。思うところがあるのは周りの群衆も同じらしく、ひそひそと、しかし何十人ものざわめきがさざ波のように広がり周囲を満たす。

　騎士はイーリスの応答の真偽よりも、無分別なざわめきに対する危き機き感かんを優ゆう先せんしたようだ。表情を引ひき締しめると、踵かかとを合わせて姿勢を正した。

「エルザス王おう国こく国境守備隊を預かる、百人長クヌード・クラセン正騎士であります！　かの名高きヴァルカ王国女王陛下をお迎えすることを、光栄に思います。兵舎へご案内致します！」

　つまり、詳しい話はここを離はなれてから、ということらしい。

「待て貴様ら!!」

　それを止める叫びが、群衆の中から上がった。

　押しのけられてではなく、自然と割れた人垣の中から、小太りの男が出てきた。

　麻のシャツにベストを着て、顎あごひげをたくわえた男だ。他ほかの町人と変わり映えのない男──だと思いきや、本人の容よう貌ぼうにそぐわない装身具がある。手首に着けた、鉄の腕うで輪わだ。なんらかの身分を示すものであるようだ。

「お前たちリクスリオンにどうやって来た!?　王の使いというなら、抜け道のようなものを知っているんじゃないのか!?」

　その言葉で、群衆のざわめきが一いつ瞬しゆん、消えた。

　直後に膨ふくれ上がった人々の話し声は、もはや方向性の無いざわめき声ではない。

「おい……」「ああ」「あいつら……」

　具体性が無いのにも拘かかわらず、収束先を見据えた囁ささやきだ。

「抜け道？　私は存じませんよ」

　イーリスがごく正直に答える。

　だが、ひげの男には通じなかったようだ。

「隠すつもりか！　お前たちは魔ま獣じゆうで塞ふさがれた山を、易やす々やすと登ってきた。私たちも知らない抜け道を通ってきたんだろう！　さもなければ──そこの鎧よろいの男が、王家の魔ま道どう士しか何かで、魔獣を避ける術を持っているのではないか!?　そうだろう！」

「魔法など使えない」

「使えない？　いいや、そのような格好で、あの道を登れるはずもない!!　使っていなければおかしい！」

「そういうものか？」

「しらばっくれるなあ！」

「非礼はそこまでにしろ、バルブロ。王命を授かった使者を侮辱するのは許さん」

　クヌード騎き士しが歩み出て、ひげの男に対たい峙じした。バルブロというのが、男の名であるらしい。

　だが、騎士の威圧にも怯ひるむことなく、バルブロが歯を剝むいて睨にらみ返す。

「侮辱だと？　私たちは、すでに一月の間、お前たちを町に住まわせ、食い物を供出してきた。守備隊に金まで払って呼んだお前たちは、私たちの問題を解決するどころか、悪化させるばかりだ!!　それでなお敬うやまえとでも言うのか!?　それこそ私たちを侮辱しているではないか!!」

　バルブロが顔を真まっ赤かにしながら叫んだ内容に、群衆が同意の叫びを上げた。

　にわかに殺気立つ場で、兵士たちが身がまえ、群衆の中でもとりわけ体の大きい男たちが前に歩み出る。その男たちが持っているのは、長い棒であったり、大きな槌つちであったりと、武器として通じるものばかりだ。

　クヌードもまた、部下たちを背に負って言い返す。

「部下を喪うしない、多くの馬を引き渡しても、いまなお我々は全力を尽くすつもりでいる!!」

「ならその成果はいつ出る!?　明日あしたか、明後日あさつてか。それとも私たちが飢うえ死じんだあとか!?」

「まだ食しよく糧りようは十日は保もつだろう！　その間にだ!!」

「一月かけて出せなかった成果が、それだけで変わると、いまさら信じられるか!!」

　その応酬はどんどん激はげしくなり、お互いが後ろに配した男共は既すでに武器に手をかけている。剣が、棒が、槍やりが、槌つちが、それぞれ握にぎり締しめられ一触即発だ。

「あの、レン様」

　しかし、その最中で囁ささやかれた少女の声──イーリスが、静かにこう言った。

「私が落とし所になりましょう。皆の注目を、こちらへ戻してくださいませんか？」

「……どんな風にだ？」

　レンはわずかに首を動かしてイーリスを見下ろし、一応、そう訊きいてみる。レンの取り得る方法など、一つしかないのだが。

　疑問符をもって訊き返したレンの言葉に、イーリスは顔を前に向けたまま、目だけでレンに微笑ほほえみかけた。

「少し、荒っぽく」

　どうやら分かりきったうえで言っているらしい。

「いいだろう」

　一歩前に出る。二歩目でオルドーを握り、最後の一歩は、踏み込みに使った。──轟ごう風ふうが奔はしる。

「うおっ!?」

「ぬあっ!?」

　激しい言い争いをしていたクヌードとバルブロのみならず、いたるところで驚きよう愕がく、あるいは悲鳴の声が上がった。

　レンが、オルドーを投げたのだ。大質量の大剣が、唸うなりを上げて人々の頭上を高速で旋転しながら一いつ直ちよく線せんに飛び、轟音と余波だけで数人が転倒する。

　オルドーは群衆の頭の上すれすれを、計算され尽くしたぎりぎりの高度で通過。途中、軌道上にあった障害物全すべてを──鋼こう鉄てつの槍であろうと、全てを──斬きり飛ばしつつ、凄すさまじい勢いで往ゆき過ぎ、通りの奥、大きな石像を貫いて、ようやく停止。

　四メートルほどの大きさを持つ石像に、長大な剣が深々と突き立つ。

　人々は頭上を通過したものの正体をそこでようやく知って、それを成したレンへ視し線せんを転じる。

　レンは胸を反らしてそれを受け止めてから、イーリスの脇わきまで下がり、伺うかがいを立てるように少女へと顔向きを転じる。

　全員の視線が、操あやつられるようにイーリスへと集まった。

　そのタイミングで、イーリスはすっと息を吸って、口を開いた。

「リクスリオンの皆さま。私たちは何も知らされておりません。しかし、エルザス王フレゼリク・ヒイルルズ様より使命を受けたこの身は、ヴァルカ王おう国こくの女王たる我が名に誇りを持っております。民たみが窮きゆう地ちにあれば、これを救うことに力は惜しみません。──イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートが名にかけて、あなたたちを救いましょう」

　張り上げたような声ではなかった。むしろ穏おだやかで、諭さとすような声。

　にも拘かかわらず、その声はその場にいた者全すべての耳に響ひびいた。

　もとより、変わらない状況に蓄ちく積せきされた不満が行き場を失ったが故の暴ぼう動どうだ。望みどおりに〝救う〟とはっきり口に出されれば、あとは信じるか信じないか──そこで生きてくるのは、二国の王の名だ。

　主君の名まで出されて不信を抱くことは、憚はばかられる。

　レンに想像できるのはそれくらいで、実際にどうなのかは、分からない。

　だが、静まり返った人々を見て、はっきりと分かることがある。いま、異い論ろんを挟めなければ、彼らは解散するしかないということだ。

　しばし横たわった沈ちん黙もくを打ち破るように、バルブロが身動みじろぎして声を上げた。

「す、救うなどと、いま来たばかりの者が、軽けい々けいによく言うわ」

　すっかり勢いを失いつつも反論した男に、イーリスはすかさず視し線せんを向けて、

「確たしかにそのとおりです。であればこそ、長くここを守っていたあなたたちにも、お力をお借りしたくあります。共に力を合わせ、窮地を脱しましょう」

　人々が体の前に持ってきていた凶器が、力を失って下向きに垂れ下がった。彼らの顔から憤いきどおりが消えていく。

　いがみ合うよりも、協力して問題に当たるべきである。そんな単純で当たり前のことが、様々な事情でできなくなっていた、異常な状況だったのだろう。

　直前まで押し合いをしていた以上、どちらも引けなくなっていたのだ。イーリスは両者の矛ほこ先さきを、正しい方へと向けた。

　だが、結論を急がない。いまこの場で決着をつけるには、どちらかを引かせなければならない。それでは、また押し合いになってしまうかもしれないからだ。

　だからこそ、どちらを非ひ難なんするでもなく、ただ目を伏せてこう結んだ。

「──神のお導みちびきを」







　兵舎の一室に案内されたレンは事情を説明されて、さっさと結論を出した。

「平和的解決をしてこよう」

「何を言ってる？」

　クヌードが不可解そうな顔をした。クヌードだけではなく、他ほかの二人ふたりも同様だが。

　部へ屋やの中にいるのは、イーリスとアリシア、それにテーブルの上にヘルメットを置いたレンと、初老の騎き士しクヌードの四人だ。

　向い合って座ったイーリスとクヌードに、いつもどおり女王の背後に控えたアリシアと、三人分の視し線せんがレンを見る。

　立ったままそれを見返すレンはその訝いぶかしげな視線から気まずく目を逸そらして、言い直す。

「魔ま獣じゆうを殲せん滅めつする。数は？」

　たちまち渋じゆう面めんになったクヌードが、苛いら々いらとした様よう子すで声を荒げた。

「それができたらやっている。少なくとも二百体以上だ。貴様が──失礼」

　イーリスの視線に気づいて、怪しげだろうとレンが女王のお付きの護ご衛えいであることを思い出したらしい。睨にらまれたわけでもなく、ただ見られただけだったが。

「貴公が、百人いれば別かもしれんがな」

　クヌードが咳せき払ばらいをして、言い直した。

　魔獣二百体相手に百人なら、常人としては評価されている方だが、それでも〈アーガス〉の評価には程遠い。

「二百ならなんとかなるだろう。囲まれても押おし潰つぶされることがない、ここの地形ならな」

　地形の悪さは、身体能力が高い魔獣に有利に働く。だが、さらにその上をいく〈アーガス〉には、当然逆の働きが期待される。

「貴公、正気か？」

「もちろんだ」

『殲滅活動より前に、ミネルヴァは付近の捜索を推すい奨しようします』

　胡う散さん臭くさそうなクヌードの顔が、不気味そうなそれに変わってヘルメットを振り返った。レンもそちらに目を向ける。

「何を探すんだ？」

「魔獣の巣でしょうか？」

　イーリスやレンが当たり前のようにそう返事するのを、クヌードだけが気き難むずかしい表情をして見ていた。

　一度紹介したのだが、どうやら、ミネルヴァの存在をこの騎士は受け容れがたいらしい。

　ああ見えても、アリシアの態度は十分に柔軟な対応だったようだ。

「私もミネルヴァに賛さん成せいです。この町へ来る時には、魔獣の姿はありませんでした。なのに、いまは塞ふさがれている。おかしな動きです。まずは周辺を探ることから始めた方が良さそうです」

　はきはきとした兵士らしい声でアリシアがそう述べた。イーリスも頷うなずいて、レンを見る。

「一理あるな。普通、魔獣は目の前の人間をやり過ごしたりしない」

『これは推測にすぎないのですが、魔獣がレンを避けているとすれば──』

「俺おれを？　ありえないだろう、そんなこと」

『現在の状況が、既すでに既知の魔獣の習性からすればありえないことです』

「それは──」

　反はん論ろんしようとして、それが意味のないことであると気づく。どうやら、異世界に飛ばされる、などという非ひ常じよう識しきな事態が起きたあとでも、まだレンは「常識」に期待を持っていたらしい。

「……続きを頼む、ミネルヴァ」

『了解コピー。あなたを避けているとすれば、その理由は戦力の温存であると予想されます。魔ま獣じゆうが軍として動いているなら、この状況はリクスリオンを包囲し補給を断った、包囲戦です。あなたという戦力に対抗しきれないのであれば、戦せん闘とうせず消耗を避けるのが無ぶ難なんです』

「そうかもな。俺おれ一人ひとりを無視しても、戦術に影えい響きようは無い」

　包囲を作り補給を断つのは、剣と槍やりで武装していた時代から攻城戦の定じよう石せきだ。

　そして、レンが高い戦闘力を持つ、戦車のような存在だとして、包囲を維持したい側が取りうる最善の選択は、何か。──戦闘そのものを避けることだ。

　包囲さえ解かれなければいいのだから、レンと荷物を減らした二人ふたりの人間くらい、素通りさせても問題ない。

　だが、レンがいればこちらは補給ができるか、となるとそれは否だ。

　大量の魔獣が同時に襲おそってきた場合、レンが生き残るのは可能でも、護ご衛えい対象を守りきるのは不可能だ。

「問題は……その判断ができる知性、か」

『そのとおりです。その選択を取れるということは、少なくとも、あなたの能力を的てき確かくに察知しています』

　そこから予想される、悪い事態が一つある。

「いよいよ、謎なぞの『化け物』の正体は〈アーガス〉かもしれないな」

　レンが腕組みしてそう言うと、イーリスが苦しげな表情を浮かべた。

「どうしたんだ？」

　問いを向けたレンの視し線せんの先で、イーリスが上うわ目め遣づかいにレンを見つめた。

　じっとこちらを覗うかがうようなその目と、しばらく視線を交わす。

「……あとで少し、お訊ききしたいことができました。いまは関係の無いことです。話を戻しましょう」

　結局、何も言わずイーリスは視線を外した。レンは首を傾かしげるが、ひとまずは意識を現状の方に戻す。

「イーリス女王陛下、我々も一月の間、ただ時の過ぎるのを待っていたわけではありません。魔獣の巣には心当たりがあります」

　クヌードが壁かべ際ぎわの棚から丸めた紙を持ってきて、卓上に広げた。そこに描かれているのは、リクスリオンとその近傍の地図である。

「魔獣に包囲されてより、不定期に斥せつ候こうを出して奴やつらの封ふう鎖さを偵察しておりました。奴らの気配けはいを感じたら退しりぞいてくるよう部下に指図しておりましたので、その全容を把握したわけではありませんが……北側の道で、同じ槍やりを刺した魔ま獣じゆうが、ある日にはいて、ある日にはいない、という報告を受けております」

　国境へ向かう方の道に指を置いて、クヌードがそう言った。

「南側でも、日によって見かける魔獣が違うとのこと。にわかには信じ難がたいですが、奴やつらは兵のように交替で包ほう囲い網もうを敷しいているとしか思えません。そして、こちらを全兵力で突破を試みた際には、あとから続々と増援が来ていました」

　今度はレンたちが登ってきた道を突いて言う。ここへ来る途中で見かけたのは、その戦いの跡だったようだ。

「増援の兵士たちはは国境側の砦とりでから来たと言っていたが、ヴァルカ王おう国こくからここへ来るのに、魔獣はわざわざ散り散りになって見つからないようにしつつ、砦とりでを避けてここを包囲したことになる。この町に何か、そこまで魔獣に狙ねらわれるようなものがあるのか？」

「狙われそうな物というと……やはり魔ま石せきだろうな。巣となっているのはおそらく、奴らの腹を満たせるだけの魔石のある坑道が──」

「魔石？」

　レンが首を傾かしげてクヌードを見ると、初老の騎き士しは眉まゆを顰ひそめた。

「リクスリオンは魔石の採掘をしているんだ」

　言わなくても分かることで話の腰を折られた、そんな反応だ。しかしレンは追及する。

「魔石とは、なんだ？」

　ますます眉の間を詰めるクヌード。

「あっ、説明していませんでしたか？」

　イーリスがはっと声を上げた。レンはそちらを向いて頷うなずく。

「聞いていないし、聞いたこともない」

「そうでしたか。すみません、レン様。ええっと──」

　何かを言いさして、ふとクヌードを振り返る。

「──すみません。続きはアリシアにお願ねがいします。レン様には少し複雑な事情があるのです」

「ふむ、御意にございます。騎士殿、こちらへ」

　怪け訝げんそうな顔をしたものの、クヌードはイーリスに逆らうことはしなかった。

　老騎士と共に出ていこうとするアリシアをレンは呼び止める。

「アリシア、悪いが、ミネルヴァを持っていってくれないか？」

　ミネルヴァにだけでも聞かせておけば、あとで同じ話をクヌードにさせることも無い。

「いいぞ」

「頼んだ」

　二人ふたりの騎き士しがいなくなってから、イーリスはレンに向けて微笑ほほえみかけた。

「では、ご説明いたしますね。少し長くなるので、どうぞ、椅い子すをお使いください」

　自分の隣となりにある椅子を手で示すイーリスと目を合わせたまま、レンはその椅子には座らずに机を回りこんで対面に座った。

「……お嫌いやですか？」

「高さが違いすぎる」

　身長二メートルの〈アーガス〉が小さな少女の隣に座れば、どちらにとっても首の疲れが積つもるだけだ。

「あ、そうですね」

　ぱたりと手を合わせて感心した顔をするイーリスに、レンは話を促す。

「それより、魔ま石せきというのが何なのかを教えてくれ」

「分かりました」







　イーリスが説明したのは、こんな内容だった。

　魔石は大地の魔力が結晶化したものと言われている。鉱脈のある場所の岩から採掘される物で、一つ一つは黄鉄鉱のように最初から八面体や立方体を作った状態で地中にある。といっても、これも黄鉄鉱と同じく綺き麗れいな立方体などをした物は少なく、大抵はそれらが複合したいびつな球体をしており、いくらか削って使いやすく加工される。

　サイコロくらいの大きさにすることが最も多いらしい。

　魔ま道どう士しが魔法を使う時にこれを用いれば、大きな魔力を要求される魔法でも、魔石からの魔力で補うことができるため、魔法を使って戦うならば必ひつ須すの物である。

　そして、魔石が存在していることで、もう一つ、重要なことがある。

　魔ま獣じゆうは魔力で生きている。もちろん血肉も必要だが、魔獣にとってより必須と言うべきは魔力だ。人を優ゆう先せん的てきに襲おそうのも、人が持つ魔力は動物のそれよりも多く、魔力と血肉の両方を満たせる獲え物ものであるからだ。

　だが他ほかにも魔力の高い物があれば、それを食べることで魔力を摂とることができる。その代表的な物が、魔石である。

　ここリクスリオンは鉱山街で、まだ見つかっていない鉱脈があると言われているし、廃坑になった坑道が山の中にはいくらかある。魔獣たちが巣を作っているとすれば、町から近い坑道や廃坑の中だろう──ということらしい。

「そういうことは、もう少し早く言ってくれ」

「すみません。魔獣についてレン様はいろいろ知っていらしたので、そのあたりも詳しいものとばかり……」

　イーリスが恐きよう縮しゆくしきった様よう子すで何度も頭を下げる。

「……しかたのないことか。お互いの世界に何があって何が無いのか、リストがあるわけじゃない」

　レンはそう呟つぶやいて、肩を竦すくめた。

「とにかく、そういうことなら、話は早い。巣の場所に目星がついているなら、あとは坑道の場所と内部がわかる地図があれば、総当りでなんとかなる」

『地図はこちらで用意してあるようです。閲えつ覧らんしたあとに統合と修正を行います』

「なら頼む」

　作業を引き受けたミネルヴァにそう言い置いて、レンはイーリスに告げる。

「地図を見たらすぐに奴やつらの補給地点を叩たたきに行ってくる。この件はそれで解決するだろう」

「ええ、期待していますね。……街の方々は、かなり不安になっているようですから」

　イーリスの励ましに、レンはしっかりと頷うなずいた。

「俺おれもクヌードたちの方に行って、少し話をしてこよう。そのまま、すぐ出発できる」

「あ、レン様。少しお待ちください」

　立ち上がろうとしたレンを、イーリスが慌てたように引き止めた。レンは上げかけた腰をもう一度下ろして、向き直る。

「まだ何かあったか？」

「えっと、地図はミネルヴァが引き受けてくれたのでしょう？　ちょうど良い機き会かいですから、少し、お訊ききしてもいいでしょうか？」

「ああ」

　よく分からないまま、頷く。そんなレンに、イーリスが小首を傾かしげて問いかけてくる。

「レン様は、褒ほう賞しようや対価を望まれないのですか？」

「？」

　レンが目で疑問符を返すと、イーリスは眉まゆ尻じりを下げて困ったように笑う。

「その、ずっと気になっていて……レン様が何かをお求めであれば、できる限り、お応こたえしようと思っていたのですが……何も仰おつしやらないのでどうしたらいいのか、分からないのです」

　そんなことか、とレンは肩を竦める。

「俺のことは気にしなくていい」

　すると、イーリスは目に見えて表情を曇くもらせ、落ちこむかのように肩を落とした。

「何か、報酬を提示した方が良いのか？」

　レンがそう訊たずねてみると、アリシアは悩ましげに呻うめいた。

「良いか悪いかではなく……口にするのは難むずかしいのですが……なんだかいまのままですと、レン様が、幻のように消えてしまうような気がするのです」

「ふむ……」

（ミネルヴァ、どういうことだと思う？）

　考えるふりをしつつ、こっそりとミネルヴァに相そう談だんしてみる。

《相手に報酬を求めないというのは、自分の働きを保証しないのと同じです。それを危き惧ぐされているのではないでしょうか》

（なるほど、そういう見方もあるか）

　とはいえ、元いた世界ですら、そんな物を軍に要求したことはない。また、与えられたことも無い。せいぜいが武器弾薬、あるいは物資の優ゆう遇ぐうだが、ここでは通じないことだ。

　となると、レンに思い付くのは限られてくる。身元の保証、寝床、飲食物などだ。ただ、それは既すでに現状で十分に満たされている。

　やはり、無い、と返事するしかないだろう。そう考えていると、ミネルヴァが付け加えた。

《それともう一つ、予想される理由があります》

（言ってみろ）

《あなたが魔ま獣じゆうを見かけるなり撃うつのと同じ理由です。存在意義の確かく認にん、もっと単純シンプルに言えば──必要とされたいのでしょう》

（俺おれはそんなことを思っていない）

《戦せん闘とう理由についてミネルヴァは関与しません》

　一方的にそんなことを言って、ミネルヴァからの交信が切れた。

「……そうだな、何か、欲しいものか。なんでもいいのか？」

　レンが悩みながらそう口に出すと、イーリスはすぐに顔を上げてこちらを見た。

「はいっ」

　妙に意気ごんでいたりもする。

　報酬を要求しろと言われたところで、いままで貰もらったことがある物──物資や装備がまず無理、となれば、勲くん章しようくらいしか思い当たることはない。それも不要な物だが、負担にはならないかもしれない。──と考えたところで、ふと、昨夜の宿で聞いた、アリシアの言葉を思い出す。

「そうだな。適当に、祝福でも頼む」

「？　祝福、ですか？　教会に行きますか？」

　小首を傾かしげるイーリスに、レンは肩を竦すくめて説明する。

「いや、アリシアが言っていたんだ。御前試合というのに優勝して祝福を頂いた、と」

　あの時のアリシアを見るに、それが特別な栄誉であるらしいとレンは当たりをつけていた。実際には勲章と似たような扱いだろう、と。そんな程度の考えでの答えだったのだが、

「えっ……あ、あれですか？　えっと、レン様がそう仰おつしやるなら、その、そうしますが、わ、私わたくしにも少し、準備が──」

　イーリスは途端とたんにうろたえだした。選択を間違えたらしいと気づいて、レンは撤てつ回かいする。

「ああ、別に無理を言うつもりはないから──」

「いえ、だ、大丈夫です。私から言いだしたことですので、ちゃんと、やります。少しだけ深呼吸させてください」

「……？　心の準備？」

　レンが首を傾かしげると、イーリスは朱あかく染めた頰ほおに手をやりながら、

「その、男の人に、口づけをするのは──」

「分かった。すまなかった。俺おれの勘違いだ。撤てつ回かいする」

　レンは頭を下げてそう言った。まさかそんなことだとは思いもよらなかった。

「……お嫌いやですか？」

　だが、要求を取り下げられたイーリスの方が、しゅんと肩を落としてしまった。

（どうしろと）

『いきましょうゴー　アヘツド』

（黙だまってろ）

　進退極まったレンは、考え考え、ゆっくりと口を開いた。

「俺は必要なことをしていただけだ。魔ま獣じゆうを相手にするのは、普段ふだんから当たり前だった。俺がここにいるのは、君が連れてきたからでもあるが、俺にとっても必要なことだからだ。お互いに、必要なことをしているだけだ。同じ目的を叶かなえるために行動を共にしたわけで、どちらか一方だけが利を受け取っているわけじゃない」

「……ですが、私だけでは、エルザスに辿たどり着くこともありませんでした」

「俺がここに来ることもなかっただろう」

　肩を竦すくめてレンが言うものの、イーリスはじっと視し線せんを送ってくるのみ。

「つまり、俺は魔獣退治に報酬は求めない。いつもしていることで、君にだけ何かを求めるのは誠実なことじゃない。そして、いま、俺は、君を助けるためだけに動いているわけじゃない。だから、そうだな、間接的に助けているわけだ」

「……はい」

「なら、君からの支援や報酬も、間接的なものでいい。寝食の保証で、それは充分だ。直接、君から何かを受け取るのは……そうだな、魔獣を殺す以外の方法で、俺が直接、君を助けられた時でいい。──だろう？」

　あまりうまくは言えなかったが、レンが自分の中にある考えをなんとか言葉にして説明すると、イーリスはその内容を頭の中で整せい理りするかのように、目ま蓋ぶたを閉じて小さく頷うなずいた。

　それから目を開いてレンを見ると、

「そう、ですね。王族としてではなく、ただ個人的な友ゆう誼ぎをもって、接するのなら」

「嫌いやか？」

　その応答に、イーリスは力を抜いて微笑した。

「嫌などとは、言えるはずもありません。……レン様はお上手じようずですね」

　嬉うれしそうに言うイーリスの様よう子すに、レンは密ひそかに安あん堵どの息を吐いた。

『周辺全すべての地図と記き録ろくの閲えつ覧らんが終わりました。いつでも行けます』

「これからそちらに行く。そのまま発たとう」

　見計らったかのようなタイミングで──実際にそうなのかもしれないが──ミネルヴァの通信が入り、レンは立ち上がった。

「あの、レン様？」

　そう呼びかけられて視し線せんを戻すと、イーリスもまた立ち上がり、机を回ってレンへと歩み寄ってきた。

　近くまで来たイーリスが、レンと目を合わせてふっと笑えみを浮かべた。

「私も、レン様が必要です。一いつ緒しよにいられて良かったです。何かあれば、いつでもお言い付けくださいね」

「……ああ、何かあれば、君に頼もう。君も、俺おれを頼っていい」

「その際には、報酬を求められますか？」

　イーリスが口元を隠すような手振りをしながら、少し稚ち気きを混ぜた言葉と目をレンに向けてくる。

「俺がボロボロになりながらも君を救うことができたら、褒ほめてくれ」

「……想像できません」

　微笑と苦笑を混ぜた複雑な笑みを浮かべて、イーリスはそう言った。







　町で見た地図を統合し、周囲の地形を見下ろしてミネルヴァに修正を加えさせ、最短ルートを策定したレンは、ほぼ一いつ直ちよく線せんに第一候補の坑道へ向かった。

　険しい山の中を足早に踏破し、先を急ぐ。

『もう少し警けい戒かいするべきです』

　ミネルヴァに指摘される。もちろん、自覚はあった。

　普段ふだんならばセンサーに頼らず、その有効範はん囲い外の敵も察知できるように、神経を張って移動する。

　だが、無造作としか言いようのない足運びで木の根や草を踏ふみ潰つぶし進む現在は、耳の良い魔ま獣じゆうなら一キロメートル先からレンの存在を知ることができるだろう。

「敵が来るなら望むところだ」

　それを分かっていて、レンはミネルヴァの意見を言外に否定する。

『何か、気になることでもあるのですか？』

「ある。お前が指摘したとおり俺がどの程度の戦力なのかを相手が把握しているとしたら、必ず対抗手段を考えるはずだ。例えば──」

『無む警けい戒かいに進むところを待ち伏せする、などがありますね』

「……それもある。だが、もう一つある」

『なんでしょうか？』

「戦力を集結させて俺おれを迎むかえ撃うつことだ」

　浸透戦術で包囲を行った魔ま獣じゆうは、目もく撃げきされた限りでは二百体強。しかもこれは最も少なく見み積つもった数だ。

　もともと、山中を逃げつつ対処するなら、二百の魔獣を相手にしても生き延びて勝ち得る勝算はあった。──過去の経けい験けんから、その勝算を立てた。

　だが、こちらに来てから、魔獣は全く別物であるように思える。

　もしも数の利を最大限に活いかして多重に包ほう囲い網もうを作ったうえで、消耗戦に持ちこまれれば、どうなるかは分からない。

「敵が準備を終えているなら、忍び寄っても意味が無い。まだ終わってないなら、一気に攻め上がるのが得策だ」

『分かりました。ですが、目標ポイントまであと少しです。そろそろ注意してください』

（分かっている）

　声を立てない会話方法に切り替えた。だが歩速は落とさない。どのみち相手が待ち伏せをするつもりなら、ここまでの急行軍でばれている。

　しばらくすると、林立していた木々があちこちで切り株になっているのが見えた。坑道や道具に使うための資材として切り倒されたのだろう。

　そして──

（いるな）

　その奥から、神経を逆さか撫なでする敵意の肌触りを感じ取った。

　右手で腰から大型の戦せん闘とう用ようナイフを抜き放つ。待ち伏せていた敵に対抗するには、オルドーでもギデオンでも、立ち並ぶ木が邪魔になるからだ。

　そのまま進み、存在を確かく信しんした。──敵の姿はまだ見えないが、背の高い下草の倒れるわずかな移動音が、その存在を示していた。

『接敵確認コンタクト。複数です』

　動体センサーの範はん囲い外がいにも拘かかわらず、わずかな音を頼りに、ミネルヴァが敵の位置をマーカーで表示した。

　視えている魔獣の数は七体。木々の間を縫ぬって素早すばやくレンを半包囲しようと動いている。

（どうやらやる気のようだ。──ようやく、やり合える展開になったか）

『敵軍の集結前には間に合ったのでしょうか？』

（それはいまから分かる）

　逆手に握ったナイフを体の前にかまえ、上半身を揺らさずゆっくりと前に進む。

　魔ま獣じゆうはいまのところ七体。レンの正面から近づいてくるものが三体、残りは散って左右から襲おそおうとしている。

『警けい告こく。センサーに反応あり』

　装甲服アーマーの動体センサーの範はん囲いに魔獣が入る。それは魔獣と〈アーガス〉、双方にとって交戦可能な距きよ離りに入ったということだ。

　だが、レンは歩みを止めない。時間をかけるわけにはいかない。戦略的にも、戦術的にも、レンに選択肢は無い。

　距離を詰めるにつれて、下草の陰かげに隠れていた魔獣の姿が、遂に現れた。

『敵を視認。照合。「ナーガ」です』

　全身を鱗うろこで覆おおった巨大な蛇──に似た魔獣──だ。大きさは全長で八メートル以上。しかし、その先端に蛇の頭は無い。あるのは腕と、人間と形の似た上半身だ。爬は虫ちゆう類るいの黄き色いろい両りよう眼がんと、緑の鱗で覆われた鋭するどい鉤かぎ爪づめを持つ両腕は、実のところ全く人間らしくはないが。

　ナーガは鎌かま首くびを持ち上げて割れた舌先を覗のぞかせながら、蛇の下半身をくねらせる。

（……こいつはいつ見ても気色悪いな）

『人間は蛇か蜘蛛くものどちらかを嫌うというデータがあります。あなたは蛇派ですね』

　ナーガの威い嚇かく音おん。前と左右からの超音波じみたその声に、レンは腰を深く落とし──

「早くこい」

　左の手で、ナーガを誘った。

　瞬しゆん間かん、弾丸が弾はじけ飛ぶような勢いで、半人半蛇の獣けものが跳びかかってくる。

　縮ちぢめたバネのように、蛇は静から動へと一瞬で移行する。数メートルという彼ひ我がの距離は、一秒に満たない瞬時の間にゼロへ。

　血ち飛沫しぶきが舞まう。

　レンは後ろに引いていた左腕でナーガを迎げい撃げきしていた。打ち下ろしの軌道を描く左ひだり拳こぶしが、跳びかかったナーガの頭ず蓋がいに着弾し、頭部そのものを大きく陥没させ、魔獣の巨体を地面へ叩たたき付けた。

　間を置かず上半身を逆に捻ひねったレンの頭上数ミリメートルを、緑みどり色いろの豪腕が掠かすめ過ぎる。

　蛇の特性。──上からの奇き襲しゆう。

　樹じゆ上じように身を潜ひそめていたナーガが、落下しながら仕掛けてきていたのだ。しかし、必殺を期したその奇襲はわずかに届かなかった。

　装甲服の索敵機き能のうは聴ちよう覚かくセンサーの感知だけではない。広角レンズによる広い視野が、かろうじて視界の隅にぬめった鱗の光を捉とらえていた。──隠れた位置が分かっているならば、待ち伏せにはならない。

　そして、落下の最中では、魔獣といえど自由を無くす。ナーガの顔の中央に、容赦なくナイフが突き立った。

　レンがナーガの顔を断ち割ったのだ。

　鍔つば元もとまでナーガの顔に埋めた刃やいばにさらに力を込めて腕を振り抜いて、頭部を二つに割りながら、蛇の体を横へ突き飛ばす。

『二時方向来ます』

　斬ざん撃げきの為ために身を振っていたレンは、勢いを殺さず身を横に倒しながら地を蹴けり、宙に寝そべるような姿勢で跳ぶ。

　浮かせた身体からだの下を、跳ちよう躍やくしたナーガが凄すさまじい勢いで通過。

　長い蛇の胴が通り過ぎるより早く、レンの蹴りが叩たたきこまれ、体勢を崩したナーガは自らの跳躍の勢いのまま岩へ激げき突とつ。

『九時方向』

　一方、素早すばやく着地したレンはステップを踏み左へ。わずかに斜めに体を入れ、真まっ直すぐに突き入れられていた貫き手を回かい避ひ。レンの肩の横を、鉤かぎ爪づめが空むなしく行き過ぎる。

　ナーガはレンのもといた場所を通り過ぎた。ただし、背中に突き立ったナイフの刃により、干ひ物もののように胴体を開かれながら、だ。

　鉄の歯を擦こすり合わせたような、異様な断だん末まつ魔まが落ちる葉を揺らす。

　人とは違う、おぞましさを呼び起こすその声を意に介さず、レンは左の回し蹴りを放つ。

『十時方向』

　足に喰くいつこうとした毒どく牙ががへし折られ、首の骨が異音と共にあらぬ方向へ向く。

　蹴り抜いた足につられるようにして、軸足がわずかに浮いた。──もちろん、わざとだ。

　蹴った反動と爪つま先さき立てた軸足で、レンの身体はそのままの姿勢でスライドするように移動。

『三時方向、尾が来ます』

　それと同時に、振り回された太い蛇の下半身が鞭むちのようにレンを襲おそう。

　腹を狙ねらって横よこ薙なぎにされたそれは、不可避の一撃だ。強きよう靭じんな鱗うろこと筋肉で構成された蛇の下半身は、叩き付ければ人一人ひとりを行動不能にするには十分な威力を持つ。

　避けることはできない。レンを打ち据え、その身を宙に浮かせる。

　森の葉を揺らすほどの大きさで、絶叫が響ひびき渡る。──だが、人のものではない。

　レンは手にしたナイフで尾を受け止めていた。鍔元まで深く突き立った金属の冷たい刃が、ナーガに激げき痛つうを与えて悲鳴を上げさせている。

　ナイフを盾にしたうえで、打点をずらし、身を浮かせて衝しよう撃げきを逃のがしたレンは、足を地に着けるなりそのまま尾を抱えこむ。

『腕部出力、上げます』

　導どう電でん性せい高分子への電力供給を増大させ、一時的にさらなる筋力を腕部へ付加。

「──っづあ！」

　魔ま獣じゆうの巨体を持ち上げ、ナイフを支点に、尾を捻ねじり切った。

　体を半分に裂かれ引き寄せられたナーガの胸の中央に、装甲された足裏が着弾。胸骨と心しん臓ぞうを粉々に砕かれて蹴けり飛ばされたナーガは、大木にぶつかって幹に貼はり付いた。

　戦せん闘とう用ようナイフを鞘さやに戻す。すぐさまギデオンを抜いて安全装置を外した。

『背後です』

　大回りに迂う回かいして後ろに回りこんでいた一体に、右手一本で向けた銃の引き金を絞る。首から上を一連射で挽ひき肉に変えた。奇き襲しゆうにおいて時間をかけ過ぎるのは愚の骨頂だ。

　これで七体。最初に捕ほ捉そくした数と等しくなった。

『敵全滅。お見事です』

（まだだ）

　ここで待ち伏せしていたナーガはおそらくこれで全すべてだ。だが、この先、坑道まで進まねば全容は分からない。レンは背中にギデオンを戻しオルドーを手にした。

　跳ぶ。

　下向きの傾斜を一足飛びに省略し、途中で邪じや魔まな木を切り飛ばして排除しつつ、目標ポイントである坑道の前まで、一息に躍おどり出た。

　そこに、山を切り拓いて作られた、整せい地ちされたスペースがある。大人おとなが四人は横に並べる大きさの坑道と、その周りに切り拓かれた空間に簡かん素そな小屋が建てられていた。

　そして、その小屋と坑道の前に──魔獣の群れ。

『当たりですね。総数、およそ三十体です』

（間違いなくここに本隊がいるな。周囲は？）

『包ほう囲い網もうは確かく認にんされていません。間に合いましたね』

（だといいが）

　レンはオルドーを構え、魔獣たちを見回す。

　二つの頭に、大型犬のような体たい軀くを持つ「オルトロス」。猿を大型にしたような魔獣「サスカッチ」。ミミズクのような頭に熊くまのような体毛と腕、そして山羊やぎに似た脚を持ち、だが二本足で立つ「サテュロス」。

　それらが一斉に、レンに敵意をもって襲おそいかかろうとしている。

（なかなか、見み応ごたえがある）

『混成軍ならではの行動があるかもしれません。注意してください』

（大丈夫だ）

　腰を落とす。

「時間が無い。いくぞ」

　躊躇ためらわず突とつ撃げきした。




　　　　　○




　イーリスはクヌードから街の現状についての詳細を聞き取り、整せい理りしていた。

　主に兵士と町の様よう子すだ。騎き士し隊たいと参事会の間に生まれた軋あつ轢れきについて、まずは詳しい経けい緯いを聞いておきたかったのだ。

　クヌードに聞く限りでは、備蓄の問題や、魔ま獣じゆうからの被害などもあるが、一番の問題は、参事会の会員であるバルブロという男である。

　彼は町の不安が高まってくるとあちこちに声をかけ始めた。その内容は主にこうだ。

「兵士は役立たずである。もはや限られた者しか助からない。自分たちで力を持たなければならない」

　そう公言して、流れ者の鉱夫たちを私兵として雇ったのだという。同時に、物資を己おのれの手元で貯ためこみ始め、騎士隊への補給は滞とどこおることになった。

　さらには兵士を頼れないという主張を通すために、何度も決起集会とやらを行う始末である。実際に生活が苦しくなるにつれ、それに乗せられる者も大勢出てきた。

　バルブロに引き起こされた問題は、それだけではない。

　魔力を摂取する魔獣は、本能的に魔ま道どう士しを優ゆう先せんして狙ねらう。守備隊と一いつ緒しよに派は遣けんされた三十人の魔道士部隊は、後方にいたにも拘かかわらず、およそ三分の一までその人員が減っている。

　損耗は魔道士たちに大きな不安を与え、その不安に付けこむようにしてバルブロは魔道士も取り込んだ。魔道士たちは騎士の剣ではなく、手持ちの魔ま石せきの数こそ自分の命いのち綱づなであると思い始めている。──魔石を配りだしたバルブロによって。

「全く、何を考えているのか分かりかねます。鉱夫に武器を持たせるのも、魔石を配るのもいい。まともに要よう請せいされれば我ら騎士隊がそれを正式に行える。戦う気があるなら、いまの状況では歓迎するところです。しかし、バルブロはわざわざ不法に──とまではいかずとも、身銭を切ってまで、我々に話を通そうとしない」

　クヌード騎士は苦々しい口く調ちようでそう報告した。

「バルブロという方は、それほど不安なのでしょう」

　イーリスがそれだけを口にすると、クヌードはまるで伝わっていない、とでも言いたげに眉まゆを顰ひそめた。

　彼の言いたいことは分かる。

　クヌードにとってはとうてい歓迎できないことだろう。いままさに有事に際しているのに、町の住民は非協力的で、隊の中に不信の種まで蒔まかれては、隊長として歓迎できるはずがない。

　だが、魔道士隊には高価な魔石の手持ちが増え、町人たちは武器を持つ気概を得ている。無む理り矢や理りに解決を図はかれば兵士か町人、あるいはどちらにも被害が出る。故にクヌードは、まだ黙もく認にんしている。

　しかし、バルブロの立場から考えれば、彼本人は悪いことをしているとは思っていないだろう。彼からすれば、騎き士し隊たいを頼らずに、私財を投げ打って自己防ぼう衛えいをしているだけだ。

「これから魔ま獣じゆうを殲せん滅めつしたとしても、双方に多少のわだかまりは残るでしょう。それは仕方の無いことです。しかし、商人も兵も、人間です。不安を抱き、怯おびえるのは当然ですから、あまり責められません」

　そうクヌードに語りかけるが、騎士隊長は口を閉ざして目を瞑つむった。いまのはクヌードからすれば、まるでバルブロの肩を持ったように思えるのだろう。

　誤解をされている。イーリスはどちらにも肩入れをするつもりはない。

　そして、そう考えられてしまうのは、バルブロを必要以上に悪く思っているからだ。

「差し出口を利くようですが、あなたは誇りある騎士隊の隊長なのですから、守るべき民たみについて、あまりに悪いことばかり考えないようにしてください。あなたの兵はあなたと同じように考えようとします」

　イーリスがそう言葉を重ねると、クヌードが目を開いた。皺しわの浮いた目じりに、分かりにくいが驚おどろいたような表情が垣かい間ま見みえた。

　戦場話を聞かせてくれる父に向けて正解を口にした時、父が同じ顔をしていたことをイーリスは思い出す。

「……私が隊長に任命された時、そう言われました。先任の上官に。まさか私の半分も生きていない方から言われるとは、思っていませんでした」

　ふっ、と微かすかな笑みがクヌードに浮かぶ。

　あえて言葉を悪くしてしまうのは、含がん羞しゆうだ。悪いように思われたわけではないようだ。イーリスにしても、祖父からの受け売りの言葉だ。そう言われるのは仕方のないことである。

　肩から力を抜いてクヌードは口を開く。

「イーリス・ヴァルカ様。陛下の剣士、レン殿はたったお一人ひとりで現在の状況を解決するおつもりのようですが……あの剣士は、それほどまでに腕が立つのですか？　陛下は、既すでに解決したあとのことを、考えておられるように見えます」

　イーリスは騎士にもバルブロにも、どちらかに肩入れするつもりはない。クヌードの言ったとおりだからだ。危き機きを凌しのいだその後のことを、イーリスは考えている。

　わだかまりというのは、当事者同士だけではうまく解決することはできない。この異様な状況が解決されたとしても、民と兵にできた溝は容易に埋めることはできないだろう。その時に、自分が仲立ちを務められれば、と考えている。

　であるからこそ、クヌードには態度を硬化させてほしくはない。バルブロにもあとで話を聞くつもりだ。

　レンが状況の解決に向かっている間、自分たちもまたできることをしなければならない。大量の魔ま獣じゆうが自分たちの近くにいるという状況は変わっていないのだ。もしも討うち漏らした魔獣が町に攻め入ってくるなど、悪い事態を想定すれば、町人どころか騎き士し隊たいの隊長までもが士気を衰えさせているのでは、非常時に迅じん速そくな対応が難むずかしくなる。

　だからこそ、断言した。

「ええ、信頼しています」

　そして私わたくしも、レン様の働きに相応ふさわしい結果を導みちびかねばなりません。

　胸の内でそう続けながら、イーリスはただ微笑ほほえんでみせた。




　　　　　○




　戦せん闘とうは苛か烈れつを極めたものの、やはり最後にはレンが勝利を収めた。

　周囲には斬きり伏せられた魔獣の体が転がり、惨さん憺たんたる光景を作り上げている。それを目にするレンに、達成感はない。

「……少ないな」

　返り血で真まっ赤かに染まった両腕とオルドーを一振りし、血ち糊のりを払う。滴したたるほどの肉と血が、湿った音を立てて装甲服と剣から振り払われた。

　そして思うのは、一つ。

「まだ半分も始末できていない」

　事前情報では魔獣は二百体はいたはずだ。報告より多くはあっても、少ないとは考え辛づらい。なのに戦闘が始まってからも魔獣に増援は無く、坑道からは一体たりとも出てきていない。

　待ち伏せしていた分を合わせても、まだ四十程度。その五倍は魔獣がいるはずなのだ。

『坑道内で待ち構えているのかもしれません。遅滞戦術です』

　ミネルヴァがそう予測を立てる。

　そのとおりだとすれば、厄やつ介かいなことになる。

　まだ移動の間に合っていない別働隊を待つ間に、彼を坑道へ誘いこむ。そして、狭い坑内で挟きよう撃げき、という作戦を企き図としているとするならば、迂う闊かつに入っていくのは自殺行為だ。

　だが、放っておくわけにもいかない。

「突入するしかないか」

　オルドーを鞘さやに戻し、レンはため息をついて坑道へ足を踏み入れた。

　湿った空気を吸いこみながら、真っ暗な坑道を進んでいく。武装は迷ったものの、ギデオンを構えて歩を進める。

　装甲服のパッシブ型熱ねつ線せん暗視装置が映し出す映像は、光の反射が無いことを除けば、ごく普通の視界と変わりない。最新型の暗視装置は物体の放つ遠えん赤せき外がい線せんを捉とらえ、その強弱で色彩まで判別することができる。あとは目に映し出す映像に機き械かい的てき処理を施す処理能力だが、伊達だてに副脳と量子コンピュータを頭ず蓋がいに埋めこまれてはいない。

　さすがに望遠は無理であるものの、暗所であってもレンの目には、戦うのに問題無い程度の視力が健在である。

　途中、いくつもの分ぶん岐きがあり、前もってミネルヴァに記き憶おくさせた坑道の地図を参照し、より深く奥へと続いていく方を選ぶ。

　壁かべから落ちた砂すな埃ぼこりが、小さく揺れたことに気づいた。

（ほんの少しだが、風があるな。別の入口や換気孔があるのか？）

《いいえ。地図の記号について訊たずねた際に、説明を受けました。ある程度掘ったところで魔ま法ほう陣じんを作り、風を起こしておくのが魔ま石せきの採掘場では通例で、地中の魔力で勝手に動くそうです。それが原因だと推測されます》

　視界の片隅に坑道の地図を映し出しながら、ミネルヴァが答えた。それを見れば、奥の方に魔法陣を表したらしいサークルが描かれている。

（なるほど）

　そのまま二百メートルほど進んだところで、奇妙なものを発見した。

　横向きに掘られた坑道はいびつながら四角く掘り進められており、坑内を支える梁はりや木材もあった。

　だが、その地点から穴の形が丸くなり、木の梁などが無く、さらに道が広く大きくなっていたのだ。おまけに、なるべく平坦に均ならされていた坑道とは違い、足元までが不安定にでこぼことしている。

　その形状に、レンは憶おぼえがあった。

（昔、こういう巣を作っていた魔ま獣じゆうがいたな。あれは、蟻ありだったか？）

《二本の鋏はさみがありました。ヤドカリに近いかと》

　ともあれ、丈夫な岩がん盤ばんさえくり抜いていく魔獣の手による横坑だ。

　巨体を持つ魔獣が掘る穴は人のそれよりも広く、分ぶん泌ぴつ液えきで壁を固めることすらできるため、かなり大きな巣穴を作ることがある。うねる蛇のような生物的な様相を見せるそこは、坑道というよりは洞どう窟くつと言った方がしっくりくる代しろ物ものだ。

（ここまで魔獣はいなかった。この奥にどれだけいるか）

《危険です》

（引き返しても同じだ）

《了解コピー。空気中の成分に注意します》

　坑道内の空気はまだ酸素欠乏症を発症するような低酸素環かん境きようではない。杭道の深さによっては注意が必要だが、それはミネルヴァに任せて、レンは魔獣の掘った穴をさらに進む。

　不気味なほど静まり返った坑道を突き進むうち、奇妙な焦しよう燥そう感かんが生まれ始めた。

　それが何かわからぬまま、焦りは足を速まらせる。

　やがてレンの進む先に、ひらすら坑道の続いたいままでとは違う、円まるい出口のようなものが見えてきた。

（なんだ、あそこは）

《推測不能です》

　それならば見て確かく認にんするしかない。レンはそのまま突き進み、そして、その空間を見た。

（これは……!?）

　頭部装甲の奥でレンの目が見開かれる。驚きよう愕がくに声を上げそうになったほどだ。

　広大、とすら言える地下空間がそこにあった。

　それは明らかに自然のものでも、人工的なものでもない。

　床や壁かべはそれまでの洞どう窟くつと同じく生物に掘削された様よう子すがある。ただ、天井面には荒い岩がん盤ばんや尖とがりを残していた。

　しかし、床から天てん井じようまで、太い石柱のようにわざと掘り残した部分がいくつかあり、それが空間を支えている。魔ま獣じゆうだけではこんなことをしないはずだ。

　特大の洞窟じみたその空間は、得体えたいの知れなさに何も理解できないながら、奇妙な目的意い識しきを持って造られたものように思えて、レンの胸にちりちりと懐かい疑ぎを生む。

（ミネルヴァ、音おん響きよう走査をかける）

《了解しましたウイルコ。全すべての聴ちよう音おん装置を反響定位に備えます。──どうぞ》

　ギデオンを撃うった。目的は銃弾を放つことではなく、銃声を上げることだ。

　洞窟内を反響する銃声が聞こえなくなるまでの数秒間、レンはじっと感覚を研とぎ澄すませて待機していた。

　音響走査を行うために、装甲服の聴覚センサーが一時的に敵を捉とらえられなくなるうえ、レンの耳にも外部の音が届きにくくなる。しかし、その間に反響音を収集、解析して周囲の地形を把握することができる。

　潜せん水すい艦かんのソナーのようなものだ。

　ただし、超音波は発信できず専用の聴音装置でもないため、大した効果を望めないうえ、銃声でこちらの正せい確かくな位置を相手に知らせることになる。

　だが、いまは早急にあらゆる手段を試すべきだ。そう直感が告げていた。

《解析完了。これまでに収集、修正した坑道の地図と統合します》

　幸いにも魔獣が襲しゆう来らいするより早く、音響走査は終わった。

　ミネルヴァが縮しゆく尺しやくなどに修正を加えた坑道内部の地図と、これまでに通ってきた坑内の情報、そしていま、音響走査で解析した地下空間をまとめて投とう影えい図ずで表示した。

　ほぼまっすぐな坑道、縄なわのようにうねって曲がる洞窟、そして、歪ゆがんだ鉤かぎ爪づめのような、半月形に近い地下空間。

　それらをまとめて見てみれば、坑道から延びた道は湾曲して緩ゆるやかに上へ登っていき、地下空間も段差や傾斜がついて、上へと向かうことが分かる。

　次の瞬しゆん間かん、疑念は閃ひらめきとしてレンの中で繫つながった。

（ミネルヴァ、地図を出せ。町を含めた近傍の鳥ちよう瞰かん図ずだ。できるだけ精せい確かくにして、全すべての坑道の内部も重ねて表示しろ）

《周辺情報が不足しているので、実際に通過してきた所以外は確実性を保証できません。よろしいですか？》

（それでいい。早く出せ）

《了解しましたウイルコ》

　レンの視界に、現在地を含めたリクスリオン周辺の俯ふ瞰かん図ずが展開される。修正中らしく、等とう高こう線せんや坑道の縮しゆく尺しやくが見ている間にも微妙に変化している。

　それを見てレンは思わず声を上げた。

「まずい」

『どうされましたか？』

「これは坑道戦だ。この穴の向かう先は、リクスリオンの真下だ！」

　魔ま獣じゆうが坑道をここまで掘り進めた真の目的は、魔ま石せきではなく、地下からリクスリオンの城じよう壁へきを迂う回かいし、一気に攻め上がることだったのだ。

　焦りに声を荒げながらレンが暗くら闇やみの先へ急いで走る。すぐ目の前にあった柱の横を通り過ぎる──その時だった。

《ご名答だよ、せ～んぱい》

　からかうような声。

「っ!?」

　レンでもミネルヴァでもない、ありえない第三者の声が体内の通つう信しん機きから響ひびく。そして、坑道の空気に微かすかに混ざった、アーモンドのような匂におい。

（なっ──）

　すぐ横の石柱で、凄すさまじい爆ばく発はつが起きた。オレンジ色の猛火と爆風が噴ふん出しゆつし、レンを襲おそう。特徴的な匂いと火炎の色が意味するのは──プラスチック爆薬の炸さく裂れつ。

《耐衝しよう撃げき──》

　高速通信すら間に合わない。

　凄まじい衝撃がレンの全身から自由を奪い、そして全てを吹き飛ばした。













　　　　　第五章　戦いの坩る堝つぼに







　異変はすぐさま町の全員の耳に届いた。重なる悲鳴と叫びが、瞬またたく間まに伝でん播ぱしたのだ。

　それはイーリスがバルブロという商人のもとへ向かおうという矢先のことだった。離はなれていようと、音の大小に拘かかわらず恐怖という肌触りを伝える重低音。遠雷や砲の持つそれと同じ性質のものが耳じ朶だを打ち、張り詰めた弦を爪つま弾びいたかのような振動が、壁かべと言わず床と言わず、全すべてを襲おそったのだ。

　兵舎はにわかに騒さわがしくなっていた。装具を着ける兵士たち、点呼を取る大声、兵舎に飛びこんでくる町人たち。そして、外に出て全体の指揮を執とるクヌードの、焦りを孕はらんだ大だい音おん声じよう。

　何が起きているのか──いや、これほどの騒ぎになることなど、一つしかない。それが起きてしまったのか、イーリスは知らず組み合わせた手を硬く強こわ張ばらせて、耳を澄すませていた。

　そして、

「報告！　町の中に魔ま獣じゆうが現れました!!」

　半ば悲鳴のような声が、開け放たれた窓から飛びこんできた。伝令らしき兵士が告げるその内容は、予想していたにも拘かかわらず、耳にするまでイーリスにとって信じたくない、最悪のものだった。

「いったいどこからだ!?」

　クヌードの張り上げた声がそう応じている。

「南側の、大通りです！　じ、地面が急に破裂して穴が開き、次々に魔ま獣じゆうが現れていると！」

　そこから先のやりとりは、意い識しきの外にやった。

　少し考える。

「……っ!!　いけません。しっかり、しっかり考えないと」

　いまは、一つのことを考えるにも多大な集中力を必要とした。背筋を伝わる冷たい恐怖の感触や、勝手に震ふるえる手を押さえ込むのに必死で、簡かん単たんにはいかない。

　それでも、目を硬く閉じて、イーリスは結けつ論ろんを懸けん命めいにたぐり寄せる。

「……坑道を掘り進めていた、ということですね」

　そう独りごちて、奥歯を嚙かみ締しめる。轟ごう音おんの正体は分からない。しかし、地下から来たというなら、それしかない。

　やはり、この裏には『化け物』がいる。魔獣がわざわざ知恵を働かせて町を陥おとそうとするなど、それしか考えられない。悔やまれるのは、それを予想していたにも拘わらず、この危き機きを無策に迎えてしまったことだ。

　遠くから聞こえる人の悲鳴。それはだんだんと数を増し、無分別に広がっていっているように思える。

「──っ!!」

　いまもまた、甲かん高だかい絶叫が聞こえた。身が竦すくみ、動けなくなる。

　体が動けないかわりに、頭の中ではあらん限りの騒さわぎが起きた。

　魔獣はどれくらいいるのだろうか？　逃げ道はあるのだろうか？　兵舎の兵士はどれだけいただろうか？　巡回に出ている者は？　──自分はいま、何をすればいい？

「は──」

　息がうまくできない。

　震える手をさらに強く押さえつける。痛みを感じるほどに。

「お気を確たしかに、イーリス様」

　きつく握り締めた熱あつい両手に、そっと触れる冷たい指先があった。

　アリシアのものだ。

　そこでようやく、いつでも平静を失わない忠実な騎き士しが、己おのれの目の前に立っていることに、イーリスは気づいた。

　添えられた指先をそっと握り、何回か大きく息をする。

　そうして落ち着きを取り戻してから、イーリスは顔を上げた。

「……ありがとう、アリシア」

「いいえ、イーリス様」

「ひとまず外に行きましょう。クヌード騎き士しに詳細を聞いて、私たちもどうするのか、決めねばなりません」

　女騎士の気き遣づかわしげな視し線せんに、どうにか自然な笑えみを返す。

　有事に王が取り乱していては、忠実で頼りになる騎士も、宝の持ち腐れになってしまう。

　まだ恐怖は残っている。それでも、イーリスは王だ。

　民たみの為ために千を超える魔ま獣じゆう軍ぐんを相手に自ら出陣していった父のように、イーリスもまた、勇を捨ててはならない。

　アリシアを従えて兵舎の前に足を運ぶと、それに気づいたクヌードが駆け寄ってきた。

　焦しよう燥そうした顔つきでイーリスの前に立ったクヌードは、兜かぶとを脇わきに抱え、腰に剣を佩はいた完全武装の格好で、周囲を急ぎ走る兵士たちもまた、武具と鎧よろいを身に着けて集結し始めている。

「イーリス・ヴァルカ陛下、いま──」

「分かっています。魔獣ですね」

　時間が無いことを承知して、簡かん潔けつな結けつ論ろんだけで会話を望む姿勢を見せると、クヌードはあからさまに安あん堵どの色を浮かべた。

「そのとおりであります。我々はこれから魔獣どもの排はい撃げきに出ます。──陛下は、お逃げ下さい」

　イーリスの倍以上を生きた初老の騎士の目に、悲壮な決意が宿っていた。

「兵を町全体に配置していたのが災いしました。魔ま道どう士し隊の所在も不明です。非常召集をかけても、この状況では兵舎近辺の者しか集まれません。……ここにいる兵らだけでは、時間を稼かせぐのも長くは無理でしょう」

　その言葉が意味するのは、クヌードが死を覚悟している、ということだ。

　言われて彼の背後を見れば、まだ二百はいたはずの兵士たちのうち、ここにいるのは半数にも満たない。魔獣の数は事前の情報によれば確か二百体以上。人は武具を持っても一対一では魔獣には劣る。だというのに、兵に倍する数の魔獣を相手取って勝利するのは、不可能だ。

　イーリスには、何を言えばいいのか分からない。

　老騎士は別の方向を手で示した。兵に誘ゆう導どうされて集まった町人たちだ。

「陛下にこんなことをお頼みするのはまことに心苦しいのですが……あちらの人々を、先導してもらえぬでしょうか。我々を頼って来てくれた者たちです。イーリス・ヴァルカ陛下とアリシア騎士殿にご助力いただければ、助かる者もいるかもしれません」

　イーリスの目に彼らの姿は、ヴァルカの避ひ難なん民みんと同じように映った。不安げに身を寄せ合い、どこを活路と見み出いだすべきかも迷う者たち。

　それを先導する、ということは、

「ヴァルカ王おう国こくでは魔ま獣じゆうから多くの民たみを救い、殿しんがりを務め上げられたこと、聞き及んでおります。リクスリオンの者にも、そのご威光を示されてはいただけませんでしょうか」

「彼らを連れて落ち延びよ、と？」

「魔獣は南側の大通りに出てきました。北側に行くしかありませんが、門の外がどうなっているのか、ここでは分かりません。まだ道を塞ふさいでいるか、穴から攻め上がるために封ふう鎖さを解いて集結しているか……いずれにせよ、ただ逃げることすら厳きびしい状況にあるでしょう。それでも、一人ひとりでも助けられる道があるならば、望みを持ちたいのです。どうか、お頼み申します」

　クヌードが頭を下げてまで請こい願ねがうことに、イーリスが断れるはずもない。

「どうかお顔を上げてください、クヌード騎き士し。最初にお約束したとおり、私が民を救うのに、力を惜しむことはありません」

「……それでは、彼らを託してもよろしいでしょうか？」

「イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートが名にかけて、一人でも多く救ってみせます」

　老騎士の目を見返してしっかりと頷うなずいて告げる。

「ありがとうございます、イーリス・ヴァルカ女王陛下」

　クヌードは穏おだやかな声でそう言って、もう一度頭を下げた。

「では、我らは出しゆつ立たついたします。時間がありません。これ以上奴やつらが散る前に、こちらへ引きつけねばなりますまい」

「よろしいのですか？　一丸となって逃げるのであれば、あるいは、あなたたちも──」

　最後まで言いきるより先に、クヌードが手でイーリスを制した。

「いざ戦いとなれば、戦えない者がそこにあっても足手まといです。それとも、ヴァルカにできたことが、エルザスではできぬとお思いですかな」

　そこでいったん言葉を切って、クヌードはにやりと笑った。

「こう見えて儂わしの若い頃ころ、陛下のお国と剣を交えた時には、亡き妻を口く説どくのに充分なほど、手柄話を頂ちよう戴だいしております。──おっと、これは失敬」

　口を手で覆おおってわざとらしく目を逸そらしたクヌードに、

「……殿方の、悪あしき習しゆう慣かんですね」

　うまく笑えたのかは、分からなかった。それでも、イーリスはそう返す他ほか無かった。

「陛下が仰おつしやったことです。〝悪いように考えないように〟と。だから、また手柄話が増える、そのように考えようと思いましてな」

　頰ほおの皺しわを笑えみの形にして、クヌードは肩を竦すくめた。

「それでは、我々はこれで」

「ご武運を、お祈りしています」

　それだけを言うのが、精一杯だった。

　そして、クヌード以下、およそ百人の兵士たちは出立していった。

　その姿を見送って、イーリスは思わず呟つぶやいた。

「私は、救うと、そう言ったのに……」

　それを果たせない無念が、涙という形で、零こぼれた。

　救いを与えると言ったのは、民たみにだけではない。兵に対しても同じ想おもいであったのだ。

　戦いに発たつ背中を見送り、そして二度とその顔を見られなかった人は多い。祖父も、父も、見知った家臣や気合を漲みなぎらせる騎き士したちの列も、ヴァルカの滅んだ際には数えきれぬほど多くの背中と顔を喪うしなった。

　ここでまた同じことを起こさぬために、イーリスはあらゆる手を尽くして解決に努めた。それが、このざまだ。

　民が近くにいる。だからイーリスはきつく奥歯を嚙かんで顔を歪ゆがめず、静かに涙を抑えようとした。何も感じられなくなるほど握にぎり締しめた手も、そっと袖そで口ぐちに隠して震ふるえを晒さらさない。

「この町から出ましょう、イーリス様。お早く」

　泣き濡ぬれるイーリスに、控えめながら厳きびしい声音で、アリシアが声をかけた。イーリスはこくりと頷うなずき、頰ほおを流れる涙を乱らん暴ぼうに袖口で拭ぬぐった。

　そして、脱出することを考えた時──最も考えたくなかったことに、直面する。

「……アリシア、レン様は、どうされたと思いますか？」

　ここに魔獣が現れたということの意味。その先にある意味を思うのを、イーリスは本能的に拒こばんでいた。

　だから、卑ひ怯きようにもアリシアに頼ってしまっていた。

　そんな振ふる舞まいをしても、忠実なイーリスの騎士は眉まゆ一つ動かさず、答えた。

「レンは、坑道に向かいました。そこを掘り進めた魔獣がここへ来ているということは──彼は、しくじったということです」




　　　　　○




　暗くら闇やみの中、いまだ土つち塊くれが落ちてくる坑道の中で、猛烈な勢いで吹き飛ばされた〈アーガス〉が、倒れていた。

　土砂にまみれ汚れたその姿は、焼死体のように手脚を曲げたまま、不自然なまでに動かない。

　強化外骨格装甲服が動力源を失うか、装着者が死んでしまえば、それはただの金属の塊になる。いまのように、ぴくりとも動かなくなるだろう。

　──が、

『耐衝しよう撃げきモード解除。全関節ロック解放します』

　レンはまだ生きていた。

　爆ばく発はつそのものはタルタロスアーマーを爆砕しうるほどの爆発力ではなかったものの、飛来した岩や土砂はそれこそ砲弾のような威力を持っていた。撃うち出された岩石と衝しよう撃げきがレンの全身を叩たたく寸前、防御姿勢を取ってレンは耐衝撃モードで──つまりは、装甲服の全関節をロックして、耐えたのだ。吹き飛ばされようが落とされようが、その状態であればレンの装甲服は強固に姿勢を保ち、純粋な積せき層そう特殊合金の塊と化す。

　そこまでした甲斐かいもあり、レンの頑丈な身体からだは重大な怪け我がを免まぬがれていた。

　さすがに全身を打った痛みはあるものの、関節を可動に切り替えた瞬しゆん間かん、すぐさま体の上の岩塊を跳はね除のけながら立ち上がり、レンは暗くら闇やみの中に呼びかける。

「誰だれだ？　出てこい」

　爆ばく発はつの起きる一瞬前に聞こえた声、その持ち主へ。

　ぎしぎしと痛みを訴える腕をオルドーに添えて、既に臨りん戦せん態勢だ。──爆発にもまれたせいで、突撃銃ギデオンはどこかへ失なくしてしまった。

《こっわいなあ。そんなに警けい戒かいしなくてもいいじゃないか》

　応答は、いっそ呆あつ気けないほど簡かん単たんにレンの耳に届いた。それはある意味、当然である。

　その声はレンの体内、通つう信しん機きから聞こえていたのだから。

　物音一つ無かった空間で、足音が生まれる。そちらを向くと、小枝を折るような軽い音とともに、オレンジの光が灯ともった。

「ボクのこと、うすうすは気づいてたんでしょ、センパイ？」

　手に持ったケミカルライトをぞんざいな手つきで放りながら、横坑から出てきた者がいる。

　光源が生まれたことで、レンの持つ暗視装置は詳細にその姿を目に映す。

　肩にかかるかどうかという長さの銀の髪。白はく蠟ろうのような病的な白さを持つ肌。その只ただ中なかにあって爛らん々らんと光る赤い瞳ひとみ。そして、その小さな身にまとうのは、血塗れたように紅べにに彩られた異い形ぎようの鎧──強化外骨格装甲服タルタロスアーマー。

　もはや、疑いようもなかった。

「本当に……〈アーガス〉だった、か」

　ぎし、と奥歯を嚙かみ締しめる。

　考えられうる限りで、最も悪い想像が、現実となってレンの目の前に現れたのだ。

　苦々しく呟つぶやいた彼の前で、その〈アーガス〉──少女型のそれは、にっと歯を剝むいて笑った。

「ボクは、セティス。ちなみに名前は自分で付けたんだけど、結構気に入ってるよ。名前があるっていいね。なんだかこう、じぶんーって感じがするよ」

　そう言ってけらけらと笑ってから、レンを見る。

　何も反応しないことが不満だったらしく、むっと唇を尖とがらせて、

「それとも、第四世代型〈アーガス〉プロジェクト、プロトタイプナンバー２２。と、言ったほうが、センパイには馴な染じみ深ぶかいかな？」

　二本の指を立てて顔の前で振る、ふざけた敬礼でおどけながら、セティスはそう言った。
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「第四世代型、だと？」

　レンが疑問を口にすると、セティスは白い頰ほおを歪ゆがめて笑う。

「ようやく反応してくれたね。そうだよ、ボクは次世代型ってやつ。もうじき実戦配備になるってところだったんだ。だからセンパイが知らないのも無理はないよ。──ボクは、センパイのこと知ってたけどね」

　レンの最悪の予想をはるかに超えていた。

　彼は第三世代型〈アーガス〉だ。セティスと名乗るあの〈アーガス〉の言うことが本当ならば、己おのれの性能を凌りよう駕がする相手と、最悪のタイミングで相あい対たいしたことになる。

　そう、最悪のタイミングで、だ。

　セティスの背後で、地下空間に開いている横坑から、魔ま獣じゆうの群れが現れては奥へと走っていく。おそらく、もう坑道の先は開いているのだ。

（奴やつら、セティスも俺おれも無視している。──間違いないな。魔獣はセティスが操あやつっている）

　リクスリオンに攻め上がっている。イーリスたちが危うい。

　ならば取り得る行動は一つ。戦うしかない。

　レンがオルドーを抜くと同時に、セティスが背中に手を回してライフルを抜ぬき撃うつ。

　銃声が轟とどろいた。

　レンが横に跳ぶのとほぼ同時に、背後にあった大岩が破砕された。

　弾丸が発する衝しよう撃げき波はに肩を殴り付けられながらも、揺らいだ姿勢を二歩目で制御。レンは地を舐なめるように高速で疾駆していく。

　銃撃は容赦なく追ってきた。

　レンから一メートルと離はなれていない場所で岩が砕け、地面が抉えぐれる。

　装甲を無数の石いし礫つぶてに叩たたかれながら、レンは緩かん急きゆうをつけて走り照準を逃れ、最後に大きく跳ちよう躍やくの一歩を踏む。

　その瞬しゆん間かん、背筋を走る悪お寒かんを感じた。

「──っ！」

　低く跳んだ軌道の半ばで、直撃をくらった。

　錐きり揉もみ状態になりながら、レンは跳躍した勢いのままに地面に落ちて転がる。

「わお。すごいねセンパイ」

　セティスが感嘆の声を上げた。

　レンは直撃弾をオルドーの刀身を盾にして受けていた。着弾をくらいつつも、目もく論ろ見みどおり大きな石柱の陰に滑りこむことに成功したレンは、身を起こし片かた膝ひざをついて岩に背を預ける。

「でもさ、ヘルメットも取ってくれないうえ、いきなり隠れるって酷ひどくないかな？」

「すかさず撃ってきただろう」

「撃たなかったら、ボクのこと斬きるつもりだったでしょー？」

　あくまで気楽な口く調ちようを崩さず、セティスが指摘。レンは眉まゆを顰ひそめる。

（厄やつ介かいな奴やつだ）

《反応速度、射しや撃げき能力、いずれもあなたと遜そん色しよくありません。射撃制御ＦＣＳプログラムもアップデートが施されているようです》

　レンがオルドーを引き抜く動作と、セティスが銃を抜くのはほぼ同時だった。その時点で強きよう襲しゆうを諦あきらめたレンへの追撃は、抜け目無く苛か烈れつな射撃。

　常人なら構えるだけでも精一杯だったはずのレンの高速機き動どうも、セティス相手では優ゆう位い性せいを失う。そのうえ、セティスの銃は最新の装備を手にしていたレンですら、見たこともないものである。

　はっきりと言えば、厄介を通り越して不利であった。

（ミネルヴァ、奴の装備および第四世代型〈アーガス〉のデータはあるか？）

《検索します──発見しました。一部だけですが、アルゴリス研けん究きゆう所じよのものがあります。ご覧らんになりますか？》

（そんな暇はない。強制学習インストールを使用しろ）

《了解しましたウイルコ》

　レンの脳裏に、情報が一気に流れこむ。

　セティスの銃は開発されて間もない〈アーガス〉専用銃、「UF aer-AS」というものだ。開発名は「アエラス」。ブルパップ方式で銃身長を長くした自動式狙そ撃げき銃じゆう。空気圧で弾体を射出する、空気銃である。箱型弾倉には鉄製九ミリペレットが二〇発装そう塡てん可能。秒速八七〇メートルで打ち出される弾体は、対魔ま獣じゆう用として充分な威力を持つ。

　特筆すべきは銃の後部に収められた弾体成型機き構こうだ。鉄製品──ナイフだろうと弾薬箱だろうと、とにかく鉄でできた物を銃の後部にある入れ口に投入すれば、自動的に鉄弾を成型し、弾倉に装塡する。不純物は下の排出口から吐き出される為ため、純度の低い鉄でも問題無い。

　ただし、戦せん闘とう重量はおよそ十九キロで、空気圧縮機エアコンプレツサーへの電力供給が必ひつ須すという、個人用携行火器としては埒らち外がいの仕様となっている、〈アーガス〉専用の武装である。

　そして、強化外骨格装甲服タルタロスアーマーも新型になっている。

　内側に耐衝しよう撃げき性自己回復プラスチック、外側に高密珪けい素そ装甲が貼はり付けられ、重量を減らしつつも、防御性を保持することに成功。珪素装甲は傷ついても周囲の珪素──すなわち、砂を吸収して自己再生を行うようにできている。

　発電や身体操そう作さのための機材の性能は第三世代型〈アーガス〉とほぼ同等ながら、より小型で高効率になっているため、身長などを操作し成長を促す手間もかなり省けている。

　いずれも〈アーガス〉に単独、かつ長期的な作戦行動をさせる為の、専用装備だ。

　そうした情報を一秒に満たない時間で一気に覚えて、レンは歯は嚙がみする。

（ミネルヴァ、これだけか？）

『そのとおりです』

（そうか）

　肝心の、第四世代型〈アーガス〉、その本人のデータが無い。

　わかったことは、種々の新型装備は強力で、特に、セティスの持つ自動式狙撃銃アエラスに弾薬不足という期待は持てないことくらいだ。

「逃げないでね、センパイ？」

　挑発的なセティスの声に、レンは岩陰から出ずに答える。

「お前が俺おれを撃うち殺さないならな」

　冗じよう談だんで返したはずのレンの言葉に、意外な反応があった。

「あはっ、じゃあ解決だ。センパイ、ボクはね、あなたを撃ちに来たわけじゃないんだ。……いまのは、センパイが先に抜いたのが悪いんだよ？」

「なに？」

　訝いぶかしく思ったレンがそっと頭の先だけを出し様よう子すを窺うかがってみると、セティスはまだ装甲服のヘルメットを着けず、アエラスの銃口を下に向けて、だらりと手を垂らしたままだ。

　戦う気はない、と示すように。

　見られたことに気づいて、セティスがにっと笑う。

「ボクはね、センパイと話しに来たんだ」

「話をする暇はない。この先で魔ま獣じゆうの鳴き声も聞こえている。いますぐそこを退どけ。奴やつらを始末してから、話を聞いてやる」

　その笑顔えがおのまま鉄弾を撃うてるような相手と、長話をするつもりはない。レンは単刀直入にそう言った。

　銀ぎん色いろの髪を揺らし、セティスは小首を傾かしげる。

「あのさ、センパイ……これ、中央司令部ＵＦＣＣの作戦行動なんだけど、それを知ったうえで言ってるのかなぁ？」

　赤い瞳ひとみをぱちくりと瞬またたかせながら、セティスは何気なくそう言った。




　　　　　○




　そこにはまさしく、地じ獄ごくがあった。

　逃げ惑う人々を引き裂き、食らい、嬲なぶる、おぞましい魔獣の姿を、人の営みを見るべき場で目にしている。

　走る男の背にのしかかった魔獣が一ひと嚙かみで頭を食い千切る。恐怖に泣き叫ぶ女の腹に爪つめが突き立てられる。逃げる子供が獰どう猛もうな牙きばで摑つかみ取られる。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄が、そこにあった。

　どこからも破は壊かいと絶叫が響ひびくその只ただ中なかで、唯一、怒りの声があがった。

「突とつ撃げきせよ!!」

　いままさに子供を口に咥くわえた犬の魔獣が、鋼はがねの輝かがやきに全身を貫かれた。四肢に、胴体に、そして二つあるうち一つの頭に、槍やりが深く突き刺さる。

　苦痛に身を捩よじる魔獣の、槍を免まぬがれたもう一つの頭が吠え狂う。

　涎よだれと血泡を吐き出すその頭を、首に叩たたきこまれた騎き士し剣けんが切り落とした。

「これ以上、汚らわしい魔獣どもの好きにさせるな！」

「「「応っ!!」」」

　いましがた魔獣の首を刎はねた騎士剣を掲げてクヌードが呼びかけ、兵士が応こたえる。隊たい伍ごを組んだ兵士たちが、槍を揃そろえて通りの先、魔獣どもに刃先を向ける。

　その気迫の声に反応した魔獣が、血走った目を光らせて兵士たちを向いた。

「かかってこい、相手になってやろう!!」

　クヌードが気勢を吐いて兵士を鼓こ舞ぶし、魔獣が聞く者を震ふるえ上がらせるほど獰猛な咆ほう哮こうを放ち──激げき突とつする。




　　　　　○




「笑えない冗じよう談だんだな、セティス」

　レンの言葉に、セティスは目を丸くした。

「不ふ思し議ぎなことを言うね、センパイ」

　そして、当たり前のことを告げる口く調ちようで、続ける。

「だって、ボクたちは〈アーガス〉で、この世界では異物だ。……ううん、あっちの世界でもそうだった。違う？」

「……それには異存ないがな」

「だったらさ、ボクたちはきっと〝人間にとって〟異物として作られたんだよ。人間たちの世界を、侵おかすためにね」

　レンは眉まゆを顰ひそめてセティスの目を見る。赤い瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせるセティスは、己おのれの発言に一片の疑いも抱いていないようだ。

「司令部との連絡は途絶している。作戦行動だというなら、指令を受けているだろう。連絡手段があるのか？」

　わけの分からないセティスの言葉を無視して、レンはそう問とい質ただす。すると、相手はつまらない話を聞いたとばかりに、片目を閉じて唇を尖とがらせた。

「ぜーんぜん。何かエラーがあったみたいで、この世界で目覚めた時に、いまいち記き憶おくが曖あい昧まいでさ。どうやってここに来たのか、なんでここにいるのか、分かんないんだよね」

「なら、なぜ作戦行動だと？」

　こつん、と己おのれのこめかみをつついて、セティスがレンを見る。

「作戦要よう綱こうのデータがあったからさ。この世界を制圧するための」

「なんだと？」

　いよいよ看過できないことを告げられて、レンは声を荒らげてさらに身を乗り出した。

「持ってないの？　言語翻ほん訳やく用のデータとかさ、他ほかにもいろいろ。この世界のデータと一いつ緒しよに、研究所のアーカイブにあったじゃん？」

「持ってない。送ってこい」

「いいよー？」

《来ました》

（開示しろ）

《了解しましたウイルコ》

　視界の中にいくつかウィンドウが表示され、文書が流れる。大おお雑ざつ把ぱにそれを流し読んで、レンは目を細めた。

　そこに書いてあったのは、草案とも言えないような、不完全な作戦要綱だ。

　データそのものにいくらか欠損があり、まるで意味をなさない。かろうじて分かるのは一つ。

『統合軍は異世界へ到着後、現地軍の反対に対し努めて■■■■■兵備を整せい頓とんし■■■■■■■■■■攻勢を執とり■■■■我に近き地帯に於おいて■■■■■捕ほ捉そく撃げき滅めつを■■■■■■■■付近所在の■■■■の策源を確かく保ほせよ』

　推すい論ろんアルゴリズムによる補正があってすらこれであるなら、元データの欠損は甚じん大だいだろう。

　それでも、内容をさらに想像で埋めれば『統合軍は異世界へ到着後、現地の軍隊を速やかに制圧し、そこを拠点として策源地を確保せよ』とも読める。つまり、いまの状況──ヴァルカを滅ぼし、エルザスをゆっくりと切り取っていくものと読めるのだ。

（まさか、本当に、こんなものがあるとは……）

　信じられない思いで、レンは何度もそのデータを隅々まで確認する。

　しかし、それは確たしかに研究所のデータであり、暗号タグが付けられた断片は、正式な文書として作成途中のものだった。

「どーよ？」

　押おし黙だまるレンに、挑発的なセティスの問いかけ。

　レンはデータを意い識しきの隅に追いやって、言い返した。

「……セティス、これはただの断片データでしかない。まだ辞令として交付されていないし、従う必要は無い」

　そもそも、交付される予定があったのかも分からないものだ。

　あらゆる可能性を考えて備えるのが軍隊というものだ。これが本当に使われる予定だったのかは不明だ。

　それでも、異世界というものについて言及するデータがあったのは、驚きよう異いではあったが──推測に想像まで重ねてこれに付き合うことはない。

　それはセティスも分かっているはずだ。が、

「でも、ボクたちの目的はこれしかない。ボクたちは作られた目的に従うんだ」

　間かん髪はつを容いれない反はん駁ばくに、レンの中に悪い予感が生まれる。

「目的とは何だ」

「決まってる。ボクは生まれてからずっと一つのことしか教えられてない。敵を殺すことさ」

「敵は魔ま獣じゆうだろう」

「いいや、それは違うね」

　──セティスの顔から、笑えみが消えていた。

「ねえセンパイ、ボクはね、培養されたんだ。胎児よりもっと前、卵子の頃ころから、遺い伝でん子しレベルで改造して、〈アーガス〉として最適な設計をされて、造られたんだよ」

「クローン……いや、人工授精か」

「なんでもいいさ。〈アーガス〉に適合するのは限られた人間だけ。その要因が先天的な遺伝子によるものなのか、後天的な環境によるものなのか、はたまた何か別の何かなのか分からずじまいだった。──けどね、何から何まで、全すべてをそっくり同じに作れるなら、〈アーガス〉を量産できる。そう考えたのさ、あの研究者どもは」

　整ととのった鼻筋を歪ゆがめて、セティスが汚らわしいものを吐き捨てるように言った。

「そうしてボクはたくさん作られた。だけど、最終的に第四世代型〈アーガス〉になれたのは、ボク一人ひとり。……なんでか、わかる？」

「……察しはつく」

「予期せぬ失敗だの、成功までの過程だの、理由はいろいろつけられた。けどね、結局は〈アーガス〉に適合できなかった、それだけさ」

「ああ」

　答えて、苦味のある唾つばを飲みこんだ。

　レンにも覚えがある。

　第三世代型〈アーガス〉になるための訓練、何度にも亘わたる施術。いまだ低く、完全には解明されていない〈アーガス〉への適合検査と適合率は、施術のたびに、仲間を喪うしなう結果をもたらした。

　ある一人など、施術直後は元気だったのに、二日後に足が動かなくなり──それから、その姿を見ることはなくなった。

　処分されたのだ、と誰だれに聞かずとも知れた。

　同じことが、セティスにも起きたのだろう。それも、彼ら第四世代は、それが生来の役目だと設定されて。

「生まれた時から、ボクたちに許されてたのは殺すことだけ。それに見合わないと動くこともできなくなる。ボクに組みこまれた〈アーガス〉支援専用ＡＩ『クロノス』は、ずっと、ずぅっとボクにそう教えてきたし、従えないボクは、処分された」

（ミネルヴァ、情報は？）

《あります。ＡＩではなく装甲服の動作プログラムをバージョンアップしたものです。特徴的な改変が一つ。行動抑制プログラムです。〈アーガス〉が命令違反などを企き図とした場合、動作を妨害する権限が付与されています》

「人間はボクらを──〈アーガス〉を殺してるのに……人間も、魔ま獣じゆうも、なんの違いがあるのさ!!」

　昏くらい炎を瞳ひとみに宿らせて、セティスが叫んだ。

「どうだっていいじゃないか！　作戦要よう綱こうはある。このとおりにやってる間は、クロノスの妨害も無い。だったら殺す!!　ボクは殺せるだけ殺してやる!!」

「研究所とここの人間は関係無い」

「だったら何さ、楽しいのには変わらないよ？」

　薄うすら笑いを浮かべて、セティスは言った。

　沈ちん黙もくが落ちる。

　もはや理屈ではないし、説得などという段階はとうに過ぎていたのだ。

「……お前の事情は分かった」

　レンは是とも非とも言わず、ただそう返す。そして、

「だが、人間を嫌きらっても魔ま獣じゆうはこちらを襲おそってくるはずだ。何故なぜ、お前は魔獣を操れる？」

　最も肝心なことを問とい質ただす。すると、セティスが笑えみを深くした。

「さあてね。理屈は分からない。理由も知らない。でも、いつなのかは分かりきってるさ。──世界を跨またいだ、あの時だよ、センパイ」

　人の識しらないものを共有する仲間へ向ける、共犯者への笑みだった。

「世界と世界の間に──世界の外側に、何があるのか、見てきたはずのボクらが分からないなんて、おかしな話だね。でも、あの時に何かがあったんだ。そして、ボクらと同じことをしてる存在が──魔獣が、仲間として受うけ容いれてくれたのかもね」

「……俺おれには従わないようだが」

「そんなことボクが知るもんか。戦術提案を送れば、それに従ってくれる。細かい指示はできなくても、ボクにはそれで充分だね」

「そうか。……ミネルヴァ？」

『ミネルヴァにそのような機き能のうはありません』

　やはりレンにはできないらしい。そんなこちらの様よう子すを見て、ひどく失望したかのように、セティスは大きなため息を吐ついた。

「もしかしたら、センパイがあの町に入りこんで皆殺しにしてくれてるとか、司令部が送りこんだボクの増援か、あるいは刺し客かくだとか、いろいろ考えてここまで来るのを待ってみたんだけど──まさか、ただ迷いこんだだけとは思わなかったよ」

　最後の一言に殺気を感じ取った瞬しゆん間かん、

《それならどうする、セティス？》

《ボクに言わせたいの？　あんたの戦歴からして、もう決めてるくせに》

　お互いが戦せん闘とう態勢に入っていた。口を動かす時間と神経も惜しんで、高速通信帯による回かい線せんに切り替えている。

《俺の情報を知ってるのか》

《ああ。試作剣を使い続ける変わり者は一人ひとりしかいないからね。ＡＳ─０７─３。戦災孤児で、最年少の第三世代型〈アーガス〉。激げき戦せん区くにばかり送りこまれ、所属する部隊はあんたを残して全滅してる。……頼るものが無いまま、生きるだけで命の危き機きに晒さらされて、同世代の仲間も死んでて、あんたの人生は造られたボクとそんなに変わりなく見える。なのになんで？　こんな世界に来てまで、なんで人を助ける必要がある？》

《理由なんて、考えたこともないな。俺おれにとって世界が危険なのは当たり前だった。不満を持つより先に、慣なれてしまったんだろうな。……この世界に来て、安全な世界も見てみたが……お前のように、あれを壊こわしてしまおうとは思えなかった》

《どういうことさ？》

　セティスの疑問に、レンは一言にまとめて答えた。

《俺はイーリスを撃うてない》

《……あっそ》

《貴様こそ、好きにしたいなら、いまからでも別のことを試してから、行動を選択しろ。一度でもこの地の人間と話したか？　そうじゃないなら、お前は、それしか知らないから殺しに走ってるだけだ》

　セティスの装甲服が自動的にヘルメットを展開、装着し、頭の先まで深しん紅くの装甲に包まれた、〈アーガス〉としての真価を発揮するべき姿へ移行。

《もういいや──死ね》

　戦せん闘とうが、再開された。




　　　　　○




　騎き士し隊たいは苦戦を強しいられていた。

　槍やりを並べた前列は、熊くまの腕に得え物ものを薙なぎ払われて列を乱し、剣を持った第二列が斬きりかかるものの、大きな猿の姿をした魔ま獣じゆうが混戦に拍車をかける。

　身体能力において人間を凌りよう駕がする魔獣を相手に、乱戦は自殺行為だ。

「怯ひるむな！　乱すな！　槍をかまえろ！　敵の足を止めろ！　剣にかけて敵を通すな!!」

　槍を並べて敵の突進を阻止し、切りこまれれば数人がかりで剣を振るい、魔獣の体を幾重もの武器で突き刺し切り裂くが、例外なく巨体を持ち、分厚い毛皮や甲殻で覆おおわれた魔獣に、致命傷を一度で与えることはできない。

　辛しん抱ぼう強づよく戦っていくしかないのだ。

　突如、半人半蛇の魔獣が横道から襲おそいかかり、兵士が反応する間もないまま嚙かみ付き、引きずり連れ去った。

　小道の奥で水袋をぶちまけたような湿った音と、仲間の絶叫がこだまして、兵士の足を竦すくませる。

「四班、五班、続け！」

　クヌードが声をかけて敵を追った。二〇人ほどを連れて横道に駆けこむと、兵士の腸を両手にぶら下げて狂乱する、おぞましい魔ま獣じゆうの姿が見えた。

「弓を打て！」

　五人ほどの弓手が魔獣に矢を射かける。

　この距きよ離りで大人おとなの倍以上の大きさの的を外すはずもなく、鏃やじりは全すべて魔獣のぬめった鱗うろこを貫く。

　だが、己おのれの体に突き立つ矢を一いつ顧こだにせず、魔獣は淀よどみない動作でぐるりと騎士たちに振り返った。

「槍かまえ！　突とつ撃げき!!」

　道を横いっぱいに槍を揃そろえた兵士が並んで突撃をかける。クヌードも自ら騎士剣をかまえて突進。この狭い道では避けられないはずだ。

　その考えは、甘かった。魔獣は体を振って板張りの壁かべを殴り付け、横の民家に穴を開けて逃げ込んだ。

「くっ──突撃やめ！　止まれ、大通りに戻れ！　早くせい！　戻れ、戻れっ!!」

　部下をどやし付けて急反転し、小道を脱出する。命令はすぐに全員の足を止め、重い装具を着けたままの足を大通りに向けて全力で走らせた。

　しかし、間に合わなかった。

　最後尾にいた兵が、再び壁をぶち破って現れた魔獣に襲いかかられる。足に食い付かれ、腹に爪つめを立てられたその兵士は、血を吐きながら叫んだ。

「たず、たすげ、で──!!」

　こちらに手を伸ばし──そのまま、魔獣に連れ去られた。

　ぎり、と音がするほど歯を食いしばり、クヌードは命令を飛ばす。

「大通りから出るな！　ここを止めることに専念せよ!!」

　入り組んだ路地では、数の利を生かせない。

「そんな、隊長!!　我々は既すでに──」

「黙だまれ！」

　抗こう議ぎを口に出そうとした兵を遮さえぎって怒ど鳴なり付けた。

「死の覚悟と、犬死には違う!!　我らがここにいれば、魔獣どもが北側の門へなだれこむのは防げる！」

　南側の大通りから出現した魔獣の群れを、中央の広場で受け止める形だ。脇わき道みちから広がる魔獣を止めることは叶かなわないが、北側の住民は門から逃げていけるはずである。

　それが、街の半分を諦あきらめるに等しい決断だとしても、そうせざるをえない。

「隊長、新手が来ます！」

　兵士の叫びに、クヌードは喉のどが張り裂けんばかりの大声で応こたえた。

「堪こらえろ！　我らが引き付ければ、それだけ民たみを救うこととなる!!　死ぬ時は魔獣を道連れに、死ね！」

　それは自分自身にすら向けた叫びでもあった。




　　　　　○




「気を付けて！　人を押してはなりません！　小さい子は抱き上げてください、潰つぶされぬように！　手を離はなさないで！」

　見渡す街路は、荒れている。道が荒れているのではない。そこを往ゆく人々の騒そう乱らんが、そう思わせるのだ。

　いましも魔ま獣じゆうに襲おそわれかねないという恐怖が、逃げ惑う人々を乱雑な群衆へと変えている。

「大丈夫です！　魔獣は騎き士し隊たいが食い止めています!!　北です！　北へ向かいなさい！」

　誰だれしもが必死の形ぎよう相そうで逃亡する最中だ。あちこちでぶつかり合った人々がいる。倒れ、泣き叫ぶ声。

　分別のない恐怖をそれでも一方向へ──北という正しい逃走路へと導みちびくため、イーリスは声を張り上げ続けていた。

　自分の後ろには誰も残さぬよう、見かけた者には必ず声をかけている。しかし、脇道の奥や、建物の中までを確かく認にんする時間までは、無い。苦いものを飲み下すような心地ここちはあった。だが、全すべてを救うのは無理だ。

　後ろ髪引かれる思いを振り切って、イーリスは人々に呼びかけながら民たみを急せき立てていた。

　しかし、あと少しで門にたどり着くというところで、足を止めざるをえなかった。

　前を往ゆく人々が、ほとんど隙すき間まも無いほどぎゅうぎゅう詰めになりながらも、それ以上進まなくなってしまっているからだ。

「なにごとですか？」

　後ろから追いついてきたアリシアが、イーリスに問いかける。その剣と鎧よろいから、黒砂と化してざらざらと落ちる魔獣の返り血。途中で遭遇した騎士隊の討うち漏らしと戦っていたのだ。

「わかりません。もう先頭は門に辿たどり着いているはずですが……門の外にはもう魔獣がいないと、衛えい兵へいからはそう伝令があったはず……」

　首を伸ばして前を見てみるが、それで分かるはずもない。

　レンの提案で、彼が町の外へ出て行ってから少しだけ時間を置いて、斥せつ候こうを出したのだ。もしも魔獣がレンに対抗するために集結すれば、封ふう鎖さも解かれるはず、と。

　魔獣の襲しゆう撃げきには間に合わなかったが、避ひ難なんをする途中で運良くその結果を聞いていた。門の外の山道には、魔獣の姿は既すでに無い。

　ならば、いまになっても人波がここにあるのは、異常なことである。

「どうしたのでしょう？」

「この先は国境側の門があるはずです。全員がそこに向かおうとして……いえ、それにしてもおかしい。何かあったのでしょう」

　アリシアは目を眇すがめて周囲を見渡し、ある方向で目を留めた。

「そこの兵士！」

　呼びかけた方へイーリスも顔を向けた。そちらにいるのは、若い兵士だ。足を止め、息を切らせながらアリシアを振り向いた兵士は汗みずくで、走り回っていたことが分かる。

「この先で何があった!?」

　エルザスのものではない軍装に兵士は一いつ瞬しゆん戸惑いを見せたものの、膝ひざに手をついて息を喘あえがせながら、門の方を指差して答えた。

「バルブロです！　バルブロの私兵が、逃げる町人たちに剣を向け、避ひ難なんを妨害しています!!」

「なんだと!?」

　思わず声を荒げる。

　理解の外にあるその事態に、アリシアは眉まゆ根ねを詰めた。

　南側の門への道が魔獣に塞ふさがれているいま、唯一の出口となる門を占拠するとは、いったい何を思っての行動なのか。

「いったい何考えてるんだ、くそっ」

　アリシアの口から、悪態が漏れ出た。既すでに剣に手をかけている。

「イーリス様、強行突破を図はかりましょう」

　兵士がぎょっとした顔で見てくるが、アリシアはそれを無視する。こんな状況だ。住民の避難の為ためにも、多少の荒事は許されるはず。エルザスの兵士は躊ちゆう躇ちよしても、ヴァルカの騎き士しは果断でもって知られている。アリシアにもその気風は備わっていた。

　が、それら全すべてを理解しながらも、イーリスは彼女の握った剣の柄つかを押おし留とどめる。

「いけません、アリシア」

　イーリスの手が、アリシアの手に覆おおいかぶさった。力で言えば無む理りやりに止めることはできないというのに、忠実な騎士は意図を汲くんで力を抜いてくれる。

「しかし、いまは──」

「いけません。私わたくしが説得にあたりましょう。あなたは、門まで抜ける裏道を知っていますか？」

　イーリスがそう問いかけると、兵士はこくこくと頷うなずいて肯定した。

「行きましょう、アリシア。話をしますから、剣はまだ抜かないでください」

「危険です、イーリス様」

「承知のうえです。さあ、時間がありませんから、早く」

　じっとその目を見つめ続けると、アリシアは折れた。

「……危なくなったら、私は躊躇しません。いいですね」

「行きましょう」

　兵士のあとに続いて、イーリスは脇わき道みちと様々な建物の中を抜けてまで、門へと走っていく。







「重ねて言うが、これは断じて私利私欲の為ではない！　皆の明日あしたの為だ!!」

　参事会の証あかし、鉄の腕うで輪わを着けた腕を掲げて、その男はそう叫んでいた。

　甲かん高だかいその声は繰くり返し響ひびいていて、人波の最前列に到達するまでに、イーリスは彼らの主張と行動をだいたいは把握していた。

　兵士たちが三百人という大部隊でもってしても、この状況は打破できなかった。それに危き惧ぐを懐いだいたバルブロは鉱夫たちをまとめ上げ、私兵として集めていた。武具を集めて訓練を行い、魔ま道どう士したちすら有事にはバルブロと共に行動することを約束させ、密ひそかに武力を調ととのえていた。そしていま、実際に街は脅おびやかされている。

　そこまではいい。

　だが、およそ五十の傭よう兵へいと一一人の魔道士がなぜ門を占拠しているのか、それが問題だ。

　バルブロはこう主張している。騎き士し隊たいを囮おとりにして、自分たちは逃げきる。そのための護ご衛えいとして鉱夫たちを雇ったが、今後、町を捨てて逃げた先でも雇い続けるために、まず、バルブロの私財を運び出さねばならない、と。

「ヴァルカ王おう国こくの避ひ難なん民みんの中には、エルザスに着いてもいまなお、町の外で寝泊まりを強しいられている者たちがいると聞く！　我らが同じ扱いを受け、じきに冬が来た時、幼い子供や女たちがまず死んでいくだろう！　それを防ぐために、財を持っていかねばならないんだ！　ここを逃のがれたとて魔ま獣じゆうは追ってくる！　兵と、財産こそが、我らを守るのだ！　だからいましばらく待つのだ、諸しよ君くん!!　──兵隊どもよ、早く門を開けるのだ！」

　とんでもない話だ。

　まず先に荷を積つんだ馬車の車列を通してから、と言っているが、その馬車は山道を下るために小さく作られていて、それが十以上、下手へたをすれば二十以上も連なっているのだ。狭い山道でそんな物が先頭を進んでいたら、追い越すのは無理だ。そして、全員の足が鈍にぶるのは間違いない。

　この車列を通したあとに魔獣が追いついて来たら──騎士だけでなく、同じ町人たちですら、囮おとりに使おうというのだろうか。

　しかし、槍やりを構える若者と、既に魔法を放つ準備をしている魔道士たちに、おいそれと飛びかかることはできない。彼らは、本気だ。

　イーリスの脳裏に最悪の結末がよぎり、血ちの気けが引くような悪お寒かんさえ覚えた。

　魔獣がここへ追いつけば、槍も魔法も狂乱した人波が押おし潰つぶしていくだろう。ただしそれは、大量の流血とともに全すべてが瓦が解かいする本当に最悪のものである。

（なんとしても、それだけは避けなければなりません）

　自らを鼓こ舞ぶして、イーリスは人波を縫ぬって前へ進み、バルブロたちの前に歩み出た。

　すぐさまバルブロとその私兵と、背に負った群衆の視し線せんが、己おのれへと集まるのを感じた。背筋を伸ばしてバルブロに相あい対たいする。

　殺気立った喧けん騒そうに負けぬよう、大きく息を吸って声を張る。

「ヴァルカ王おう国こく女王、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォートが、あなたたちに問います。なにゆえ手にした剣を、同胞へと刃やいばを向けるのです？　危急存亡のいまこのとき、あなたたちが得た力は、魔獣を打ち砕くためにあるのではないのですか？」

「そんなことは分かっている!!」

　果たして、イーリスの予想の範はん囲い内ないでの答えが返ってきた。バルブロが腕を振り回しながらイーリスに叫ぶ。

「だからこそ、私が戦おうと誘いをかけた時に、自ら名乗りを上げた者たちを率いているのだ！　彼らは戦い、摑つかみ取ることを選んだ！　役立たずの騎き士しに任せきりで、いざ事が起これば逃げることさえできればいいなどと、そんな甘い考えは持たずにな！」

　イーリスは一度目を瞑つむって、こみ上げるものを堪こらえた。努めて落ち着きを保ちつつ、バルブロを強く見返す。

「それを甘いというのですか？　ただ剣を持つことだけが戦いであると？　この一月、畑も少ないこの地でこれほどの人が生き長らえることが叶かなったのは、騎士の──剣のおかげではないと、いまあなたこそが口にしたはず。であれば、私にはここにいる全すべての人が戦っていたと見えます」

　バルブロが顔を真まっ赤かにして歯ぎしりをした。

　息を抜いて気を落ち着けてから、イーリスは続ける。

「……そこを開けて皆を通せば、より多くの命が残せます。街は消えても、もう一度建て直せます。そして──故郷の姿を覚えているのは、ここにいる人たちだけです」

　はっきりとそう断言して、イーリスはバルブロをしっかりと見つめた。中年の商人は息を詰め、やがて、何かを振り切るように首を振った。

「あんたのような生まれの良い人間には分かるまい。故郷を失なくし、金も無い者の暮らしぶりは。……昔よりよほどまともになったとはいえ、生き埋めになる鉱夫は珍しくない。泥を啜すすって這はいつくばり、そうまでしても死んでいった鉱夫たちが、いったい何人いたと思う。……そのうち何人が、誰だれに思い出してもらえると思うんだ!?」

　バルブロの言葉に、後ろの鉱夫たちが微かすかに頷うなずいた。

「……魔ま道どう士しの方々も、同じ思いでしょうか？」

　痛ましい。そんな思いが生まれたのは事実だ。だから、イーリスはその後ろ、魔道士隊にも目を向ける。

　黒のローブを羽は織おった彼らは、不意に話を振られて困惑した。

　お互いに顔を見合わせてぼそぼそと何事かを言い合い、

「おっ、俺おれたちは、もう魔ま獣じゆうと正面からやりあうのは、ごめんなんだよ！　魔ま道どう士しは魔獣に狙ねらわれる。後方にいたはずなのに、もう十一人しか残ってない！　もう一度やり合えば、全滅するに決まってるんだ!!」

　そう声高に叫ぶ彼の手には、既すでに魔ま石せきを用意した銀剣がある。動きやすい革かわ鎧よろいに、頭から全身を覆おおう黒の長衣、魔ま法ほう陣じんを備えた銀の小剣。一般的な魔道士の格好である。

　ただ、手にした銀剣とは別にもう一本、腰に同じものを下げている。同じ剣が複数用意されることはないので、おそらく、誰だれかの遺品だろう。

　その魔道士の顔には、強い恐怖が見て取れた。

　魔道士というのは、魔獣に狙われやすい。常人より強い魔力を宿しているせいか、彼らは普通の兵士よりも魔獣がたかって来るのだ。特に、魔法を使った場合、魔獣は魔道士を積せつ極きよく的てきに襲おそいにかかる。

　下山の為ために全兵力が動員され、そしてそれが失敗した時、魔道士たちが見た地じ獄ごくは、推おして知るべきところだろう。

「命令に逆らったら本隊には戻れない。でっ、でも、こいつは俺たちの生活を保証してくれると言った。……俺たちだって、命が惜しいんだ！」

　別の魔道士がそう叫んだ。それを受けて、賛さん同どうの声が魔道士隊からちらほらと上がる。その様よう子すを見るにおそらく、魔道士隊の隊長格たる人物がいないのだろう。

　隊をまとめ上げるべき、クヌードのような人物が、目の前で魔獣に引き裂かれ、先せん達だつを失った彼らの恐れは、他者の流血を厭いとわない非情さに変化してしまった。

　恐怖で動く魔道士へ、財を失う鉱夫たちへ、イーリスにはすぐには言葉が出ない。

　彼らに何を示すべきなのか、分からないのだ。

　魔獣への恐れは己おのれにもある。ただ、イーリスにはアリシアという頼れる騎き士しであり、導みちびくべき民たみでもある存在が近くにいた。ラッセルや他ほかの落ち延びた民も、恐怖に囚とらわれてはならないという支えになった。

　では、彼らは？　何をもって恐怖を乗り越えさせるべきなのか──それが、分からない。

　迷うイーリスに、後ろからアリシアが囁ささやく。

「陛下……このくらいの人数なら、なんとかしてみせます」

　それは彼らを、文字どおり、切り捨てるということだ。この場にいる数百人のために。

　そう、忘れてはならない。イーリスの答えには数百人の人命がかかっている。魔道士たちと同じように、イーリスにも、余裕は無い。

　数十人の人間を切り捨てるか、それとも、数百人の命を危き機きに晒さらすのか。

　決断を、迫られていた。




　　　　　○




　二人ふたりの〈アーガス〉は、お互いの狙ねらいをはっきりと理解していた。

　レンは奥へ進むべく動く。セティスへ近づくにもリクスリオンへ行くにも、奥へと進まねばならないからだ。セティスはそれを妨害し、鉄弾をレンへ叩たたきこむ。

　どちらにとっても相手の一いち撃げきは致命打となりえる。

　ギデオンであればあるいは装甲が弾はじいただろうが、大口径狙そ撃げき銃じゆうアエラスは九ミリ口径のライフル弾頭ペリットを、音速の倍以上の速度で撃うち出す。旧世紀の大口径火薬式銃と比べても遜そん色しよくない威力を擁ようしており、エアライフルと侮あなどれば風穴が開く。

　一方、オルドーは充分に力を乗せて扱えば、堅けん牢ろうな〈アーガス〉の体を真っ二つにできるだけの威力がある。

　違うのは、セティスがレンよりもはるかに有利だということだ。

　お互いが同等の能力を有する以上、武装の射程距きよ離りの差を覆くつがえすのは困こん難なんだ。

　レンの射程はオルドーの刃渡りと柄つかや腕の長さを足しても、三メートルは超えられない。常人離ばなれした脚力により、一足一刀の距離を射程圏内と見ても、せいぜい十数メートル。対して、セティスの持つアエラスは有効射程を一キロメートル以上と見み積つもっていい。

　もっとも、それはしっかりと射撃姿勢をとって、間に遮しや蔽へい物ぶつが無い状態での話だ。数少ないとはいえ遮蔽物の間を、全力で回かい避ひ機動をとる〈アーガス〉を撃うちぬこうという状態では、簡かん単たんにはいかない。

　脚部の出力を上げて弾丸を必死で回避しながら、レンはセティスとの距離を詰めようと走り続ける。

　縦じゆう横おう無む尽じんに動き、緩かん急きゆうを付けて行動予測されるのを避け、危ういものはオルドーで弾く。

　が、

《近づけませんね》

（解決策はあるか？）

《もっと頑張ってください》

（非科学的なうえに気が散──）

　オルドーの腹で連続して火花が散る。

　一体成型された高硬度合金の刃やいばは、アエラスの銃撃を受けても歪ゆがみすらしないものの、レンの腕には衝しよう撃げきが残る。

　何発もの弾丸を立て続けに防ぎわずかに動きが鈍にぶったレンに、狙い澄ました射撃が襲おそう。

　防ぎ続ければ動きを縫ぬわれてじきに当たる。回かい避ひのために剣を振り、勢いを付けて体を捩よじじった。地を蹴けって軽く体を浮かせ、地面にオルドーを叩きこむ。宙に浮き動けないはずのレンがその反動で惰だ性せいを打ち消したことで、続く射しや撃げきが的を外した。

　剣が噴ふき上げた土砂で姿が隠れ予備動作を読まれぬうちに、右後ろの岩陰へと跳びこんだ。

「──はあっ」

　大きく息を吐く。

　レンをして息すらできないほどの全力機き動どうが、ようやく〈アーガス〉の射撃制御プログラムを騙だましていたのだ。

《あははっ、すごいよセンパイ。こんなのは初めてだ》

　楽しげなセティスの声に、レンは忌いま々いましく歯は嚙がみする。

　あちらはまだ余裕があり、こちらは射撃を凌しのぐので精一杯だ。

《なんだか燃もえてきた。もっともっと、やろうよ──センパイ！》

《警けい告こく、敵移動します》

　セティスの気配けはいが猛烈な速度で動いた。レンに劣らぬ速さで射界を確かく保ほしようと移動、同時に、レンをその場に留とどめる為ために抜け目無く銃撃を浴びせてくる。

　鉄弾に削られた岩が飛び散るが、レンは即座にオルドーを手に駆けだす。

　エアライフルと同じ発射機構をもつアエラスが、破裂音にも似た発砲音を吐き出しレンを追い立ててきた。

　さらに苛か烈れつさを増した銃撃が激はげしい炎のようにレンを炙あぶり出し、追い詰めようと迫る。

《あっははははは!!》

　哄こう笑しようを上げながらセティスが疾しつ駆く。

　岩陰から飛び出たレンを追って横移動。レンは弾丸が放つ鋭するどい風切り音に苛さいなまれつつも走り続け、奥へと向かうルートを取る。

　距きよ離りを取る──と見せてから急きゆう激げきに方向転換、途中にあった大岩をオルドーで掬すくい上げるようにして投げ付けた。

　セティスは慌てもせずに走りながら岩へ弾丸を撃うちこみ、三発目でこれを粉砕する。砕かれた石塊が落ちるより早く、さらにレンへと銃じゆう撃げき。

　再び、直撃の軌道。かわせないと悟ったレンがオルドーで受けるが、走りは鈍にぶる。加えて岩を投げたせいもあって、速度はかなり落ちていた。

　動きが鈍ったレンへ、しかし第二射は続かない。二人ふたりの間に最初の爆ばく発はつで落らく剝はくした岩がん盤ばんが突き立っていたからだ。──レンの狙ねらいどおりに。

　その瞬しゆん間かん、レンは思い切り地を蹴けって速度を上げた。岩盤は大きく、身を低くして地を舐なめるように走れば射界から逃れたまま速度と距離が稼かせげる。

　はずが、視界の上で朱あかく輝かがやく装甲姿があった。

　石柱をほとんど垂直に駆け上がったセティスが、高度を稼いだあとに跳ちよう躍やく、身を捻ひねって天てん井じようへと足から激げき突とつするような勢いで、逆さまに着地したのだ。

　落下が始まるまでのほんの刹せつ那なの間に、レンへ銃口を向けて。

《見えてるよ？》

　ぞっとするような静かなささやきとは裏腹に、激はげしい銃声と、着弾の衝しよう撃げきが、容赦なくレンを打ち据えた。




　　　　　○




「わかりました。仕方がありませんね。ならば、これを持って逃げてください」

　イーリスは懐ふところから書簡を取り出して、バルブロに歩み寄った。彼はうろたえて、差し出された物とイーリスの顔を交互に見る。

「な、なんだこれは？」

「私がエルザス王から頂いた、王家の紋章入りの通行証です。私の名も入っていますから、これを見せれば、証明になるでしょう。私が王の威光を勝手に借りて民たみの護ご衛えいを命じた、と、そういうことにしてかまいません。これで、魔ま道どう士し隊の方々は、本隊へ帰っても咎とがめられません。あなたたちも、正当な理由で武器を持ってゆけるでしょう」

「な、なに？」

　説明をしたのに、むしろより困惑を深めた表情で、バルブロがイーリスを見る。いや、周囲のざわめきからして、この場にいる全員が訝いぶかしく思っているようだ。

　だから、イーリスは一から説いていくことにした。

「生まれた境遇で名を知られぬ辛つらさは、私には分からないのでしょう？　何をどう言いい繕つくろったところで、私はもう、ここにいて、王として生きております。悲しいことですが、私には分からないとあなたが言うのならば、きっとそのとおりなのでしょう」

　それを悲しいとは思う。それでも、こんな方法は見過ごせない。

「しかし、このようなやり方では、あなたたちは孤独に生きなければならなくなります。財があり、武力があっても、悪名をかざして生きていくならば、最後まで財と力を絶やさぬよう、魂をすり減らしながら生きねばなりません。何故なぜなら、人は剣を突きつけられれば、同じく剣で突き返すことに、躊躇ためらわなくなるからです。──あなたたちは、背中を刺された仲間を見たあと、町の中を歩けますか？　朝起きて喉のどを切られた友を見て、夜にきちんと眠ることができるでしょうか？」

　イーリスにそう訊きかれて、鉱夫たちは目を見交わして唾つばを飲んだ。

　恐れで思考が鈍にぶれば、そんな簡かん単たんなことにも気づけなくなる。ましてや、昨日きのうまで鉱夫として身を立てていた者たちが、いきなりこんな悪事を企き図とすることそのものが、異常なのだ。

　彼らは血も涙もない怪物ではなく、イーリスの背後にいる人々と同じ、守るべき民たみである。

「だから、お願ねがいがあります。この通行証をお渡ししますから、門を開いたらまず避ひ難なんする人を先に通し、あなたたちが殿しんがりを務め上げてください」

　バルブロの手の中に書しよ簡かんを押し付けてそう告げると、彼は息を吞のんだ。

「さすれば、あなたたちの名はここにいる彼らだけでなく、広く巷こう間かんに知れ渡るでしょう。──一度やった私が保証しますよ」

　最後の一言はイーリスなりの冗じよう談だんであったのだが、バルブロは汗を流しながらじっと手に持った書簡を見つめている。

「し、しかし、財産を捨ててそんな危険なことをやって、なんの得が……」

「ええ、もちろん危険です。それでも、お願いいたします。私は国土を失い、城も失った王ですが、王としての名を務めあげたおかげか、人には恵まれました。あなたにも、それを信じていただきたいのです。──ここを逃れて再び会うのなら、刃やいばで脅しながら別れた人より、その人を守れたと誇らしく思いながら送り出した人の方が、ずっと嬉うれしいでしょう？」

　なかなか閉じないバルブロの指を、そっと押さえて書簡を握らせた。

　商人はただじっと視し線せんを落としていたが、もう反はん駁ばくはしない。あとは決断する時間さえあればきっと、彼は言うとおりにしてくれるだろう。

「ま、待てよ!!　なあ、魔ま獣じゆうに食われたら元も子もないだろ！」

　その声が上がったのは、バルブロよりも鉱夫よりも向こうにいる、魔ま道どう士し隊の一人ひとりからだ。

「追いつかれて真っ先に食われるのは後ろだぞ!?　ここから運良く逃げ出して、砦とりでまで全力で逃げても、どれだけ助かるかは分からない！　だったら──」

「ならば、私が一人でも多く救ってみせます」

　魔道士の言葉を遮さえぎって、イーリスは高らかにそう宣言した。

「はあ？　あんたがいったいどうやって──」

「単純なことです。魔獣を一体倒せば、それだけ助かる人が増えます。そうでしょう？　ですから、私は皆から離はなれ、騎き士し隊たいへ合流します。その剣を貸していただけますか？」

「……はっ!?」

　まるで枝と思って拾った物が蛇だったかのような、頓とん狂きような声を上げられた。

　その魔道士へ歩み寄りながら、イーリスは言葉を継ぐ。

「あなたたちが護ご衛えいとなるなら、私はもう必要ありません。故郷ではできなかったことを、いまから果たしてきます。私が民たみの故郷を守るために剣を執とり、騎士と共に戦い、一人でも多くの民を救いましょう」

　魔道士が構えた銀剣に手を伸ばせば届くところまで歩んで、そう約束してみせる。

　すると、彼は恐ろしいものを見る目つきで、イーリスを見て、

「し、死ぬ気、なのか……？」

　震ふるえる声でそう言った。

　イーリスは首を横に振る。

「私は決して死にません。私には強い味方がおります。大おお鎧よろいを着た、魔ま獣じゆうにも怯ひるまぬ剣士、レン様です。時間さえ稼かせぐことができれば、魔獣を撃げき滅めつしてここへ戻ってきてくださるやもしれません」

「ここにいない奴やつを頼るなんて、無茶むちやな──」

「レン様が間に合わずとも、私の名は我が民が覚えていてくれます。最期まで王として生きたならば、忘れられることはないでしょう？　なら、我が身が滅んだところで、助けた人々の中で、私の矜きよう持じは生き続けます」

　そこでイーリスは問答を打ち切った。魔ま道どう士しの手から銀剣をもぎとって、一言だけ言い添える。

「あなたは好きなようにお逃げなさい。私は──務めを果たしてみせましょう」

　振り返れば、皆が自分を見つめていた。

　イーリスは大おお股またで歩き、アリシアのそばまで寄ると、声をかけた。

「アリシア、行軍や撤てつ退たいは、もううんざりでしょう？　騎き士しとして、戦わせてあげます」

　すると、しかつめらしい顔をしていたアリシアが、染み出てくるような笑えみで応じた。

「気づいていらっしゃいましたか、イーリス様」

　嬉うれしげなその声に、イーリスは自分の目が間違っていなかったのだと知る。

「ええ。──往ゆきましょう、アリシア」

「はい、イーリス様」

　二人ふたりで顔を上げた先、こちらを見る人の群れがある。歩み進めば自然と人垣は割れ、遮さえぎろうという者はいない。

　人波に割り入って先を急ぐよりも、こちらの方が何倍も楽な所業だ。──その先に待つのが、魔獣の群れであっても、だ。

　背後で門が開かれる、重々しい音がした。

　そちらへは振り向かず、イーリスとアリシアはただ前を見据えて歩みを速くした。

　しかし、

「イーリス・ヴァルカ女王陛下、これもお使いください」

　小走りな足音が背後から追いついて来たかと思うと、バルブロが青く輝かがやく鉱石を横から差し出してきた。

　不ふ思し議ぎに思って見返すと、

「魔道士でなくとも、純度の高い石を入れておけば、小さい火くらいは灯ともります。ただ斬きりつけるよりは良い武器になるでしょう」

「ありがとうございます」

　歩みを止めないまま受け取ると、バルブロは視し線せんをさまよわせながら、こう言った。

「バルブロ・ホードです」

「？　……ありがとうございます、バルブロ・ホードさん」

　少し疑問に思いつつ言い直すと、目元を緩ゆるめてバルブロは背後に下がっていった。が、足音はそのままついてくる。

　そればかりか、

「おいおい、ロニー・ブロムにあんなの渡されても、分かんないぜ？」「ふん、しらじらしい」

　後ろで、会話と言うには少々大きすぎる声がして、イーリスは歩きながら後ろを振り返る。

　すると、想像していたよりももっと、おかしな光景がそこにあった。

「この槍やりにさ、俺おれのコーレ・ディンクって名前彫ってやらねえと」「お前らトミー・ゲッダを置いていくな」「あんな書しよ簡かんがバート・ハーンに読めるかよ」「孤児だから俺ミーケルしかねえ」「俺のヨーン・ヨルリンって姓を使ってもいいぜ」「ケビ・ヨンソンとなんかかぶるな」

　バルブロに続いて次々と鉱夫たちが追いついてきていた。皆、自分の名前を口にしながら。

「あ、あの？」

　イーリスが訝いぶかしく思って声をかけると、男たちは一斉に口を噤つぐんであらぬ方へ目をそらした。

「私が率いているわけではなく、こいつらは勝手についてきてるのです。図ずう々ずうしい奴やつらですな」

　バルブロがしたり顔でそう言うと、周囲の男たちからバルブロへの罵ば声せいが上がった。

「あんたが言うなよ！」「俺は魔ま石せき掘りに行くだけだ。奴らの腹からな！」「そうだそうだ！」

　笑いを含んだ男たちの声は、どんどん増えていく。

　彼らに護ご衛えいされるべき町人たちは、引き止めるどころか、道を開けて励ましの声を投げ、男たちの中には、武器になるような物を探し当てて、参加する者までいた。

　イーリスは少し考えた。

　彼らはイーリスと行動を共にするつもりだ。やめさせるべきだろうか、と。しかし、隣となりを歩くアリシアがぽんと肩を叩たたいて、

「イーリス様、彼らを不要と言えば、傷つけることになりますよ」

　小さな声でそう忠告してきた。

　だからイーリスは、前に向き直って受け取った魔石を銀剣にはめた。刀身に刻まれた魔ま法ほう陣じんが青く輝かがやき、火を灯ともして炎の剣となる。それを高く掲げて、叫んだ。

「往ゆきましょう！」

「「「うぉおおお!!」」

　応じて上がった男たちの叫びが、頼もしい力強さで空気を震ふるえさせた。
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　クヌードの指揮する部下は、既すでに四十人ほどまでに減っていた。

　被害に対して、殺せた魔ま獣じゆうはせいぜいが二十体。街に散っていた兵士たちがいくらか合流したものの、それでも状況の悪さは変わらない。

　大通りを徐々に北へと後退しながら、魔獣を食い止めるために粘ねばり強づよく戦い続けた兵士たちには、疲労が色いろ濃こく浮き出ている。

　クヌード自身、肩で息をしているありさまである。

「一斑、二班、前に出ろ！　弓を持っているのは四班に手持ちの矢を全すべて渡せ！　三班下がれ！　五班と合流しろ！」

　矢や継つぎ早ばやに指示を出し続けながら、顎あご下したの汗を拭ぬぐった。

　口の中に渇きを覚えていったん口を閉じ、唾つばを飲みこむ。そのわずかな間に、右に配置した列が乱れた。

「っ、何をしておる、しっかりしろ!!」

　すかさず自らそちらに走り寄った。

　敵の突進を受け止める前列の槍やり衾ぶすまが、巨獣の体を受け止めきれず後退している。すぐさま第二列が長剣を振りかざして熊くまのような体を押し返すが、数が足りていない。

　同時に切りかかった三人のうち、一人ひとりが肩を食われ血と悲鳴に沈む。

「ぬおおおっ!!」

　丸太ほどもある腕をかいくぐり、クヌードが魔獣の足に騎き士し剣けんを叩きこんでよろめかせる。

　深く肉を切り裂いた騎士剣の一いち撃げきに続いて、二人ふたりの騎士が横腹を突き、腕を撫なで斬きる。

「槍隊突け！　突けぇいっ！」

　三人の騎士が素早すばやく魔獣から離はなれ、苦痛に身を捩よじらせる熊の魔獣が多数の槍に刺し貫かれて後退。だが、全身から血を噴ふきつつも魔獣はいまだ健在。手負いでありながら凶きよう暴ぼうな意志を失わず槍の隙すきを窺うかがい唸うなり声ごえを上げる。

「隊長、前から──あああぁあ!!」

　顔にかかった返り血を拭ぬぐう間もなく、部下の悲鳴が響ひびく。

「クソ──!!」

　八人いた騎士はもはやクヌードを含めても三人。遠からず隊列を保てなくなる。そうなれば、隊は一気に瓦が解かいすることになる。

　疲労と怪け我がに苛さいなまれる全身に鞭むち打うって、クヌードはそちらに駆けつけ騎士剣を振るう。

　そうする間にも新たな悲鳴が響き、二人の騎士はそちらへ向かわざるをえない。

　死が迫っている。

　背筋を這はい登るじっとりとした絶望の感触は、もはや間近まで迫った死の感触に等しい。

「はあっ……！」

　荒い息を吐く。

　じりじりと後退をする隊列の向こう、怪我をして動けなくなった部下が、魔獣どもに群がられ食われる姿が見えた。

　両足を暴あばれさせ、それはすぐに弱々しい痙けい攣れんだけの動きになる。

「クソどもめ……！」

　胃の腑ふが震ふるえるのを無む理りやりに武者震いと変え、クヌードは鼻はな面づらを歪ゆがませた。

「かまえろ！　堪こらえろぉ！」

　食いはぐれた魔獣が新たに突とつ撃げきしてくるのを見み咎とがめたクヌードが、再度、叫びを上げて部下へ号令を放った。

　消耗しきった部下たちは、もはや言葉を返してこなかった。

　限界がきている。

　おそらく、もう隊列を保つことはできない。

　ゆえに、クヌードはさらに声を上げた。

「突撃だ！　──続けえええ!!」

　自ら前に出た。

　これで、自分は死ぬ。そう分かっていながら。

　遮しや二に無む二に掲げた騎士剣を、魔獣に振り下ろすより早く、爪つめと牙きばがクヌードへ伸びてくる。

　己おのれは死ぬ。せめて一体だけでも道連れに──華々しく。

　そう、騎士として死を受け入れていた。

「すまないが、私が先を頂く」

　風が吹いた。

　クヌードの横を豪風が駆け抜けたと思った瞬しゆん間かん、血花が派は手でに咲く。魔獣がクヌードに伸ばした爪が、腕ごと切り飛ばされたのだ。

「なっ!?」

　驚おどろきつつも魔ま獣じゆうの頭に剣を叩たたき付けたクヌードが振り向くより早く、横手で魔獣の断だん末まつ魔まが轟とどろく。

　そちらに目を転じると、腹を深々と切り裂かれて膝ひざを突いた巨猿が、たった一刀で首を刎はねられ、隙すきを見て跳びかかったはずの魔犬が腹を蹴けられて吹っ飛んでいった。

　クヌードは驚きよう愕がくに目を剝むいた。

　魔獣を木こっ端ぱのように転がしたのは、一見して細身の騎き士し──どころか、よく鍛きたえられてはいるが、細い女性の体たい軀く。

「アリシア・フォアサイト殿……!?」

　ヴァルカの近衛このえ騎士、アリシアだった。

　戦せん斧ぷでも成しえないような所業をなしたアリシアは、得意げな笑えみを口の端に乗せて、戦場を見た。

「戦いくさは初めてなのでな。年長者の手柄を横取りするのは心苦しいが、陛下の御前だ。勘弁してもらおう」

　仄ほのかに蒼あおく輝かがやく細身の騎き士し剣けんを、見せつけるように振って血ち糊のりを払う。

　アリシアの動きに合わせるように風がふわりと舞まい起こり、脂汗の浮いたクヌードの顔を撫なでて涼やかに通り過ぎる。

　その風がクヌードと同じく呆あつ気けに取られた部下たちをも撫で、正気に立ち戻った兵士たちが突とつ撃げきを喚起。アリシアの突撃でできた隙間を槍やりでこじ開け、魔ま獣じゆうを押し返す。

　勢いを取り戻した兵士たちに視し線せんを送った瞬しゆん間かん、すさまじい速さでアリシアが兵士たちに追随。魔獣の群れへと率先して切りかかっていた。

　飛ひ燕えんの如ごとき疾走に慌ててクヌードも続こうとした瞬間、あることに気づく。

「陛下、だと……まさか!?」

　背後へ振り返った。

　その目に飛びこんできたのは、信じられない光景だ。

　旗が、そこにあった。

　エルザスのものではなく、ヴァルカ王おう家けの紋章。

　白い生き地じに縫ぬいこめられた黄金の家紋がきらきらと輝かがやきを放ち、旗はた竿ざおの上には、銀剣が炎を宿して燃もえ盛っている。

　その旗を持つのは、血ち飛沫しぶきと怒号が渦巻く戦場には似つかわしくない、優ゆう美びな微笑をたたえた華きや奢しやな少女──イーリス・ヴァルカ女王だ。

　着ていた長衣を旗として使い、眩まぶしく陽光を照り返す白はく磁じの肩をさらけ出して、胸を張り堂々と歩いてくる。

　その後ろには、バルブロや鉱夫たちが続いていた。

「前列、まだかまえないように！　道の脇わきから押し包みます！　両脇に四列ずつ並んでください、そうです！　足を止めずに──いまです！　槍やりかまえ！　ゆっくりと中央へ！」

　清せい冽れつな大だい音おん声じようが、にわか傭よう兵へいたちに号令をかけた。

　大通りの中央に寄っていた兵士たちを、広がって包囲していた魔ま獣じゆうたちが、さらに逆包囲をかけられる。

　訓練不足ながら、耳に心地ここちよく響ひびく声のままに足を動かし、じりじりと包囲を狭せばめて圧力をかけている。左右を槍に挟まれた魔獣が後ろへ引くと、そのまま兵士たちと合流し、両脇を固めた。

　ふらつく兵士の脇を支える傭兵どもの中には、なんとバルブロの姿すらあった。ぎょっと目を見開いたこちらと目が合うと、鉱夫時代を思い出したかのような荒っぽい仕し草ぐさで、どしんと胸を叩たたいていた。任せろ、とでも言うかのように。

　そして、ヴァルカの旗が、クヌードのそばに立つ。

「ご壮健のようですね、クヌード騎き士し。僭せん越えつながら、我らヴァルカの騎士と、誇り高き傭兵の方々も、加えてください。あなた方のお役目を、羨うらやましく思います」
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　可か憐れんな少女が、死地に加わると言ってきた。

「は──」

　笑い声のような吐息が、クヌードから漏れた。

　それほど滑こつ稽けいで──なおかつ、心の震ふるえる光景だった。

「我らは、女王陛下が羨むようなことを、できていますか」

　口の端を持ち上げて、クヌードがそう訊たずねる。

　女王はしっかりと頷うなずいて答えた。

「ええ、もちろんです」

　血にまみれ、腕を上げるにも難なん儀ぎしていたはずのクヌードの体に、痛快さと力が漲みなぎる。

　胸を張って背を伸ばし、空に吠ほえかかるような勢いであらん限りに叫ぶ。

「総員、聞け！　ヴァルカ王おう国こくが我らの戦列に参陣を要求してきているぞ！」

　減耗し、衰えたとしか見えなかった部下たち。靄もやがかかった頭では分からなかった、彼ら一人ひとり一人ひとりの様よう子すが、今では手に取るように分かる。

　皆、荒い息を吐きながらも、望外の増援に、精気を取り戻していた。彼らはただ生き残っただけの者たちではない。疲労と負傷を得てなお生き残った、精せい鋭えいだ。

「滅多めつたにない機き会かいだ！　武勇名高きヴァルカ王国に、我々の力を見せつけてやれ！」

　言い切ってから、大きく息を吸い、

「総員、かまえろ!!」

「「「応っ!!」」」

　歯を剝むいて笑いながら、皆揃そろって声を張り上げた。やけくそじみたその笑えみを、クヌードは凶きよう暴ぼうな笑えみで見返して、騎き士し剣けんを担ぎ直す。

「我々の戦い、とくとご覧らんあれ、イーリス・ヴァルカ・エフィンフォート女王よ」

　大おお見み得えを切って見せた以上、もはや己おのれにすら言い訳は利かない。

　それが妙に心地ここち良い。

「はい。期待しております」

　背に投げかけられたその言葉を皮切りに、クヌードは雄お叫たけびを上げて魔ま獣じゆうの群れに突とつ撃げきした。
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　肩を襲おそった着弾の衝しよう撃げきはレンを転がし、疾走の勢いのまま岩肌に叩たたき付け、

「──っ」

　口から出かけた苦鳴を飲みこみ、レンは背筋を使って跳ね起きる。

《装甲に損傷あり。駆動系に異常なし。戦せん闘とう続行可能》

（運が良かったな）

　すぐさま石柱の陰に飛びこみつつ、ミネルヴァの報告に胸を撫なで下ろす。

《注意してください。二度目は期待できません》

　レンは無言で頷うなずくしかない。

　左肩を襲おそった九ミリペレットは装甲の厚い部分を削り取るのみに留とどまった。

　対魔獣戦を想定した〈アーガス〉の積せき層そう装甲は、防弾に適しているとは言えない。だがその堅けん牢ろうさは、旧世紀の大口径火薬式銃にも匹敵するアエラスの銃撃を耐えてくれたらしい。

　視界の隅に異変を感じた瞬しゆん間かん、考えるより先に回かい避ひ行動を取っていた。不安定なセティスの体勢も相まって、運良く致命傷を免まぬがれた。それはただ、体に染み付いた習しゆう慣かんのおかげだ。

《惜っしいなあ。あとちょっとで頭だったのに》

　こちらの無事は筒抜けらしく、セティスが相変わらず愉快そうな声でレンを挑発する。

　抜け目なく天てん井じようを蹴けって有利なポジション──地下空間の奥側へと着地したセティスは、レンを性急に追い回してはこなかった。

《さて、そろそろ諦あきらめてさ、死んでくれない？》

　言ったセティスの背後で、壁かべから土砂が噴ふん出しゆつして横坑が開いた。そこから出てきたのは、大型の蜘蛛くものような姿をした魔獣だ。

　ツチグモ、とそう呼ばれている。硬い甲殻で体表面を覆おおっており、八本の脚のうち前の二本についた爪つめを使って岩がん盤ばんを掘り返し、地中に棲すむ魔ま獣じゆうである。

　装甲車ほどもある巨体を持つツチグモたちが、ぞろぞろと他ほかの魔獣を伴って現れた。

《そいつらと一いつ緒しよに俺おれを襲えば、早いかもしれないぞ》

　現れた魔獣どもは全すべて奥へと向かっていく。おそらく、爆ばく破はの衝しよう撃げきで横坑が潰つぶれてしまい、到着が遅れた部隊だろう。

　こちらで引き付けられないか、と挑発するが、セティスは一いつ蹴しゆうした。

《やだね。全部町に突っこませる》

《一いつ騎き打うちにこだわりでもあるのか？》

《こだわりもあるけど、乱戦になったら狙そ撃げき銃じゆうのボクよりセンパイが有利になるでしょ》

　見抜かれていたらしい。さして期待していたわけでもないが。

《意外と基本に忠実な奴やつだ》

《まあね。それになんか妙に──いや、なんでもないや》

　セティスが言葉を濁にごした。苛いら立だたしげなその様よう子すからして、町の制圧がうまくいっていないのかもしれない。
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　イーリスは驚おどろきを隠せなかった。

　アリシアの剣技は見たことがあるにも拘かかわらず、その技は凄すさまじいとしか言えない迫力で、イーリスの目を釘くぎ付づけにしていた。

　かまえたと思った瞬しゆん間かん、唐突な速さで魔ま獣じゆうへ肉にく薄はくし、牛の首ほどはありそうな魔獣の腕を一振りで両断。反撃がくる前に既すでにそこを離はなれていて、魔獣の牙きばは何も無い空間を嚙かみ合わせるだけだ。

　ヴァルカ王おう国こくの中でもほとんどいない、魔法にも剣にも際立った才能を持つ騎き士しは、初の戦場となるこの場においても、その技を遺い憾かんなく発揮していた。

　アリシアの尋常ならざる技は、彼女の巻き起こす風にある。

　身体各部に魔ま法ほう陣じんを織おりこんだ鎧よろいと服を着こんでいて、その魔法陣で挙動に合わせて風を起こし、筋力に魔法を上乗せして剣を振っているのだ。

　その威力は絶大で、アリシアを性別と若さを越えてヴァルカ随一の剣士と言わしめるほどだ。

　ただし、おかげで周囲の兵士とも騎士とも息が合わず、イーリスの近衛このえという職しよく務むも相まって、戦いくさ働ばたらきをすることはなかったのだが。

　どちらを向いても魔獣が必ずいるいま、アリシアは荒れ狂う台風のように暴あばれて回る。

　犬の魔獣の突進を横にかわして後ろ脚を切り落とし、巻きつかんとした蛇の胴を軽く蹴けっただけで高く跳び越え、猿の脳天に剣を突き刺して着地する。

　アリシアが魔ま獣じゆうを翻ほん弄ろうし鋼はがねのきらめきで切り裂いていく様は、いっそ幻想的ですらあった。

　しかし、そうして突出したアリシアへと、魔獣が振り向き群がろうとする。さしものアリシアも、周囲全すべてをくまなく魔獣で囲まれれば、動くことすらできず圧殺されてしまうだろう。

　魔法を使うということは、それだけ魔獣に狙ねらわれるということだ。アリシアに向けて魔獣が牙きばを剝むいて咆ほう哮こうする。

「させません」

　だからイーリスは急造りの旗を手に、前へと進んだ。

　旗はた竿ざおにしている棒の先には、魔ま道どう士しから奪った銀剣がくくりつけられている。

　魔ま石せきによって絶え間なく火を噴ふき上げるそれは、イーリスが魔力を操あやつることができないゆえに、本来の攻こう撃げき的てきな威力は無いものの──魔法によって魔獣の注意を惹ひくことはできる。

　多種多様な獣けものの目が、いくらかはイーリスを向いて標的を迷った。

　本当なら、手に掲げる旗を槍やりのように使ってみようと思っていたのだが──

「突きなさい！」

「「「応っ!!」」」

　──魔獣とイーリスの間に立ち並ぶエルザスの兵士たちが、号令と共に、動きを止めた魔獣になだれかかった。

　動く方向を迷った魔獣は兵士の槍に貫かれる。

　数多あまたの長柄が捩よじられ、肉を抉えぐってさらに深く食いこむにも拘かかわらず、魔獣は抗あらがいの叫びをもってもがく。

「二班下がって！　クヌード騎き士し、三班の熊くまを！　突撃班、踏みこんで！」

　数人がかりで巨獣を押さえこんだ兵士の間を縫ぬって、騎士と傭よう兵へいが踏みこみ、致命の一撃を叩たたきこんだ。騎士剣が魔獣の腹を裂き、槌つちやつるはしが振り下ろされる。

「右から三体！　槍かまえ！　ロニー、バート、左の蛇に気を付けて！」

　抜け目無く横に回りこんだ魔獣も、そちらに槍を構えて牽けん制せいさせ、踏みこめないようにする。

　指示を飛ばすのに忙しく、自らの手を振るう暇が無い。

　魔獣を屠ほふり、猛たける騎士がイーリスを見た。

「ははは、なかなか忙しいでしょう、戦場は！」

「ええ、まったくです！　お一人ひとりで戦いも指揮も担っておられたのは、すごいです！」

　喧けん騒そうに負けぬよう大声で返すと、クヌードがさらに大きく笑った。

「陛下こそ、立派な采さい配はいぶりですな！」

「いいえ、皆の力です！」

　もちろん、下地が無いわけでもない。ヴァルカ王おう国こくから逃のがれてくるのに、イーリスとて、何も労せずにいたのではないのだ。兵や民たみの指揮を執とったこともいくらかはある。

「押し返すぞ、野郎ども!!」

　血塗れた剣を掲げて気勢を吐いた騎き士しに、数十人の兵士が吼ほえて応じた。足を踏み鳴らして列を正し、魔ま獣じゆうたちにも負けぬ威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げる。

「「「おおおおおっ!!」」」

　その頼もしい姿を見るイーリスの頰ほおに、自然と笑えみが浮かんだ。

　だが、魔獣たちの群れの向こうから、さらに異い形ぎようの鳴き声が追加された。

　新あら手てだ。

　大きな蜘蛛くもの魔獣が、通りに押しとどめた群れの後ろから、他ほかの魔獣を押おし潰つぶしかねない勢いで迫ってくる。

「アリシア、戻って！　全隊、隣となりの者と身を寄せなさい！　道の中央へ集まるのです！　四班、残りの矢を新手へ全すべて射って！　早く！」

　なかなか、思い通りにはいかない。

　それでも素早すばやく指示を飛ばしながら、イーリスは背筋を流れる冷や汗の感触を無視して、兵士たちを鼓こ舞ぶし続けた。
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　素早く駆けだしたレンを追って、アエラスの銃じゆう撃げきが岩肌を弾はじけさせる。

　もはや完全にセティスを避けて奥へと走るレンと、それと並走するセティス。

　レンは奥歯を嚙かんで加速をかける。

　石柱を盾にして、身を倒して、オルドーで受け止めて、弾丸をどうにか防ぐ。銃撃に追い立てられながらも速度を上げていく。

　地を蹴けって壁かべを斜めに駆け上がり真横へ跳ちよう躍やくし石柱を蹴って軌道を変え──次の足場にしようとした柱が、連続射撃で砕かれた。

（くそっ!!）

　崩落する破片をオルドーの腹で叩たたいた反動でなんとか放ほう物ぶつ線せん軌道を急変化させる。レンの鼻先を通った弾丸が顔のすぐ横の岩を砕いて散らした。

　まともに背中から地に落ちたものの、なんとか体勢を整ととのえて岩陰に隠れた。

《全く、見た目の割にすばしっこいね》

　ヘルメットのレンズ部分だけを覗のぞかせてセティスを見れば、その背後に坑道があり、魔獣が蠢うごめいていた。

　あの先にリクスリオンがあるはずである。

（ミネルヴァ、地図を見せろ）

《はい》

　レンはオルドーを握り直して、周囲を見渡す。

　敵は性能でこちらを上回り、装備に不足なく、意い気き軒けん昂こうで、消耗していない。

　だが、じりじりとここまでは進んでみせた。

　これからやろうとしているのは、ほとんど賭かけのようなものだ。確かく実じつ性せいは何も無い。

（それでも──）

　まだ魔ま獣じゆうを送りこみ続けているということは、まだ戦いは終わっていないのだ。なら、賭かけるだけの価値はあるだろう。

　レンはほんの一秒間だけ目を閉じた。その間だけ、細く息を吸って、吐く。

　冷たい空気が肺を満たす。腹まで落としたその冷気は、もしかしたら、最期を予見して味わう死の危き機きを告げるものだったのかもしれない。

　しかし、選択肢は無い。──勝負に出る。
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「これで十四体目だ！」

　人に似た蛇の頭を切り落として、アリシアはそう吼ほえた。

　すでに息は上がっていて、体を伝う汗は川に浸つかったようなありさまだ。せっかくイーリスに塗ってもらった香油も、おそらく汗と一いつ緒しよに流れてしまっただろう。

（香り高い油汗とは、無む駄だにも程がある）

　濡ぬれて顔に張はり付く髪をうっとうしく思いつつ、そんな益やく体たいもない考えが浮かんだ。集中力が切れかかっている。

　魔法と組み合わせたアリシアの剣は確たしかに強力で圧倒的だが、反面、体力と神経の消耗が激はげしい。暴ぼう風ふうの中で小さな帆を張るようなもので、無理に堪こらえれば帆は破れ、なされるがままでは地に叩たたき付けられる。

　息を喘あえがせる喉のどを無む理りやりに押さえつけて、アリシアは魔力を振り絞り風を起こして高く跳ぶ。背面跳びに舞まい上がったアリシアの背中の下を、突とつ撃げきしてきた魔獣の爪つめが通り過ぎる。

　着地と同時にさらに移動。地面の上を滑るように駆け、囲みを作ろうとする魔獣を翻ほん弄ろうする。

　アリシアが魔法を用いて疾しつ駆くするのに、魔獣はその身体能力だけで追いすがる。がつがつと地を削る魔獣の足音に追い立てられ、アリシアは必死で駆け回る。

　そしてある地点で大きく跳んだ。

　体の下を鋼はがねの輝かがやきが幾条も奔はしった。

　槍やり衾ぶすまを上から越えたアリシアと違い、魔獣はその刃やいばに縫ぬい止められ追走がやんだ。

「礼を言う！」

　地面を抉えぐるような勢いで着地をして、肩を激しく上下させながらも、アリシアは兵士たちにそう呼びかけた。

「ヴァルカの騎き士しは凄すさまじいな！　頼もしい限りだ！　貴公があと一〇人もいれば、もはや敵を殲せん滅めつしていよう！」

　こめかみから血を流し、兜かぶとを捨てたクヌードがそう言うのに、アリシアの背後、イーリスから声が投げかけられる。

「あら、アリシアが十人もいれば、エルザスも今いま頃ごろヴァルカになってますよ？」

「違いない」

　この期ごに及んでも、控えめで涼しげな笑いで返すイーリスの言葉に、エルザスの生き残りからつられたような笑いが起きる。

　五十三人。──イーリスとアリシアと町民たちを含めても、生き残った者はそれだけだ。

　広場まで後退し、教会を背にして防御陣形を作る兵士たち。その中央にイーリスがいて、クヌードとアリシアが間に立っている。

　素人しろうとが含まれた混成軍で、いまだに隊として戦列を保っているのは、奇跡に近い。

　だがそれも、ぐるりとこちらを囲む魔ま獣じゆうに対しては、もはや壁かべとして役に立たないだろう。

　おまけに、分厚い甲殻を身に纏まつった蟹かにとも蜘蛛くもともつかない形をした魔獣が、きしり声をあげてさらに集まってきている。

　動きは鈍にぶいが、槍やりではなかなか止まらない。

「……イーリス様」

　背後、仕えるべき主人であり、そう呼ぶことを許してくれる少女へと、アリシアは振り返った。

「なんでしょう、アリシア？」

　イーリスはいつもと変わらぬ様よう子すで、心地ここちよい声を返してくれた。アリシアの頰ほおが、緩ゆるむ。

「なんでもありません」

　ただ、そう呼んでおきたかった。それは果たされた。

　イーリスは魔獣に向き直り、剣をかまえる。

「さあ……往ゆくぞ」

　決死の突とつ撃げきを敢行する──その時だ。

　炎が吹き荒れた。

　いままさに跳びかからんとした蜘蛛たちが、甲殻ごと体を焼く炎に身み悶もだえして悲鳴をあげる。

「あれは──」

　通りの向こうへと顔を向けたアリシアは、そこに驚おどろくべきものを見る。

　炎の魔法を射うったのは──逃げたはずの、魔ま道どう士し隊だった。

「遅くなってすまない！　町人たちは安全なところまで避ひ難なんした！　俺おれたちも戦う!!」

　声の限りに叫びながら、彼らが再び、魔法を放って魔獣たちに炎を降り注がせる。

　銀剣から迸ほとばしった火球が魔獣の群れにぶち当たり、二度の攻撃で蜘蛛のうち一体が、全身から沸ふつ騰とうした体液を撒まき散らして絶命した。

　いまだ魔ま獣じゆうは百体はいるはず。彼らが加わったところで、死期が伸びたにすぎないのかもしれない。

　だがそれでも、アリシアは快いものを感じていた。

「騎き士しとして、力尽きた無様ぶざまな姿を見せるわけにもいきませんね」

　消耗しきった体の悲鳴を無視して、アリシアは魔ま法ほう陣じんに魔力の輝かがやきを蓄え始めた。
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（来る。そうでしょ、センパイ？）

　口の中で呟つぶやいた予感に、ぞわりと肌が粟あわ立だつ感覚を覚えて、セティスは熱あつい吐息を小さく漏らした。

　セティスにとり、全感覚を鋭えい敏びんに研とぎ澄すませて行うレンとの戦せん闘とうは、これまでにないほど刺し激げき的てきだった。

　だが、その決着がほど近い。

　嵐あらしの前の静けさとも言うべき張り詰めた緊きん張ちよう感かんが、セティスにそれを教えていた。

　レンは勝負に出てくるはずだ。

　何もかも自分が有利であるにも拘かかわらず、何か、ぴりぴりと背筋を走る予感が、全力を尽くせと告げてくる。

　無む論ろん、セティスは手を抜くつもりはない。

　できる限り素早すばやく弾倉を入れ替える。アエラスのステータスは常に装甲服へ送られている。残り六発だった残弾表示はカウントを二十一へ。ぬかりは無い。

（さあ、どうくる？　何を見せてくれる？　センパイ）

　唇を舌の先で濡ぬらし、セティスは期待に胸を高鳴らせてレンを待ち受けた。

　そして、

（──!!）

　漆しつ黒こくの〈アーガス〉がなんの前触れもなく立ち上がった。

　無造作、かつ無防備な立ち上がりだった。ごく自然な立ち姿で、いつの間にか、とすら思えるほどの唐突さで立ったレンへ向けて、セティスは間かん髪ぱつ容いれず銃じゆう撃げきを放った。

　しかし、反射で撃うったその一撃を読んでいたかのように、黒の鎧よろいは崩れ落ちるように体を下に落として鉄弾を避けた。

　自分の持つ重さを利用して、予備動作すら無しに崩れ落ちるようにしてその場に倒れる。

　肩から落ちた体はアエラスの銃撃をかわし、地を転がったと思った時には、左手だけを下に着けたクラウチングスタートの体勢を取り、右手はオルドーの柄つかを握って肩に担いだ。

　射しや撃げきの反動で跳ね上がる銃口は下へ向けるのに刹せつ那なの時間を要する。

　その刹那に、砲弾じみた勢いで黒の〈アーガス〉が身を飛ばしていた。

　低軌道の砲弾じみたスタートは、疾走ではなく跳ちよう躍やく。速度はあるが足が地に着いていない。

　ならば、避けられない。

　二発目を撃うった。

　顔面狙ねらいの鉄弾は、回かい避ひできないタイミングで敵へ飛んだ。

　頭部部分で小さな火花が散った。弾着──ではない。

　レンは体を傾け肩に担いだオルドーの刀身を角度をつけて前に送り、銃弾を受けるでも弾はじくでもなく、逸らして背後へ逃のがしたのだ。

　速度が、落ちていない。

　レンが二歩目を踏んだ。

　危険だ。

　脳裏に浮かんだその警けい告こくを、セティスはあえて無視した。

　撃つ。

　銃じゆう撃げきにほんの刹那だけ先じて、レンが回避機動を取った。ヘルメットを掠かすめるほどのぎりぎりだが、避けられたことに変わりはない。

（正気じゃない──！）

　内心で歯は嚙がみしながらも、セティスは踏ふみ留とどまる。

　足場の悪さをものともせず急流のように迫りくるその疾走は、セティスにしても驚きよう異いだ。

　アエラスの連射速度は毎秒三発程度であり、反動は大きいが足を止めた〈アーガス〉ならば、精密な連続射撃が可能だ。

　これまでセティスはレンの接近を許さず、一方的に有利な距きよ離りを保ってきた。だが、それではレンに当てられなかった。

　逃げ回っていたレンと、銃火を浴びせて追い回したセティス。だが、お互いに致命打を浴びせられなかったという一点においては、どちらも同じなのだ。

　だからこそ、セティスは留まった。

　信じ難いことに、レンという〈アーガス〉は装備や性能で上回ってすら──危険を冒さなければ斃たおせない相手だ。そう思ったからだ。

　鼓動が跳ねる。勝利への渇望と、危き機きへの昂こう揚ように。

《来なよセンパイ！》

　凶きよう暴ぼうな意志のままにセティスはそう叫び、引き金を落とす。

　撃つ。──外された。この距離ですら回避する。

　撃つ。──肩部装甲に火花が上がる。だが速度は落ちない。

　撃つ。──オルドーで受け止められた。速度が落ちた。

　──つまり、もはや回避は不可能。

《これで──!!》

　必中。

　狙ねらいは手元、オルドーの柄つかを握った指だ。

　レンは眉み間けんへ送り込まれた弾を剣で防いだ姿勢のまま、一気に跳ちよう躍やくしてくるはずだ。

　それならばオルドーが盾となり、撃うてるのは足くらい。致命傷は免まぬがれる。負傷を覚悟で組み付いてくるつもりだろう。

　だからセティスはそこを狙った。

　いま、着弾の衝しよう撃げきでオルドーを素早すばやく動かすことはできない。

　関節が多く構造的に装甲を分厚くすることができない指にアエラスの銃撃が当たれば、巨きよ獣じゆうをも穿うがち貫く九ミリペレットは、その威力で大きな負傷をもたらす。

　格かく闘とう戦せんに持ちこまれたところで、性能が同等である以上、片手ではレンに勝しよう機きなどない。

　身体に充じゆう溢いつした熱ねつとは裏腹に、あくまで油断無く冷れい徹てつな判断でもって、セティスは勝利を確かく信しんした。

　──オルドーがレンの手から離はなれ、吹っ飛ぶ。

　が、それはレンの手が指を失ったから、ではない。引き金を絞るより先にそれは起きた。

　レンが身を回して大剣を投とう擲てきしたのだ。

　セティスは息を吞のんで驚きよう愕がくする。

　彼の接近速度と、セティスの射撃能力、二つを鑑かんがみれば、それは自殺行為だ。

　投擲されたオルドーは唸うなりを上げて旋転しつつ飛んでくる。当たれば、セティスの体も両断される威力だ。

　だからこそ、レンは敗北する。

　決死の機き動どうで稼かせいだ速度を、オルドーを投げるために使ってしまっている。これほど巨大な剣に手を離しても威力を込めるには、全身の力と踏みこみが必要なのだ。

　これを避ければ、もはやレンにあとはない。武器であり盾でもあるオルドーを失い、回避不可能な距きよ離りで、無防備に銃口に身を晒さらしているだけだ。

　セティスにはまだ射撃の機会が残されており、レンにはもはや鉄弾を防ぐことはできない。

　奇策でこちらの動揺を誘おうというなら、セティスは侮あなどられたということになる。

　怒りのままに装甲服の内側で柳りゆう眉びを逆立て、だが感情とは別の回路で飛来したオルドーを見極めたセティスはぎりぎりのところで剣を躱かわし、

（っ──!?）

　銃口を向けた先にあったのは、巨大な装甲板──いや違う、オルドーの鞘さや。レンの背だ。

　構わず撃った。

　目を灼やきそうなほど強烈な火花が散って、金属塊に穴が開くが──その下をくぐったレンが猛烈な速度でセティスへ突とつ撃げきしてくる。

　遅れて理解する。さっきのはレンの背にあったオルドーの鞘さやだ。──鞘だけ、だ。ただの目め眩くらましである。投げる際に身を回したのは投とう擲てきに遠心力を乗せるためだけでなく、鞘を取り外す手を隠すため。巨大なオルドーに視界を遮さえぎられ、続けて投げつけられた鞘がさらにセティスの目を騙だまし、さらに大剣と鞘を捨てたことでレンは身を軽くして速度を上げ──

　間に合わない。

　激げき突とつした。
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　避けられたオルドーが、セティスの背後の壁かべに大穴を開ける。

　レンはセティスに体当たりをかけた。アエラスの銃身を右手を伸ばして脇わきに逸そらしつつ、だ。

　銃口から吐き出された音速超過の衝しよう撃げき波はが、ゆっくりと手を這はい上がっているような、引き伸ばされた体感時間。

　真っ白になった。

　気づけばオルドーが穴を開けた壁に、セティスもろともぶつかって、装甲同士が衝突する重く低い不協和音と大量の火花が、歯の根まで揺らすような衝撃を伴って襲おそってきた。

「オオォォオオ──!!」

　雄お叫たけびを上げながら分厚い石壁をぶち抜いてその部へ屋やに落ちる。地下空間の向こうにあった、坑道の一室だ。

　レンはセティスに組み付いてもつれ合ったまま鞠まりのように床を転がり、その回転が終わるより早く頭部めがけて拳こぶしを打ちこんだ。

　石の床が陥没するほどの一撃。

「外れ、だよ!!」

　レンの腹を膝ひざが突き上げた。無む論ろん、セティスの反撃だ。

　セティスは首を傾けてレンの拳を避けていた。

　並みの人間なら内ない臓ぞう破裂に至る反撃を、レンは歯を食いしばって耐える。しかし、がっちりと相手の肩を摑つかんでいた手から、力が逃げていた。

　レンの腕を摑み返し、顔面めがけて蹴けりが飛んできた。間一髪で首を傾けて、その足裏を回かい避ひしたが、腕の外から巻き付いた逆の脚からは逃のがれられない。

　気づいた時には、セティスの両脚が蛇のようにレンの首を左右から絡め取っていた。

「ぐっ──!!」

　咄とつ嗟さに己の首元に摑まれたのとは逆の腕を差しこもうとしたが、手首から先を入れるので精一杯だった。

「ぎぃぃいいい！」

　もはや獣じみた叫び声を上げるセティスの両脚が、渾身の力でレンの頸動脈を締め上げようとしてくる。

　前三角絞めトライアングルスリーパーホールドが、レンの首をがっちりと捉とらえていた。

　締め上げに抵抗しながら、レンは絡め取られた腕をセティスごと持ち上げて、地に叩たたき付けた。が、全く効果は無い。

「くっ──そ、このぉおおお!!　ボクの方が、出力は、上だあああ──!!」

「ガ、ァ──！」

　レンの首が絞まっていく。のたうち回るようにセティスごと床を転がり、ついに膝ひざを突く、が。

「っ、なんだ!?」

　セティスが狼ろう狽ばいの声を上げた。

　レンの見る床が、つまりはセティスが背にしている地面が、青く光ひかり輝かがやいていたからだ。

《警けい告こく。高こう熱ねつ源げんを感知しました》

　ミネルヴァが告げる。セティスのＡＩも気づいたはずだ。

　そこは、送風用魔ま法ほう陣じんが描かれているという部へ屋やだ。

　最初に床を殴り付けたことで魔法陣は歪ゆがんでいる。どうやらセティスは知らないようだが、レンには予定どおりである。

　壁かべを穿うがったオルドー、体当たりの方向、格かく闘とう戦せんでの時間稼かせぎ、関節技の誘発。それは全すべて、この為ためだ。

　──魔法陣を使った、自じ爆ばく。

「まさか、最初からこれを狙ねらって──!?」

　セティスが叫んだ。レンはどう答えようか少し考えて、ごく最近、これに似た状況があったことを思い出して引用した。

「──ご名答だよ、後こう輩はい」

「…………!!」

　セティスはおそらく、口汚い罵ののしりを叫んだのだと思う。だが、その瞬しゆん間かん、全てが光に包まれて、何を言ったかは聞き取れなかった。
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　大地が揺れ、耳が聞こえなくなった。いや、正せい確かくには、そう錯さつ覚かくするほどの凄まじい音に襲おそわれたのだ。

　建物ごと揺さぶられて教会の鐘かねが不吉な音色を上げ、体がふわりと浮いたかと思うほどの激はげしい震しん動どうに足を取られかけた。

　誰だれもが耳を押さえて顔をしかめ、体をすくませる。

　そこへ、第二の爆発が起きた。

　魔ま獣じゆうの群れの来たる方角、南の通りの方で、池に大岩を落として上がる水柱のように、大地の柱がそそり立った。

　小さな花の種のように岩塊と土つち塊くれを高々と噴ふき上げて、さらに降り注がせる。山頂で起きるはずもない落石の被害は、当たり前のことだが、通りを埋め尽くしていた魔ま獣じゆうが悉ことごとく被こうむった。

　爆ばく心しん地ちの近くで何十もの獣けものの悲鳴が上がり、建物が崩ほう壊かいし、イーリスたちがいる広場にすら、岩塊がいくつも落ちて、大きな商店に大穴がいくつも開いて崩れていた。

　幸運にも兵やイーリスたちに被害は無かった。全員が呆あつ気けに取られていた間に、それら全すべてが起きて、収まってもまだ、信じられないとばかりに、呆ほうけていた。

　はたとイーリスが我に返って目の前にいた魔獣を見つめると、奇怪なことはまだ続いていた。

　小こ雨さめのように砂粒が降り注ぐ中、生き残った魔獣どもは例外無くきょときょとと忙せわしなく首を巡らせ、かと思えば威い嚇かくに吠ほえ、次の瞬しゆん間かんには仲間割れをし、だが唐突にやめてその場でうずくまる。

「……何が起きてるのでしょう？」

　首を傾かしげるイーリスだが、アリシアが魔獣の一体に歩み寄り、剣をかまえてちらりと振り返ってくる。止めるべきかも分からないので頷うなずいてみせると、そのまま魔獣の首を落とした。

　だが、やはり魔獣は動かない。

　それを好こう機きと見て、皆は手近な魔獣に武器を突き立て始めた。広場の片隅に押しこまれていた状況から一転して、だんだんと人は広がっていく。

　そんな中、ずっと最前列で剣を振るっていたアリシアは、限界が来たのだろう。剣を収めて皆から離はなれ、ふらふらとこちらへ歩いてくる。

　その時、イーリスの顔に、ふと影かげが差した。

　日を遮さえぎった何かの大きさにどきりと心しん臓ぞうを跳ねさせて、イーリスは空を仰あおぐ。

　鐘かねが、降ってきていた。

　あの爆発で飛んだ岩でも当たったのか、背にしていた教会の鐘が、くるくると宙を舞まいながら、落ちてきている。その重さと大きさからすれば、悪い冗じよう談だんのような光景だった。

　近い。こちらへ落ちてくるまでいくらもない。

　イーリスの脳裏で、間に合わない、という言葉が掠かすめた。

　見上げた鐘が妙にゆっくりと迫ってくる。

　自分は後悔をしているだろうか。こんな時に、なぜかそんな考えが浮かぶ。即座に否定した。後悔などしているわけがない。きっと父なら戦う道を選んだ。女王陛下、などと呼ばれるのは実のところまだ違和感があるものの、それに相応ふさわしい働きをしようという意気はある。

　何を考えているのだろう。

　時が長いような気がする。

　それでも、落ちる鐘は鼻先まで迫っていた。

　空気を押しのけて迫る重厚な圧力に、思わずきつく目を閉じた。閉じてしまった。

　破れ鐘を大きな鉄てつ槌ついで打ち割ったような凄すさまじい音がした。

　ようやくこれが末まつ期ごの瞬しゆん間かんなのだと思い至って、イーリスは最期の言葉を呟つぶやいた。

「レン様──申し訳、ありませんでした」

　凄まじい強さと、実直な優やさしさを持つ戦士。

　彼の悠然とした姿に、イーリスはつい甘えてしまっていた。何度も、だ。

　だから、それを謝あやまってから──イーリスは、

「気にしなくていい」

　頭の上からレンの声。

「え？」

　目を開ける。幻げん聴ちようかもしれない、とそう思いつつ。

　しかし、見上げればそこには、傷つき、土に汚れていながらも、しっかりと黒い兜かぶとがあった。

「……あ、あの」

　うまく口が動かない。だからイーリスは息を吸って、吐いて、

「レン様？」

　呼びかけた。

「大丈夫だ」

　返事は、きちんと返ってきた。

　遅れて、どこかで鐘かねが落ちた。
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　本当に幸運なことに、自じ爆ばくをしかけたにも拘かかわらず、レンは生きていた。

　三角絞めの体勢だったおかげだろうか。爆発の瞬間の記き憶おくは無いが、あの体勢からしてセティスを盾にできたのかもしれない。

　広場の商店に落ちたらしく、建物がクッションになったこともあって、ミネルヴァに電気ショックで起こされた時、瓦が礫れきから這はい出るのはそれほど苦ではなかった。

　その直後、イーリスの上に鐘が降ってきているのを見た時は、肝を冷やしたが。どうにかぎりぎりで鐘を蹴けり飛ばしてイーリスを助けられた。自分が動けることにこれほど感かん謝しやしたのは初めてかもしれない。

　いまは、動けなくなっているのだが。

「良かったです……本当に、良かったです、レン様……!!」

　レンはいま、イーリスに手を握られたまま、泣きつかれていた。

　イーリスを助け、顔を合わせた途端とたん、彼女はレンの手を取ったかと思うと、ぽろぽろと涙を落とし始めたのだ。

　戦いで汚れたレンの手に、綺き麗れいな頰ほおを惜しげも無く擦こすり付け、

「私……信じていましたけど……でも、心配で、不安で……!!」

「落ち着け。大丈夫だ」

「はいっ……！」

　手を離はなしてはもらえない。

　どうするべきかとレンが悩んでいると、周囲の兵や騎き士しは、何故なぜか一様に黙だまってじっと見つめていた。

「イーリス、その……見られているが、いいのか？」

「良くないです……！　でも、少しだけ……!!」

　一際むすっと口を引き結んだアリシアの顔まで見つけて、レンは困り果てていた。

『システムチェック……エラー。電機的システムはほとんど死んでいます』

　こんな時でもマイペースなミネルヴァが、雑音まじりに装甲服のスピーカーから声を出す。

　さすがに無傷とはいかなかったようだ。強化外骨格装甲服タルタロスアーマーの各部に損傷が見られる。人工筋肉は一応生きているが、動作補正やセンサー系はほぼ全滅だ。

　ちなみに、中身もひどい。

　全身に打だ撲ぼくの痛みがあるし、おそらく、骨にも複数箇所に罅ひびくらいは入っていそうだ。

　脳内麻薬による鎮痛機き能のうも働いていないようだし、そもそも損傷をモニターしているはずのミネルヴァから何も報告が無いということは、そうした怪け我がの感知すらもできていない可能性がある。

　しかし、何より問題は、

「──イーリス、離れてくれ」

　厳きびしくそう言うと、少女はぱっと手を離して一歩下がった。

　目元を赤く染めたまま、レンの顔を見上げてくる。まだ潤うるんでいる瞳ひとみの中に、しかし緊きん張ちよう感かんも混ぜていた。レンの口く調ちようから、きちんと緊迫感を読み取ってくれたらしい。

　それをありがたく思いながらも、レンは広場の中央へと歩いていき、南の大通りへ振り返る。

　そこにいるのは、動きを止めた魔ま獣じゆうたちと、

「俺おれが生きているんだ。同じ性能なら、やはり死んでくれてはいないよな──セティス」

　深しん紅くの鎧よろいを着た〈アーガス〉だった。




　　　　　○




　屈辱だった。セティスは屈辱を覚えていた。

　子こ供ども騙だましのような方法で、たった一度、体当たりを食らっただけのはずだ。ただそれだけで、アエラスを失い、爆ばく発はつにもみくちゃにされて、気づいた時には気絶して瓦が礫れきに埋まっていたのだ。この自分が、自由を手に入れたはずの自分が、他人の手のひらで踊らされた。

　これが屈辱でなくて何だというのか。

　半分埋まった体を無理やり動かして瓦が礫れきから抜け出してみると、地上にまで打ち出されていた。

　いったいどれほどの衝しよう撃げきに襲おそわれたか、強化外骨格装甲服タルタロスアーマーの各所に違和感があった。

　ＡＩや機き械かい的てきな補正が無い。人工筋肉はかろうじて稼か働どうしているらしいのだが、センサーは全すべて死んでいるし、システムメッセージが一つも無い。予備系統で生きていた体内整せい調ちよう用のシステムで脳内麻薬を操そう作さし痛み止めはできたのだが、それだけだ。

　怪力と装甲に変わりがなくとも、装備を失ったことを含め、戦せん闘とう力りよくは大幅に減じている。

　動かしづらい体を揺らしながらも歩いていくと、呆ほうけた魔ま獣じゆうがそこかしこにいた。動かない魔獣に指示を出そうとしたが、戦術提案を送るためのシステムが死んでいる。

「……クソ、クソッ！」

　歯は嚙がみしながらセティスは歩く。

　どこへなのか、なんのためなのか、自分でも分からないまま、歩いた。

　歩いた先の広場で、それを理解した。

　なんのためなのか？　どこへ行きたいのか？　そんなものは、目的は、いまやもう一つだけだ。

「俺おれが生きているんだ。同じ性能なら、やはり死んでくれてはいないよな──セティス」

　漆しつ黒こくの〈アーガス〉。

「……ぶっころしてやる」

　セティスは突撃した。
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　日ひ頃ごろ、己おのれの速度に振り回されぬよう目を鍛きたえているはずのアリシアですら、一いつ瞬しゆん、何が起きているのかを理解できなかった。

『化け物』──レンの発言からして、セティスというらしい朱い鎧よろいが現れた。そいつが、低い姿勢でレンに体当たりをしたのだ。

　矢よりも速い、高速で。

　残像の尾を引きかねない速度で黒の鎧よろい、レンへぶち当たり、落雷じみた衝しよう突とつ音おんを残して二人ふたりが消えたかと思えば、半はん壊かいした商店の一階部分が吹き飛んだ。

　そちらに目を転じれば、頭に落ちる二階の建材を意に介さず、二体の全身鎧が殴り合っていた。

　一いち撃げき交わすたびに、鎧騎き馬ばが正面衝突したような轟ごう音おんが響ひびいている。

　レンの右みぎ拳こぶしが避けられて空を切ったかと思えば、セティスが両手を組み合わせて腹めがけて振るい、肘ひじで防いだレンの体が両足で地面を抉えぐりつつ後退。

　固く石が敷しき詰められた大通りの地面を、二条の深い爪つめ痕あとが抉えぐる。

　だがすかさず反はん撃げきに転じたレンが瞬しゆん間かん的てきに間合いを詰めて左、右、と一発ずつ食らわせ、さらに追撃をかけようとしたところで、ようやく建物の三階から上が落ちてきて二人ふたりをもろともに押おし潰つぶした。

　その瓦が礫れきを吹き飛ばして躍おどり出た二人が、また別の方へと駆けていく。

「……手出しのしようがないですね」

　己おのれの不ふ甲斐がいなさにぎゅっと拳こぶしを握りながら、アリシアはただ二人の戦いを目で追い続けていた。──その場の全員が、そうするしかなかった。




　　　　　○




「あぁああああ──!!」

　レンの胸のあたりまでしか身長のないセティスだが、さすがに新型だけあって、出力ならレンより上だ。リーチと重さで分ぶのあるレンだが、機き動どう力りよくと最高出力が上であるなら、体格差など大したアドバンテージにはならない。

　低く跳びかかるようにしてセティスが殴りつけてくる。それを避けたところで背後で壁かべでも殴ったか、対戦車ロケットでも着弾したかのような轟音。

　飛び散る石材が舞まう中を、もう一度跳びかかってきたセティスの腕を摑つかみ投げ飛ばす。

　家屋に突っこんだセティスだが、中で破は壊かい音おんがしたかと思えば、二階の壁を突き破って出てきた。その手には建材と思おぼしき大きな四角の柱。

　見た目にはセティスの両腕にすら余る家屋の一部が、しかし木刀を振るうような無造作な所作で横殴りに襲おそいくるのを、レンが拳で迎撃。半ばから粉砕された硬木が宙を舞う。

　その隙すきに着地したセティスが高速回転。短くなったことで速度を増した柱が今度はレンを打ち据える。

　吹き飛ばされたレンがその勢いが衰えないままに跳ね起きると、セティスが既すでに追撃に来ていた。

　助走をつけた拳をレンが受け止め、続くコンビネーションもその場で受けきるとアッパーでセティスを宙に浮かせ、目の前の高さにきたところへストレートを打ちこむ。

　ガードしつつもくるくると回りながら飛んでいったセティスに追撃。着地したところに追いついて拳を食らわせる。

　後ろ向きの慣かん性せいを殺しきれていないところへ顔面に叩たたきこんだことで、セティスは後頭部から路面に激げき突とつしてボールのように跳ねてうつ伏せに落ちる。

　人間ならお互い何度も死んでいるが、〈アーガス〉は違う。

　セティスが跳ね起きた。

「もうやめろ、セティス」

「くっふふ……まだだね、これからだよ」

　レンの視し線せんの先で、拳こぶしを握にぎり締しめたセティスが突とつ撃げきしてきた。応じてレンも突撃をかける。

　打ち下ろしの右をセティスが真正面から受け止めて、足下の石畳が割れて爆はぜた。

「ぁああっ──!!」

　咆ほう哮こう。

　全力で放たれたフックをレンはガードして受けるが、セティスの手は拳ではなく掌しよう底てい。面の打撃力にレンの身が浮かされ、道の脇わきにあった露ろ店てんを砕いて工房らしき屋内に転がり込んだ。

　立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、レンの足が滑る。──否、足首を摑つかみ取られた。

　そのまま振り回されてから上へ放り投げられたレンは天てん井じようを突き破って二階の天井に叩たたきつけられ、落ちるより先に下から鉄製の作業台らしきものが飛んできてぶち当たられ、三階まで突き破って転がる。

　レンが飛び起きて身がまえるのと、セティスがその背後から床を割って現れたのはほぼ同時だった。

　だが地に足を着けてかまえているぶん、レンが速い。

　後頭部を殴りつけようとしたセティスの拳は空を切り、身を屈かがめつつ背後を振り返るレンは浮いた足を蹴けった。

　空中で足をすくわれたセティスがなんの手がかりもなく横に回転して、無防備な姿を晒さらしている。横向きになったその体に向けて、レンが肩から思い切りぶち当たった。低い姿勢から突き上げるようなショルダータックルをもろに受けたセティスの体を、そのまま肩から逃さず走り抜ける。

　一見ではセティスを肩に担いだような体勢で、レンが重戦車じみた疾走を開始。部へ屋やの壁かべを突き抜けて頑丈な煙突を貫通し部屋の調ちよう度ど品ひんを砕きながら進み、疾走に一瞬の溜めを作って外がい壁へきとなる向かいの壁へと赤い〈アーガス〉を肩から突き放し、叩き付ける。

　再び加速して石壁に叩き付けたセティスを追撃するが、衝しよう突とつの瞬間、壁に腕を叩き付けた反動でセティスは蹴けりを放ってきた。

　黒の拳が朱あかい鎧よろいの頭へ、朱あけの蹴り足が黒い鎧の胸へと着弾する。

　大理石の貼はられた壁かべを粉砕して外に飛び出した。お互いの攻こう撃げきで同極の磁じ石しやくのように反発しながら宙を舞まい、着地──というよりも落下したのは、最初の広場だった。

　イーリスたちの姿がある。視界の片隅にそれを捉とらえるが、いまはまだ余裕が無い。

　レンが振り返った時には、どこかへ落ちたはずのセティスが、既すでにレンへ跳びかかってきていた。

　真上から落雷のように打ち下ろされた踵かかと落おとしを躱かわすと、着弾した地面が割れて陥没する。間かん髪ぱつ容いれずセティスが跳ちよう躍やく。同時につま先が真下から顎あごを打ち抜きにきた。背面宙返りと連動した蹴り──サマーソルトキック。

　必殺の威力を宿した二連撃は空気を裂く高音すら伴ってレンを襲おそう。

　しかし、その二撃目もレンは回かい避ひして、それどころか蹴けりを予期した動きでセティスの側面に回っていた。逆さになったセティスの胴に後ろ回し蹴りを横から打ちこんで、頭から地面に叩たたき付ける。

　硬い石畳を割り、広場の中央にある銅像の土台部分へ衝しよう突とつし、もたれかかる姿勢になったセティス。

　度たび重かさなる衝しよう撃げきに、ついにセティスの頭部装甲に亀き裂れつが生まれ、破裂するかのように装甲の一部が剝はく落らくした。すかさず拳けん銃じゆうを抜いて大きく割れたヘルメットの奥、右の赤い瞳ひとみに狙ねらいを定めて、レンは告げた。

「……終わりだ。セティス」

　拳銃弾で脳まで貫ける部位に銃を突きつけられながらも、その眼めが見るのは暗い銃口ではなく、レンの顔だった。

「か、は──」

　浅い息を吐いて、セティスは体を震ふるわせた。

「なんで、ボクが、負けてるんだろ……？」

　本当に不ふ思し議ぎそうな口く調ちようで言われ、レンは答えてやる。

「〈アーガス〉は世代を重ねるたびに、前世代の〈アーガス〉が蓄ちく積せきしたデータを反映して、戦せん闘とう訓練とプログラムを強化してきた。だが……試作品の剣を使い続けるような、馬ば鹿かな奴やつはそういない。手が届くような近接格闘戦ＣＱＣのデータは、ほとんど俺おれのものなんだ。……覚えのある動きをしていたから、第四世代でも戦闘データは同じだと、すぐに分かった」

　特に、上から打ち下ろした直後に下から打ち上げるあの動きは、レンにとっては馴な染じみ深ぶかいものである。得え物ものが違えど、基本が同じでは予想も容易たやすい。

　つまり、

「こんなことを言いたくはないが──先せん達だつは敬うやまえ。そういうことだ」
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「サイテー……」

　心底嫌いやそうな顔をしながら、セティスは割れたヘルメットを解除した。自動組み立て式のそれが、ぱたぱたと開かれていく。

　降参、ということなのだろうか。

「レン様、大丈夫ですか？」

　そろそろと近づいてきたイーリスを手で制して、レンはゆっくりとセティスに近づいていく。

「セティス、投降するなら手厚く扱うよう頼んでやるぞ。お前には訊ききたいこともまだある」

　レンの呼びかけに、セティスは歯を剝むいて笑った。

「訊きたいこと？　なら、いま訊いといた方がいいよ。なに？」

　そこに含まれた挑発的な響ひびきに、レンはセティスと一メートルの距きよ離りで足を止めた。

　そのまま、言われたとおり訊たずねてみる。

「お前は、一人ひとりでヴァルカ王おう国こくを滅ぼしたのか？」

　セティスは色素の無い眉まゆを跳ね上げて、面おも白しろがるようにレンを見た。

「なに？　ボク一人とやり合うのにそこまでボロボロになったくせに、まだ敵が欲しいの？」

「違うなら──」

「まあ、一人じゃないけどね」

　何気なく言われたことに、レンは息を詰まらせる。

「なら、詳しく聞かせてもらおう」

　そう告げて近づくレンに向けて、セティスは愉快げに笑った。

「無理だよ。一人ひとりじゃないなら、動けなくなったボクは──用済み、じゃないかな？」

　その言葉に含まれた冷たい響ひびきに、レンの中にぞっとした予感が駆け巡る。

「やめろ!!」

「やだね。ボクは──好きにするのさ」

　セティスは最期まで愉快そうに笑いながら──その瞳ひとみから生の輝かがやきを失っていった。

　その体がぐらりと傾いて倒れるのを慌てて肩を摑つかんで支えるが、首筋に手を当てても、もう脈は無かった。

「殺された、のか？」

〈アーガス〉の身体改造は体内にまで及ぶ。脳内麻薬の過剰分ぶん泌ぴつ、内ない臓ぞう器官での毒素の生成、やりようはいくらでもある。

『いいえ。外からこのような操そう作さはできません。自決用プログラムが元々、用意されていたのだと推測されます』

「……セティスの意志か」

　レンは歯は嚙がみしながらその事実を受うけ容いれた。

　レンはセティスの目を閉じてやり、立ち上がった。

「あ、あのっ、レン様！　見てください！」

　イーリスの声に振り返ると、彫像のように棒立ちになっていた魔ま獣じゆうが、そのまま砂と化して崩れていくところだった。

　一体残らず、消えていく。

「これは、どういうことでしょう？」

　その問いへの答えを、レンは持ち合わせていない。

　答えに詰まっていると、アリシアが言った。

「レンが化け物に勝ったから、魔獣が消えた。とりあえずそれでいいのでは？」

　その言葉に、イーリスはきょとんとした間を置いてから、ぱん、と手を打ち合わせて頷うなずいた。

「そのとおりです、アリシア。分からないことを脇わきに置いてしまえば、私たちが生き残り、魔獣は消え去った。──勝利の光景です」

　二人ふたりの会話を耳にして、周囲の兵士たちが顔を見合わせた。

「か、勝ったのか？」「あの剣士が勝ってたじゃねえか」「魔獣もいないんだよな」「ようやく、終わったのか？」「終わったんじゃねえ、勝ったんだよ」

　傷つき、疲れ果てた男たちがレンを見ている。なぜか兵士だけでなく鉱夫や町人もいる。例の商人もいる。

　何が勝利なのか。そう思う心もある。だが、いまこうしてレンがここに立っているのは、自分が選んだ選択だ。

　なら、それをいまは、こう言うべきだろう。

「魔ま獣じゆうを操あやつる敵の首しゆ魁かいは討うち取った。イーリス」

「ならば、リクスリオンに安あん寧ねいが戻りましょう……私たちの、勝利です！」

「「「おおお──!!」」」

　快かい哉さいを叫ぶ兵士たちの声が、リクスリオンの山にこだました。













　　　　　終章　祝祭の火







　その日、リクスリオンの町には、煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。

　夜空の星を塗ぬり潰つぶすかのように、盛大に火が焚たかれている。その火を囲んで、数多あまたの人々が集つどい、酒を飲み、踊り狂っていた。

　まるで祭りのような様相だが、その焚き火は、リクスリオンの惨事の後片付けでもあった。

　魔獣による被害は甚じん大だいだった。

　最初にいた兵士の数は三百人。生き残ったのは、およそ十分の一。壊かい滅めつと言っていい数字である。

　兵士だけでもこれであるから、町はさらに酷ひどい。南側の家屋はほぼ壊滅状態で、広域に亘わたって地じ盤ばん沈下の危険を孕はらんでいる。逃げ遅れた町人も多数いた。墓が足りないほどだ。死体も無いので、後に慰い霊れい碑ひが立てられるだろうという話になっている。

　辛い思いを誤ご魔ま化かすように、避ひ難なん先さきから戻ってきた町人たちは必死で体を動かして、怪け我が人にんの手当てや潰つぶれた家屋の片付けや、数少ない遺い体たいの回収を進めた。

　そして食しよく糧りようが行き渡るようになるなり、廃材を燃もやして酒と食べ物を貪むさぼり、歌をがなりたてて、踊る者が出てきた。

　騒さわいで忘れたい者が全員で便びん乗じようして、祭りのような騒ぎを起こしているらしい。それを咎とがめようという者もいないようだ。

　見ようによっては痛ましい自棄やけ酒ざけのようにも見える。

　だが、あれだけの惨事があったにも拘かかわらず、人々の間にはなんのわだかまりも残っていない。傷ついた故郷を見る彼らの顔には、亡くしたものへの痛みもあったが、同時に、再び故郷の地を踏んで生きることへの希望もあった。

　廃材を燃やしてどかした跡には、新たな家や物が置かれる。歌い、踊り、騒いで声を上げるのも、その延長にあるとするなら、それは再生への雄お叫たけびだ。

　雄叫びは連なり、輪わになって増えていく。卓の代わりにされた荷車いっぱいに並んだ酒杯を男たちが摑つかみ、杯さかずきの底で卓を叩たたいてから一気に酒を呷あおって、高く掲げる。

　男たちが騒ぎ立てながら武勇伝を語り、聴ちよう衆しゆうは拍手と共にその話を讃たたえた。

　自慢話をしているようでいながら──それは、故人へ捧ささげる献杯でもあり、死者がどんな戦いをして、どんな人間であったのかを語って聞かせる行為でもあるのだ。

　どっと歓声が上がった。

　そちらに目を転じると、町娘らしき少女が、長い旗はた竿ざおを持っており、その先端部に火を点つけて振り回しながら踊っている。

　闇やみの中で火が尾を引いて軌跡を描き、熱ねつ狂きようした人々が一段と大きく騒いでいた。

　少し離はなれた宿の部へ屋やから、その光景を眺めていたレンの耳に、足音が届いた。

『動体センサーに感あり。部屋の前で止まりました』

（分かっている）

　ミネルヴァに言われるまでもなく、レンはそれが誰だれかすら分かっている。楚そ々そと歩くその姿が思い描けるほど耳みみ慣なれた、イーリスの足音である。

　木の扉がコツコツ、とノックを鳴らす。

　誰すい何かを省いて、レンは扉を開けて迎えた。

「こんばんは。レン様。中で少し、お話をさせていただけますか？」

「入ってくれ」

　頷うなずいてそう促すと、イーリスは少しだけ間を置いてから、ゆっくりと入ってきた。

　テーブルを挟んで向かい合ってイーリスと座ると、何故なぜか、少女は視し線せんをわずかにさまよわせ、小さく咳せき払ばらいをしてから、ようやくこちらと目を合わせ、こう切り出す。

「えっと、レン様、お久しぶりです。五日ぶりくらいでしょうか。ここへ来るのが遅くなって、申し訳ありません。なにぶん、大事の後始末というのが、思ったよりずっと大変でしたので」

「うまくいったのか？」

「はい。それはもう」

　リクスリオンの戦いが終わってすぐ、イーリスとアリシアはエルザス王都ヒイレルズへと向かった。この町の惨状と経けい緯いを報告し、再建を具ぐ申しんするためだ。そしてもう一つ、エルザス各地で苦しい生活を強しいられているヴァルカ国民を、リクスリオンに住まわせるためだ。

　派は遣けんされた兵力がほぼ全滅するほどの戦いが行われたリクスリオンは、街の半分が被害を受け、大量の死者を出している。鉱山町としての機き能のうはほぼ失われ、再建する為ために必要な人手は途方も無い。

　そこを各地の町で収容しきれずあぶれてしまったヴァルカ国民で引き受ければ、両者にとって得のある話だ。

　イーリスたちはそんな提案をエルザスに持ちかけに行った。その結果は、良いものになったらしい。

「なら、これからが大変だな」

　そう返すと、イーリスは素直に頷うなずいた。

「はい、そのとおりですね。でも、やり甲斐がいがあることですから。大丈夫です。しかし、私には別に気になることもあるのです」

「ふむ、なんだ？」

「レン様のことです」

　きっぱりとそう言って、イーリスはわずかに身を乗り出してくる。

「これからどうされるおつもりですか？」

　レンは肩を竦すくめた。

「バルブロやクヌードの手配のおかげで、装備はずいぶん回復した。完全に元どおり、というわけにはいかなかったが」

　人手を集めてレンの装備を捜索し、届けてくれた二人ふたりの協力者のおかげで、レンはオルドーとその鞘さやを取り戻していた。

　ギデオンだけは見つからなかったが、代わりにセティスのアエラスを手にしている。

　また、電子装備についても、時間をかけた整せい備びとセティスの装甲服から取った部品で、なんとか回復させることができたのである。

「これから、ヴァルカ王おう国こくへ行ってみようと思っていたところだ。俺おれの中では、まだ解明すべき謎なぞがある。その手がかりがあるとするなら、この世界で初めに異変が起きた君の国だろう」

　レンの中に多くの謎が残る戦いだった。

　何故なぜ自分はここにいるのか。セティスの言っていた仲間の存在とは何か。アルゴリス研けん究きゆう所じよには何故異世界の住人の言語を翻ほん訳やくするデータがあったのか。──あの、作戦要よう綱こうはなんだったのか。

　まだ、レンの中では終わっていない。

　ただそれでも、もはや勝手に出て行こうとは思わなかった。

　レンの手を取って泣きだすほど、心配をする人間がいる。何も言わずに消えてしまえば、次に出会った時に後悔することになるだろう。

　自分自身の機き能のうを取り戻すためでもあるが、そうでなくとも、レンはイーリスたちが戻ってくるのを待つつもりだった。

　また会うことを考えて。

「やっぱり、そうでしたか」

　レンの言葉に、イーリスは微笑を浮かべた。その笑顔えがおの奥に、いつもの予感が垣かい間ま見みえた気がして、レンは眉まゆを顰ひそめる。

「では、私もご一いつ緒しよしますね、レン様」

　的中した。

「何故なぜだ」

　そう訊きき返すと、イーリスはきょとんと目を丸くした。

「私の理由など、一つです。捲けん土ど重ちよう来らいを果たすために決まっているではないですか」

　む、と細腕を胸の前に持ってきて力こぶを作ってみせるが、このうえなく似合わない。

「しかし、だな。いまからこの町を復ふつ興こうさせる時に、女王が危険を冒して、おまけに留守にしてていいのか？」

「私があれこれと口出ししては、エルザス領ではなく、ヴァルカ領にしてしまいますよ？」

　あまり笑えない冗じよう談だんを笑顔で言うイーリスに、レンは息を抜いて肩を竦すくめる。

「……君の決定に文句を言えたことがない気がするな。好きにするといい」

「はい、ありがとうございます。レン様」

　微笑する少女を見返していると、イーリスの目が少しだけ見開かれた。そこに驚おどろいたような色を垣間見て、レンは首を傾かしげる。

「どうかしたか？」

「あ、いえ──その、ようやく、レン様が笑ってくださったので」

「……俺おれが？」

　頰ほおに手を当ててみるが、笑えみらしき緩ゆるみも強こわ張ばりも残っていなかった。というより、笑わないようにしていた覚えも、レンにはないのだが。

「……最近、自分のことがよく分からないな」

　以前までのレンなら、また同じ人に会うことなど考えず、誰だれかとの繫つながりを保とうなどと、考えもしなかっただろう。

　良い変化なのかは、レンにとっても分からない。

「私が言うのもなんですが、そんなに驚かれなくてもいいのではないでしょうか」

「そのとおりかもしれないが、俺は〈アーガス〉だ。内ない臓ぞうまで自分で動かせるのに、顔をどう動かしたのか、覚えていないのは妙だろう」

「そうでしょうか？　では、それは〈アーガス〉ではなく、レン様が動かしているのでは？」

「…………それは、同じだろう？」

「違いますよ」

　おかしそうに、どこか嬉うれしそうに、イーリスがそう言った。

　そこへ、小刻みなノックの音が響ひびく。

「イーリス様？　こちらにいらっしゃいますか？　大丈夫ですか？」

「はい、すぐに行きます、アリシア。少し待っていてください」

　続くアリシアの声に、イーリスが返事をした。

　大丈夫とはなんだ、などとレンは訝いぶかるが、さっとイーリスが立ち上がり、レンに一礼した。

「貴重なお話をありがとうございました、レン様。これで失礼いたします。また、明日あした」

　レンも立ち上がり、見送るためにそのまま部へ屋やを辞するイーリスの後ろについていく。

　だが、扉の前でふとイーリスが立ち止まり、振り返ってきた。

「あの、少しだけ、お耳をお貸しください」

　そんなことを言ってくる。

　内密な話か、とレンは少し屈かがんで顔を寄せた。そのレンの耳に、イーリスの唇が吐息のかかる距きよ離りまで近づいてきた。

「覚えていらっしゃいますか？　お話しした、報酬のこと」

　少し、掠かすれるような声音で言って、

「……私を、救ってくださいましたね？　レン様」

　イーリスの柔らかな『祝福』が、レンに与えられた。




　さっと身を翻ひるがえしてイーリスが去った。あとには、難むずかしい顔になったレンだけが残された。







　リクスリオンに歓声が上がる。

　火の周りで踊る彼らの中心に、二つの異装の姿があった。

　一人ひとりは少女。きらびやかな白い薄うす衣ごろもをなびかせて、火を噴ふく旗を持って踊る。

　一人は大男。ただし、空っぽの甲かつ冑ちゆうと大剣を数人がかりで抱え上げて踊らせている。

　傍はた目めには滑こつ稽けいながら、誰だれもが酒杯を掲げてその姿を讃たたえた。

　その翌年から、少女と大おお鎧よろいの姿で踊る光景が祭りとして繰くり返されるようになるとは、その時は誰も知らなかったが──熱ねつ気きに包まれながら騒さわぎ立てる中、それが勝利の象徴であることは、誰も疑っていなかった。

　リクスリオンの宴うたげは、朝まで続いたという。










　あとがき




　初めまして、長なが田た信のぶ織おりです。本作がデビュー作となりますぴかぴかのド新人です。

　いわゆる拾い上げ作家というものでありまして、皆様のお手元にこの本を届けるまでには様々なことがありました。

　電でん撃げき文ぶん庫こ大賞で落選した時には「ジーザス！」と叫びながらヘッドバンギングしておもむろに台所の──

　その話はやめておきます。苦労したのはその後、拾い上げのお電話を頂いただいてからのことです。改稿というやつですね、ええ。

　これがとても大変でした。

　どのくらい大変だったかというと、当初予定していた期間の倍ぐらいかけて改稿作業が行われたほどです。

　その間にボツになった原稿はなんかもう別の作品がもう一本書かれてるレベルで別物でした。

　最終的には古き良き王道と新しい王道の合流地点とも言えるような、正統派ファンタジーとして出来上がったことは、書いた本人が一番不ふ思し議ぎがっています。出来るものなんですねぇ。

　まあそんなところでお世話になった方にお礼を。

　担当のＨさんＴさん、一度目の打ち合わせで遅刻したうえに別物を書き上げてきた私を見捨てず「早くなんとかしないと」と粘り強くお付き合い頂いて、本当にありがとうございました。厄やつ介かいな奴やつですよね、すみません。可愛かわいらしいイラストで本書を彩りあるものにして頂いたネコメガネ先生、ありがとうございます。どいつもこいつもがっちゃがっちゃと装備しててすみません。応募前のアレなタイトルだった原稿を読んでくれた方々、ありがとうございます。中身もタイトルもずいぶんまともになり、おかげさまで拾い上げられました。ついでに名前借りてた友人Ｏにも一応。

　そして最後に、これを読んでくださった読者のあなたへ。本当に、ありがとうございました。

　できればもう一度お目にかかりたいです。

　それでは、こんなところで。





長田信織
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長なが田た信のぶ織おり

姉に「にゃんこ先生」と呼ばれます。意味が分かりません。もしかして猫の方が本体なのかと思いましたが、一日の七割寝てる猫に小説が書けるわけありません。会うと何か奢ってくれる気前の良い姉なのでとりあえず受け入れておきます。
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イラスト／ネコメガネ

神奈川で引きこもりながら絵描いてるイラストーレーター的なナニか。絵描くかゲームしかしてない毎日に危機感を覚えつつ変わらぬ日々をすごしています。運動大事、とても大事……！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「長田信織先生」係

「ネコメガネ先生」係











本書は第20回電撃小説大賞応募作品『迷い人の装甲兵』に加筆・修正しています。
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ガンズ・アンド・マジック




─黒くろき鎧よろいと幼おさなき女じょ王おう─








長なが田た信のぶ織おり
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